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ご 利用 の 前 に 必ず お 読み くだ さい 


本 書 は 紙 書 籍 『 シ ョ ー ト アニ メー ショ ン メイ キン グ 講 座 吉 違 尚希 works by 
CLIP STUDIO PAINT PRO/EX』(ISBN978-4-7741-8751-8) を 元 に 製作 し 
た 電子 書籍 で す 。 紙 書 籍 と は デザ イン や レイ アウ ト が 異な り 、 ご 覧 に な る 端末 に よ 
り 表示 が 異な る 場合 が あり ます 。 表示 設定 は 端末 の 標準 設定 を 推奨 し ます 。 配 
信 後に 補足 訂正 等 で デー タ の 再 配布 を 行う 場合 が あり ます 。 更新 方 法 は 購入 
先 の 電子 書店 の ヘル プ 等 を ご 確認 くだ さい 。 

本 書 は 情報 提供 の み を 目的 と し て お り 、 掲 載 内 容 の 運用 結果 に つい て 技術 
評論 社 お よび 著者 は 一 切 の 責任 を 負い ませ ん 。 掲載 内 容 は 特に 断り の な い 限り 


執筆 時 点 より 以前 の 情報 の た め 、 変 更 され る 場合 が あり ます 。 特に 、 リ フト ウェ ア 
は バー ジョ ン ア ッ プ され る 場合 が あり 、 本書 で の 説明 と は 機能 内 容 や 画面 図 な ど 


が 異な っ て し まう こと も あり えま す 。 
以上 を あら か じ め ご 承諾 の 上 、 ご 利用 を お 願い し ます 。 
本 文中 に 記載 され て いる 製品 の 名 称 は 、 す べ て 関係 各 組織 、 各 社 の 商標 また は 登録 商標 で す 。 


注意 


ご 購入 ・ ご 利用 前 に 必ず お 読み くだ さい 


本 書 の 内 容 に つい て 

* 本 書 は 株 式 会 社 セル シス の 「CLIP STUDIO PAINT EX(Ver.1.6.3) 」 を 使用 し て 解説 し て お り ます 。 
本 
り ます 。 


載 の 情報 は 、2017 年 2 月 1 日 現在 の も の に な り ま す の で 、 ご 利用 時 に は 変更 され て いる 場合 も あ 


また 、 ソ フト ウェ ア は パー ジョ ン アッ プ さ れる 場合 が あり 、 本 書 で の 説明 と は 機能 内 容 や 画面 図 な ど が 異な っ 
て し まう こと も あり 得 ま す 。 本 書 ご 購入 の 前 に 必ず ソフ トウ ェ ア の パー ジョ ン 番 号 を ご 確認 くだ さい 。 

* 本 書 は CLIP STUDIO PAINT の 「EX」 を ベー ス に 解説 し て いま す が 、 一 部 機能 を 除い て 、「PRO」 
「DEBUT」 で も ご 利用 いた だ け ます 。 「EX」 の みこ 利用 で きる 機能 に 関し て は 、 本 文中 に 注釈 と し て 記載 
し て いま す 。 

* ソ フト ウェ ア は 、 Windows 版 を ペー ス に 解説 し て お り ます が 、 Mac 版 で も ご 利用 いた だ け ます 。 

*Chapter5「Yoshibe's Works Digest」 で は 、 著 者 の 携わっ た 商業 作品 で の 制作 技法 を 一 部 紹介 し て い 
ます 。 そ こ で は 、 ア ド ビ シ ステ ムズ 社 の After Effects の 使用 例 も あり ます 。 

* 本 書 に 記載 され た 内 容 は 、 情 報 の 提供 の み を 目的 と し て いま す 。 本 書 の 運用 に つい て は 、 必 ず お 客 様 自 
身 の 責任 と 判断 に よっ て 行っ て くだ さい 。 これ ら 情 報 の 運用 の 結果 に つい て 、 技 術 評論 社 及び 著者 は いか 
な る 責任 も 負い か ね ます 。 
また 、 本 書 内 容 を 超え た 個別 の トレ ー ニ ング に あたる も の に つい て も 、 対応 で きか ね ます 。 あら か じ め ご 承知 
お きく だ さい 。 


CLIP STUDIO PAINT は ご 自分 で ご 用 意 くだ さい 
* 株 式 会 社 セ ル シ ス の Web サ イト より 、CLIP STUDIO PAINT PRO ン EX の 製品 体験 版 ( 無 償 ・30 日 間 
有効 ) を ダウ ン ロ ー ド で きま す 。 


詳細 は 、 株 式 会 社 セル シス の 下記 Web サ イト を ご 覧 くだ さい 。 


http:7/www.clipstudio.net 


作例 ファ イル の ダウ ソン ロード に つい て 

* 本 書 で 使用 し て いる 作例 ファ イル を ダウ ン ロ ー ド デー タ と し て 配布 し て いま す ( 作 例 フ ァイル の 詳細 、 お よび ダウ 
ン ロ ー ド 方 法 は 「 後 述 2 ダウ ン ロ ー ド ファ イル に つい て 」 を 参照 の こと ) 。 作例 ファ イル の 利用 に は 、CLIP 
STUDIO PAINT が 必要 で す 。 ま た 、Ver.1.6.3 で 作成 し て いる た め 、 そ れ 以外 の バー ジョ ン で は 利用 で き 
な い 場 合 や 操作 手順 が 異な る こと が あり ます 。 

* 一 部 作例 デー タ ( タ イム ライ ン が 24 フ レー ム 以 上 の も の ) は 、CLIP STUDIO PAINT の 「PRO」「DEBUT」 
で は 再生 に よる 動き の 確認 の み ご 利 用 可能 で す 。 これ ら の デー タ の 編集 に は CLIP STUDIO PAINT の 
「EX」 が 必要 と な り ます 。 

* 本 書 で 使用 し た 作例 の 利用 は 、 必 ず お 客 様 自身 の 責任 と 判断 に よっ て 行っ て くだ さい 。 これ ら の ファ イル を 
使用 し た 結果 生じ た いか な る 直接 的 ・ 間 接 的 損害 も 、 技 術 評論 社 、 著 者 、 プ ロザラム の 開発 者 、 フ ァイル 
の 制作 に 関わ っ た すべ て の 個人 と 企業 は 、 一 切 その 責任 を 負い か ね ます 。 


CLIP STUDIO PAINT( 一 Ver.1.6.3) の 動作 に 必要 な シス テム 構成 
※ 以 降 の バー ジョ ン で は 変更 に な る こと が あり ます 。 


【windows】 

*SSE2 対 応 の Intel@ ま た は AMD@⑤ プ ロ セ ッ サ 

*Microsoft Windows 7 Service Pack 1 以上 (32bit64bit) 、Windows 8.1(32bit プ 64biD 、 
Windows 10(32bit プ 64bi) オペ レー ティ ング シス テム 日 本 語 版 

*2GB 以 上 の RAM 

* ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル 用 に 約 300MB、 データ その 他 の イン スト ー ル 用 に 約 1.2GB、 作 業 領域 と し て 


2GB 以 上 の 空き 容量 の ある ハー ド デ ィ スケ 


*OpenGL 2.1 対 応 の GPU 


* ソ フト ウェ ア の ライ セン :、 お よび オン ライ ン サ ービス の 利用 に は 、 イ ンタ ーネット 接続 お よび 登録 が 必要 で 


す 。 


【Mac OS X】 

*Intel@ プ ロ セ ッ サ を 搭載 し た Mac 

*Apple Mac OS X 10.9、 10.10、10.11、10.12(※1) オペ レー ティ ン ザ シス テム 日 本 語 版 

<2GB 以 上 の RAM 

* ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル 用 に 約 300MB、 デ ー タ その 他 の イン スト ー ル 用 に 約 1.2GB、 作 業 領域 と し て 
2GB 以 上 の 空き 容量 の ある ハー ド デ ィ スケ 

<*OpenGL 2.1 対 応 の GPU 

* ソ フト ウェ ア の ライ セン ス 認 証 、 お よび オン ライ ン サ ービス の 利用 に は 、 イ ンタ ーネット 接続 お よび 登録 が 必要 で 
す 。 

※1 macOS Sierra(10.12) で ご 利用 の 場合 は 、OS の 設定 変更 が 必要 に な り ます 。 詳し く は 株 式 会 社 セ 

ル シ ス の Web サ イト を ご 覧 くだ さい 。 


これ 5 の 注意 事項 を ご 承諾 いた だ いた うえ で 、 本書 を ご 利用 願い ます 。 こ れ ら の 注意 事項 を お 読み いた だ か 
ず に 、 お 問い 合わ せい た だ いて も 、 技 術 評論 社 お よび 著者 は 対処 し か ね ます 。 あら か じ め 、 ご 承知 お きく だ さ 


い 。 


本 文中 に 記載 され て いる 製品 名 会 社名 、 作 品名 は 、 す べ て 関係 各社 の 商標 また は 登録 商標 で す 。 
本 文中 で は "" 、@ な どの マー ク を 省略 し て いま す 。 


は じ め に 


「 ア ニメーション 」 と ひと 口 に 言っ て も その 表現 は 多岐 に 渡り ます 。 

アニ メ だ けが アニ メー ショ ン で は な く 、 日 ご ろ よ く 目 に する CM な ど で の ロゴ の ちょ っ と し 
た 動き か ら 、 ス マート フォ ン の ユー ザー イン タフ ェ ー ス や アイ コン を 押し た と き の 動 き な 
ど 「 モ ーション 」 と 呼ば れる 表現 も 一 種 の アニ メー ショ ン と いえ る で し ょ う 。 


この 本 は 「 ア ニ メ の 技術 書 」 で は な く 、 敢えて 「 ア ニメーション 表現 の 入門 書 」 と な る 
よう 心掛け まし た (と は いえ 、 キ ャ ラ ワ タ ー 表 現に 寄っ た も の で は あり ます が ) 。 アニ メー ショ ン に つい 
て さま ざま な 表現 や 方 法論 が ある な か で 、 教 わり 、 実 践 し て 培っ て きた 「 動 き を 創 
る 」 う え で の 基本 的 な 考え 方 や コツ を 、“ あ くま で 自分 が "語り 得る 範囲 で 執筆 し て 
いま す 。 


“あく まで 自分 が "と 前 置き し た の は 、 ア ニメーション に 「 セ オリ ー は あっ て も 正解 は な 
い 」 と 考え て いる か ら で す 。 

アニ メー ショ ン に 関連 する も の だ け で も さま ざま な 本 が あり 、 先生 や 師匠 、 上 司 に 
よっ て 言う こと が 違う と いっ た こと も ある で し ょ う 。 


し か し 、 お そら く 一 様 に 、 そ し て 自分 も 同様 に 品 に する 大 前 提 が あり ます 。 
それ は 、「 ア ニメーション (動き) を 学ぶ と いう こと は 、 自然 界 や 物理 の 理 を 知る と いう こ 
と で あり 、 観察 こそ が 第 一歩 で ある 」 と いう こと で す 。 


た と えば ぱ ば 、 ボ ー ル が 跳ね る 動き に つい て 理解 する に は ボール が 跳ね る 様子 を 観察 
する の が も っ と も 早い で す 。 し か し 、 ボ ー ル が 跳ね る 動き の 描き 方 を 方 法論 と し て 


頭 に 入れ て お く こと は 、 手 を 動か す 際 の 助け に な り ま すし 、 知識 と し て 蓄積 し て いく 
こと に よっ て 、 観察 し な く て も 動き を 「 想 像 」 す る こと が で きる よう に な っ て いき ます 。 


一 観察 と 知識 と 実践 


と に か がく 目 で 見 て 、 さ ま ざ ま な 人 の 表現 を 研究 し 、 話 を 聞き 、 読 み 、 そ し て 、 な に よ 
り 実際 に 手 を 動か し て 試し し みな が ら 、 自分 に 合っ た 正解 を 探し て いく こと が 大 切 
で す 。 こ れ は 、 ア ニメーション に 限ら ず 「 何 か を 表現 する 」 う え で の 大 前 提 に な る か と 
思い ます 。 


この 本 が 、 そ うい っ た 助け の 入り 口 の 1 つ に な れ た な ら 幸 いで す 。 


2017 年 2 月 吉 違 尚希 


本 書 の 使い 方 
本 書 は 、Chapter1Chapter5 の 全 5 章 立て と な っ て いま す 。 


Chapter1.….CLIP STUDIO PAINT PRO プ EX の アニ メー ショ ン 機 能 に つい て 
解説 し ます 。 

Chapter2.………. ア ニメーション 用 語 や 表現 方 法 の 基本 を 解説 し ます 。 
Chapter3.……….CLIP STUDIO PAINT を 使っ た アニ メー ショ ン 制 作 の 基本 を 解説 
し ます 。 

Chapter4..……. 豊 富 な 作例 に よる ショ ー ト アニ メー ショ ン の メイ キン グ で す 。 
Chapter5.……. 筆 者 の 実際 の 仕事 を ダイ ジェ スト 的 に 紹介 し ます 。 


節 
各 Chapter は いく つか の 節 に 分 か れ て いま す 。 


回 見 出し 

その 節 の 内 容 を 細か く 分 け て いま す 。 ソフ ト の 機能 紹介 や ショ ー ト アニ メー ショ ン の 
制作 手順 な ど 、 よ り 小さ な 単位 で 解説 し て いま す 。 

な ね お 、 認 久 の 表記 が ある も の は 、CLIP STUDIO PAINT EX の バー ジョ ン で 利用 
で きま す 。 


解説 ン 
章 と 図 に よる 解説 で す 。 


回 PolNT 


機能 解説 や 作業 手順 の 中 で 、 知っ て お くべ き ポ イン ト や 注意 点 を 紹介 し て いま 
す 。 


回 作例 ファ イル 名 

その 見 出し で 使う 、 作 例 フ ァイル の 名 前 を 記し て いま す 。 開い て ご 確認 くだ さい ワ ァ 
イル の 利用 方 法 に つい て は 、「 後 述 2 ダウ ン ロ ー ド ファ イル に つい て 」) 。 

な お 、 認 久 の 表記 が ある も の は 、CLIP STUDIO PAINT PRO の バー ジョ ン で 開 
いた と き に 「 読 み 取 り 専 用 ファ イル 」 と な り ま す が 、 動き の 確認 は 問題 な く 行え ます 
(詳細 は 、「Chapter1『1 CLIP STUDIO PAINT の 概要 』」 を 参照 くだ さい ) 。 


回 NG 例 
Chapter2 に 登場 し ます 。 アニ メー ショ ン 表 現に お いて 、 や っ て し まい が ちな NG 作例 


を 掲載 し て いま す 。 NG 作例 ファ イル も 用 意 され て いる の で 、 開い て 確認 し て みて く 
だ さい 。 


話 Column 
そこ で 解説 し て いる 内 容 に 関連 し て 、 知 っ て お きた い テ クニ ッ ク や 知識 を 紹介 し て 
いま す 。 


手順 の 解説 に つい て 


メイ キン グ は 、 文章 と 図 に よっ て 作業 手順 を 解説 し て いま す 。 


3.3 基 由 は 中 と 同じ ポー ズ ) を 手 く 


SE 


町 


作成 し ます 


ns」「25」 フ 


手順 番号 と 図 番号 
解説 に よっ て は 、 手 順に 数 字 番 号 が 振ら れ て いま す 。 文章 と 図 の 数 字 が 対応 し 
て いま す 。 


回 5 イム ライ ン 

CLIP STUDIO PAINT の タイ ムラ イン (Chapert『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基本 』) で す 。 アニ 
メー ショ ン 制 作 に お ける 絵 、 つま り ア ニメーション セル (上 降 : セ の 表示 、 切 り 替 え の 
タイ ミン グ が わか り ま す 。 この タイ ミン グ を コン トロ ー ル する こと で 絵 を 動か し て いき ま 
す 。 


図 中 の セル 番号 に つい て 


アニ メー ショ ン 制作 で は 、 複 数 枚 に 渡り 、 セ ル に 絵 を 描い て いき ます 。 

本 文中 で は 、 セ ル [1][2][3].… の よう な 形 で 各 セ ル の 名 称 を 表記 し て いま す 

が 、 図 に は 、 原画 と 中 割り (Chapter2『1 アニ メー ショ ン の 基礎 知識 )) の セル に 、 実際 の アニ 

メー ショ ン 現場 で 使わ れ て いる も の に 近い 形 の 、 専 用 の 番号 アイ コン を 表記 し て い 
ます 。 


ーー の お 8 の 4 コラ 


①.……: 丸 で 囲 わ れ た 青色 の 数 字 は 、「 原 画 セル 」 で す 。 (1 と な っ て いた 場合 、 原 
画 の セル [1] を 表し て いま す 。 
1a.……… 青 色 の 数 字 の み は 、「 中 割り セル 」 で す 。 1a と な っ て いた 場合 、 中 割り の 


セル [1a] を 表し て いま す 。 


前 の セル 


作画 中 の セル 


また 、 ラ イト テー ブル 機能 (Chaprerl『4 アニ メー ショ ン 制 作 時 に 必須 の 補助 機能 』) や オニ オン ス 
キン (Chapter1『4 アニ メー ショ > 制作 時 に 必須 の 補助 機 能 )) を 使っ て 、 前 や 後ろ の セル を 透 か 
し て 描い て いる 場合 、「])( 前 の セル ) 2②)( 画 中 の セル ) (3)( 後 ろ の セル ) 」 の よう に 重 
な り が わか る よう に 表記 し て いま す 。 


医 ダ ウン ロー ド フ ァイル に つい て 


本 書 で 掲載 、 解 説 を 行っ た 作例 ファ イル は 、 小 社 Web サ イト の 本 書 専用 ペー ジ よ 


り ダ ウン ロー ド で きま す 。 ダウ ン ロ ー ド の 際 は 、 記載 の ID と パス ワー ド を 入力 し て くだ 


さい 。 ID と パス ワー ド は 半角 の 英 数 字 で 正確 に 入力 し て くだ さい 。 


ファ イル の ダウ ン ロ ー ド 方 法 


回 Web ブ ラウ ザ を 起動 し て 、 下 記 の 本 書 Web サ イト に アク セス し ます 。 
http:/gihyo.jp/book/2017/978-4-7741-8751-8 
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honto a ド koom 
サン ブル ファ イル の ダウ ン ロ ー ド や 正 謎 吉 な ど 
ー 学 供 ・ 法 人 一 打 叶 入 ご 知 計 の 計 侍 へ 


回 Web サ イト が 表示 され た ら 、 [本 書 の サポ ボー トペ ー ジ ] の ボタ ン を クリ ッ ワ し て くだ 


さい 。 


= 本書 の サポ ー ト ペー ジ 
サン プル ファ イル の ダウ ン ロ ー ド や 正誤 表 な ど 


回 作例 デー タ の ダウ ン ロ ー ド 用 ペー ジ が 表示 され ます 。 下記 ID と パス リワード を 入 


力 し て [ダウ ン ロ ー ド ] ボ タン を ワリ ッ ワ し て くだ さい 。 


写 , 交 再 蝶 布 する ご と 生じ ち わ て いま す 。 
< 千 さ 1 て いる の は 。 いずれ 本 計 内 で 作成 し て いる ファ イル , も し 
く は 本 寺内 で 解説 し て いる 内 容 を 確認 する た め に 必要 は ファ イル で 
す 。 本 デー タビ は 。 CLIP STUDIO PAINT」 は 。 含ま れ て お り ま せ 


アイ ル は , ZIP 形式 の 据 器 ファ イル で 


以上 の ご と を ご 本 。 デ 了承 の 上 。 作例 デー タ の ご 利用 を お 腺 い た し ま 
+ 


以下 の 手順 に て ダウ ン ロ ー ド を お 奈 い し ます 。 


アク セス ID ClipStudio_17 パス ワー ド 33PrEx22 


略 ブラ ウザ に よっ て 確認 ダイ アロ グ が 表示 され ます の で 、 [保存 ] を ワリ ッ ワ する と 、 
ダウ ン ロ ー ド が 開始 され ます 。 Mac の 場合 に は 、 ダ ウン ロー ド さ れ た ファ イル は 、 
自動 解凍 され て 「 ダ ウン ロー ド 」 フ ォ ル ダー に 保存 され ます 。 


回 ダウ ン ロ ー ド フォ ル ダ ー に 保存 され た ZIP フ ァイル を 右 ク リッ ク し て 、 [すべ て 展開 ] 
を クリ ッ ワ する と 、 展開 され て 元 の フォ ル ダ ー に な り ます 。 


| 眉 目 = ER ー ル | ダウ ロー ド 


且 凍 基 か まま 民間 


と ・ 夏生) PC > ダ 9 ツ ロー ド 


に Koj 
shoranime_samp 新しい ウィ ッ ド ウ で 開く (5) 
le: 


Dy 


ダウ ン ロ ー ド の 注意 点 
* フ ァイル 容量 が 大 きい た め 、 ダ ウン ロー ド に は 時 間 が か か り ま す 。 ブラ ウザ が 止ま っ た よう に 見 えて も し ば 
らく お 待ち くだ さい 。 
ゃ イン ター ネッ ト の 通信 状況 に よっ て うま く ダ ウン ロー ド で き な い こと が あり ます 。 そ の 場合 は し ば らく < 時間 を 
置い て か ら お 試し くだ さい 。 
< ご 使用 に な る OS や Web プ ラウ ザ に よっ て 、 操 作 が 異な が る こと が あり ます 。 
・Mac で 、 自 動 解 凍 し な い 場合 に は 、 ダ ブル クリ ッ ク で 展開 する こと が で きま す 。 


ダウ ン ロ ー ド ファ イル の 内 容 


Bb 


chapter? 


ダウ ン ロ ー ド ファ イル 


昌一 較 


shortanime_samp 
lezip 


gr ファ イル mp4 フ ァイル 


リョ 


FX-¥3yGIF 


chapter3 


cp ファ イル 


・ ダ ウン ロー ド し た ZIP フ ァイル を 展開 する と 、Chapter ご と の フォ ル ダ ー が 現れ ます 。 

・Chapter フ ォ ル ダー を 開く と 、 そ の Chapter で 使う ファ イル が 格納 され て いま す 。 ファ イ 
ル 形 式 は 、「.clip (cLrp srUDiO FORMAT 形 式 ) 」「.gif( ア ニメーション GIF 形式 ) 」 
「.mp4wp。 形 式 )」 が それ ぞ れ 用 意 さ れ て いま す 。 

・ 本 書 中 の 見 出し に 、 利 用 する フォ ル ダ ー と ファ イル 名 が 記載 され て いま す 。 

・ 内 容 に よっ て は 、 フ ァイル が な いと ころ も あり ます 。 

・Chapter1、Chapter5 に は ファ イル が あり ませ ん 。 


ダウ ン ロ ー ド ファ イル の 使い 方 


-clip(CLIP STUDIO FORMAT 形 式 ) フ ァイル 

CLIP STUDIO PAINT(pRo ン Ex) で ご 利用 くだ さい 。 「PRO」「EX」 の バー ジョ ン ご 
と の 違い 、CLIP STUDIO PAINT の 製品 体験 版 (無償 ・30 日 間 有効 ) の ダウ ン ロ ー ド 
に 関し て は 、「Chapter1『1 CLIP STUDIO PAINT の 概要 』」 を 参照 くだ さい 。 


回 gif( ア ニメーション GIF 形式 ) フ ァイル 

「 フ ォ ト (Microsoft windows 10) 」 な どの 画像 ビ コ ー ア ー で ご 利用 くだ さい 。 な お 、 お 使い 
の ビュー アー に よっ て は アニ メー ショ ン の 動き を 確認 で き な い 場合 が あり ます 。 その よ 
うな 場合 は 、Web ブ ラウ ザ (Internet Explorer や Sat あど) で ファ イル を 開い て ご 利用 くだ さ 
い 。 


-mp4(MP4 形 式 ) フ ァイル 

Windows Media Player や QuickTime な どの メデ ィ ア プレ ー ヤ ー で ご 利用 くだ さい 。 
な お 、PC の 環境 に よっ て は 、 イ ンス トー ル さ れ て いる コー デック の 関係 で ご 利用 いた 
だ け な い 場合 が あり ます 。 
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CLIP STUDIO PAINT 
の アニ メー ショ ン 機 能 


アニ メー ショ ン 表 現 の 基本 を 学ぶ 前 に 、 今 回 の いわ ば 画材 と な 
る 「CLIP STUDIO PAINT」 の 機能 を 知り まし ょ う 。CLIP 
STUDIO PAINT で の アニ メー ショ ン 制 作 は 、「 タ イム ライ ン ( 時 
賠 埋 ) に 描い た 総 を 並べ 、 切 り 替 える 」 と と で 行い ます 。 こ の 仕組 
み を 理解 し 、 ア ニメーション 検 能 を 自由 自在 に 使い こなし まし ょ う 。 


1 | CLiP STUDIO PAINT の 概要 


CLIP STUDIO PAINT は 、 イ ラス ト や マン ガ 、 そ し て アニ メー ショ ン 制 作 も 行 
える 高 機能 の ペイ ント ソフ ト で す 。 こ こ で は 、「PRO」「EX」 の バ W 
違い 、 そ し て 、 基 本 的 な 操作 方 法 に つい て 解説 し ます 。 


CLIP STUDIO PAINT に つい て 


「CLIP STUDIO PAINT」 は 、 リ リー ス 後 、 す ぐに 使い は よじ め た ペイ ント ソフ ト で す 。 
イラ スト や マン ガ を 制作 する うえ で 役立つ 機能 が 満載 され て いる の は も ちろ ん の こ 
と 、 使い 込む お ほど に 、 ペ ン の 描き 味 な ど 使 い 手 の 要求 に ハイ レベ ル で 応え て くれ る 
非常 に 完成 度 が 高い ソリ フトウェア だ と 感じ て いま す 。 

さら に 「 タ イム ライ ン 」 機 能 が 付い た と あれ ば 使わ な い 手 は ある まい と 、 さ っ そく B 版 を 
導入 。 


ソフ ト の 前 提 が あく まで 「 静 止 画 を 描く た め 」 の ペイ ント ソフト で ある た め 、「 絵 を 動 
か す 」「 描 いた 絵 が 動く 」 と いう 根源 的 な 感覚 で アニ メー ショ ン を 制作 で きる の が 特 
徴 で す 。 

独特 の タイ ムラ イン の 概念 も 「1 枚 1 枚 絵 を 描い て 、 タ イム ライ ン (時 間 軸 ) 上 に 並べ る 
こと で 動い て 見 える 」 と いう と 、 わ か りや すい の で は な いで し ょ うか 。 これ か ら 「 ア ニ メ ー 
ショ ン 」 を 始め る と いう 方 に は 、 イラ スト の 延長 で 触れ る こと が で きる うっ て つけ の ソフ 


ト で す 。 


「PRO」 と 「EX」 の アニ メー ショ ン 機 能 の 違い 


CLIP STUDIO PAINT に は 、 い くつ か の バー ジョ ン が あり 、 一 般 的 に 利用 で きる も 
の と し て は 、「PRO」 と 「EX」 が あり ます 。 バー ジョ ン ご と の アニ メー ショ ン 機 能 に 関し 
て は 、 大 きく 下記 4 点 の 違い が あり ます 。 


ョ ン で あぁ れ ば 3 秒 ) ま で の 「 シ ョ ー ト アニ 


・「PRO」 で は 、24 フ レー ム (1 秒 8 フレ ー ム の ア 
メー ショ ン 」 や 「 う ご く イ ラス ト 」 (本 章 『3 アニ メー ショ ン 用 キャ ン パ ス の 作成 』) を 制作 で き 
る 。 「EX」 で は 、 PRO の 24 フ レー ム 制 限 は な く 、 本 格 的 な カッ ト か ら シ ョ ー ト ア 
ニメーション な ど 幅 広い 制作 を カバ ー で きる 。 

・「EX」 で は 、「 作 品 情報 (本章 『3 アニ メー ショ ン 用 キャ ン パ ス の 作成 』) 」 を 設定 で きる 。 

・「EX」 で は 、「 ア ニメーション セル 出力 (本章 『5 書き 出し 機能 )」 機 能 を 実行 で き 
る 。 

・「EX」 で は 、「 タ イム シー ト 出 力 (本章 『5 書き 出し 機能 』) 」 機 能 を 実行 で きる 。 


POINT 

CLIP STUDIO PAINT は 、「PRO」「EX」 の パー ジョ ン 共 に 株 式 会 社 セ ル シ ス の Web サ イト より 製品 
体験 上 (無償 ・30 日 間 有 効 ) を ダウ ソロ ー ド で きま す 。 詳細 は 、 株 式 会 社 セ ル シ ス の 下記 Web サ イト を 
ご 覧 くだ さい 。 


CLIP STUDIO PAINT 公 式 Weh サ イト 


http:/www.clipstudio.net 


POINT 

「PRO」「EX」 の ほか 、 ア ライ アン スモ デル (※ ) と し て 「DEBUT」 の パー ジョ ン が あり ます 。 こち ら は 、 
「PRO」 で の 制限 に 加え て 、「 テ ンプ レー ト 機 能 (本 章 『6 その 他 の 便利 機能 』) 」 が 利用 が で きま せ 
ル ん 。 


※ ソ フト ウェ ア 単 体 で の 販売 は 行わ ず 、 特 定 の 条件 を 満た すこ と で 入手 可能 


ョ 24 フ レー ム 以 上 の アニ メー ショ ン ファ イル を 開い た 場合 

本 誌 の 作例 フカ アイ ル は 、「24 フ レー ム 以 内 」 で 制作 し た ショ ー ト アニ メー ショ ン が ほ と 
ん ど で す が 、 一 部 「24 フ レー ム 以 上 」 の も の も 含ま れ て いま す 。 

そう いっ た 、24 フ レー ム 以 上 で 制作 され た アニ メー ショ ン ファ イル を 開い た 場合 の 
「PRO」 と 「EX」 で の 違い を 解説 し ます 。 


「PRO」 で 24 フ レー ム 以 上 の アニ メー ショ ン フ ァイル を 開い た 場合 

「PRO」 で 24 フ レー ム 以 上 の アニ メー ショ ン フ ァイル を 開く と 、「 読 み 取り 専用 ファ イ 
ル 」 と な り ま す 。 レイ ヤー パレ ッ ト の アニ メー ショ ン セ ル ( 本 第 後述 ) 、 タ イム ライ ン パ レッ 
ト の トラ ッ ク ( 本 章 『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基本) が 赤字 で 表示 され 、 編 集 が で きま せん 。 
し か し 、 ア ニメーション の 再生 に よる 動き の 確認 は で きる の で 、 描く 際 の 参考 に は 利 
用 で きま す 。 


固 言 wso 
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「EX」 で 24 フ レー ム 以 上 の アニ メー ショ ン フ ァイル を 開い た 場合 

「EX」 の 場合 は 、 絵 や タイ ムラ イン の 編集 が 行え ます 。 レイ ヤー パレ ッ ト の アニ メー 
ショ ン セ ル や タイ ムラ イン パレ ッ ト の トラ ッ ク も 黒字 で 表示 され 、 何 も 制限 が か か っ て 
いな いこ と を 表し て いま す 。 


rrogi 


! / ! / mw Ge い ゃ と ゅ M 了 口 Blaa ロ 
st 


POINT 
「PRO」 の パー ジョ ン で 24 フ レー ム 以 上 の アニ メー ショ ン フ ァイル を 開 こ うと する と 、 下図 の よう な 注意 書き 


が 表示 され ます 。 「OK」 ボ タン を クリック す る と ファ イル が 開き ます 。 
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ペイ ント ソフ ト は 画材 


ペイ ント ソリ フト は 一 種 の 画材 な の で 、 最 終 的 に は 自分 に 合っ た も の 、 表現 し た いも の や ブロ ジェ クト の 
規模 に 合っ た も の 選ぶ の が よい で し ょ う 。 
また 、 ソ フト に 縛ら れる こと な く 、 可能 な 限り さま ざま な ソフ ト に 触っ て みる こと を お スス メ し ます 。 さ ま ざ ま 


な ソフ ト を 使っ た 経験 が ある と 、 新 た な ソフ ト に 触れ た と き の 参入 障壁 が 小さ く て 済む と いう メリ ッ ト が あ 
り ます 。 

使え る ソフ ト ( 画 材 ) が 増え る と 、 そ れ だ け 表 現 の 幅 が 広がっ て いく こと で し ょ う 。 

そし て 、 ソ フト が 使え る よう に な っ た と き 、「 何 を 表現 する の か 」 と いっ た と ころ に ぶつ か り ま す 。 遂に 、「 ア 


ニメーション が 制作 し た いけ ど ソ フト の 使い 方 」 が わか ら な いと いっ た 方 も いる か も し れ ま せん 。 


本 書 が 「 ア ニメーション 表現 の 入門 書 」 で あり 、 か つ 「CLIP STUDIO PAINT の 解説 書 」 で ある と ころ 
の 真意 で あり ます 。 

本 書 は 「CLIP STUDIO PAINT で 制作 し た アニ メー ショ ン の 解説 書 」 と いっ た 側面 が あり ます が 、 実 
は 「CLIP STUDIP PAINT の 使い 方 」「 ア ニメーション の 表現 方 法 」 の それ ぞ れ を 習得 する こと で 、 


「CLIP STUDIO PAINT で アニ メー ショ ン に 限ら ず イ ラス ト を 描く 」 こ と も 「 違 う リ フト で アニ メー ショ ン を 


制作 する 」 と いう こと も 可能 に な っ て いる こと で し ょ う 。 


必 本 的 操作 方 法 


下図 は EX パー ジョ ン の 画面 で す 。 


R 
| 
| 
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CESS TETRIS ST IZ 


メニ ュー パー 
各種 メニ ュー か ら 選 択 す る こと で 、 さま ざま な 機能 を 実行 で きる 。 [アニ メー ショ ン ] メ 
ニュ ー に は 、 アニ メー ショ ン に 関す る 機能 が まとめ られ て いる 。 


回 ツー ル 系 パレ ッ ト 

絵 を 描く (ため の さま ざま な ツー ル が 用 意 さ れ て いる 。 基本 的 に 、「 ツ ー ル パレ ッ ト 」 
ー「 サ ブツ ー ル パレ ッ ト 」 で 使い た い ツー ル を 選択 し 、「 ツ ー ル プロ パテ ィ パ レッ ト 」 や 
「 ブ ラ シ サイ ズ パ レッ ト 」 な ど で 設 定 を 調整 し て 描く 。 


編集 し イヤ ー の み 参 照 


ー 他 し fP- も 昭 


ツー ル バ パ レット 


カラ ー 系 パレ ッ ト 
色 を 選択 する た め の パ レッ ト 。 「 カ ラー サー クル パレ ッ ト 」 や 「 カ ラー セッ ト パ レ ッ ト 」 な ど 
が ある 。 パレ ッ ト の 変更 は 、 パ レッ ト 上 部 の タブ を クリ ッ ワ する か 、 [ウィ ンド ウ ] メ 

ニュ ー か ら 選 択 す る こと で で きる 。 

アニ メー ショ ン 制 作 で は 、 必 然 的 に 何 枚 も 同じ よう な 絵 を 描く (こと に な る の で 、「 カ 
ラー セッ ト パ レ ッ ト 」 に 使う 色 を 登録 し て お く と 便利 。 


Em gzsm0m0o の | nn a Ei 
カラ ー サ ー ク ル パ バレット カラ ー セ ッ ト バ レッ ト 
回 ソス 


ここ に 絵 を 描く 。 アニ メー ショ ン の プレ ビュ ー 再 生 時 も ここ に 表示 され る 。 


回 ? イ ムラ イン パレ ッ ト 

アニ メー ショ ン > 制作 に お いて 重要 役割 を 担う パ レッ ト 。 詳細 は 、「 本 章 『2 タイ ム 
ライ ン パレ ッ ト の 基本 』」 参 照 の こと 。 

な お 、 初 期 画面 で は パレ ッ ト が 隠れ て いる の で 、 画 面 下 部 の タブ を ワリ ッ ワ する か 、 
[ウィ ンド ウ ] メ ニュ ー - [タイ ムラ イン ] を 選択 し て 表示 させ る 。 


レイ ヤー パレ ッ ト 


レイ ヤー を 管理 する た め の パレ ッ ト 。 タイ ムラ イン パレ ッ ト と 同様 に 、 ア ニメーション 制 
作 に お いて 重要 な パレ ッ ト と な る 。 


POINT 


表示 され て いな い パ レッ ト は 、 [ウィ ンド ウ ] メニ ュー か ら 表示 させ る こと が で きま す 。 


アニ メー ショ シッ フォルダー と ヒア ニメーション セル 

CLIP STUDIO PAINT で の アニ メー ショ ン 制 作 で は 、 ま ず 、 レ イヤ ー パ レッ ト に 「 ア 
ニメーション フォ ル ダ ー」 を 作成 し 、 こ の 中 に 格納 し た レイ ヤー、 も し く は レイ ヤー フォ 
ル ダ ー を 「1 枚 の 絵 」 と し て 認識 させ ます 。 た と えば 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー 内 に 「line( 線 
画 ) 」「col( 色 塗り ) 」 と レイ ヤー を 分 け て 重ね 合わ せる こと で 、「1 枚 の 絵 」 と し ます 。 
この 絵 を 何 枚 も 描き 、 タ イム ライ ン パ レッ ト で 切り 替え て いく こと で 、 動き の ある 絵 に 
し て いき ます 。 
な お 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー 内 に 格納 され 、1 枚 の 絵 と し て 認識 され た レイ ヤー や 
レイ ヤー フォ ル ダ ー は 、 便 宜 上 「 ア ニメーション セル 」 と 呼称 し ます が 、 通 常 の レイ 
ヤー と の 違い は あり ませ ん 。 


1 枚 絵 の 枚数 


100% 通 帝 
> 国 7 ニナ ーション フ ォ ルター 


100% 通常 
lee 


100% 通常 
col 


アニ メー ジョ シセ ル 
アニ メー ショ ン 
フォ ル ダ ー 


POINT 


アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー の 横 に 表示 され て いる 「: 数 字 」 は 、 格 納 され て いる 「1 枚 の 絵 」 の 枚数 を 表し て 
いま す 。 


olumn 


セル 画 


古く か ら ア ニメーション 制作 現場 で は 、 線 画 、 色 塗り 、 背景 な ど を 「 セ ル 」 と 呼ば れる 透明 な シー ト に 
分 け て 描き 、 重ね 合わ せる こと で 「1 枚 の 絵 」 と する 「 セ ル 画 」 の 手法 を 採用 し て きま し た 。 人 物 な どの 
動く も の や 上 に 重なる 美術 (Book) 、 背 景 (BG) を 重ね 合わ せ て 、「 セ ル 画 」 と し 、 こ れ を 1 枚 ず っ 撮 
影 す る こと で アニ メー ショ ン を 制作 し て いき ます 。 

デジ タル アニ メ が 主流 と な っ た 昨今 で も 、 基 本 的 に この 手法 に 変わ りあ り ませ ん 。 図 は アナ ログ で の イ 
メー ジ で す が 、 デ ジタル 上 で も 同様 の 形式 で 合成 し て いき ます 。 

余談 で す が 、 こ の 「 セ ル 画 」 の 考え 方 が ペイ ント ソフ ト に 応用 され 、「 レ イヤ ー」 機 能 が 生ま れ ま し た 。 


背景 (B6) 


セル を 重ね る ド 


2 | タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基本 


CLIP STUDIO PAINT で の アニ メー ショ ン 制 作 の 軸 と な る 、 タ イム ライ ン パ 
レッ ト に つい て 解説 し て いき ます 。 


タイ ムラ イン パレ ッ ト の 概要 


タイ ムラ イン パレ ッ ト は 、 ど の タイ ミン グ で どの アニ メー ショ ン セ ル (以降 : セ ル ) 、 つま り 絵 
を 表示 させ る の か 、 重ね 合わ せる の か と いっ た 「 ア ニメーション ( 絵 が 動い て いる よう に 見 える 
ご 上 ) 」 を コン トロ ー ル する た め の パレ ッ ト で す 。 デフ ォ ル ト で は キャ ン パ バス の 真下 に 表示 
され て いま す 。 


話 | 現在 の フレ ー ム ンプ 開始 フレ ー ム 終了 フレ ー ム 


選択 中 の フレ ー ム 、 開始 フレ ー ム 、 終 了 フ レー ム の それ ぞ れ の 位置 を 表示 し て い 
る 。 


回 ? イ ムラ イン パレ ッ ト で 行え る 操作 


各種 操作 が まとめ られ て いる 。 詳細 は 「 本 節 後述 」 参 照 の こと 。 


ト hss 

トラ ッ ク 名 が 表示 され る 。 トラ ッ ク は レイ ヤー パレ ッ ト と 連動 し て お り 、 作成 し た アニ 
メー ショ ン フ ォ ル ダー や セル (レイ ヤー) ご と に トラ ッ ク が 作成 され る 。 各 ト ラッ ク の タイ ムラ 
イン を 操作 し て 、 ア ニメーション を 作成 し て いく 。 


回 フレ ー ム 数 (フレーム 表示 ) 

フレ ー ム 数 が 目盛 り と 数 字 で 表示 され る 。 

な お 、 設定 し た 「fps(Chapeer2f1 アニ メー ショ ン の 基礎 知識 』) 」 に よっ て 、 1 秒 ご と に バッ ク の 
色 が 変わ る 。 た と えば 、24fps で あれ ば 、24 フ レー ム ご と に 色 が 変わ る た め 、 ひ と 目 
で 1 秒間 が わか る 。 


回 タイ ムラ イン (時 間 軸 ) 

絵 の 表 示 、 重 ね 合わ せ が 、 ど の フレ ー ム で 切り 替わる タイ ミン ガ な の か が ひと 目 で わ 
か る 。 

タイ ムラ イン 上 の 表示 し た い フ レー ム に セル を 指定 する 。 


回 ルーム 


タイ ムラ イン は 、 1 フレ ー ム (コマ) ご と に 区 切ら れ て いる 。 


開始 フレ ー ム 終了 フレ ー ム 


アニ メー ショ ン の 開始 位置 (左側 の 青い 四角 ) と 終了 位置 (右側 の 青い 四角 ) 。 左右 に ド 
ラッ グ す る こと で 位置 を 変更 で きる 。 


タイ ムラ イン パレ ッ ト で 行え る 操作 


タイ ムラ イン パレ ッ ト 上 部 に 各種 操作 が まとめ られ て いま す 。 


タイ ムラ イン 編集 


時 「 タ イム ライ ン 編 集 」 ツ ー ル (本 章 T4 アニ メー ショ ン 制 作 時 に 必須 の 拉 助 機能 ) を 
選択 する 。 


回 新規 タイ ムラ イン 


所 キャ ン ルウ に 新規 タイ ムラ イン (本 le その 他 の 全身 を 作成 する 。 
ズー ム ア ウ トン ズー ムイ ン 
(タイ ムラ イン の フレ ー ム を 縮小 表示 する 。 


( 遇 タイ ムラ イン の フレ ー ム を 拡大 表示 する 。 


アニ メー ショ ン の 再生 と フレ ー ム の 移動 
NR 上 最初 最後 の フレ ー ム へ 移動 する 。 
定員 前後 の フ レー ム へ 移動 する 。 


用 TI キャ ンス 上 で 、 ア ニメーション の プレ ビュ ー を 再生 停止 する 。 


POINT 


タイ ムラ イン パレ ッ ト 右 上 の メニ ュー 表示 [| か 5 ら も 、 タ イム ライ ン に 関す る 各種 操作 や 設定 を 実 
行 で きま す 。 


ルー プ 再 生 
『 二 ルビ ュー の ルー プ 再 生 を 有効 無効 化す る 。 
回 「 新 規 ア ニメーション フォ ル ダ ー」 の 作成 


選択 中 の トラ ッ 2 の 上 に 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー( ト 5y の を 新規 作成 
する 。 
※ 詳 細 は 、「 本 節 後述 」 参 照 の こと 


回 「 新 規 ア ニメーション セル 」 の 作成 


| セル を 条 規 作成 する 。 
※ 詳 細 は 、「 本 節 後述 」 参 照 の こと 


回 セル を 指定 セル 指定 の 削除 


選択 し た フレ ー ム を セル に 指定 する 。 
※ 詳 細 は 、「 本 節 後述 」 参 照 の こと 


セル の 指定 を 削除 する 。 
※ 詳 細 は 、「 本 節 後述 」 参 照 の こと 


回 オニ オン スキ ン を 有効 化 無 効 化 


: オニ オン スキ ン の 表示 を 有効 無効 化す る 。 


※ 詳 細 は 、「 本 章 『4 アニ メー ショ ン 制 作 時 に 必須 の 補助 機能 』」 参 照 の こと 


POINT 


これ 5 の よう な よく 使う 操作 は 、「 シ ョ ー ト カッ ト 」 に 設定 (本 章 『6 その 他 の 便利 な 機能 』) し て お き 
まし ょ う 。 


タイ ムラ イン の 流れ 方 


CLIP STUDIO PAINT で は 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー 内 に ある 絵 (セル ) を タイ ムラ イ 
ン 上 に 指定 し 、 任 意 の フレ ー ム の 間 表 示 - 指定 し た タイ ミン グ で 別 の 絵 に 切り 替 
え 、 と する こと で アニ メー ショ ン さ せま す 。 

この タイ ムラ イン パレ ッ ト の 時 間 軸 は 、 左 か ら 右 へ と 進ん で いき ます 。 


時 間 軸 は か ら 右 
に 回ら | ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 | 
2 / 1 / 120 阿 回 価 金 は や と ゃ bl 固 回 提 伺 8 上 
af ム ライ ン 1 i 


3 10 8 。 6 9 。 22 還 症 還 


タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基本 操作 


ここ で は 、 ア ニメーション 制作 に お ける 基礎 の 基礎 と な る タイ ムラ イン パレ ッ ト の 操作 
を 解説 し ます 。 


タイ ムラ イン パレ ッ ト と レイ ヤー パレ ッ ト の 連動 


タイ ムラ イン パレ ッ ト の トラ ッ ク ( 本 節 前 述 ) と レイ ヤー パレ ッ ト の 「 ア ニメーション フォ ル 
ダー」「 ア ニメーション セル (以降: セル ) 」 (本 章 『1 CLIP STUDIO PAINT の 概要 の 表示 は 連 
動 し て いま す 。 

さら に 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー 内 の セル 名 と 、 タ イム ライ ン 上 に 打ち 込ま れ た 名 称 
が 連動 し ます 。 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー 内 に ある セル を タイ ムラ イン 上 に 指定 する こ 
と で 、 任 意 の フレ ー ム 数 の 間 、 絵 を 表示 で きま す 。 タイ ムラ イン 上 で 指定 し た タイ ミ 
ング で 絵 が 切り 替わる こと で 、「 ア ニメーション 」 と な り ます 。 


ド 攻 


| で は 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー 内 に ある 1 一 6 の セル を 6 フレ ー ム ご と に 切り 替え 


て いま す 。 


「 新 規 ア ニメーション フォ ル ダ ー」 の 作成 


CLIP STUDIO PAINT で は 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー な くし て アニ メー ショ ン の 制作 
は で きま せん 。 

アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー の 作成 は 、 [アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [新規 アニ メー ショ ン 
フォ ル ダ ー] (も し < は 、 タ イム ライ ン パ レッ ト の [新規 アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー [ 国 」 ボ タン を の リッ ツ ) で 行い 
ます 。 


イヤ -(L) 須 択 箇 因 (3 
ILZC(B * 


セ M 着 (B 
| 雪 示 開始 フレ - ム に する (V) 

表示 終了 フレ ー ム に する 0) 
M 。 20520 2 


和 の セル を 皇 択 (の 
次 の セル を 選択 (N) 


前 述 の と お り 、 タ イム ライ ン パ レッ ト と レイ ヤー パレ ッ ト は 連動 し て いる の で 、 ア ニ メ ー 
ショ ン フ ォ ル ダー を 作成 する と 、 ど ちら の パレ ッ ト に も 作成 され ます 。 ま た 、 ア ニ メ ー 
ショ ン フ ォ ル ダー の 名 称 を 変え る な どの 変更 を 加え る と 、 ど ちら の パレ ッ ト に も 反映 さ 


れ ま す 。 


男 可 志 o 二 


! / | / eo TE ET 


um 


「 新 規 ア ニメーション セル 」 の 作成 


前 述 の と お り 、CLIP STUDIO PAINT で は 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー 内 


に セル を 作 


成 し 、 そ こ に 描か れ た 絵 を タイ ムラ イン パレ ッ ト で 切り 替え る こと で アニ メー ショ ン さ せ 


ます 。 


セル の 作成 は 、 タ イム ライ ン 上 の 、 セ ル の 表示 し た い フ レー ム を 選択 し 、 


アニ メー 


ショ ン ] メニュー - [新規 アニ メー ショ ン セル ] (も < は 、 タ イム ライ ン パ レッ ト の 「 新 規 ア ニメーション 


セル 同 | 」 ボ タン を 5 リッ ク の ) で 行い ます 。 
セル も 、 タイ ムラ イン パレ ッ ト と レイ ヤー パ 


ッ ト の どちら に も 作成 され ます 。 


新規 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー と 同様 に セル の 名 称 は 「1, 2, 3, 4, .…… J「A, B, 
Ga 」「 レ イヤ ー1, レイ ヤー2, レイ ヤー3, レイ ヤー4, .… 」 と いっ た よう に 、 


昇順 で 自動 命名 され ます 。 


ーー ルイ -(⑪ ーー 


| 表示 還 千 ルー ム に する (の 
表示 終了 フレー ム に する (0 
yD ょ | 
痛 の セル を 選択 ( り 

1L tbE 居 RN 
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POINT 


新規 アニ メー ショ ン セ ル の 作成 を 連続 で 行う に 、1 つ 前 と 同 フレ ー ム 数 の 等 間隔 で セル が 作成 され ます 。 


POINT 


下図 の よう に 、 選 択 し て いる フレ ー ム と その 次 の フレ ー ム に すでに セル が 指定 され て いる 場合 、 新 規 ア ニ 
メー ショ ン セ ル の 作成 が で き な い の で 注意 し まし よう 。 


絵 を 表示 する タイ ミン グ を 変更 する (セル の 移動 ) 


タイ ムラ イン 上 の セル を ドラ ッ グ する こと で 、 絵 を 表示 する タイ ミン グ を 変更 する な ど 
の 調整 が で きま す 。 これ に より 、 絵 に よっ て 表示 する フレ ー ム 数 を 変え て 動き に 緩 
急 を 付け た り 、 タ イミ ング を 入れ 替え た り と いっ た こと が で きま す 。 


eo 


9 / 1 / 1 了 回 柏 GR を pbl 固 回折 店 
タイ ムラ イン 1 マ | 1 4 10 15 32 
| 回 っ シ 4 が 1 


9 < | に "< 


任意 の フレ ー ム ヘドラ ッ グ 


ドロ ッ プ し た と ころ に セル が 移動 し 、 
表示 され る タイ ミン グ が 変わ る 


POINT 


「 セ ル 指 定 (本 節 後述 ) 」 を 活用 する こと で 、 同 じ 終 を 別 の タイ ミン グ で 表示 し た り 、 繰 り 返 し の 動き を 
付け た り 、 と いっ た こと も で きま す 。 


回 セル 指定 


タイ ムラ イン 上 の アニ メー ショ ン セ ル ( 以 降 : セ ル ) を 操作 する 機能 で す 。 [アニ メー ショ 
ン ] メ ニュ ー - [セル 指定 ] か ら 実 行 で きま す 。 

既存 の セル を 任意 の フレ ー ム に 指定 し た り 、 タ イム ライ ン 上 か ら 削 除 、 コ ピー する な 
どの 機能 が あぁ り ます 。 そ れ 以外 に 、 セ ル の 名 称 を 規則 的 に 命名 し 直す 機能 も あり 
ます 。 


セル を 指定 


既存 の セル を 、 タ イム ライ ン 上 で 選択 し て いる フレ ー ム の 位置 に 指定 し ます 。 
ここ で は 例 と し て 、 過 、 国 の よう に 、 す で に セル が 4 枚 あ る 場合 で の 「 セ ル を 指 
定 」 を 解説 し ます 。 
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セル を 表示 し た い タ イミ ング を 決め る 


タイ ムラ イン パレ ッ ト で 、 セ ル を 指定 し た い ト ラッ ク 内 の フレ ー ム を 選択 し ます 。 


1 
1 


1 


回 | 機能 を メニ ュー か ら 選 択 する 


[アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [セル 指定 ] - [セル を 指定 ] を 選択 し ます 。 


選択 細田 ( 


の 


セル 指定 (B) 

表示 開始 プレー ム に する (W 
表示 終了 フレ ー ム に する (D 
292 プ (0 


前 の セル を 選択 (UD 


ウイ ン | 
に | 


( く 表示 (W フル ター(⑪D 


対 セル を 作成 (N) 
タイ ムラ イッ の 順番 で 正規 化 (X) 
レイ ヤー の 順番 で 正規 化 (Y) 


固 指定 し た い セル を 選択 する 
「 レ イヤ ー 選 択 」 サ イア ログ が 表示 され る の で 、 指定 し た い セ ル を 選択 し ます 。 も し く 
は 、 レ イヤ ー 名 を 直接 入力 し て 、「OK」 ボ タン を クリ ッ ワ し ます 。 


レイヤ - 選 所 


S 
ルイ ヤー 選択 (で x 


レイ ヤー 名 入力 (Sk 


較 セル が 指定 され る 
タイ ムラ イン 上 に 、 選 択 し た セル が 指定 され まし た 。 


『 
1 & 1 LR | 
[ p 3 * 


POINT 

「 セ ル を 指定 」 は 、 次 の 2 つの 方 法 で も 実行 で きま す 。 

タイ ムラ イン 上 の 任意 の フレ ー ム を 右 ク リッ クワ す る と ボッ プア ッ プ メニ ュー が 表示 され る の で 、 指定 し た い セル 
を 選択 し ます 。 


『 
8 E 
TT 


DD 


タイ ムラ イン パレ ッ ト の 「 セ ル を 指定 司 | 」 ボ タン を クリ ッ ク す る と 「 レ イヤ ー 選 択 」 ダ イア ログ が 表示 され る の 


で 、 指 定 し た い セ ル を 選択 し ます 。 


セル を 一 括 指定 


タイ ムラ イン 上 で 選択 し た フレ ー ム の 位置 か ら 「 繰 り 返 し 」 な どの 規則 性 の ある セル 
の 指定 を 一 括 し て 行う こと が で きま す 。 [アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [セル 指定 ] 

ー [セル を 一 括 指定 ] を 選択 する と 、「 セ ル を 一 括 指 定 」 サ イア ログ が 表示 され る の 
で 、 そ こ で 指定 方 法 を 設定 し ます 。 


セル を 一 括 指定 ら 


A 
B 
セル 指定 
開 番 号 ) | ょ 
続 了 番号 (Ex 1 


高廣 な 設定 
| 指定 に フレ ー ム を 空け る (B) 


フル ー ム 数 |1 1 


| セル 番号 を 飛ば し て 指定 する (A) 
世 表 |1 lr 


※ 調 か 記 の チェ ッ ク を 入れ た ほう に よっ て 「 セ 
ル 指 定 」 の 項目 の 表示 が 変わ り ま す 
数 値 で 指定 
「1. 2. 3, 4, 5, ……」 と いっ た 数 値 で 、「 開 始 番号 (開始 する セル 名 ) 」 と 「 終 了 番 号 
(終了 する セル 名 ) 」 を 入力 で きる 。 


回 時 存 の アニ メー ショ ン セル 名 か 5 指定 
アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー 内 の レイ ヤー 名 か ら 、「 開 始 セル 」 と 「 終 了 セ ル 」 を 選択 で き 
る 。 


フレ ー ム 数 
それ ぞ れ の セル を 何 フ レー ム ず っ 指定 する か を 入力 で きる 。 


回 


回 多 り 返す 回 数 
セル の 指定 を 繰り 返す 回 数 を 入力 で きる 。 


回 最後 まで 繰り 返す 
選択 し て いる フレ ー ム か ら タ イム ライ ン の 最後 まで 、 セ ル の 指定 を 繰り 返す 。 


= 手 を 振る アニ メー ショ ン を 1 フレ ー ム 目 か ら 最 後 まで 繰り 返す 
ここ で は 例 と し て 、 セ ル [1] ~ [4] の よう な 手 を 振る 動き を 、「1 枚 6 フレ ー ム ずつ 」 
「 最 後 まで 」 繰 り 返し て み ま す 。 


アニ メー ショ ン セ ル [1] ー メ ーション セル [2] アニ メ 1 アニ メー ショ ン | 
繰り 返し の 設定 を する 


[アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [セル 指定 ] - [セル を 一 括 指 定 ] を 選択 する と 、「 セ ル 
を 一 括 指定 」 ダ イア ログ が 表示 され る の で 、 下図 の よう に 設定 し ます 。 


Le 一 


て BRFO ァ = メー ッ ョ セル 名 が (O) FR 
M 


遇 0 公 回 炎 RN 1 D 


DM 失 定 CH に フレー ム を 補 け る (EB) 
4 ょ 
| セル 大 号 を R け LC 指定 る (40 


gs |1 D 


回 指定 を 最後 まで 繰り 返す 
設定 に 従い 、 [1] [4] の セル の 指定 が タイ ムラ イン の 最後 まで 繰り 返さ れ ま し 
た 
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セル を 一 括 指 定 (セル 名 が 炒 値 で な い 場 合 ) 


訓 の よう に セル 名 は 数 値 で な い 場 合 が あり ます (読み 込ん だ 画像 ァイル 名 が 数 字 で な いな 


ど )。 


倒 rw- LON ray-| 本 gal 


St a 
革 ロロ DBDs Sues 
” 


上 国 そ うい っ た 数 値 以外 の 場合 の 一 括 指定 は 、「 既 存 の アニ メー ショ ン セル 名 か ら 
指定 」 に チェ ッ ワ を 入れ る こと で 、「 開 始 セル 」「 終 了 セ ル 」 の プル ダウ ン メ ニュ ー か ら 
選択 で きる よう に な り ます 。 


回 セル を 一 押 指 定 


数 値 で 指定 (N) 


= 手 を 振る アニ メー ショ ン を 1 フレ ー ム 目 か ら 2 回 繰り 返す 


ここ で は 、「 本 節 前 述 」 と 同様 の 手 を 振る 動き で 、 セ ル 名 が 数 値 で は な く 固 有 の 
も の に こ で は 、[A]-[p]) を 付け て いる 場合 の 指定 方 法 を 見 て いき ます 。 今回 は 、「4 


フレ ー ム ずつ 」「2 回 」 繰 り 返し て み ま す 。 


繰り 返し の 設定 を する 
「 セ ル を 一 手指 定 」 サ イア ログ で 、 既存 の アニ メー ショ ン セ ル 名 か ら 指定 」 を 選択 
し 、「 セ ル 指 定 」 と 「 繰 り 返し 設定 」 を 下図 の よう に 設定 し ます 。 


TT 9| 


親和 な 内 定 
[tg に bt) 


| 1 号 を fR し て 指定 3 の 


ttt [1 » 


回 指定 を 2 回 繰り 返す 


設定 に 従い 、[A] ~ [D] の セル の 指定 が 2 回 繰り 返さ れ まし た 。 
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「 セ ル を 一 括 指 定 」 ダ イア ログ の 「 高 度 な 設定 」 
「 セ ル 指 定 こ と に フレ ー ム を 空け る 」 は 、 セル と セル の 間 に 入 力 し た フレ ー ム 数 だ け 空 白 部 分 を 作成 し 
ます 。 た と えば 、「A, B, C, DJ」 の セル を 一 括 指 定 し 、「 フ レー ム 数 」 に 「1」 と 入力 すれ ば 、A ヒ B、B と 


C、C と D、D と A の 間 に 1 フ レー ム 空 白 が で きま す 。 


「 セ ル 番 号 を 飛ば し て 指定 する 」 は 、 セ ル 数 に 入力 し た 数 だ け セ ル を 飛ば し て 指定 し ます 。 た と えば 、 
「 セ ル 数 」 に 1 と 入力 すれ ば 、A の 次 に くる B が 飛ば され て C が 指定 され 、C の 次 に くる D が 飛ば され て A 
が 指定 され ます 。 


商 度 な 誤 定 
1 ソ セル 指定 CE に フレ ー ム を 空け る (B) 
フル ー ム 数 1 ょ 
| セル 番号 を 飛ば し て 指定 する (A 
セル 喜 : 1 ト 


指定 し た セル の 削除 ・ 切 り 取り ・ コ ピー・ 貼 り 付け 

単純 な 繰り 返し で あれ ば 「 セ ル を 一 括 指定 」 が 有効 で す が 、 タ イム ライ ン 上 の セル 
の 一 部 を 増やし た い 場 合 や 、 複 数 の トラ ッ ク で 同じ タイ ミン グ で 動く 場合 な ど に 、 

「 コ ピー」「 貼 り 付け 」 な どの 機能 は と て も 便利 で す 。 


セル 枯 定 (B | em- 
表示 壮 治 フレ ー ム に する (W 
表示 終了 フレ - ム に する ) 
2 リプ (0) | タイ ムラ イッ の 順番 で 正規 化 (X) 
前 の セル を 選択 UU) | レイ ヤー の 順番 で 正規 化 (V) 
次 の セル を 選択 (N) 
再生 / 停 止 P) 
再生 設定 (3 
ルー ム の 合 動 (6) 


削除 
タイ ムラ イン 上 で 選択 し た セル の 指定 を 削除 する 。 な お 、 タ イム ライ ン 上 か ら 、 セ ル 
の 指定 が 削除 され て も 、 レ イヤ ー パ レッ ト に セル は 残る 。 


回 99 取り 
タイ ムラ イン 上 で 選択 し た セル の 指定 を 切り 取る (コピ ー し て 削除 する ) 。 


ビー 
タイ ムラ イン 上 で 選択 し た セル の 指定 を コピ ー す る 。 


回 貼り 付け 

「 切 り 取 り 」 や 「 コ ピー」 し た も の を 、 タ イム ライ ン 上 で 選択 し た フレ ー ム の 位置 に 貼り 
付け る 。 

コピ ー 元 と 同じ アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー に 貼り 付け る 場合 は 、 同じ セル が 指定 され 
る 。 

コピ ー 元 と 異な る アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー に 貼り 付け る 場合 は 、 貼 り 付 け 先 の アニ 

メー ショ ン フ ォ ル ダー に ある 同じ 名 称 の セル が 指定 され る 。 同じ 名 称 の セル が 無い 

場合 は 、 タ イミ ング の み が 貼 り 付け られ る 。 

レイ ヤー 単体 な どの 種類 の 異な る トラ ッ ク に は 貼り 付け で き な い 。 


POINT 


タイ ムラ イン パレ ッ ト 上 で も 下記 の 操作 が で きま す 。 
コピ ー.… 任 意 の セル を 選択 し 、 


POINT 


通常 の 「 切 り 取 り 」「 コ ピー」「 貼 り 付け 」 と 名 称 が 同じ 点 に 注意 し まし ょ う 。 普段 の 感覚 で 「 [CI 


キー( 切 り 取り )」 ゃ や 「 [Cun] 


ー( 貼 り 付け ) 」 な どの 操作 を し て し まう と 、 タイ ムラ イン で は な く 、 描 か 


れ て いる 絵 その も の を いじ っ て し まう こと に な る の で 注意 が 必要 で す 。 
ほか の ショ ー ト カッ ト を 割り 振る な ど し て 使い 分 ける こと を お スス メ し ます 。 
※ シ ョ ー ト カッ ト の 設定 に 関し て は 「 本 章 『6 その 他 の 便利 な 機能 』」 参 照 の こと 


削除 (D) F7 
切り 取り (T) Ctrl+Shift+X 
コビー(Q Ctrl+Shift=C 
貼り 付け (P) Ctrl+Shit+V 


筆者 の ショ ー ト カッ ト 設 定 


タイ ムラ イン 上 で の セル の 選択 


タイ ムラ イン 上 で の セル の 選択 は 、 各 トラ ッ ワ の セル の 開始 位置 を の リッ クウ す る こと で で きま す 。 選択 さ 
れ た セル は 、 左 側 に 赤い ライ ン が 入り 、 セ ル 名 が 太字 に な り ま す 。 


選択 し た セル は 左側 に 赤い ライ ン が 入り 、 
セル 名 が 太字 に な る 


タイ ムラ イン 上 を ドラ ッ プ する こと で 複数 セル を 選択 する こと も で きま す 。 
また 、「| Cl キー クリ ッ ワ 」 で も 複数 セル を 選択 で きま す 。 


複数 の セル が 選択 され る 


正規 化 


セル に 付け る 名 称 に 明確 な 決ま り は あり ませ ん が 、 アニ メー ショ ン 制 作 の 場合 どう し 
て も 似 た よう な 絵 の 枚数 が 多く な る た め 、 適 当 な 名 称 が 散乱 する の は 好ま し く あり 
ませ ん 。 

また 、 セ ル と セル の 間 に 新規 セル を 作成 する と 、「2a, 2b」、 場合 に よっ て は 「 レ イ 
ヤー1」 な ど と いっ た よう な 名 称 の セル が 作成 され 、 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー 内 の セル 
名 が パラ パラ に な っ て し まう こと も あり ます 。 

そこ で 便利 な の が 「 正 規 化 」 の 機能 で す 。 選択 し た アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー 内 の セ 
ル の 名 称 を 「1, 2, 3, 4, 5, .…………」 と 連 番 の 数 値 に 自動 で リネ ー ム する こと が で き 
ます 。 方 法 と し て 2 種類 あり ます 。 
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タイ ムラ イン の 順番 で 正規 化 

タイ ムラ イン 上 に 登場 する 順番 で セル の 名 称 を 正規 化し ます 。 同時 に 、 アニ メー 
ショ ン フ ォ ル ダー 内 の セル の 順番 も 並べ 替え られ ます 。 タイ ムラ イン の 見 た 目 は シン 
プル に な る た め 、 見 や すい で す が 、 セル の 順番 が 変わ る こと で 混乱 を 招く 場合 も あ 
り ま す 。 
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ョ レイ ヤー の 順番 で 正規 化 
アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー の 下 か ら 順 番 に セル の 名 称 を 正規 化し ます 。 レイ ヤー パ 
レッ ト 上 の セル の 順番 は 変わ ら ず に 正規 化 さ れ ま す 。 
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POINT 
「 レ イヤ ー の 順番 で 正規 化 」 は 、 アニ メ の 現場 に お ける 動画 時 に 記入 し な お す 「 タ イム シー ト 
(Chapter2『1 アニ メー ショ ン の 基礎 知識 』) 」 の 考え 方 に 近い も の で す 。 


olumn 


「 正 規 化 」 と アニ メ の 業界 慣習 


「 タ イム ライ ン の 順番 で 正規 化 」 を する と 混乱 を 招く 場合 が ある と し まし た 。 これ は 日 本 の アニ メ 業 界 の 
標準 的 な 慣習 と も 関わ っ て くる の で 、 簡単 に 捕 足し ます 。 

た と えば 、3 枚 の ロ パ ク (Chapter2『3 人 物 の 動き 』) の アニ メー ショ ン を 制作 する 際 、 数 字 の 大 きい セ 
ル が 「 開 き 口 」、 小さ い セ ル が 「 閉 じ 口 」 と いう 慣習 が あり ます 。 これ は 、 タ イム ライ ン 上 で 「 開 き 口 」 か ら 


スタ ー ト する 場合 で も 基本 的 に 同様 で す 。 

つま り 、 こ の よう な 状態 で 「 タ イム ライ ン の 順番 で 正規 化 」 し た 場合 、 こ の 慣習 よる 名 称 が 逆転 し て し 
まっ た り 、 ロ パ ウ の セル の 並び が 変わ っ て し まう な ど し て し まい 、 後 か ら 見 た と き に 、 と くに ロ パ ク の 慣習 
に 慣れ て いる 人 は 混乱 し て し まう の で す 。 


こう いっ た 例 も 踏ま えた うえ で 、 正 規 化 に つい て どちら を 選択 する の か 、 チ ー ム で 制作 する 隊 な ど は 、 と 


くに 統一 し て お いた ほう が よい か と 思い ます 。 


必 還 し イヤ ー フ ォ ル ダー を アニ メー ショ ン セ ル に する 


アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー の 中 に 、 さ ら に 通常 の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 する こと が で 
きま す 。 作成 し た レイ ヤー フォ ル ダ ー は 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー 全体 で 「1 枚 の 絵 」 と し て 
扱わ れ ま す 。 つま り 、 タ イム ライ ン 上 に レイ ヤー フォ ル ダ ー を セル 指定 する こと で 、1 枚 
の アニ メー ショ ン セ ル (以降 : セ ル ) と し て 指定 する こと が で きる の で す 。 

た と えば 、「5」 と いう レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 し 、 そ の 中 に レイ ヤー を 何 枚 作成 し よ 
うと も 、 レイヤー フォ ル ダ ー 名 「5」 と いう 1 枚 の セル と し て タイ ムラ イン 上 で は 認識 され 
ます 。 
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これ を 利用 する こと で 、 下 書き や 線画 、 色 塗り な どの レイ ヤー を レイ ヤー フォ ル ダ ー 


アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー の 
中 に 通常 の レイ ヤー フォ ル 
ダー を 作成 で きる 


フォ ル ダ ー の 中 に レイ ヤー を 
何 枚 作成 し よう と も 、1 枚 の ア 
ニメーション セル と し て 扱わ 
れる 


内 で 分 け て 作業 する と いっ た こと も 可能 と な り ま す 。 


アニ メー ショ ン セル (レイ ヤー マ ォ ル ダ ー)[5] 


(cole レイ ヤー 


POINT 
タイ ムラ イン 上 に 指定 され た 1 つ 前 の セル が レイ ヤー フォ ル ダ ー の 場合 、 新 規 ア ニメーション セル を 作成 す 
る ヒ 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダ ー 構 造 を 引き 継い で 新規 セル が 作成 され ます 。 


1 つ 前 の セル 
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構造 を 引き 継い で 作成 され る 


3 | アニ メー ショ ン 用 キャ ン バ パス の 作成 


ここ で は 、 ア ニメーション 用 の キャ ン バ ス の 作成 方 法 を 解説 し ます 。 デ フォ ルト 
の 設定 の まま で も 何 も 問題 は あり ませ ん が 、 細か い 設定 を 知る こと で 、 よ り 快 
適 に アニ メー ショ ン を 制作 で きま す 。 


「 新 規 」 ダ イア ログ の 概要 


[ファ イル ] メニ ュー - [新規 ] を 選択 する と 、 キャ ン バ ス 作成 用 の 「 新 規 」 ダ イア ログ 
が 表示 され ます 。 ダイ アロ グ で 設定 を 行い 、 ア ニメーション 用 の キャ ン バ ス を 作成 し 
ます 。 
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「 ア ニメーション 」 ボ タン を 選択 する と 、「 タ イム ライ ン パ レッ ト ( 本 章 『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 
基本 』) 」 に タイ ムラ イン が は じ め か ら 存 在 す る キャ ン パ ス を 作成 で きる 。 


回 革 準 サイ ズ 
基準 と な る キャ ン パス の サイ ズ 。 任意 の サイ ズ を 入力 する こと で 、「 基 準 フレ ー ム 」 を 
作成 で きる 。 


演出 フレ ー ム 
チェ ッ ウ を 入れ る と 、 基準 サ イズ か ら 上 下 左右 の 入力 し た 値 分 だ け 小さ い フレ ー ム 


( 枠 ) を 作成 で きる 。 安全 フレ ー ム (切れ て は 困る この 中 に お さめ た い フ レー ム ) の よう な 使い 方 
が で きる 。 


回 作画 サ イズ 

チェ ッ ワ を 入れ る と 、 基準 サイ ズ よ り 大 き な サイ ズ の 「 作 画 フレ ー ム 」 を 作成 で きる 。 
基準 サイ ズ か ら の 「 倍 率 指定 」 も し く は 「 寸 法 指定 」 で 設定 で きる 。 

お も に 、 カ メラ ワー ワ の ある アニ メー ショ ン を 作成 する 際 な ど で 設定 する 。 


回 人 
「 作 画 フレ ー ム 」 に 上 下 左右 の 入力 し た 値 ぶ ん の 余白 を 加え る 。 「 作 画 フ レー ム 」 
を 作成 し て いな い 場 合 は 、「 基 準 フ レー ム 」 に 余白 を 加え る 。 

な お 、 レンダリング 方 法 に よっ て は 、 余白 ぶん を 含め て 出 力 で き な い 場合 も ある 。 


回 人 
「 基 準 サイ ズ 」 や 「 演 出 フレ ー ム 」 な どの 値 を 入力 する 際 の 単位 を 設定 で きる 。 


作品 情報 

「EX」 の バー ジョ ン で の み 設 定 可 。 

制作 する アニ メー ショ ン の 情報 を 入力 で きる 。 

・ 作 品名 プ 話 数 

作品 名 や 話 数 が 決ま っ て いれ ば 入 力 する 。 

・ 作 品名 欄 の 右 横 の ブル ダウ ン 

作品 名 と 話 数 の 表示 位置 を 「 左 下 」「 下 」「 右 下 」 か ら 選 択 で きる 。 

・ フ ァイル 名 を 自動 設定 

「 作 品名 」「 話 数 』「 シ ー ン 番号 」「 カ ッ ト 番号 」 を 入力 し た うえ で チェ ッ ク ボ ックス に 


チェ ッ ク を 入れ る と 、 ブ プル ダウ ン か ら 5 選択 し た 設定 で ファ イル 名 を 自動 で 作成 で き 

る 。 

・ フ ォ ル ダー に よる ファ イル 管理 を 行う 

チェ ッ ク リボ ッ ワ ス に チェ ッ ワ を 入れ る と 、 フ ォ ル ダ ー で 複数 の ファ イル 管理 を 行え る 。 

「 フ ァイル 名 」 欄 の 下 に 「 保 存 先 」 欄 が 表示 され る の で 、 任意 の 保存 先 フ ォ ル ダー を 
設定 する 。 


ファ イル 名 (A 


タイ ムラ イン 

タイ ムラ イン の 初期 設定 を 行う 。 

・ フ レー ムレ ー ト 

秒間 の フレ ー ム 数 mp:) を 指定 で きる 。 

・ 再 生 時 間 

タイ ムラ イン の 尺 を 決め る 。 「 フ レー ム 数 (o 始 まり )」「 フ レー ム 数 (始ま D)」「 秒 + コ マ 」 
「 タ イム コー ド 」 の それ ぞ れ を ブル ダウ ン か ら 選 ん で 設定 で きる 。 「PRO」 の バー ジョ ン 
で は 「24」 フ レー ム まで 設定 可 。 

・ シ ー ン 番号 ご カ ッ ト 番 号 

シー ン 番 号 、 カ ッ ト 番号 を 入力 で きる 。 

・ 区 切り 線 

入力 し た 数 値 の フレ ー ム ご と に タイ ムラ イン に 区 切り 線 が 表示 され る 。 

・ タ イム ライ ン 名 を 自動 設定 

「 作 品名 」「 話 数 」「 シ ー ン 番号 」「 カ ッ ト 番 号 」 を 入力 し た うえ で チェ ッ ク ボ ッ ワ ス に 


チェ ッ ク を 入れ る と 、 ブル ダウ ン か ら 選 択 し た 設定 で タイ ムラ イン 名 を 自動 で 作成 で 
きる 。 
な お 、 タ イム ライ ン 名 と は 、 ア ニメーション ファ イル 内 で の タイ ムラ イン の 名 称 


回 テ シ フ レート 

テン プレ ー ト < や 自分 で 作成 し た フレ ー ム を 設定 で きる 。 読み 込み 方 に は 

「 カ ッ ト 用 テン プレート 」 と 「 セ ル 用 テン プレ ー ト 」 が あり 、 読 み 込め る テン プレ ー ト は 一 
緒 だ が 、 そ れ ぞ れ の 用 途 で 変わ っ て くる 。 

な お 、 テ ンプ レー ト の 設定 方 法 は 、「 本 章 『6 その 他 の 便 利 な 機能 』」 を 参照 の こ 


Column 


うごく イラ スト 


作品 の 用 途 で 「 イ ラス ト 」 の ボタ ン を 選択 し 、「 う ご く イ ラス ト を 作る 」 の 項目 に チェ ッ ワ を 入れ ます 。 する 
と 、 セ ル の 枚数 (8、16、24 か ら 選 択 ) と フレ ー ム レー ト (6、8、10fps か ら 選 択 ) だ け を 設定 し て 新規 

キャ ン バ ス を 作成 で きま す 。 

作成 され た キャ ン バ ス に は 、 設 定 し た 枚数 分 の セル が は じ め か ら 用 意 さ れ て お り 、 最 低 限 の 設定 の ア 
ニメーション 用 キャ ン パ ス と な り ます 。 
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Column 


後 か ら ア ニメーション 用 キャ ン バ パス に する 


「 イ ラス ト 」「 コ ミッ ク 」 の 作品 の 用 途 で 作成 し た キャ ン バ ス に 、 後 か ら タ イム ライ ン を 追加 し て 、 ア ニ メ ー 
ショ ン を 制作 する こと も で きま す 。 

タイ ムラ イン パレ ッ ト の 「 新 規 ラ イム ライ ン | 人 | 」 ボ タン を クリ ッ ク ( も し く は 、 [アニ メー ショ ン ] メニュー - [ タ 
イム ライ ン ] - [新規 タイ ムラ イン ] を 選択 ) し 、 新 規 ア ニメーション フォ ル ダ ー を 作成 し て 、 そ の 中 に セル 
を 作成 し て いけ ば 、 ア ニメーション を 制作 で きま す 。 


era 


語 | 新規 キャ ン パス の 作成 


それ で は 、 実 際 に アニ メー ショ ン 用 キャ ン パ バス を 作成 し て み ま す 。 
CLIP STUDIO PAINT EX で 下図 の よう な 設定 の 新規 キャ ン パ ス を 作成 し ます 。 


POINT 


書き 出し (本 章 『5 書き 出し 機能 』) 方 法 に よっ て 、 書 き 出 され る キャ ン パ ス の 範囲 が 変わ っ て きま す 。 詳 
細 は 、 本 章 『5 書き 出し 機能 』 の Column を 参照 くだ さい 。 
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話 基準 フ 
真ん中 の フレ ー ム が 「 基 準 サイ ズ 」 の 設定 で 作成 され た 「 基 準 フ レー ム 」 と な る 。 こ 


こ で は 、 解像度 144dpi、 幅 1920px、 高 さ 1080px で 作成 し て いる 。 


回 演出 フ 


1 


内 側 の フレ ー ム が 「 演 出 フ レー ム 」 と な る 。 ここ で は 、 基準 サイ ズ か ら 左 右 96px、 上 
下 54px ず つ を 引い た 、 幅 1728px、 高 さ 972px と な っ て いる 。 


作画 フ 


ーー 


一 番外 側 の 大 き な フ レー ム が 「 作画 サイ ズ 」 の 設定 で 作成 され た 「 作 画 フレ ー ム 」 
と な る 。 ここ で は 、 幅 2304px、 高 さ 1296px と な っ て いる 。「 基 準 点 」 が セン ター 合わ 
せな の で 、「 基 準 サイ ズ 」 を 中 心 に 「 作 画 サ イズ 」 が 「1.2 倍 」 均 等 に 広がっ て いる 。 


回 余白 
「 作 画 フレ ー ム 」 よ り 外 側 の 部 分 が 「 余 白 」 と な る 。 ここ で は 、 左右 96px、 上 下 
54px ず つの 余白 が ある 。 


回 タイ ムラ イン 名 
タプ に 記載 され て いる の が 「 タ イム ライ ン 名 」 と な る 。 1 つの キャ ン パ ス に 複数 の タイ ム 
ライ ン が ある 場合 、 ブ ナル ダウ ン で 切り 替え られ る (本 章 『6 その 他 の 便利 な 機能 』) 。 


回 再生 時 間 

タイ ムラ イン の 長 さ は 、「 再 生 時 間 」 の 設定 で 決ま る 。 ここ で は 、「48」 と 入力 し た の 
で 48 フ レー ム ぶ ん の タイ ムラ イン が 作成 され て いる 。 

な お 、 単 位 表記 は 、 右 横 の ブル ダウ ン か ら 設 定 で きる 。 ここ で は 、「 フ レー ム 数 始 
まり ) 」 と し て いる 。 


区 切り 線 
タイ ムラ イン 上 の ほか より や や 太い 線 が 「 区 切り 線 」 と な る 。 ここ で は 、 6 フレ ー ム ご と 
に 等 間隔 で 入っ て いる 。 


アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー と アニ メー ショ ン セ ル 
新規 アニ メー ショ ン キ ャ ン バ パス 作成 時 に は 、 レイ ヤー パレ ッ ト に 「 ア ニメーション フォ ル 
ダー」 と 「1」 と いう 名 称 の 「 ア ニメーション セル 」 が 一 緒 に 作成 され る 。 


POINT 


「 作 画 フレ ー ム 」 は 、「 基 準 フ レー ム 」 を 元 に 拡大 作成 され ます 。 この と き の 基点 と な る 位置 は 「 基 準 点 」 


で 設定 し ます 。 た と えば 、 左 上 を 選択 する と 「 左 上 角 」 を 起点 と し て 「 作 画 サイ ズ 」 が 作成 され ます 。 


「 オ フ セ ッ ト 」 を 設定 する と 、「X 軸 ( 横 軸 ) 」「Y 軸 ( 縦 軸 ) 」 の 基点 を 任意 の 数 値 ぶ ん 移動 し て 設定 で き 
ます 。 
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一 般 的 な 画面 サイ ズ 


アニ メー ショ ン 制作 で は 、 一 般 的 に 解像度 は 「144dpi」 を 選択 し ます 。 
そし て 、 幅 や 高 さと いっ た 画面 サイ ズ は 、 映 像 を 公開 する メデ ィ ア に よっ て 変わ っ て きま す 。 


現在 の テレ ビ 放 送 や ゲー ム 、 イ ンタ ーネット 配信 な どの 動画 で フル HD 画 質 と いわ れる サイ ズ が 、 比率 
16:9 の 「1920pxx1080px」 で す 。 ちな み に 「HD」 は 16:9「1280pxx720px」 を 指し ます 。 

今後 「4K」「8K」J な ど と いっ た より 高 画質 な 映像 メデ ィ ア が 普及 し 、 切り 替わっ て いく と いわ れ て いま 
す 。 そ も そ も こ の と き の 「K」 と は 何かと いう と 、 1000 の 単位 を 表す 「 キ ロ 」 の 意味 で す 。 つま り 、 横 の 長 


い 辺 が 約 2000px で ある いわ ゆる 「 フ ル HD」 と 呼ば れる も の は 「2K」 と な り ます 。 そ し て 、 約 4000px と 
な る サイ ズ が 「4K」、 約 8000px が 「8K」 と な り ま す 。 正確 な サイ ズ と し て は 、「4K」 の 場合 、 テ レビ な ど 
の 16 :9 で は 「3840pxx2160px」、 映 画 な どの 場合 は 「4096pxx2160px」 が 放送 な ど で 使わ れる 
一 般 的 な も の と な り ま す 。 「8K」 の 場合 は 、16 :9 で 「7680pxx4320px」 と な り ます 。 

映像 を 公開 する 場所 や 使用 方 法 に よっ て は 、 画 面 比 率 や サイ ズ が 異な る こと も ある か と 思い ます 。 
制作 が スタ ー ト し て か ら 変 更 す る と いう の は 難し く 、 と くに サイ ズ が 上 が る 場合 は 、 画 質 の 低下 に も つ な 
が る た め 避 けた い 事態 で す 。 最初 に 確認 し い 、 チ ー ム で 制作 する 際 に は 統一 を し っ か り し て お きま し ょ 


3。 


個人 的 な サイ ズ 選 び で す が 、 基準 フレ ー ム に 対し て 演出 フレ ー ム を 1 割 小さ く 、 作画 フレ ー ム は 1、2 
割 大 きく し て 制作 する こと が 多い で す 。 基準 フレ ー ム の 外側 は 、 や や 大 きめ に し た ほう が 、 画 面 外 の 
動き を 考慮 し や すく 、 動 き が 作成 し ゃ すい た めで す 。 

さら に 広い 画面 で 作画 を し た いと いう 場合 に は 「 余 白 」 を 足す と よい で し ょ う 。 この 場合 余白 部 分 は 
書き 出し の と き に 表示 され な い の で 注意 し まし ょ う 。 


ここ で は 、「1920pxx1080px」 の 基準 フレ ー ム に 対し 、 演出 フレ ー ム が 1 割 小さ く な る よう に 上 下 
「54px」、 左 右 「96px」 と 入力 、 作画 フ レー ム は 、 幅 と 高 さそ れ ぞ れ 2 割 増し し な る 「1.2 倍 」 に 設定 し 
まし た 。 


4 | アニ メー ショ ン 制 作 時 に 必須 の 補助 機 


な が ら 描 く こ と が 重要 と 
な り ま す 。 そ ん な と き に 便利 な の が 、 ラ イト テー ブル 、 オ ニオ ンス キン の 機能 で 
す 。 


ライ ト テ ー ブ ル 機能 


現在 編集 し て いる アニ メー ショ ン セ ル (以降 : セ ル ) の 下 に 、 別 の セル を 敷い て 作画 の 
参考 に で きる 機能 で す 。 敷い た セル は 、 不 透明度 を 下げ て 薄く し た り 、 色 を 変更 
し た り 、 移 動 、 拡 大 、 縮 小 、 回 転 な ど が で きる の で 、 似 た よう な 絵 を 何 枚 も 描か な 
けれ ば な ら な い ア ニメーション 制作 に お いて 非常 に 便利 な 機能 と な っ て いま す 。 


ライ ト テ ー プ ブル 
機能 で 表示 させ 
た 1 つ 前 の セル 


POINT 

アナ ログ で の 作業 を 経験 し た こと が ある 方 で われ ば わか る と 思い ます が 、 下 描き や 原画 を 作業 中 の 紙 の 
下 に 敷き 、 そ れ を 下 か ら 光 で 照ら すこ と で 透かし て 作画 する た め の 道具 と し て 、「 ラ イト テー ブル (トレース 
台 ) 」 と いう も の が あり ます 。 そ こ か ら ラ イト テー ブル 機能 の 名 称 が 付け られ て いま す 。 


アニ メー ショ ン セ ル パ レ ッ ト の 表示 


ライ ト テ ー ブ ル 機能 を 使う に は 、 ま ず 「 ア ニメーション セル パレ ッ ト 」 を 表示 する 必要 
が あり ます 。 
固 表 示す る に は 、 [ウィ ンド ウ ] メニ ュー - [アニ メー ショ ン セ ル ] を 選択 し ます 。 


国 アニ メー ショ ン セ ル パ レ ッ ト の 「 セ ル 固 有 ラ イト テー ブル 」 (も し < は 、「 キ ャ ン パ ス 共 有 ラ イト 
テー ナル 」) に 、 下 描き や 前 後 の セ ル な どの 画像 を 読み 込む お こと で 、 ラ イト テー ブル 機 
能 を 使え る よう に な り ます 。 
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下 描き や 前 後 の セ ル を 登録 し て 
表示 


POINT 


アニ メー ショ ン セ ル バ パレット に 登録 し た セル は 「 ラ イト テー ブル レイ ヤー」 と 呼称 し ます 。 


アニ メー ショ ン セ ル パ レ ッ ト で 行え る 操作 


アニ メー ショ ン セ ル パ レッ ト に は 、 下記 の よう な 機能 が まとめ られ て いま す 。 詳細 の 前 
に 概要 を 解説 し ます 。 
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編集 対象 セル 
現在 選択 中 (編集 中 ) の セル が 表示 され る 。 


回 セル 国有 ライ ト テ ー ブ ル 


選択 中 の セル を 描画 する と きのみ 参考 に で きる ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー を 表示 する 
領域 。 


キャ ン パ バス 共有 ライ ト テ ー ブ ル 
どの セル を 描画 する と き に も 参考 に で きる ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー を 表示 する 領域 。 


回 ライ ト テ ー ブ ル 上 の レイ ヤー 位置 を リセ ッ ト 


ュ 
イイ と ラ イト テー ブル レイ ヤー の 移動 や 変形 、「 中 心 点 を 移動 (本 衛 後 叶 )」 と いっ 


ee 


た 操作 を リセ ッ ト す る 。 
回 ライ ト テ ー ブ ル 上 の レイ ヤー を 左右 反転 ン 上 下 反転 
所 し た ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー を 「 左右 反転 」 す る 。 
で 選択 し た ライ ト テー ブル レイ ヤー を 「 上 下 反 転 」 す る 。 
回 不透明 度 の 対象 を 全体 個別 で 切り 替え 


則 ボタ ン を オン に する と 、 す べ て の ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー の 不透明 度 を 変更 で 
きる 。 
ボタ ン を オフ に する と 、 選択 し た ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー の 不透明 度 を 変更 で きる 。 


回 不通 明度 
ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー の 不透明 度 を 変更 で きる 。 
レイ ヤー カラ ー を 変更 
本 で ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー に レイ ヤー カラ ー を 設定 で きる 。 
右 イト テー ブル を 有効 人 


キャ ン パス に 表示 する ライ ト テ ー ブ ルレ イヤ ー の 表示 非 表示 を 切り 替え 
る 。 オ フ に する と すべ て の ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー が 非 表 示 に な る 。 


現在 の アニ メー ショ ン セル を 編集 対象 に 固定 


因 「 編 集 対象 セル 」 に 登録 され て いる セル (現在 選択 中 の セル ) を 固定 する 。 ボタ 
ン を オン に する と 、 レ イヤ ー パ レッ ト や タイ ムラ イン パレ ッ ト で ほか の セル を 選択 し て 
も 、 ア ニメーション セル パレ ッ ト の 「 編 集 対 象 セ ル 」 が 切り 替 わ ら な い 。 


前 ン 次 の セル を 選択 


年 中 編集 対象 セル を 選択 し て いる 場合 、 タ イム ライ ン の 順に セル を 切り 
替え る 。 ラ イト テー ブル レイ ヤー を 選択 し て いる 場合 、 レイ ヤー パレ ッ ト の 順に 表示 
する ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー を 切り 替え る 。 


新規 アニ メー ショ ン セ ル 


タイ ムラ イン 上 に 新規 アニ メー ショ ン セル が 作成 され 、「 編 集 対象 セル 」 が 
作成 され た セル に 切り 替わる 。 


回 ファ イル を 選択 し て 登録 
ee 
ET ティト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 画像 ファ イル を 登録 する 。 
回 選択 中 の レイ ヤー を 登録 
上 ライト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て レイ ヤー パレ ッ ト で 選択 中 の セル を 登録 する 。 
本 ライ ト テ ー ブ ル か ら す べ て ン ノ 選 択 中 の 画像 の 登録 を 解除 


すべ て の ライ ト テー ブル レイ ヤー の 登録 解除 する 。 特定 の ライ ト テ ー ブ ルレ 
イヤ ー を 選択 し て いる 場合 は 、 選 択 し た レイ ヤー の 登録 を 解除 する 。 


回 ライ ト テ ー ブ ル ツー ル 
ひめ ツー ル を 「 ラ イト テー ブル ツー ル ( 本 節 後述 )」 に 切り 替え る 。 


回 セル 固有 ライ ト テ ー ブ ル を 表示 


有 「 還 者 ラ イト テー ブル 」 の 表示 非 表示 を 切り 替え る 。 
回 キヤ ンス 共有 ライ ト テー ブル を 表示 


キャ ンス 共有 ライ ト テ ー カ J の 表示 ン 非 表示 を 切り 替え る 。 


画像 の 登録 


アニ メー ショ ン セ ル パ レ ッ ト に セル や 画像 ファ イル を ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 
する こと で 、 ラ イト テー ブル 機能 を 使え ます 。 


= 選択 中 の レイ ヤー を 登録 

レイ ヤー パレ ッ ト で 登録 し た い セル を [cm] キ ー+ ク リッ ク で 選択 し 、「 選 択 中 の レ 
イヤ ー を 登録 革 | 」 ボ タン を ワリ ッ ワ し ます 。 

回 選択 し た セル が ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 され ます 。 

複数 の セル を 同時 に 選択 し 、 登 録 する こと も で きま す 。 


EE 回 


国 Ra* ゅ 所 可 認 モル を 送 失 す る 
ylerkg と 、 ボ タン を クリ ッ 


Le ク で きる よう に な 
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し な が ら 選 択 する 。 選択 し た セル が 登録 され る 


POINT 
セル (レイ ヤー) 左 横 の 欄 を ワリ ッ ワ する こと で も 選択 で きま す 。 


ググ 


ョ ファ イル を 選択 し て 登録 
詳 「 ア イル を 選択 し て 登録 | 


」 ボ タン を クリ ッ ワ し ます 。 

国 画像 アイ ル を 選択 する た め の ウ ィ ン ド ウ が 開き ます 。 

回 任意 の 画像 ファ イル を 選択 (複数 選択 可 ) し 、「 開 く 」 ボ タン を ワリ ッ ク し て 、 ラ イト 
テー ブル レイ ヤー と し て 登録 し ます 。 


ライ ト テ ー ブ プル レイ ヤー と し て 
登録 され る 


に 


POINT 


基本 的 に 、 画 像 ファ イル は 「 セ ル 固 有 ラ イト テー ブル 」 に 登録 され ます 。 
「 編 集 対象 セル 」 に 何 も 表 示さ れ て いな い 場 合 は 「 キ ャ ン パ バス 共 有 ラ イト テー ブル 」 に 登録 され ます 。 


画像 の 登録 を 解除 


ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 し た セル や 画像 は 、 も ちろ ん 登録 を 解除 する こと 
も で きま す 。 


ョ ライ ト テ ー ブ ル か ら す べ て の 画像 の 登録 を 解除 
「 ラ イト テー ブル か ら す べ て の 画像 の 登録 を 解除 | 人 | 」 ボ タン を クリ ッ ク す る と 、 ア ニ 
メー ショ ン セ ル パ レッ ト か ら 、 すべ て の ライ ト テ ー ブ ルレ イヤ ー の 登録 を 解除 し ます 。 
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WE が 解除 され る 

test 0002pne 


100% 
名 & test. 0001pre 


ョ ライ ト テ ー ブ ル か ら 選 択 中 の 画像 の 登録 を 解除 
アニ メー ショ ン セ ル パ レ ッ ト で 特定 の レイ ヤー を 選択 し て いる と 、 ボタ ン が 「 ラ イト テー 
ブル か ら 選 択 中 の 画像 の 登録 を 解除 周 』]」 と な り ま す 。 クリ ッ ク す る と 、 選 択 中 の ラ 
イト テー ブル レイ ヤー の 登録 を 解除 し ます 。 


E1 Trt 


Ter) ーー EL_IE3 
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上 
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® Oo 

ロレ | a 


選択 し て いた ライ ト テ ー 
ブル レイ ヤー の 登録 が 解 
除 さ れる 


POINT 


ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 され て いる アニ メー ショ ン セ ル は 、 レ イヤ ー パ レッ ト 上 で 、 電球 アイ コン 
8| が 表示 され ます 。 


column 


セル 固有 ライ ト テ ー ブ ル と キャ ン パ ス 共 有 ラ イト テー ブル の 


違い 


「 セ ル 固 有 ラ イト テー ブル 」 に 登録 され た ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー は 、 編 集中 の セル に 対し て 登録 され て 
いま す 。 そのため 、 編 集 す る セル を 変更 する と 、 ラ イト テー ブル レイ ヤー も 切り 替わり ます 。 

一 方 「 キ ャ ン パス 共有 ライ ト テ ー ブ ル 」 の ライ ト テ ー ブ ルレ イヤ ー は 共有 され る の で 、 編 集 する セル を 変 
更 し て も 常に 表示 され ます 。 


ロ ET <} = pwr eo 
EE = つつ ーー 
還 Rmew ロ 吾 の > 回 BB ゃ * 折 店 和 
Ca] [eS] 
ァ フ id | | 
セル 固有 ライ ト テ ー プ | 
=| [を | 邊 の 間 ル は 、 編 集 す る セル を =| | | 
| 8 | 9 
im も 
上 ほ Kia 思 
eg] 間 キャ ン バ ス 共 有 ラ イト 
テー プル は 常に 同じ 
1 全 | 


ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー の 不透明 度 の 変更 


ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー は 、 不透明 度 の 変更 が で きま す 。 不透明 度 を 下げ る と 下 
絵 と し て 見 や すく な り ます 。 
設定 項目 は 、 ア ニメーション セル パレ ッ ト の 上 部 中 央 に あり ます 。 


POINT 


不透明 度 を 設定 する ライ ト テ ー ブ ルレ イヤ ー は 、「 不 透明 度 の 対象 を 全体 - 個 別 で 切り 替え 間 | 」 ボ 
タン で すべ て の レイ ヤー を 対象 に する の か 、 選 択 し た ライ ト テ ー ブ ル の み に す る の か を 切り 替え られ ます 。 


デフ ォ ル ト で は 、 ボ タン が オン に な っ て いる の で 、 すべ て の ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー の 不透明 度 を 変更 で きる 
状態 に な っ て いま す 。 オ フ に する と 、 選 択 し た ライ ト テ ー ブ ルレ イヤ ー の 不透明 度 を 変更 で きま す 。 


全体 個別 


天明 度 "30 不通 明度 70」 


ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー の 色 変 更 


ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー の 画像 の 色 を 設定 で きま す 。 設定 する と 、 不 透明 度 の 設 
定 と 同じ よう に 下絵 と し て 見 や すく な り ま す 。 

アニ メー ショ ン セ ル パ レ ッ ト 右 上 の 「 レ イヤ ー カ ラー を 変更 講 ]> 」 ボ タン を オン に す 
る と 設定 され 、 ボ タン 右側 の [ w ] を クリ ッ ワ し て 、「 レ イヤ ー カ ラー」 (も し < は 「 サ ブ カ ラー」) 
を 選択 する と 、「 色 の 設定 」 サ イア ログ が 表示 され る の で 、 任意 の 色 を 設定 し ます 。 


色 の 変更 あり 


色 の 設定 な し 
色 を 設定 し た レイ ヤー に は 
アイ コン が 付く 
Tc3 buE 
ば も すう = 
喘 X 
還 | 上 通常 周 
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100% 
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+ 
OO 
| F 
国 
る 
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ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー の 操作 

アニ メー ショ ン セ ル パ レ ッ ト に 登録 し た ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー を 選択 する と 、 キャン バ 
ス の 画像 に 上 下 左右 、 四辺 に ハン ドル | 南 | の ある 「 パ ウン ディ ング ボッ クス 」 が 表示 
され ます 。 パウ ン ディ ング ボッ クス を 操作 し て 、 ラ イト テー ブル レイ ヤー の 画像 の 移動 
や 変形 を 、 元 の レイ ヤー に 影響 を 及ぼ すこ と な く で きま す 。 


Re Ted 
回 + 
[la] 
同 2 通常 | 
同 FE | 
2| & din 


POINT 


ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー の 変形 情報 は 、 別 の セル を 表示 | 
れ ま す 。 


た り 、 フ ァイル を 保存 し て 開き 直し て も 保持 さ 


さら に 、 元 の セル に 加筆 し て も 、 変形 され た 状態 は 保 た れつ つ 、 ラ イト テー ブル レイ ヤー に も 反映 され ま 
の 


= 画像 の 移動 
パウ ン デ ィング ボッ ワ ス を ドラ ッ ゾ する と 、 選択 し た ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー の 画像 を 移 
動 で きま す 。 


= 画像 の 拡大 縮小 
パウ ン デ ィ ン ガ ボッ クス の ハン ドル に マウ スカ ー ソ ル を 近づけ る と 、 カ ー ソ ル が [| や 


[| の よう な 形状 に 変わ り ます 。 そ の 状態 で ハン ドル を ドラ ッ グ する と 、 画像 の 拡大 
や 縮小 と いっ た 操作 が で きま す 。 


ョ 画像 の 回 転 
マウ スカ ー ソ ル が | の よう な 形状 に 変わ っ た と ころ で 、 ドラ ッ グ する と 画像 の 


転 が 


で きま す 。 画像 は 「 中 心 点 上 | 」 を 中 心 に し て | 


転 し ます 。 


POINT 


ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー に 表示 され る 「 中 心 点 ]」 が 回 転 、 反 転 時 の 中 心 に な り ま す 。 


この 中 心 点 は 、 ドラ ッ グ する こと で 移動 で きま す ( ラ イト テー ブル ツー ル の ツー ルプ ロ パ ティ バレ ッ ト ( 本 節 


後述 ) で 「 回 転 の 中 心 」 を 「 自 由 位置 」 に 設定 し て いる 場合 の み ) 。 


= 画像 の 左右 反転 上 下 反転 
アニ メー ショ ン セ ル パ レ ッ ト の 「 左 右 反転 


区 


」 や 「 上 下 反 転 


24 


選択 中 の ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー の 画像 が 反転 し ます 。 


左右 反転 


」 を クリ ッ ク す る と 、 


POINT 


アニ メー ショ ン セ ル パ レ ッ ト の 「 左 右 反転 鷹 | 」 や 「 上 下 反 転 工 | 」 な どの ボタ ン は 、 通 常 の 反転 と 同じ 画 


像 の ボタ ン に な っ て いま す 。 ボタ ン に 限ら ちず 、 セ ル の 「 切 り 取り 」 や 「 貼 り 付け 」 も 通常 の 操作 と 名 称 が 同じ 
で す 。 
同じ 名 称 、 ボ タン で も 機能 は 変わ っ て くる の で 注意 が 必要 で す 。 


ョ キー で セル の 動き を 確認 

ライ ト テ ー ブ ル に 登録 し た 複数 の セル を 、 キー ボー ド の 数 字 キ ー や カー ソル キー で 
切り 替え て 表示 する こと が で きま す 。 

[アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [アニ メー ショ ン セ ル 表 示 ] - [キー で セル の 動き を 確認 ] 
を 選択 する と 、 攻 仙 の よう な ダイ アロ グ が 表示 され ます 。 この 間 ほ か の 操作 は で き な 
く な り ま す 。 


キー で セル の 動き を 確認 [x] 
キー ポー ド の 1~9 キ ー か 
EE し Rs 
表示 対象 の セル が 切り 替わり ます 。 


回 ライ ト テ ー ブ ル に 登録 され た セル の 上 か ら 順 番 に 数 字 キー に 対応 し て いま す 。 
また 、 カ ー ソ ルキ ー の 「 - 」「 - 」 で 前 後 の セ ル へ 表示 切り 替え 、「」「」」 は 押し て い 
る 間 の み 前 後 の セ ル が 表示 され ます 。 


POINT 
「 キ ー で 前 後 の セル を 確認 」 と いう 方 法 も 選択 で きま す 。 基本 的 な 操作 方 法 は 同じ で す が 、 セ ル の 表示 
方 法 が 異な り ます 。 


POINT 


キー ボー ド を 連続 し て 押す こと で セル の 動き の 確認 が で きる た め 「 指 パラ 」 の よう な 使い 方 が で きま す 。 


「 指 パラ 」 と は 、 紙 で 作画 する アニ メー ター が 作画 用 紙 を 指 で パラ パラ めく っ て 動き を 確認 する テ ワ ニッ で 
す 。 


column 


ライ ト テ ー ブ プル ツー ル 


デフ ォ ル ト で は 、 ラ イト テー ブル レイ ヤー を 選択 する と 、 ツー ル が 「 ラ イト テー ブル ツー ル 」 に 切り 替わり ま 
す 。 ま た 、 ア ニメーション セル パレ ッ ト の 「 ラ イト テー ブル ツー ル [a] 」 ボ タン を クリ ッ ク す る か 、「 操 作 」 ツ ー 
ルー「 ラ イト テー ブル 」 を 選択 する こと で も 切り 替え られ ます 。 

ライ ト テ ー ブ ル ツー ル の 設定 は 、 ツ ー ル プロ パテ ィ パ レッ ト が ライ ト テ ー ブ ル ツー ル の も の に な る の で 、 そ こ 
で 行い ます 。 ラ イト テー ブル の ツー ルプ ロ パ ティ パレ ッ ト で は 、 下記 の よう な 設定 が で きま す 。 


0e > ル 2nzrp サ テカ | 


ドラ ッ グ 


ドラ ッ グ 時 の 「 移 動 」 も し く は 「 回 転 」 操 作 の 切り 替え が で きる 。 


回 の 2 


クリ ッ ウ 時 の 「 中 心 点 の 移動 」 も し く は 「 な し 」 の 切り 替え が で きる 。 


タチ 


タブ レッ ト デ バ イス な ど で の タッ チ 操 作 の 設定 が で きる 。 


回 まし 


変形 の リセ ッ ト 、 左 右 反転 、 上 下 反転 が で きる 。 アニ メー ショ ン セ ル パ レ ッ ト と 同じ 操作 。 


回 皿 の 


ブル ダウ ン の 中 か 5 選 択 し た 位置 に 回 転 、 反 転 の 中 心 点 |] を 設定 で きる 。 自由 位置 に する と 、 任 
意 の 位置 に 設定 で きる 。 


| F k 大 * 


拡大 、 縮 小 を 数 値 で 設定 で きる 。 


回 転 角 


回 転 の 角度 を 数 値 で 設定 で きる 。 


位置 調整 


ブル ダウ ン の 中 か ら 選 択 し た 任意 の フレ ー ム に 合わ せ て 、 ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー の 画像 を 移動 する 。 


医 還 ライ ト テ ー ブ ナル 機能 を 使っ て アニ メー ショ ン を 描く 


それ で は 、 実際 に ライ ト テ ー ブ ル 機能 を 使っ て み ま し ょ う 。 ここ で は 、 ア ニメーション セ 
ル ( 必 降 : セ ル ) [1] と [2] の 間 の 絵 ( 中 割り ) を 描い て いき ます 。 
※ 中 割り に 関し て は 、「Chapter2『1 アニ メー ショ ン の 基礎 知識 』」 参 照 の こと 


に | 


BK <| eee= 


O04 通 
1 


yy 


アニ メー ショ ン セ ル [1] アニ メー ショ ン セ ル [2] 


新規 アニ メー ショ ン セ ル の 作成 
アニ メー ショ ン ] メニュー - [新規 アニ メー ショ ン セ ル ] を 実行 し 、 新 規 ア ニメーション 
セル [1a] を セル [1] と [2] の 間 に 作成 し ます 。 


Sa 名和 


ーー 


中) 
DD sme 


100% 通常 
に た メタ シフ カー: 8 


回 登録 する セル を 選択 する 


作成 し た セル [1a] を レイ ヤー パ | 


ッ ト で 選択 し 、 セ ル [1] と [2] を [cin] 


リッ ク で 選択 し ます 。 選択 し た セル に ト オ が 付き ます 。 


(GrU キ ー+ 左 ク 
リッ ク で 選択 する 


回 ライ ト テ ー ブ ルレ イヤ ー と し て 登録 する 


キー 左 ク 


アニ メー ショ ン セル パレ ッ ト の 「 選 択 中 の レイ ヤー を 登録 | 」 ボ タン を クリ ッ ク し 、 
で 選択 し た セル を 「 セ ル 固 有 ラ イト テー ブル 」 に ライ ト テー ブル レイ ヤー と し て 登録 し 
ます 。 
(NM | 
Ma 
NO 
いや () 
デー 
本 
= MN EE 


話 ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー の 色 を 変え る 

ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 し た まま の 状態 だ と 両方 と も 同じ 色 で 識別 し に く 
い の で 、 ア ニメーション セル パレ ッ ト の 「 レ イヤ ー カ ラー 賠 - 」 ボ タン を クリ ッ ク し て 、 そ 
れ ぞ れ 線 の 色 を 変え ます 。 


回 フォ 描く 

セル [1a] に [1] と [2] の 間 の 絵 の ラ フ を 描き ます 。 今回 の 場合 、 奥 に 向かっ て 落ち 
て いく よう な 動き な の で 、 簡単 な パー ス を 作成 し て 奥 に 詰め る 感じ で イメ ー ジ し て い 
ます 。 


回 1 を ラフ に 合わ せる 
ライ ト テー ブル レイ ヤー に 登録 し た [1] を 回 で 描い た ラフ に 合わ せ て 縮小 、 移 動 、 
回 転 し ます 。 


調 [2] を ラフ に 合わ せる 
ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー[2] も ラフ に 合わ せ て 拡大 、 移 動 、 


転 し ます 。 


回 前 後 の ラ イト テー ブル レイ ヤー を 重ね 合わ せ た 状 態 
ラフ を 消す と この よう に 、 前 後 の [1] と [2] の 絵 が 重ね て 表示 され 、 よ り 詳 細 に 間 の 
絵 を 描く こと が で きま す 。 


POINT 

「 オ ニオ ンス キン (本 節 後述 )」 で も 前 後 の 絵 を 表示 し な が ら 描 く こと は 可能 で す が 、 今回 の よう に それ 
ぞ れ の 絵 の 移 動 や 変形 、 回 転 と いっ た こと は で き な い た め 、「 ラ イト テー ブル 機能 」 を 使う こと で 、 正 確か 
つ 簡 単に 間 の 絵 を 作画 し た り 、 ほ か の セル を 写し 描き する こと が 可能 と な り ます 。 


POINT 


ライ ト テー ブ ル 機 能 を 使え ば 、 こ の よう に セル と セル を 重ね 合わ せ て 描く 「 タ ッ プ 割り 」 も で きま す 。 


回 消 き する 
回 を 参考 に 、 間 の 絵 を 描き 進め て いき ます 。 


POINT 


ライ ト テー ブ ル 機 能 を 使っ て 描く だ け で な く 、 随時 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 「 再 生 [e] 」 や 「 前 ( 後 ) の フレ ー ム 


へ [ 割 席 ] 」 で 常に 動き の 流れ を 確認 する カセ を つけ て お きま し よう 。 


描い た 絵 を 確認 する 
「 ラ イト テー ブル 上 の レイ ヤー の 位置 を リセ ッ ト |:*| 」 ボ タン を クリ ッ ワ する と 、 ラ イト 
テー ブル レイ ヤー の 位置 が リセ ッ ト さ れる の で 、 描い た 絵 の 流れ を 確認 で きま す 。 


回 


「 ラ イト テー ブル か ら す べ て の 画像 の 登録 を 解除 


図 の よう な 感じ で 間 の 絵 


が 完成 し まし た 。 ラ イト テー ブル 機能 を 使う こと で 、 そ れ ぞ れ の 絵 を な ぞ る よう に 描け 


る の は 非常 に 便利 で す 。 


の 


た 


column 


タイ ムラ イン 編集 ツー ル 


タイ ムラ イン 編集 ツー ル を 使う に と 、 キ ャ ン パ ス 上 を ドラ ッ ザ し て 前 後 の フ レー ム を 切り 替え られ ます 。 タイ 
ムラ イン 上 の 移動 は も ちろ ん で す が 、「 本 節 前 述 』」 の 「 キ ー で セル の 動き を 確認 」 の よう に 指 バラ 的 な 
使い 方 も で きま す 。 

操作 ツー ル の 「 タ イム ライ ン 編 集 」 か 、 タ イム ライ ン パ レッ ト の 「 タ イム ライ ン 編 集 | 国 | ( 本 章 『2 タイ ムラ 
イン パレ ッ ト の 基本 』) 」 か ら 選 択 し ます 。 


キャ ン パ ス 


タイ ムラ イン 上 を 移動 


| オニ オォ ンス キン 


ライ ト テ ー ブ ル と 同じ よう に 「 前 」「 後 」 の 絵 を 透かし て 表示 する 機能 で す 。 ラ イト 

テー ブル の よう に 絵 の 変形 や 移動 と いっ た こと は で きま せん が 、 設定 が 単純 で わか 
りや すく 、 ボ タン 1 つ で オン プ オ フ の 切り 替え が で きる た め 、 効 率 よく 描き 進め る こと 
が で きま す 。 


オニ オン スキ ン の 使い 方 


オニ オン スキ ン は 、 タ イム ライ ン パ レッ ト の 「 オ ニオ ンス キン を 有効 化 [| 」 ポ ボタ ン を ク 
リッ ク す る こと で オン に で きま す 。 オン に する と 、 選 択 し て いる タイ ムラ イン 上 の 前 後 の 
絵 が 表示 され る の で 、 そ れ を 参考 に 問 の 絵 を 描い て いき ます 。 


回 回 提 分 回 一 クリ ッ ク 


オニ オン スキ ン に より 、 
前 後 の セ ル が 表示 され る 


前 後 の 絵 を 参考 に 間 の 絵 を 描く 


POINT 


[アニ メー ショ ン ] メニ ュー (も し く は 、 タ イム ライ ン バ レッ ト の [メニ ュー 表示 | 調 | ]) - [アニ メー ショ ン セ ル 表 


示 ] - [オニ オッ スキン を 有効 化 ] か ら も 、 オ ー オ ンス キン を オン に で きま す 。 


オニ オン スキ ン の 設定 
オニ オン スキ ン の 設定 は 、 [アニ メー ショ ン ] メニ ュー > [アニ メー ショ ン セ ル 表 示 ] 
ー [オニ オン スキ ン 設 定 ] か ら 行い ます 。 下記 の よう な 設定 が で きま す 。 


st 
| 
アワー D 


ュ ン の 
+ TO 
TO AEE 


表示 枚数 
表示 する 前 後 の セ ル の 枚数 を 設定 する 。 前 後 で 異な る 枚数 を 設定 可 。 


回 俊明 度 
不透明 度 を 設定 する 。 複数 の オー オン スキ ン を 表示 する 場合 は 、「 下 げ 幅 」 に 設 
定 し た 数 値 で 不透明 度 を 下げ な が ら 表 示し て いく 。 


表示 色 
オー オン スキ ン の 色 を 設定 する 。 前 後 で 異な る 色 を 設定 可 。 


5 | 書き 出し 機能 


アニ メー ショ ン 書 き 出し を する こ 影 WEB サ ービス に アッ プ 
ロー ド す る こと が で きま す 。 


さま ざま な 形式 で の 書き 出し 


[ファ イル ] メニ ュー っ [アニ メー ショ ン 書 き 出 し ] か ら 、 下 記 の よう な 書き 出し 方 法 を 
選択 で きま す 。 


・ 連 番 画像 

・ ア ニメーション GIF 

・ ア ニメーション スタ ンプ (ApNG) 
・ ム ー ビ ー 


また 、「EX」 の パー ジョ ン で は 、 下記 の 書き 出し も 選択 で きま す 。 


・ ア ニメーション セル 出力 
・ タ イム シー ト 出 力 


クリ マブ ボード おら 和 病理 人 (5) 
ERO) dio 
引っ た ファ イル (F)| 


rp rrmeorrs 


ほし て 書き 出し ( 
きき し (Y 


アニ メー ショ ン 書 き 出 し (Y) ルト 


コン ビニ プ ブリ ント (⑤)… タイ ムシ ー ト か (C)・ 


「 連 番 画像 」 書 き 出し 


タイ ムラ イン で 再生 で きる すべ て の フレ ー ム を 、 表 示さ れ た レイ ヤー を 統合 し た 画像 
と し て 、 連 番 画像 で 書き 出し ます 。 


[ファ イル ] メ ニュ ー - [アニ メー ショ ン 書 き 出し ] - [ 連 番 画像 ] を 選択 で 、「 連 番 画 
像 書き 出し 設定 」 ダ イア ログ が 表示 され ます 。 


PLE Gausas YUoomenis 


ZDETRT コ 
人名 eet 


Ei 
A 
We 1 


EE 


Ei FNG 
58 定 


EET 
人 9 1920 
に 2 


ー フ フン 


ルール レー 


話 きき 出し 先 
[参照 ボタ ン か ら 画 像 の 保存 先 を 選択 で きる 。 


回 アイ ル 名 設定 
書き 出す 画像 の ファ イル 名 を 設定 で きる 。 


書き 出す 画像 の ファ イル 形式 を 「PNG、BMP、JPEG、Targa、TIFF」 か ら 選 択 で 
きる 。 


回 拡 縮 設定 
幅 と 高 さ を 設定 で きる 。 縦横 比 は 固定 され て いる の で 、 ど ちら か を 入力 すれ ば 、 も 
う 一 方 も 自動 で 設定 され る 。 


回 き さ 出 し 範囲 設定 
書き 出す タイ ムラ イン 上 の フレ ー ム の 範囲 を 設定 で きる 。 


画 オブ ショ ン 
フレ ー ム レー ト を 設定 で きる 。 混乱 を 防ぐ た め に も 基本 的 に は 制作 時 の フレ ー ム 
レー ト か ら 変 更 し な い ほ う が 良 い 。 


「 ア ニメーション GIF」 書 き 出 し 


アニ メー ショ ン GIF は 、 1 つの ファ イル の 中 に アニ メー ショ ン 情 報 を 記録 する 画像 形式 
で す 。 あく まで 画像 アイ ル な の で 音声 が 組み 合わ せら れ な い 、 最 大 256 色 まで し 
か 表現 で き な いと いう 制限 が あり ます が 、 簡易 な アニ メー ショ ン に は 非常 に 適し た 
形式 で す 。 


[ファ イル ] メニュー - [アニ メー ショ ン 書 き 出し ] - [アニ メー ショ ン GIF] を 選択 し 、 保 
存 先 と ファ イル 名 を 設定 し て [保存 ] す る と 、「 ア ニメーション GIF 出力 設定 」 ダ イア ロ 
グ が 表示 され ます 。 


アニ メー ショ oc 財力 麗 定 


mH 1080 ) 


出力 男 圏 1 5 24 ょ ウレ ルー 


ルー フ 四 牙 ( じ | 無限 < 


ーB の ジョシ ーーー 一 
CO FD 


幅 、 高 
幅 と 高 さ を 設定 で きる 。 


回 出力 範囲 
書き 出す タイ ムラ イン 上 の フレ ー ム の 範囲 を 設定 で きる 。 


フレ ー ム レー ト 
フレ ー ム レー ト を 設定 で きる 。 


回 ルー ブ 回 数 
アニ メー ショ ン を 繰り 返す 回 数 を 設定 で きる 。 


回 出力 オプ ショ ン 

「 デ ィ ザ リン グ 」 に チェ ッ ク を 入れ る と 、 色 の 変化 を な め ら か に で きる 。 
『 ム ー ビ ー』 書 き 出 し 

制作 し た アニ メー ショ ン を ムー ビー ファ イル と し て 書き 出し ます 。 


[ファ イル ] メニュー っ [アニ メー ショ ン 書 き 出し ] -「 ム ー ビ ー] を 選択 し て 保存 先 と 
ブイ ル 名 を 設定 し 、 フ ァイル の 種類 を 「AVI」(Mac os x の 場合 は 

「MoV (QuickTimeMovie) 」) か 「MP4」 か ら 選 択 し ます 。 

[保存 ] を 実行 する と 、 そ れ ぞ れ の 形式 に 応じ た 「 ム ー ビ ー 書 き 出し 設定 」 ダ イア ロ 
グ が 表示 され ます 。 下図 は 、「MP4」 形 式 で 書き 出し た 場合 の 設定 で す 。 


ファ イル 名 NY}: |test 


FT 


AAV (av) 


IMP4 Cmp3 


B 蘭 gEP 


EO: 1920 2 


高 &(H 1080 R 


ルー- ト レー ト ① 24 


の 形式 は 中 1920. 高 さ 1080 ま で の ⑰ 書き 出し に 対応 し て 
ます 


困 拡張 設定 


幅 と 高 さ を 設定 で きる 。 「MP4」 の 場合 、 最 大 幅 1920px、 高 さ 1080px ま で 。 


回 オプ ショ ン 


フレ ー ム レー ト を 設定 で きる 。 


POINT 


AVI」 を 選択 し た 場合 「 ム ー ビ ー 書 き 出し 設定 」 サ イア ログ で 各種 設定 の うえ 「OK」 ボ タン を クリ ッ す 
る と 、「 ビ デオ の 圧縮 」 ダ イア ログ が 表示 され ます 。 


ここ で は 、 あら か じ め イ ンス トー ル さ れ て いる コー デック で の 、 動画 ファ イル 圧縮 の 設定 が で きま す 。 


「 ア ニメーション スタ ンプ (ApNe) 」 書 き 出し 


APNG は 、GIF に 似 た 形式 で 、1 つ の ファ イル の 中 に アニ メー ショ ン 情 報 を 記録 する 
画像 形式 で す 。 再生 で きる メデ ィ ア が 限定 的 と な っ て お り 、 現 時点 (2017 年 1 月 現 在 ) 
は 、 お も に LINE ス タン プ ( 下 記 colum 参 照 用 の 書き 出し フォ ー マ ッ ト に な り ます 。 


[ファ イル ] メニュー - [アニ メー ショ ン 書 き 出し ] - 「 ア ニメーション スタ ンプ (pe)」 を 
選択 し 、 保 存 先 と ファ イル 名 を 設定 し て [保存 ] す る と 、「 ア ニメーション スタ ン ブ 
(APNG) 出 力 設定 」 ダ イア ログ が 表示 され ます 。 


Ed 
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Pa 
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幅 、 高 さ 
幅 と 高 さ を 設定 で きる 。 初期 設定 で は 、LINE ス タン プ の 仕様 に 則っ た サイ ズ ( 幅 
320px、 高 さ 270px) に な っ て いる 。 


回 出力 利 団 
書き 出す タイ ムラ イン 上 の フレ ー ム の 範囲 を 設定 で きる 。 


フレ ー ム レー ト 
フレ ー ム レー ト を 設定 で きる 。 LINE ス タン プ に する 場合 、 同 じ 絵 が 続い た り 余分 な 
絵 が 出 な いよ うに 設定 する 。 


回 ルフ 
アニ メー ショ ン の ルー プ の 回 数 を 設定 で きる 。 


回 出力 オプ ショ ン 
「 余 白 を 削除 する 」 に チェ ッ ク を 入れ る と 、 キャ ン バ パス 上 で 使わ れ て いな い 余 白 部 分 
を 削除 する 。 現在 の LINE ス タン プ の 仕様 上 、 余白 が ある も の は 採用 され な い の 


で こち ら を 利用 する 必要 が ある 。 
「 減 色 す る 」 に チェ ッ ク を 入れ る と 、 使っ て いる 色 を 減色 し て ファ イル サイ ズ を 小さ く で 
きる 。 


olumn 


LINE ア ニメーション スタ ンプ ブ 


「LINE( ラ イン ) 」 と は 、 LINE 株 式 会 社 の 提供 する コミ ュ ニケ ーション アプ リ で す 。 スマ ー ト フォ ン や 一 般 
の 携帯 電話 、PC で テキ スト チャ ッ ト や イン ター ネッ ト 電 話 が 楽し め ま す 。 
そん な LINE で 使え る アー: 


ヨン スタ ンプ を CLIP STUDIO PAINT で 制作 する こと が で きま す 。 
下記 は 、LINE の アニ メー ショ ンス タン ブ を 制作 する 隊 の ルー ル で す 。 

・ サ イズ .… 幅 か 縦 の どちら か が 必ず 270px 以 上 、 最 大 幅 320px、 高 さ 270px 

・ フ ァイル 形式 .…PNG(APNG) 

・ ア ニメーション の ルー プ 数 .…1 ス タン プ あ た り 1 一 4 回 

・ 最 大 再生 時 間 .…1 ス タン プ あ た り 4 秒 まで 

・1 つ の APNG あ た り の PNG フレ ー ム 数 .…. 最 低 5 一 最大 20 フ レー ム 

・ カ ラー モード .…RGB 

・ フ ァイル 容量 .…1 ス タン プ 300KB 以 下 

詳し く は 、 下 記 URL も 参照 


だ さい 。 


LINE Creators Management 制作 ガイ ドラ イン 


https://creator.line.me/ja/quideline/sticker 


人 


R= 


ショ ン セ ル 出 力 」 書 き 出し 


「EX」 の バー ジョ ン で の み 選 択 で きる 書き 出し 方 法 で す 。 表示 され た セル の み を 連 
番 形式 で 書き 出し ます 。 


[ファ イル ] メニ ュー っ [アニ メー ショ ン 書 き 出し ] -- [アニ メー ショ ン セ ル 出 力 ] を 選択 
する と 、「 ア ニメーション セル 出力 」 ダ イア ログ 表示 され ます 。 


た た 


主人 
店 
ロイ ー ト な 出力 akGl 

BhdHr AEH 


MEL 1m 


調書 き 出し 先 の フォ ル ダ ー 
[参照 ] ボ タン か ら 画像 の 保存 先 を 選択 で きる 。 


回 出力 フォ ル ダ ー 名 


UE ルー sna MW 
Cumy YOekeoteuml 


出 カ カルー 名 IF) se1 


巴 で 設定 し た 保存 先 の 中 に 、 ここ で 設定 し た フォ ル ダ ー 名 の 新規 フォ ル ダ ー が 自 
動 で 作成 され 、 そ の 中 に 書き 出さ れる 。 


ファ イル 名 
画像 の ファ イル 名 を 、「 セ ル 名 (アニ メー ショ ン セル に 振ら れ た 名 称 ) 」 か 、「 連 番 ( ア ニメーション 
フォ ル ダ 内 の 昇順 で の 連 番 ) 」 か を 選択 で きる 。 


回 アイ ル 形 式 
書き 出す 画像 の ファ イル 形式 を 「PNG、BMP、JPEG、Targa、TIFF」 か ら 選 択 で 
きる 。 


回 出 カ オブ ショ ン 
「 出 力 範囲 」 で 書き 出す 画像 範囲 を 「 全 体 」 か 「 作 画 フ レー ム 」 で 断ち 切っ た も の 
か を 選択 で きる 。 


= 下 描き を 出力 する 
国 の 「 出 力 オプション 」 で 、「 下 描き を 出力 する 」 に チェ ッ ク を 入れ る と 、「 下 描き レ 
イヤ ー」 に 設定 し た レイ ヤー も 一 緒 に 書き 出し ます 。 


ss 通常 
下 描き レイ ヤー に 設定 し た 
アニ メー ショ ン セ ル 


ョ フレ ー ム を 出力 する 

国 の 「 出 力 オ プシ ョ ン 」 で 、「 フ レー ム を 出 力 する 」 に チェ ッ ワ を 入れ る と 、 演 出 フ レー 
ム や 作画 フレ ー ム (本 章 『3 アニ メー ショ ン 用 キャ ッ パス の 作成 ) を 表示 し た 状態 の 画像 アイ 
ル と し て 書き 出す こと が で きま す 。 


演出 フレ ー ム 、 作 画 フ レー ム も 一 緒 に 書き 出さ れる 


の. る 


=PaintMan 向 け に 出力 

国 の 「 出 力 オプ ショ ン 」 で 「PaintMan 向 け に 出力 」 に チェ ッ ワ を 入れ る と 、 
PaintMan 向 け に アン チエ イリ アス (本 章 『6 その 他 の 便利 機能 お オン の ブラ シ で 描い た 線 
を 自動 で 2 値 化し 、 ア ンチ エイ リア ス オ フ の 状態 で 出力 で きま す 。 出力 時 の 「 線 幅 」 
も 設定 で き 、「 プ レビ ュー」 ボ タン を 押す と 実際 の 線 幅 見 な が ら 調 整 する こと が で き 
ます 。 

2 値 デ ー タ で 塗り を 行う PaintMan 向 け の 機能 で は あり ます が 、 線画 の アン チエ イリ 
アス を オフ に し て 出力 し た いと いっ た 場合 に も 利用 で きま す 。 


出力 プション 
出生 RRy 作画 フレ ー ム ェ 


下 拓 き を HH 力 る (D) 
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POINT 


「PaintMan」 と は 、CLIP STUDIO PAINT 同 様 に 株 式 会 社 セ ル シ ス が 製作 販売 し て いる アニ 


ン 制作 ツー ル 「RETAS STUDIO」 の 中 の 1 本 で す 。 お も に 、2 値 デー タ で の アニ メ の セル 塗 り 、 ペ イン ト に 
特 化し た ツー ル で す 。 


POINT 


ブロ の 現場 で は 、「.tga (Targa) 」 形 式 で 書き 出す こと で 、 仕上 げ 工 程 の 作業 者 に も 柔軟 に 作画 デー 


タ を 渡す こと が で きま す 。 


「 連 番 画像 」 と 「 ア ニメーション セル 出力 」 書 き 出 し の 違い 


「 連 番 画像 」 で の 書き 出し は 、 同じ 絵 が 続い た 場合 で も 、 すべ て の フレ ー ム を 連 番 で 書き 出し ます 。 
また 、 表 示さ れ て いる すべ て の セル (レイ ヤー) を 統合 し て 書き 出し ます 。 ここ で は 背景 も 一 緒 に 1 つの 
画像 と し て 書き 出さ れ て いま す 。 


対し て 、「 ア ニメーション セル 出力 」 は 、 レ イヤ ー パ レッ ト の 各 セ ル ご と に 書き 出し ます 。 アニ メー ショ ン フォ 
ルター 別に 、 単 一 セル と し て 書き 出し で きる た め 、 素 材 と し て 管理 も し や すく 、 同じ 絵 が 複数 枚 書き 
出さ れる こと も あり ませ ん 。 


| 
「 軍 番 画像 」 の 場合 、 画 像 を 統合 し 、 す べ て の フレ ー 
ム を 書き 出す 


「 ア ニメーション セル 出力 の 場合 、 セ ル ご と に 1 必ず っ つ 書き 出す 


タイ ムシ ー ト 出力 

こち ら も 、「EX」 バ パー ジョ ン で の み 選 択 で きる 書き 出し 方 法 で す 。 
[ファ イル ] メニュー - [アニ メー ショ ン 書 き 出し ] - [タイ ムシ ー ト 出力 ] で 、 タ イム ライ 
ン を タイ ムシ ー ト 形式 の CSV フ ァイル で 出力 し ます 。 出力 され た CSV フ ァイル は 、 横 


軸 の タイ ムラ イン を 縦 軸 に 置き 換え 、 そ れ ぞ れ の セル が 何 フレ ー ム 目 か ら 何 フレ ー ム 
目 ま で 表示 され て いる か を 示し て いま す 。 


CLIP STUDIO PAINT の タイ ムラ イン 
※ 色 の つい た 部 分 が それ ぞ れ 対 応 し て いる 


POINT 

「 ア ニメーション セル 出力 」 し た 際 に 重要 と な っ て くる の が 、「 タ イム シー ト (Chapter2『1 アニ メー ショ ン の 
基礎 知識 』) 」 の 情報 に な り ます 。 これ が な けれ ば 、 個 別 で 出力 され た セル を どう いう タイ ミン グ で 並べ れ 
ば いい の か が 不明 な た め 、 作画 し た アニ メー ター の 意図 し た な 
乱 と も な り ます 。 


ミン グ も わか ら ず 、 以降 の 作業 者 へ の 混 


書き 出す キャ ン パ ス の 範囲 


「 ア ニメーション セル 出力 」 と それ 以外 と で 、 書 き 出さ れる キャ ン パス の 範囲 が 異な り ま す 。 新 規 キャ ン 
バス を 作成 する 隊 に は 、 下 記 の 違い も 考 虐 し て お きま し ょ う 。 


「 ア ニメーション セル 出力 」 以 外 の 書き 出し は 、 す べ て 「 基 準 フ レー ム ( 本 章 『3 アニ メー ショ ン 用 キャ ン 
バス の 作成 』) 」 で 断ち 切っ て 書き 出さ れ ま す 。 


作画 フレ ー ム 基準 フレ ー ム 演出 フレ ー ム 


「 ア ニメーション セル 出力 」 の み 、「 作 画 フ レー ム 」 と 余白 を 含む キャ ン パス 「 全体 」 を 選択 可能 で す 。 


出力 オプ ショ ン 
出力 湯 団 (R: 


| その 他 の 便利 機能 


ここ まで は 、 ア ニメーション 制作 に お い 順 と な る 機能 を 解説 し て きま し た 。 
それ 以外 に も 、CLIP STUDIO PAINT に は 便利 な 機能 が た くさ ん 用 意 され 
て いま す 。 


タイ ムラ イン パレ ッ ト の 応用 


新規 キャ ン バ ス の 作成 時 に 作成 し た タイ ムラ イン は 、 後 か ら 設 定 や フレ ー ム レー ト 
の 変更 、 タ イム ライ ン の 新規 追加 と いっ た こと が で きま す 。 


ERE 語詞 hc 
デジ ョ ー ロコ 定 ・ 


タイ ムラ イン の 設定 変更 
作成 し た タイ ムラ イン の 設定 を 後 か ら 変更 で きま す 。 


= 設定 変更 


[アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [タイ ムラ イン ] - [設定 変更 ] を 選択 する と 、「 設 定 変 
更 」# イ アロ グ が 表示 され 、 新 規 キャ ン バ パス の 作成 (本章 『3 アニ メー ショ ン 用 キャ ン パ ス の 作 
成 ) 時 に 作成 し た タイ ムラ イン の 設定 を 変更 で きま す 。 変更 で きる 項目 は 、 タ イム 
ライ ン 名 、 開始 フレ ー ム 、 終 了 フ レー ム 、 区 切り 線 、 シ ー ン 番号 、 カ ッ ト 番 号 で す 。 


イカ ラン 0 タイ ムラ イン 1 
eA 1 
電 了 ッ ルー が KB 1 
区 MD 上 Ds 
シー 和書 Sk 1 
HU 1 


EE 
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D 


Gn 
ウル が 


3 


ry 
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ョ フレ ー ム レー ト を 変更 


[アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [タイ ムラ イン ] -- [フレ ー ム レー ト を 変更 ] を 選択 する と 、 
「 フ レー ムレ ー ト を 変更 」 サ イア ロ ザ が 表示 され 、 フ レー ムレ ー ト を 変更 で きま す 。 


フレ ー ム レー ト を 変更 


フレ ルー ムル ーRR) 94 


絶 フレ ー ム 束 を 変更 (N) 


CK 
キャ ン セ ル 


に 


「 総 フレ ー ム 数 を 変更 」 に チェ ッ ク を 入れ る と 、 現在 の 尺 数) を 維持 し た まま 変更 
し ます 。 た と えば 、24fps で 1 秒 の ファ イル を 30fps に 変更 し た 場合 、 チ ェ ッ ク を 入れ る 
と 、30 フ レー ム に 変更 され 、 チ ェ ッ ワ を 入れ て な けれ ば 24 フ レー ム の まま に な り ます 。 


column 


| カッ ト と シー ン 


元々 フィ ルム 映画 な ど で は 撮影 し た フィ ルム を 切っ て カッ ト し 、 別 の カメ ラ で 撮影 し た フィ ルム と つない で 


いま し た 。 つま り 「 カ ッ ト (cut) 」 と は 、 そ の 編集 時 点 に よっ て 分 断 さ れ た 単位 の よう な も の で す 。 ア ニ メ ー | 


ショ ン で も 、 疑 似 的 に カメ ラ に よっ て 撮影 され た 画面 を 想定 し て 描く た め 、 カ メラ の 切り 替わり で 「 カ ッ 
ト 」 が 変わ る イメ ー ジ で 使い ます 。 「 シ ー ン 」 と は 、「 カ ッ ト 」 の 連続 に よっ て 描か れる 場面 で あり 、 意 味 を 
も っ た 一 連 の カッ ト の まとまり 、 文章 に お ける 段落 や 文節 、 舞 台 に お ける 一 幕 の よ うな イメ ー ジ で す 。 


複数 の タイ ムラ イン の 活用 


CLIP STUDIO PAINT で は 、1 つ の ファ イル 内 に 複数 の タイ ムラ イン を 作成 で きま 

す 。 新規 の タイ ムラ イン の 作成 は 、 [アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [タイ ムラ イン ] - [ 新 
規 タ イム ライ ン ] を 選択 し 、 表示 され た 「 新 規 み イム ライ ン 」 ダ イア ログ で 設定 を 入力 
する こと で 行い ます 。 


ファ イル 内 の タイ ムラ イン の 切り 替え は 、 [アニ メー ショ ン ] メニ ュー っ [タイ ムラ イン ] 
ー [前 の タイ ムラ イン へ ] (も し く は 、 [次 の タイ ムラ イン へ ]) で 行え ます が 、 タ イム ライ ン パ レッ 
ト 左 上 の プル ダウ ンタ ブ か ら で も 選択 で きま す 。 


= 複数 の タイ ムラ イン の 活用 例 


1 つの ファ イル の 中 で 複数 の タイ ムラ イン を 作成 で きま す が 、 ど の よう な と き に 活用 で 
きる の で し ょ うか ? ここ で は 、 同 ポ ( 同 じ ポ ッ シ ョ ッ ) 、 兼用 カッ ト の 例 を 紹介 し ます 。 ア 
ニメーション で は 、 多く の カッ ト の 連続 で 物語 を つない で いき ます 。 そ の 際 に 、 同 じ セ 
ル や 背景 を 別 の カッ ト で も 使う よう な 場合 が あり ます 。 それ を 「 同 ポ 」 と 呼ん だ り し ま 
す 。 そ し て 複数 カッ ト を 兼用 する た め 「 兼 用 カッ ト 」 と いい ます 。 複数 の タイ ムラ イン 
が 作成 で きる こと で 、 こ の 兼用 カッ ト を 作成 する こと が で きま す 。 

記 は 、A セ ル ( タ 日 を 眺め る 少女 の 後姿) の 「 カ ッ ト 1 」 に な り ま す 。 この カッ ト は 、 ア ニ 
メー ショ ン フ ォ ル ダー [A] の アニ メー ショ ン セ ル ( 必 降 : セ ル ) [1] に よる 1 秒 の 止め 絵 に 
な っ て いま す 。 


回 カット 1 


タイ ムラ イン を 「 カ ッ ト 2」 還 に 切り 替え ます 。 背景 や 夕日 を 眺め る 少女 アニ メー ショ 
ン フォ ル ダー[A] の セル [1] は 同じ も の で す が 、B セ ル と し て アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー 


B] の セル [1] に 描か れ た 人 物 が 増え て いま す 。 尺 も こち ら の カッ ト で は 、1 秒 12 フ 
レー ム に し て いま す 。 そ し て 、「 カ ッ ト 2」 で は 、 夕日 を 眺め る 少女 が 動き ます 。 


回 カッ ト 2 


この よう に 背景 や セル を 兼用 し な が ら 複数 の カッ ト を 作成 で きま す 。 


POINT 

[アニ メー ショ ン ] メニュー - [タイ ムラ イン ] - [タイ ムラ イン の 管理 」 を 選択 する と 、「 タ イム ライ ン の 管理 」 ダ 
イア ログ が 表示 され 、 タ イム ライ ン の 一 覧 を 表示 し な が ら 、 そ れ ぞ れ タ イム ライ ン の 切り 替え や 設定 変更 、 
複製 、 削 除 、 さ ら に タイ ムラ イン の 新規 作成 が で きま す 。 


EEZPoyl | 
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クリ ッ プ の 操作 


CLIP STUDIO PAINT で は 、 1 つの つなが っ た タイ ムラ イン の か た まり を 「 ク リッ プ 」 と 
称し ます 。 ク リッ プ は 、 コ ピー や 分 割 な どの 操作 が で き 、1 つ の タイ ムラ イン 上 で 複数 
の クリ ッ プ を 作成 し て お け ば 、 ク リッ プ 間 に 空白 を 作っ た り 、 一定 の 空白 後に 同 動 
き を する アニ メー ショ ン を 作成 し た り と いっ た こと が で きま す 。 

クリ ッ プ の 操作 は 、[ ア ニメーション] メニ ュー - [クリ ッ プ ] か ら 下 記 を 選択 で きま す 。 


クリ ッ プ クタ リップ 


レイ ヤー(L) 選択 回 (5) 表示 (V) フィ ル 4 


【 Na 


oo cr met *| 


セル 大 十 (E) 4 
表示 開始 フレ ー ム に する (V) 

表示 終了 フレ ー ム に する (!) 

クリ ッ プ (し ) 


削除 (D) 
前 の セル を 選択 (U) 切り 取り (T) 
次 の セル を 選択 (N) 


再生 停止 (P) 
再生 設定 (S) 


フレ ー ム の 移動 (R) 分 逢 (V) 


・ 削 除 .… 選 択 し た クリ ッ プ を 削除 する 。 


・ 切 り 取り .… 選 択 し た クリ ッ プ を コピ ー し て 削除 する 。 

・ コ ピー.… 選 択 し た クリ ッ プ を コピ ー す る 。 

・ 貼 り 付け .…. コ ピー し た クリ ッ プ を 、 貼り 付け る 。 タ イム ライ ン 上 で 選択 し て いる フ 
レー ム か ら ク リッ プ は 始ま る 。 

・ 結 合 .… 選 択 し た 複数 の ワリ ッ プ を 結合 する 。 間 に 空白 が あっ た 場合 は 、 前 に 
ある クリ ッ プ の 最後 尾 の フレ ー ム が 延長 され る 。 

・ 分 割 .…. タ イム ライ ン 上 で 選択 し て いる フレ ー ム で クリ ッ プ を 分 割 する 。 


POINT 


タイ ムラ イン 上 の ワリ ッ プ の や や 上 方 に マウ スカ ー ソ リル を 合わ せる と 岡 切り 替わる の で 、 そ の 状態 で クリ ッ 


ク す る と 、 ク リッ プ を 選択 で きま す 。 
キー( も し く は 、 [Ci] キー) を 押し な が ら 選 択 す る と 、 複 数 の ウリ ッ プ を 選択 で きま す 。 


サム ネイ ル の 表示 変更 


タイ ムラ イン パレ ッ ト 左 上 の [メニ ュー 表示 | 訪 |] - [サム ネイ ル の サイ ズ ] から 、 タ イ 
ムラ イン 上 に 表示 する アニ メー ショ ン セ ル の サム ネイ ル の サイ ズ を 変更 で きま す 。 サイ 
ズ は 、「 な し 」「 最 小 」「 小 」「 中 」「 大 」「 最 大 」 の 6 段階 か ら 選 択 で きま す 。 デフ ォ ル 
ト で は 「 大 」 に 設定 され て いま す 。 


サム ネイ ル の サイ ズ (S) 


回 アウ マシ 以 ー 
円 用 紙 
サム ネイ ル を 「 な し 」 
に 設定 し た 場合 
POINT 


[メニ ュー 表示 園 」 ー [サム ネイ ル の 表示 設定 ] で は 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー の み サ ムネ イル を 表示 し 
た り 、 透 明 部 分 を サム ネイ ル に も 表示 させ た り と いっ た 設定 が で きま す 。 


峰 | アニ メー ショ ン セ ル (レイヤー) の 応 


フォ ル ダ ー を 作成 し て レイ ヤー を 挿入 


[レイ ヤー] メニ ュー - [フォ ル ダ ー を 作成 し て レイ ヤー を 挿入 ] を 実行 する と 、 単 一 
レイ ヤー の アニ メー ショ ン セ ル (以降 : セ ル ) を レイ ヤー フォ ル ダ ー に 切り 替え る こと が で き 
ます 。 

た と えば 、 ラ フ と し て 描い た も の を 、 清 書 し た いと いっ た 場合 に は 、 ラ フ を 描い た セル 
を 切り 取っ て アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー 外 へ 貼り 付け る か 、 別 の アニ メー ショ ン フ ォ ル 
ダー と セル を 作成 する と いっ た こと に な り が ち で す 。 


そこ で 、 こ の [フォ ル ダ ー を 作成 し て レイ ヤー を 挿入 ] を 実行 する と 、 選 択 し て いた セ 
ル と 同一 名 称 の フォ ル ダ ー が 作成 され 、 セ ル が フォ ル ダ ー の 中 に 格納 され ます 。 ア ニ 
メー ショ ン フ ォ ル ダー 内 で 新規 フォ ル ダ ー 作 成 を する と 、 新規 セル と し て 作成 され る 
の で す が 、 人 [フォルダー を 作成 し て レイ ヤー を 挿入 ] で あれ ば 、 セ ル 番 号 と セル を 維 
持 し た まま フォ ル ダ ー に 切り 替え る こと が で きま す 。 その た め 、 新た に 作成 され た フォ 
ル ダ ー の 中 で 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 ラ フ を その まま に 清書 する と いっ た こと も 可能 
と な り ます 。 


セル と 同一 名 称 の フォ ル ダ ー 
が 作成 され 、 セ ル を 格納 


アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー 外 の レイ ヤー を アニ メー ショ ン セ ル に する 

「 本 章 『1 CLIP STUDIO PAINT の 概要 』」 で 説明 し た よう に 、 ア ニメーション フォ ル 
ダー 外 の レイ ヤー は セル と し て 見 な され ませ ん 。 逆 を いえ ば 、 ア ニメーション フォ ル 
ダー の 外 に ある レイ ヤー を 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー 内 に 入れ て し まえ ば 、 セ ル と する 
こと が で きま す 。 

CLIP STUDIO PAINT で の アニ メー ショ ン 制 作 は 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー 内 に あ 
る セル と 、 タイ ムラ イン 上 の 指定 が 一 致す る こと で 絵 が 切り 替わる と いう 仕組 み で 


す 。 


た と えば 、 下 図 の よう に 、 アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー 外 に ある 「 レ イヤ ー1」 も 、 ア ニ メ ー 
ショ ン フ ォ ル ダー 内 に 格納 する こと で 、 タ イム ライ ン 上 の セル 指定 が 可能 と な り 、「 レ 
イヤ ー1」 を 指定 する こと で 、 タ イム ライ ン 上 で 表示 する こと も で きま す 。 


タイ ムラ イン に アニ メー ショ ン フォ | 
ル ダ ー に 入れ た セル を 指定 する 


アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー の 外 に ある レイ ヤー は セル と は 
見 な され ず 、 通 帯 の レイ ヤー と し て 常に 表示 され て いる 


峰 | ムー ビー 読み 込み 、 連 番 読み 込み 


ムー ビー 読み 込み 


AVI(windows の み ) や MP4、 QuickTimeMovie の よう な 時 間 軸 の ある ムー ビー ファ イ 
ル を タイ ムラ イン 上 に 読み 込 お むこ と が で きま す 。 ファ イル の 読み 込み は 、 [ファ イル ] メ 
ニュ ーー [読み 込み ] - [ムー ビー] を 選択 する こと で 行い ます 。 

な お 、 読み込む お フ カイル は 、 タイ ムラ イン 上 で 選択 し て いる フレ ー ム が 開始 位置 と な 
り ま す 。 


EAD 


Ee 


デリ 0O: mem mm Tae 


POINT 


読み 込ん だ ムー ビー ファ イル の 編集 は 、CLIP STUDIO PAINT で は で きま せん の で 注意 し て くだ さい 。 


POINT 


PC の 環境 に よっ て は 、 イ ンス トー ル さ れ て いる コー デック の 関係 で 読み 込め な い 場合 が あり ます 。 


I ロ rmtZzzczg! 
| ! / 」 QQ ee と wu 回 回 回 


| 
(42 人 2! <| 。 : jo jp 』 | 
PL 


1 1 
em 


連 番 読み 込み 


ファ イル ] メニ ュー - [読み 込み ] - [画像 ] で 任意 の 画像 を [shit] キ ー( も いく 

は 、 [cm] キー) 十 ク リッ ク で 複数 選択 する と 、 連 番 画像 と し て 読み 込む こと が で きま 

す 。 

アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー 内 に 読み 込む お こと で 、 ア ニメーション セル (以降 : セ ル ) と する こと 
も で きま す 。 し か し 、 画像 は 読み 込ん だ だ け で は 、 タ イム ライ ン 上 に 反映 され る こと 
は な い の で 、 ア ニ 」 メー ショ ン と し て 動か し た い 場合 は 、 セル 指定 を 行う 必要 が あり ま 
す 。 読み 込ん だ 画像 の 名 称 が わか り に くい 場合 は 、 [アニ メー ショ ン ] メ ニュ ー - [ セ 
ル 指 定 ] っ [レイ ヤー の 順番 で 正規 化 (本 章 『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基本 』) ] な ど で リ ネー 
ム し て 見 や すく し て お きま し ょ う 。 


rset 


FIA: Tt sang mmotpy Afrorre “Ca ota > RTE ONE] | 


EE 


POINT 


読み 込ん だ 画像 は 「 画 像 素材 レイ ヤー」 と な っ て いま す 。 画像 に 加筆 な ど 手 を 加え た い 場合 は 、 [レイ 
ヤー] メニ ュー - [ラス タラ イズ ] する 必要 が あり ます 。 


POINT 


アイ ル の 読み 込み は 、 画像 ファ イル を 直接 レイ ヤー パレ ッ ト に ドラ ッ グ & ド ロッ プ する こと で も 行え ます 。 詳 
細 は 、「Chapter4『5 実写 を 用 いた アニ メー ショ ン 』」 で 解説 し て いま す 。 


販 アー ニメーション 制作 に 便利 な 設定 


再生 設定 

アニ メー ショ ン 作成 時 に プレ ビュ ー 再 生 は か か せま せん 。 [アニ メー ショ ン ] メニ ュー 
ー「 再 生 設定 」 で 、 下 記 項 目 の チ ェ ッ クマ ー ク 人 4 の オン 、 オ フ か ら 切 り 替 えら れ ま 
す 。 


= レイ ヤー() RG) RR フィ ルター(9 ラ ィ ンド 2 
EF EEE 
セル 間 定 CE) 3 
要 未 蜂 紀 フレ ー ム に する (V) = 
要 示 凌 了 フレ ー ム に する (1) 
クリップ) 12 
前 の セル き 選 択 (U) 
次 の セル を 送 択 (N) 
再生 / 依 目 (P) 
再生 疫 (S) 上 / リアルタイム 年 (N) 名 
フレ 4 の BN 2 記 
Er 2 
マ タイ ムラ イン を 有効 化 (T) 青 生 製 周 凍 に レン ダリ ング する (P) D 
ライ AM) ere | 
アニ メー ショ ン セル 表示 () 4 PD 記 
ライ ト テー プ 9) ょ 上 


リア ル タ イ ム 再 生 


タイ ムラ イン で 設定 され て いる フレ ー ム レー ト で 再生 する 。 
し か し 、 画面 サイ ズ が 大 きか っ た り 、 尺 が 長い (枚数 が 多い ) な ど 、 処 理 が 重い 場合 に 
は 、 フ レー ム ス キ ッ プ され る こと が ある (後述 の 「 再 生 開始 前 に レン ダリ ング する 」 で 軽減 され る ) 。 


回 人 レー ム 再 生 


画面 サイ ズ が 大 きか っ た り 、 尺 が 長い (枚数 が 多い ) 、 と いっ た 場合 で も 全 フ レー ム を ス 
キッ プ す る こと な < く 再生 する 。 

し か し 、 そ の ぶん 再生 フレ ー ム レー ト が 低下 し 、 再 生 が 遅く な る (後述 の 「 再 生 開 始 前 に 
レン ダリ ング する 」 で 軽減 され る ) 。 


ルー プ 再 生 
チェ ッ ク を 入れ る と 繰り 返し 再生 する 。 


回 再生 開始 前 に レン ダリ ング する 
再生 開始 前 に レン ダリ ング 処理 する (キャ ッシュ を 溜め る ) こ と で 、 再生 時 の フレ ー ム ス 
キッ プ や フレ ー ム レー ト の 低下 を 抑え る 。 


回 未 度 優先 
レン ダリ ン ガ や フレ ー ム レー ト の スピ ー ド を 優先 する が 、 処理 が 重い 場合 、 画 質 が 
低下 する こと が ある 。 


回 品質 優先 


画質 を 優先 する が 、 処 理 が 重い 場合 、 レ ンダ リン グ や フレ ー ム レー ト の 速度 が 低 
下す る こと が ある 。 


fps の 表示 


[表示 ] メニュー - [再生 fps 表 示 ] の チェ ッ ク ウマ ー カ トブ を 入れ る と 、 プレ ビュ ー 再 生 
時 の fps( フ レー ムレ ー ト ) を 、 キャ ン バ ス 右 下 に 表示 で きま す 。 
な お 、 フ レー ムレ ー ト に つい て の 詳細 は 、「Chapter2『1 アニ メー ショ ン の 基礎 知 


識 』」 を 参照 くだ さい 。 


フィ ルター() ウィ ンド ウ (W) ヘル プ (H) 


回 転 ・ 反 転 (V) 4 
ズー ムイ ン (1⑪) CrtNum+ 

ズー ム ア ウ ト (0) Ci+Num- 
100% C+AO 
200% 

全体 表示 (W) oro 
表示 位置 を り セッ ト (5) rr@ 
フィ ッ テ ディ ング (F) 

印刷 サイ ズ (Z) 


マ スク ロー ル バ ー(B) 


レン cw_ へ ン 
グリ ッ ド ・ ル ー ラ ー の 設定 (N).… 


マ トン ポ ・ 琴 本 本 (M) 
トン ポ ・ 長 キ 柳 の 訟 定 (T) 
マソ 作品 情報 (x) 


Y EY) 
トー ン 領 域 表示 (]) 3 


特殊 定規 に スナ ッ プ (P) Ctn+2 
ダリ ッ ド に スナ ッ プ (D) Ctr+3 
スナ ッ プ する 特殊 定規 の 切り 替え (C) 。 Cr+4 


カラ ー プ ロフ ァイル (Q) 4 


24.0 fps 


POINT 
どう し て も プレ ビュ ー 再 生 時 に フレ ー ム レー ト や 絵 が 意図 通り に 再生 され な いと いう 場合 は 、「 書 き 出し 
(本 章 『5 書き 出し 機能 』) 」 し て 確認 し まし よう 。 


ラベ ル 機 能 


実際 の アニ メー ショ ン 制 作 で は 、 工 程 が 多岐 に 渡る た め 、 次 の 作業 者 へ の バト ン 
タッ チ や 、1 人 で 作成 し て いて も 原画 や 動画 が タイ ムラ イン 上 で 混乱 し た り 、 と いう こ 
と が 多々 あり ます 。 

そん な と き に 便利 な の が 「 ラ ベル 」 機 能 で す 。 ラ ベル に は 任意 の 文字 を 入力 で き 、 
編集 時 の 目印 と し て 使え ます 。 

ラベ バル 機 能 は 、 [アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [ラベ ル ] か ら 実 行 で きま す 。 


三 レイ "ー( り 守 (S) 表示 の フィ ルター 
ウォ ルター 【 Nd 
MO FR lo 


フレ ー ム の 珍重 (8) 


ラベ MA 
マタ イム ライ ン を 邊 区 化 T) 
タイ ムラ イン (V) 


アニ メー ショ ン セ ル 電 (0) 
ライ ト テ ー プ MB) 


Fl トラ EE 
| シー トト ラッ クラ バル を 作 志 () 


タイ ムラ イン ラベ ル を 作成 タイ ムラ イン ラベ ル を 削除 タイ ムラ イン ラベ ル へ 
移動 

タイ ムラ イン 上 に ラベ ル を 作成 削除 で きる 。 タ イム ライ ン ラ ベル を 指定 し て 移動 す 
る こと も で きる 。 ラベ ル を 作成 し た い フ レー ム を 選択 し 、 [タイ ムラ イン ラベ ル を 作成 ] 
を 選択 する と 、「 タ イム ライ ン ラ ベル を 作成 」 サ # イ アロ グ が 表示 され る の で 、 任 意 の 文 
字 を 入力 し て ラベ ル を 作成 する 。 


回 | ラッ ウラ ベル を 作成 プ ト ラ ッ ワ ラベ ル を 削除 

タイ ムラ イン で 選択 し て いる アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー( ト ラウ) 上 の 選択 中 の フレ ー ム 
に ラベ ル を 作成 削除 で きる 。 [トラック ラベ ル を 作成 ] を 選択 する と 、「 ト ラッ ワラ ベ 
ル を 作成 」# イ アロ グ が 表示 され る の で 、 任 意 の 文字 を 入力 し て ラベ ル を 作成 す 
る 。 

な お 、 後述 の 「 中 割り トラ ッ ワ ラベ ル 」「 逆 シー トト ラッ クラ ベル 」 は 、「 ト ラッ クラ ベル の 
削除 」 で 削除 で きる 。 


中 割り トラ ッ ク ラ ベル を 作成 

タイ ムラ イン で 選択 し て いる アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー 上 の 選択 中 の フレ ー ム に 「 中 割 
り ト ラッ クラ ベル 上 」 を 作成 で きる 。 

原画 と 中 割り (Chapter2『1 アニ メー ショ ン の 基礎 知識 』) を 区 別 す る た め に 使う 。 


回 潤 シ ー ト トラ ッ ク ラベ ル を 作成 
タイ ムラ イン で 選択 し て いる アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー 上 の 選択 中 の フレ ー ム に 「 逆 
シー トト ラッ ワラ ベル 草 | 」 を 作成 で きる 。 


タイ ムラ イン ラベ ル 


R そ 有 + ょ 』 口 aca 国 


トラ ッ ク ラ ベル 中 割り トラ ッ ク ラ ベル 逆 シ ー ト トラ ッ ク ラ ベル 


POINT 
「 違 シー ト 」 と は 、「[1] - [人 ]- 団 - 回 [4] - [2 [1]」 と いう よう に セル [1] か ら [5] ま で の 動き 
を 逆 に 動く よう に タイ ムラ イン (シー ト ) 上 で 指定 する 技法 で す 。 


パレ ッ ト カ ラー を 変更 
レイ ヤー パレ ッ ト で アニ メー ショ ン セ ル ( し レイ ヤー や レイ ヤー フォ ル ダ ー) を 選択 し た 状態 で 、 レ 
イヤ ー パ レッ ト の 左上 の 「 パ レッ トカ ラー を 変更 」 か ら レ イヤ ー パ レッ トカ ラー を 変更 す 


る こと が で きま す 。 
赤 を 「 原 画 」 な ど と 仕様 共有 を し た うえ で ラベ ル と 併用 する こと で 、 作業 者 間 で の 
理解 が 深まり 、 わ か りや すく な り ま す 。 


Er 
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レイ ヤー パレ ッ ト カラ ー が 
変更 され 、 わ か りや すく な る 


POINT 

前 述 の よう に 仲間 と 共同 で 制作 する と き は も ちろ ん 、 1 人 で 作っ て いて も アニ メー ショ ン の 制作 工程 で は 
混乱 が 発生 し ます 。 この よう な ラバ ル を 使う こと も 良い で す が 、 そ も そ も デ ー タ を 扱う うえ で ファ イル 名 や アニ 
メー ショ ン フ ォ ル ダー 名 な ど 、 誰 が 見 て も わか る よう に 心がけ まし ょ う 。 

また 、 制 作者 間 で 名 称 や フォ ー マ ッ ト な ど を 作成 し て 共有 する こと も 、 共 同 制作 開始 の 隊 に は 重要 に 
な っ て きま す 。 


テン プレ ー ト 機能 


画面 の パラ ンス や 位置 を 確認 し な が ら 描く 際 に 便利 な の が 「 テ ン ブ レ ー ト 機能 」 で 
す 。 デ フォ ルト の ガイ ド 線 に よる フレ ー ム と は 別に 、 あら か じ め 素 材 と し て 用 意 し て あ 
る テン プレ ー ト 素材 を 読み 込む こと で 、 ガ イド 線 と し て 利用 で きま す 。 各 セ ル に フ 
レー ム を 格納 し て レイ アウ ト 用 紙 の よう に 使う 方 法 も あり ます 。 


テン プレ ー ト 機能 は 、 新 規 キ ャ ン バ ス 作 成 時 に 表示 され る 「 新 規 」 ダ イア ログ で 、 
「 カ ッ ト 用 テン プレ ー ト 」「 セ ル 用 テン プレ ー ト 」 に チェ ッ ク を 入れ る こと で 設定 で きま 
す 。 


ここ で は 、「 カ ッ ト 用 テン プレ ー ト 」 と し て 、 自分 が 配布 し て いる テン プレ ー ト 
(frame_template) を 設定 し た 例 を 紹介 し ます 。 


「 新 規 」 ダ イア ログ で 、「 カ ッ ト 用 テン プレ ー ト 」 に チェ ッ ワ を 入れ る と 、「 テ ンプ レー 
ト 」 ダ イア ログ が 表示 され ます 。 そこ で 、 読み 込み た い テ ンプ レー ト を 選択 し ます 。 


王 テン プレ ー ト の 設定 
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WP て 表示 
読み 込み た い テ ンプ 
レー ト 素 材 を 選択 する 


回 に これ で キャ ン バ ス を 作成 する と 、 テ ンプ レー ト が 読み 込ま れ 、 あ ら か じ め ガ イド 線 
が 用 意 され た 状態 の キャ ン パ ス を 作成 で きま す 。 


回 テン プレ ー ト 素材 が 読み 込ま れ た 状態 で キャ ン バ ス が 作成 され る 


POINT 
テン プレ ー ト 素材 の ダウ ン ロ ー ド 方 法 は 「 本 節 後述 」 を 参照 だ さい 。 


POINT 
テン プレ ー ト を 設定 し た 状態 で て キャン パス を 作成 する と 、 ア ニメーション フ ォ ル ダー と セル が 作成 され ませ 
ん 。 キャ ン バ ス 作成 後に 手動 で 作成 する 必要 が あり ます 。 


国 作画 に 便利 機能 や ツー ル 


ツー ル や ちょ っ と し た 機能 を 使う こと で 、 ア ニメーション 制作 が 一 段 と 楽に な り ま す 。 と 
くに 便利 な 機能 を 紹介 し ます 。 


EE 


アン チエ イリ アス と は 、 線 の エッ ジ を より スム ー ズ に 処理 する 機能 で す 。 オ フ の 状態 の 
線 は ジャ ギ ジ ャ ギ と し た エッ ジ に な り ま す 。 

各種 ペン 、 消 し ゴム 、 塗り つぶ し ツー ル 、 選 択 範囲 サー ル 、 そ れ ぞ れ に アン チエ イリ 
アス の オン ンプ オフ の 機能 が あり ます 。 


アン チエ イリ アス 「 オ フ 」 で 制作 
し た 絵 


POINT 


アニ メー ショ ン 制 作 に お いて は 、 塗り の し ゃ すさ や 仕上 げ の 撮影 (コンポジット) の 工程 で 色 を 抽出 し て 処 
理 を か けた りす る な ども あり 、 ア ンチ エイ リア ス を 「 オ フ 」 に し て 制作 し 、 撮 影 (コン ポジ ッ ト ) で スム ー ジ ン ゲ 
処理 を か ける こと が 一 般 的 で す 。 


各種 ペン 、 消 し ゴム 、 選 択 範囲 ツー ル 


ツー ルプ ロ パ ティ パレ ッ ト の 「 ア ンチ エイ リア ス 」 か ら 、 アン チエ イリ アス 「 無 し | 候 | 」「 弱 
持 」「 中 [ 画 」「 強 [ 画 」 を 選択 で きる 。 一 番 左 の 「 無 し | 介 |」 が アン チエ イリ アス 「 オ 
フ 」 の 状態 に な る 。 


[a 09 ッ フ プロ ティ te< 


Je-mW[LLLLP 


ke 


POINT 


各種 ペソ ツー ル は 、 好み の も の や 作出 や 作品 の 仕様 に 則っ て 使い まし ょ う 。 
本 書 の 作例 は 、 ア ンチ エイ リア ス を オフ に し た 「G ベ ペン 」 が ほとん ど で す 。 


回 塗り つぶ し ツー ル 
ツー ルプ ロ パ ティ の 「 ア ンチ エイ リア ス 」 に チェ ッ ワ を 入れ れ ば 「 オ ン 」、 チ ェ ッ ク を 外せ ば 


「 オ フ 」 と な る 。 


回 TE TT 


枝 集 し イヤ ー の みき 昭 
a 
隆 挫 ビ カ セ ル を た どる | 
mhC | | 症 還 間 > 
色 0 誠 159 = 
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| 
補導 


スム ー ジ ング ウィ ルター) 


CLIP STUDIO PAINT で は 、 ス ムー ジン グ 処 理 を か ける こと も で きま す 。 


[フィ ルター] メニ ュー > [ぼかし ] > [スム ー ジ ング ] を 実行 する と 、 アン チエ イリ アス 
「 オ フ 」 で 描い た ジャ ギ ジ ャ ギ と し た 線 が な め ら か な エッ ジ に な り ま す 。 


HIRE FW 。 へ M プ 0 
UD mum 
シ y プ 5 し EE 
効果 (E) 


族 形 (1) 
描画 (PD) ] 
生地 正 () 移動 ほか し MW. 


POINT 


竜 され て いま す 。 


[フィ ルター] メニ ュー - [ぼかし ] に は 、 ほか に も ぼかし 処理 を 加え られ る 「 ガ ウス ぽか し 」 な どの 機能 も 用 


塗り つ ぷ し ツー ル 


ツー ル パ レ ッ ト か 5 選択 で きる 、「 塗 りつ ぶし ツー ル 」 に は さま ざま な 機能 が 備わっ て 
いま す 。 と くに 次 に 紹介 する 3 つの 機能 は 、 ア ニメーション 制作 に お いて 非常 に 便利 


な も の で す 。 


= 隙間 閉じ 


「 ツ ー ル プロ パテ ィ パ レッ ト 」 の 「 隙 間 閉じ 」 に チェ ッ ワ を 入れ る こと で 、 ち ょ っ と し た 隙間 


を 無視 し て 塗り つぶ せま す 。 右側 の ゲー ジ か ら 認 識 する 隙間 の 範 
す 。 


調整 が で きま 


旋 | (jw ツー ルプ ロバ ティ [ 細 集 レイ ヤー の 
7 この 


隙間 を 無視 し て 塗り つぶ せる 


= 他 の レイ ヤー を 参照 、 複 数 参照 

通常 、 線 画 の 下 に 塗り 用 の レイ ヤー を 作成 し て 塗り つぶ そう と し た 場合 、 そ の まま 
で は 、 線 画 の 範囲 は 関係 な く 作成 し た レイ ヤー 全体 が 塗り つぶ され て し まい ます 。 
こう いっ た 場合 、 塗り つぶ し た い 範 囲 (この 場合 は 線画 の 内 側 ) の 選択 範囲 を 作成 する 
な おど し な いと 思っ た 箇所 が 塗れ ず 、 作業 に 余計 な 手間 が か か り ま す 。 


塗り つぶ し た い レ イヤ ー を 選択 


線画 の 下 に 作成 し た レイ ヤー を 塗り つぶ す 


そこ で 、 塗り つぶ し ツー ル の 「 他 の レイ ヤー を 参照 」 を 選択 軸 、 も し く は 、 ツ ー ル プロ 
パテ ィ パ レッ ト で 「 複 数 参照 」 に チェ ッ ク を 入れ る 記 こ と で 、 レ イヤ ー パ レッ ト で 線画 
の レイ ヤー を 選択 し て いな く て も 、 線画 を 参照 し て 塗り つぶ せま す 。 


C3 NH サブ ツー ル [ 傘 りつ ぶし ] 


澄 り 残し 部 分 に 準 る 


編集 7 ヤ - の を 昭 | 
a] 
|y 陸 授 ピカ セル を た どる 
Ko:M 半 還 国 還 目 
ちの 誤差 1504 
a 領 寺 


) W ツー ルプ ロバ ティ [ 細 集 レイ ヤー の = | 


100% 通常 
| lme 

100% 通常 
| SS 縛 暫 


線画 の 下 に 作成 し た レイ ヤー を 
塗り つぶ す 


POINT 
「 複 数 参照 」 は 「 す べ て の レイ ヤー 限 ] 」「 参 照 し イヤ ー[ 属 | 」「 選 択 さ れ た レイ ヤー 國 | 」「 フ ォ ル ダ ー 内 
の レイ ヤー | 」 か ら 選 択 で きま す 。 


= 塗り 残し 部 分 に 塗る 

塗り つぶ し ツー ル の 「 塗 り 残し 部 分 に 塗る 」 は 、 塗り つぶ し きれ な か っ た ピク セル の 隙 
間 な ど を ブラ シ で な ぞ る よう に する こと で 塗り つぶ すこ と が で きる ツー ル で す 。 

た また ま 線 で 囲 われ て 塗り つぶ せな か っ た 部 分 や 人 物 の 髪の毛 先 な ど を 塗る 際 に 
便利 な ツー ル で す 。 


サブ ツー ル [ 呈 りつ ぶし ] 


る posu 
や 


| 
編集 し イヤ ー の み 錠 照 | 
| 


や 
wf 


ee - 
残し 部 分 に る 


POINT 


「 塗 り 残 し 部 分 に 塗る 」 の ツー ルプ ロ パテ ィ バ レッ ト の 「 対 象 色 」 タ ブ か ら 、 塗り つぶ す 部 分 の 詳細 を 設定 
する こと が で きま す 。 
また 、「 複 数 参照 」 に チェ ッ ク を 入れ る こと で 状況 に 応じ た 使い 方 が で きま す 。 


通明 に 囲ま れ た 部 分 
黒部 分 の み 
| 複 半 時 に 団 ま れ た 部 分 
| に 50 分 の み 
日 は 有 に 団 ま れ な 部 分 
薄い 半 表 明 を 8 用い 
通じ 4 外 と 内 部 の 通明 
通明 4 外 は 開 作 城 に も 


形 ツ ー ル 


記 形 ツー ル を 使え ば 、 直 線 や 円 と いっ た 形 を 簡単 に 描く こと は も ちろ ん 、 作画 の ガ 
イド と な る 定規 を 作成 で きま す 。 


= 直線 、 枯 円 

記 形 ツー ル の 「 直 線 描画 」 グ ルー プ に は 、 直線 や 円 と いっ た 図形 を 描く た め の ツ ー 
ル が 用 意 さ れ て いま す 。 

「 直 線 描画 」 グ サル ー プ の 選択 は 、 サ ブツ ー ル パレ ッ ト 上 部 の タブ か ら 変 更 で きま 
す 。 


「 直 線 描画 」 グ 


回 サブ ツー ル パ レ ッ ト で 「 直 線 」 や 「 椅 円 」 と いっ た ツー ル を 選択 し 、 キ ャ ン バ パス を ド 
ラッ グ す る だ け で 直線 や 円 を 簡単 に 描く こと が で きま す 。 


直線 や 円 を 描く 
直線 福 幅 


「 椿 円 」 で [Shift| キー を 押し な が ら ド ラッ する と 正 円 を 描く こ ヒ が で きま す 。 


特殊 定規 

形 ツ ー ル の 「 定 規 作成 」 サ ルー プ に は 、 作画 の ガイ ド と な る さま ざま な 定規 が 用 
意 され て いま す 。 ここ で は 、 そ の 中 の 1 つ で ある 「 特 殊 定規 」 を 紹介 し ます 。 

な お 、「Chapter4『4 エフ ェクト 作画 』」 で の 使い 方 も 併せ て 参照 くだ さい 。 


「 定 規 作 成 」 サ ルー プ を 、 サブ ツー ル パ レ ッ ト 上 部 の タブ か ら 5 選択 し 、「 特 殊 定 
規 」 を 選択 し ます 。 


「 特 殊 定規 」 を 選択 


還 信和 


回 ツー ルプ ロ パ ティ パレ ッ ト で 作成 し た い 定規 の 形 を 「 特 殊 定規 」 の ブル ダウ ン メ 
ニュ ー か ら 選 択 し ます 。 ここ で は 「 同 心 円 」 を 選択 し まし た 。 


攻 特殊 定規 の 設定 


計 人 ルフ (時 球 定 旭 | 


回 キャンバス を ドラ ッ グ し て 定規 を 作成 し ます 。 
回 これ で 、 定規 に 沿っ た 線 が 引け ます 。 


回 定規 を 作成 較 定規 に 沿っ た 線 が 引け る 


A 


POINT 


定規 は 各 ア ニメーション フォ ル ダ ー、 セ ル ( レ イヤ ー) ご と に 作成 で きま す 。 


拡大 ・ 縮 小 ・ 回 転 


編集 ] - [変形 ] > [拡大 ・ 縮 小 ・ 回 転 (lc キー+ |T|)] を 実行 する と 、 画像 に 上 
下 左右 、 四 辺 に ハン ドル | の ある 「 パ ウン ディ ング ボッ クス 」 が 表示 され ます 。 バウ 
ン デ ィング ボッ クス を 操作 し て 、 画 像 の 変形 編集 を 行っ て いき ます 。 


POINT 
同じ パウ ン デ ィング ボッ クス で も 、 ラ イト テー ブル レイ ヤー の も の (本 章 『4 アニ メー ショ ン 制 作 時 に 必須 の 捕 
助 機能 』) と は ハン ドル の 形 が 違う の で 注意 し て くだ さい 。 


= 拡大 、 縮 小 
ハン ドル に マウ スカ ー ソ ル を 近づけ る と 、 カ ー ソ ル が [Z| | の よう な 形状 に 変わ り ま 
す 。 そ の 状態 で ドラ ッ プ する と 、 画像 の 拡大 や 縮小 が で きま す 。 


な お 、 [Shit] キ ー を 押し な が ら ド ラッ グ す る と 、 縦横 比 を 保っ た まま 変形 する こと が で 
きま す 。 


= 回 転 
マウ スカ ー ソ ル が [>] の よう な 形状 に 変わ っ た と ころ で ドラ ッ グ する と 、 画像 の | 
で きま す 。 


回 


転 が 


POINT 


ほか に も 、「 左 右 反転 」「 上 下 反転 」「 自 由 変形 (Chapter4『2 人 物 の 動き (応用 編 )』) 」 や 「 メ ッシュ 


変形 」 と いっ た 変形 操作 も ある の で 、 用 途 に 応じ て 試し て みて くだ さい 。 これ ら は すべ て 、 [編集 ] メ ニュ ー 
ー [変形] か ら 実行 で きま す 。 


「 メ ッシュ 変形 」 は 、 画 像 を メッ 

、 シュ (網目 ) 状 に 分 割 し た ハン ド 
ル を 作成 し 、 そ れ を 操作 する こ 
と で 部 分 ご と に 変形 で きる 


キャ ン バ パス の 操作 (移動 、 回 転 、 ズ ー ム イン 、 ズー ム ア ウ ト ) 


キャ ン パ バス の 画面 上 の 表示 を 調整 で きま す 。 紙 を 描き た い 方 向 に 回 転 させ た りす 
る イメ ー ジ で す 。 これ は 、 実 際 に 描か れ た 絵 を 編集 し て いる わけ で は な く 、 あく まで 
作画 し や すい よう に キャ ン バ ス の 表示 を 調整 する だ け の 操作 で す 。 


キャ ン パ バス の 移動 


[space] キ ー を 押し な が ら キ ャ ン パス に 触れ る こと で 、「 ハ ンド 較 |」 状 態 と なり 、 キ ャ ン 
バス を ウィ ンド ウ 内 で 移動 で きる 。 


ハン ド 状 態 で 移動 し 
た い 方 向 に ドラ ッ グ 


キャ ン パ バス の 回 転 
sh] キー [Space] キ ー を 押し な が ら キ ャ ン パス 上 を ドラ ッ グ する こと で 、 キャ ン パ ス 
の 回 転 が で きる 。 


キャ ン パ ス の ズー ムイ ン 
cm] キー [space] キ ー 十 右 方 向 ヘ へ ドラ ッ ザ で キャ ン バ ス の ズー ムイ ン が で きる 。 


右 方 向 ヘ ドラ ッ グ 


回 キヤ ン バ パス の ズー ム ア ウト 
キー 左 方 向 ヘドラ ッ プ で キャ ン パ ス の ズー ム ア ウト が で きる 。 


左 方 向 ヘ ドラ ッ ダ 


POINT 


こう いっ た 、 | Ct |、|S| キー と マウ ス の クリ ッ ク や ドラ ッ グ 、 ホイ ー ル 操作 な ど を 組み 


合わ せ た 操 作 を 「 修 飾 キ 


本 節 後述 ) 」 す る こと が で きま す 。 


パー ス 定 規 


CLIP STUDIO PAINT で は 、 パ ー ス 定規 の 機能 で 、 パ ー ス に 沿っ た 線 を 引く た め 


の ガイ ド 線 を 作成 で きま す 。 


な お 、 パ ー ス に 関し て の 詳細 は 、「Chapter2『1 アニ メー ショ ン の 基礎 知識 』」 を 参 


照 く だ さい 。 


[レイ ヤー] メニ ュー - [定規 ・ コ マ 枠 ] -- [パー ス 定 規 の 作成 ] を 選択 する と 、 
「 パ ー ス 定規 の 作成 」J せ イア ログ が 表示 され る の で 、 作成 し た パー ス (透視 図法 ) の タ 
イブ に チェ ッ ク を 入れ て 「OK」 ボ タン を クリ ッ ワ し ます に こ で は 、「」 点 透視 」 を 選択 し まし た ) 。 


環 ダイ アロ グ で 設定 


タプ) 直人 (8) ok 
2 衝 (DD キャ ン セ ル 
8 肖 (や 

マヤ ー も 新規 作成 () 


パース 定規 の 作成 @ 


回 パー ス 定 規 が 作成 され ます 。 これ で 、 パ ー ス に 沿っ た 線 が 
す 。 


ける よう に な り ま 


パー ス 定 規 が 作成 され る 


1 点 透 視 図 の バー スズ 定規 


POINT 
バース 定 規 の 位置 や 消失 点 、 ア イレ ベル の 変更 な ど は 、 パ ー ス 定規 の ハン ドル を ドラ ッ グ する こと で で き 
1 キー を 押し な が ら パ ー フ 定規 に 触れ る こと で 、 ハ ンド ル が 表示 さ 


ます 。 ほ か の ツー ル で 作画 中 は 、 
れ ま す 。 


加 | ショ ー ト カッ トン 修飾 キー 設定 


Chapter1 で 解説 し て きた CLIP STUDIO PAINT の 機能 は 、 ア ニメーション 制作 に 
お いて よく 使う も の ば か り で す 。 と くに 、 タ イム ライ ン パ レッ ト の 機能 (本 章 『2 タイ ムラ 
イン パレ ッ ト の 基本 』) や ライ ト テー ブル 機能 (本 章 『4 アニ メー ショ ン 制 作 時 に 必須 
の 補助 機能 』) は アニ メー ショ ン 制 作 時 に 繰り 返す こと に な る の で 、 そ れ ぞ れ キ ー 
ボー ド の ボタ ン の み で 実行 で きる よう に 設定 し て お いた ほう が 、 作業 効率 が 格段 に 
アッ プ し ます 。 

CLIP STUDIO PAINT で は 、「 シ ョ ー ト カッ ト 設 定 」 と 「 修 飾 キー 設定 」 で 、 よ く 使 う 
機能 を キー 操作 で 実行 で きる よう に し て お け ま す 。 


2 人 守 集 6) パー ジ 管 理 () アニ メー ジョン 


新規 (N).… CteN 

クリ ッ ガ ボード か ら 新 規 作 成 (B) 

EN CmtO 
最近 使っ た ファ イ MM(P) ト 


POINT 
デフ ォ ルト の 設定 で も いく つか の ショ ー ト カッ ト や 修飾 キー は 用 意 さ れ て いる の で 、 よ く 使 う 機 能 は 手 癒 で 


使え る よう に 覚え て し まい まし よう 。 また 、 デフ ォ ルト の 設定 を 自分 好み に 変更 する こと も で きま す 。 


= ショートカット 設定 

[ファ イル ] メニ ュー - [ショ ー ト カッ ト 設 定 ] から キー ボー ド シ ョ ー ト カッ ト の 設定 が 行 
えま す 。 設定 領域 (設定 項目 ) は 「 メ イン メニ ュー」「 オ ブシ ョ ン 」「 ツ ー ル 」「 オ ー ト アク 
ショ ン 」 の 4 つ で す 。 それ ぞ れ 、 ショ ー ト カッ トキ ー を 設定 し た い 項 目 を 選択 し て 、 キ ー 
を 割り 当て て いき ます 。 


pa 


aa kt 
本 
ei 


[Space] キー を 押し 続け た り 、 さ ら に マウ ス の クリ ッ ク や ドラ ッ グ 、 
ホイ ー ル 操作 な ど を 組み 合わ せ た も の は 「 シ ョ ー ト カッ ト 設 定 」 と は 別に 「 修 飾 キ ー 
設定 」 と し て 設定 する こと が で きま す 。 キャ ン バ ス の 移動 や 回 転 と いっ た 操作 や ペン 
ツー ル の サイ ズ 変 更 、 キ ー を 押し て いる 間 ツ ー ル を 一 時 変更 する と いっ た こと も で き 
ます 。 


設定 に は 、「 共 通 の 設定 」 上 「 ツ ー ル の 処理 別 」 の 設定 が あり 、 そ れ ぞ れ 下 記 の よう 
な 違い が あり ます 。 


共通 の 設定 
どの ツー ル を 選択 し て いて も 共通 の 操作 が で きる 修飾 キー の 設定 。 


EE 豆 


回 ツー ル の 処理 別 の 設定 
ツー ル ( サ ブツ ー ル パレ ッ ト で 選択 で きる ツー ル ) ご と に 、 修飾 キー を 細か く 設定 で きる 。 た と え 
ば 、「G ペ ン 」 を 選択 中 に 、 [Al キー を 押し 続け る と 「 ス ポイ ト 」 に 切り 替わる な ど 。 


回 TETLCCERW DEOh(-W ち 2755E 和 Cs も Ce ま 2 


ca anan 
ONE ET ADE 


ED Te EN 


POINT 
アニ メー ショ ン 制 作 は 、 と くに 機能 の 実行 や ツー ル の 切り 替え と いっ た 手数 が 多い の で 、 ショ ー ト カッ トキ ー 
や 修飾 キー の 設定 は 必須 と いっ て も いい で し ょ う 。 設定 に 正解 は な い の で 、 自 分 が 作業 し や すい も の を 


試行 錯誤 し て 見 つけ て くだ さい 。 


素材 の ダウ ン ロ ー ド 


「CLIP STUDIO」 を 起動 し ます (CLIP STUDIO PAINT で は あり ませ ん ) 。 そ 
し て 、「 素 材 を さがす 」 を クリ ッ ク し ます 。 


CLIP STUDIO を 起動 し て 「 素 材 を 探す ] を 
電光 


「CLIP STUDIO を 起動 」 


回 「CLIP STUDIO ASSETS」 の 画面 が 表示 され る の で 検索 ワー ド を 入力 し て 
素材 を 検索 し ます 。 ここ で は 、 筆 者 が 作成 し た アニ メー ショ ン 用 の テン ブレ ー ト 素 
材 「frame_template」 を 検索 し まし た 。 する と 、 検 索 結 果 が 表示 され る の で 、 欲 し 
い 素 材 を クリ ッ ク し ます 。 


国 素材 の 詳細 ペー ジ が 表示 され る の で 、「 ダ ウン ロー ド 」 ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 こ 
れ で 、 素 材 が が ダウン ロー ド さ れ 、CLIP STUDIO PAINT で 使え る よう に な り ま す 。 


POINT 
素材 の ウン ロー ド に は 、「CLIP STUDIO ア カウ ント 」 で ロサ イン する 必要 が あり ます 。CLIP STUDIO 
アカ ウン ト の 登録 は 、 下 記 Web サ イト か ら 行 えま す 。 


CLIP STUDIO | 創作 応援 サイ ト 


htps:/www.clip-studio.com/clip_site/ 


素材 を ダウ ン ロ ー ド 


回 CLIP STUDIO PAINT で の ダウ ン ロ ー ド し た 素材 を 確認 、 使 用 は 、「 素 材 パ 
レッ ト 」 の 「 ダ ウン ロー ド 」 の 項目 か ら 行い ます 。 


賠 素材 パレ ッ ト で 素材 の 確認 


陸 持 


frame template 


POINT 
「 素 材 パ レッ ト 」 が 表示 され て いな い 場 合 、 [ウィ ンド ウ ] メニュー - [素材 ] か ら 表 示し た い 項 目 を 選択 し 
ます 。 


POINT 
ペン な どの 素材 は 、「 素 材 パ レッ ト 」 か ら 「 サ ブツ ー ル パレ ッ ト 」 に ドラ ッ ザ & ドロ ッ プ す る こと で 使え る よう に な 
り ます 。 


POINT 


素材 を ダウ ン ロ ー ド し た の に 表示 され な い 場合 は 、CLIP STUDIO PAINT を 再起 動 し て くだ さい 。 


Chapter 


アニ メー ショ ン の 基本 


Chapter2 で は 、 知 っ て お くべ き ア ニメーション 用 語 や その 奄 味 、 
そし て 、 筆 者 が 先 人 に 教わり 、 実 践 し て 培っ て きた [動き を 創る 」 
うえ で の 基本 的 な 考え 方 や コツ を 解説 し ます 。 そ し て 、 こ こ で 学ん 
と を 発展 進化 させ 、 自 分 な り の 「 ア ニ メ 
だ きい 。 


は じ め に 、 ア ニメーション の 用 語 の 解説 、 そ し て 、 原 画 や 中 割り 、 タ イム シー 
ト 、 タメ ツメ な どの アニ メー ショ ン 、 ひ いて は 「 動 き を 創る 」 う え で の 基礎 の 基礎 
と な る 事柄 の 解説 し て いき ます 。 こ こ で の 解説 は 、 ど の よう 

制作 し て いて も 関わ っ て くる も の ば か りな の で 、 き ちん と 知識 と し て 身 に 付け て 
くだ さい 。 


アニ メー ショ ン と は 


アニ メー ショ ン 含む 映像 全般 は 、 静止 画 の 連続 を 脳 が 補完 し 、 動い て いる と 認識 
する 目 の 錯覚 (ファ 現象 を 利用 し た 表現 技法 で す 。 映画 フィ ルム も 1 コマ ずつ で 
は 、 あ くま で 個別 の 静止 画 で す が 、 そ れ を 連続 し て 映写 する こと で 、 見 る 側 は 動い 
て いる と 認識 する こと が で きま す 。 


[ 如 姿 ( 革 | 1 


抽 誠 


POINT 


に アニ メー ショ ン と いえ る で し ょ う 。 


漫画 」 も 十分 


絵 を 連続 し て めく る こと で 動い て 見 える 「 パ ラパラ : 


描い 


映像 表現 の 中 の アニ メー ショ ン 

映像 と いう 大 き な 表 現 の 枠組 み の 中 の 1 つが アニ メー ショ ン で あり 、 ア ニメーション の 
中 に も 人 形 や クレ イ な ど 実 写 の 要素 を 用 いた 手法 は 多く あり ます 。 実写 映画 で 
あっ て も 特撮 の 光学 合成 や CG 合 成 な ど が あり 、 ア ニメーション 技術 と 実写 は 、 
切っ て も 切り 離せ な いも の で す 。 

そし て 、 そ れ ら の 映像 コン テン ツ は 、 現在 あら ゆる メデ ィ ア で 目 に する こと が で きま 

す 。 


映像 の 中 の アニ メー ショ ン 


回 フレ ー ム レー ト 


前 述 の と お り 、 ア ニメーション は 静止 画 の 連続 で で き て いま す 。 そ し て 、 静止 画 つま 
り 、「 フ レー ム マ )」 の 連続 が 1 秒間 あたり 何 枚 な の か 、 と いう の が 「 フ レー ムレ ー ト 」 
と 呼ば れる も の で す 。 


フレ ー ム レー ト の 概要 


フレ ー ム レー ト の 単位 は 「fps(rame per second)」、 つ まり 「 フ レー ム (rmame) プ 秒 
(second) 」 の こと で す 。 単純 に フレ ー ム の 枚数 を 表す の で は な く 、「1 秒 間 の フレ ー ム 
の 枚数 」 を 表し ます 。 

1 秒間 を フレ ー ム 数 で 割っ た 均等 の タイ ミン グ で フレ ー ム が 切り 替わる こと で 、 映 像 
上 で の 時 間 軸 が 再現 され ます 。 

た と えば 、 秒 間 2 枚 で 切り 替わる 場合 、 フ レー ムレ ー ト は 「2」 と 表記 され ます 。8 枚 
だ と 「8」、24 枚 だ と 「24」、60 枚 だ と 「60」 と な り ま す 。 


映像 媒体 の 始ま り で も ある 「 フ ィ 
ルム 」 で 考え る と わか りや すい 


フレ ー ム レー ト の フォ ー マ ッ ト 


フレ ー ム レー ト は 、 ア ニメーション に 限ら ず 、 映 像 全般 で 非常 に 重要 な た め 、 避け 
て は 通れ な いも の で す 。 フ レー ムレ ー ト は 、 公開 する 場 に よっ て フォ ー マ ッ ト ( 仕 様 ) が 
変わ り ます 。 

現在 の 映画 は 、 基 本 的 に 「24fps」 で 上 映 さ れ て いま す (「4gips」 で 上 映 され た 作品 も あり 
ます ) 。 TV な ど デジ タル 放送 の フォ ー マ ッ ト は 「30fps(29.97)」 が 主流 で す 。 YouTube 
な どの イン ター ネッ ト 動 画 サ イト で は どう か と いう と 、 こ れ は アッ プロ ー ド 者 が 選択 可 
能 で 、 現 在 で は 「60fps」 ま で 可能 で す 。 ゲー ム の 世界 は と いう と 、 か つて は 「30fps」 
が 主流 で し た が 、 ハイ スペ ッ ク な ハー ドウ ェ ア が 登場 し た こと で 「60fps」 で 作成 され 
る ゲー ム も 増え て きま し た 。 


この よう に 、 さ ま ざ ま な フレ ー ム レー ト が 存在 し て お り 、 作成 時 と 公開 する 媒 休 で フ 
レー ムレ ー ト が 違う 場合 、 フ レー ムレ ー ト の 変換 と いっ た こと も 必要 に な り ま す 。 
自分 が 表現 し た い 動き が 正しく 再現 され る よう に 、 事 前 に 公開 する 媒体 の フレ ー 
ムレ ー ト を 調べ まし ょ う 。 

また 制作 する 際 に も 、 作 業者 問 で の 各 ソフ ト 0 設定 や 意識 を 統一 し て お きま し ょ 
5。 

1 秒間 に 右 か ら 左 へ 等 速 で 移動 する 丸 の フ レー ムレ ー ト に よる 見 え 
方 の 違い 


() < 


2fps(? 枚 ) の 場合 、 そ れ ぞ れ 0.5 秒 ずつ 表示 され 、 
突然 右 か ら 左 へ 切り 替わっ た よう に も 見 える 


CR 
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フレ ー ム レー ト を 上 げ る と 、1 秒 あたり に 表示 で きる 絵 が 増え る た め 、 よ りな め ら か な 動き を 
表現 で きる 


OI OO 


OO 


POINT 


TV な どの デジ タル 放送 の フォ ー マ ッ ト は 「30fps(29.97) 」 が 主流 と 説明 し まし た が 、 制作 は 「24fps」 で 


行い ます 。 そ し て 、 放送 用 に フレ ー ム レー ト を 変換 し ます 。 


峰 原画 (キー フレ ー ム ) と 中 割り (イン ビ ト ゥ イー ン ) 


「 原 画 (キー フレ ー ム ) 」 と は 、 動き を 表現 、 作画 する うえ で 「 鍵 (キー-)」 に な る 絵 、「 中 割 
り (イッ ビ ト ゥ イー ツ ) 」 と は 、 そ の 間 を 表現 する た め の 絵 と な り ます 。 

アニ メー ショ ン が 生ま れ た 当初 、 こ の 「 原 画 」 や 「 中 割り 」 と いっ た 言葉 は 存在 し て い 
お か っ た の で は な いか と 考え て いま す 。 この 考え 方 や 作画 工程 と いう も の は 、 実 際 
に アニ メー ショ ン を 制作 する 際 に 大 量 の 絵 を 描く 必要 が 出 て き て 、 そ の 作画 効率 
を 上 げ る た め に 、 あ る い は 作業 を 分 担 し た いと 考え た と き に 、 自然 発生 し た も の で 
は な いか と 推察 し ます 。 

つま り 「 こ の 絵 こそ が 動き の うえ で 重要 で ある と いっ た 場合 」 は も ちろ ん 、「 こ の 絵 を 
描い て お け ば 、 後 は 次 の 作業 者 に 任せ られ る な 」、 と いっ た 「 鍵 ( キ -)」 と な る 絵 を 

「 原 画 (キー- フ レーム) 」、 そ の 「 間 の 絵 」 を 「 中 割り (イン ビ トゥ イー ツ ) 」 と 呼ぶ よう に な っ た の 
に 過ぎ な い の で は な いで し ょ うか 。 

意味 だ け で な く 、 ど うし て 生ま れ た の か を 考え て みる こと で 、 実 際 「 原 画 」 と な る 絵 が 
どれ に な る の か 、 ど うい っ た 絵 が 必要 に な っ て くる の か 、 と いう こと も わか っ て くる の で 
は な いか と 思い ます 。 


アニ メー ショ ン が 生ま れ 、 長 い 年 月 を 経て 大 量 生産 する に 至り 、 アニメーター の 中 
で の 「 原 画 」 に セオ リー と いう も の は 、 ある 程度 あり ます 。 

し か し 、「 セ オリ ー は あっ て も 正解 は な い 」、 と 私 は 考え ます 。 

求め られ る 演技 や 動き に よっ て は 、 動き の すべ て を 原画 マン が 描く 場合 も 多々 あ 
り 、 中 割り も 単純 に 真ん中 の 絵 を 描く (と いう だ け で は も ちろ ん で きま せん 。 

こう いっ た こと も 念頭 に 入れ つつ 、 セ オリ ー に 縛ら れず に 作業 する こと が 大 事 な 点 で 
す 。 


原画 (キー フレ ー ム ) Chapter2+ 02_001.clip 


「 原 画 (キー フレ ー ム )」 は 、 読ん で 字 の ご と く で す が 、「 鍵 (キー-) 」 に な る 絵 と は 、 い っ た い 
どの よう な 絵 を 指す の で し ょ うか 。 
ここ で は 、「 ジ ャ ンプ 」 の 動き を 例 に 見 て いき ます 。 


= ジャ ンプ の 原画 パタ ー ン A 
下図 は 、 彫 素 の 状態 で ある 原画 [1] か ら 、 略し ゃ が み の 原 画 [2]、 回 ツ ャ ンプ 
画 [3] で す 。 こ の 3 枚 だ け で も 、 ジャ ンプ の 表現 と わか り ます 。 


班 素 の 状態 回 し ゃ が む 回 ジャ ンプ する 


mw ジャ ンプ の 原画 パタ ー ン B 

表現 する と き の 原 画 だ け で も さま ざま な パタ ー ン を 作成 する こと が で きま す 。 ひと ロ 
に 「 ジ ャ ンプ の 原画 」 と いっ て も 、 ど うい っ た 動き を 表現 する か に よっ て 枚数 も 絵 も 変 
わっ て きま す 。 


下図 は 、 パ ター ン A の ジャ ンプ より も 大 げ さ な 表現 に し た 場合 の 例 で す 。 略 素 の 

状態 の 原画 [1] か ら 、 話 少し 伸び の 予備 動作 の 原画 [2] 、 周 腕 を 振り 上 げ て 

反動 を 付け る 原画 [3] 、 財 勢い よく し ゃ が お 原画 [4] 、 回 早い 動き で ジャ ンプ す 
画 


る 原画 [5] 、 話 ジャ ンプ の 頂点 で ポー ズ す る 原画 [6] で す 。 
環 赤 の 状 態 回 し 伸び の 予備 動作 回 前 を 振り 上 げ て 反動 を 付け る 
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回 努 い よく し ゃ が む 回 早い 動き で ジャ ンプ する 回 ジャ ンプ の 頂点 で ボーズ 
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中 割り (イン ビ ト ゥ イー ン ) Chapter2+02_002.clip 


「 中 割り ( ィ > ビ トゥ イー ツ ) 」 は 、 原画 と 原画 と の 間 を つなぐ 絵 の こ と で す 。 


ョ ジャ ンプ の 中 割り パタ ー ン A 

「 本 節 前 述 」 の 「 ジ ャ ンプ の 原画 パタ ー ン A」 に 中 割り を 入れ る 例 を 見 て いき ま 
す 。 パタ ー ン A は 、 原画 の 間 に 1 枚 ず つ 入れ る 場合 で す 。 描い た 中 割り は 、 そ れ ぞ 
れ 原画 の 真ん中 くら い の イ メー ジ で 描き まし た 。 


原画 の ちょ うど 真ん中 くら い の 中 割り [1a] [2a] 


= ジャ ンプ の 中 割り パタ ー ン B 

続い て 、 真 ん 中 の 原画 [2] に 寄せ た よう な 中 割り を 描い て いき ます 。 より ジャ ンプ の 
動き へ の 「 タ メ 」( 本 節 後述 ) が 生ま れる 表現 で す 。 腕 の 振り も や や オー バー に 描い た 
り 、「1 回 振り 上 げ る ん じゃ な いか ? 」 と いう イメ ー ジ を 取り 入れ て いま す 。 


原画 [2] に 寄せ た 中 割り [1a] [2a] 


の クラ 
RS 
KS 


この よう に 同じ 原画 の 間 の 絵 で ある 「 中 割り 」 で も さま ざま な パタ ー ン が 考え られ ま 
す 。 ど ちら が 正しい か は 、 正 直 な と ころ 状況 に よる と し か いえ ませ ん が 、 原画 を 描く 
原画 マン は 中 割り に 極端 な 振れ 幅 が 出 な いよ うな 原画 を 描く 必要 が あり ます 。 
そし て 、 中 割り を 描く 動画 マン も 、 演 出 意図 や 原画 マン 5 と の 意思 の 疎通 や 伝達 
を 受け て 動き を 作成 し て いく こと に な り ま す 。 


| 
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峰 タイ ムシ ー ト で 作成 する タイ ミン グ 


フレ ー ム レー ト の と ころ (本 第 前 述 ) で も 触れ た よう に 、TV や 映画 の アニ メ 制 作 時 の 
フォ ー マ ッ ト は 「24fps」 が 主流 で す 。 欧米 の アニ メ は 、1 秒 間 に す べ て の 絵 を 24 フ 
レー ム で 動か す 「 フ ル ア ニ メー ショ ン 」 を バー ス に 発展 し て きま し た が 、 日 本 の アニ メ に 
お いて は 24 フ レー ム の 中 で 2 コマ ウレ ー ム ) 、 3 コマ 、 と き に は 4 コマ 、6 コ マ と 同じ 絵 を 表 
示す る 「 リ ミ テ ッ ド アニ メー ショ ン 」 と し て 発展 し た 側面 が あり ます 。 動き の な め ら か さ 
や リッ チ さ で は 、 絵 を 1 コマ ずつ 動か す 「 フ ル ア ニ メー ショ ン 」 が 優勢 か も し れ ま せん 
が 、「 リ ミ テ ッ ド アニ メー ショ ン 」 に は 、 絵 と コマ ウレ ー ム ) 双方 の タイ ミン グ で 作成 する 独 
特 の ケレ ン 味 や 快感 と いっ た も の が ある と 個人 的 に は 感じ ます し 、 そ れこ そ が アニ 
メー ショ ン の 面白 さ で も ある と 思い ます 。 

この リミテッ ドア ニメーション な ら で は の 「 絵 を 何 コ マ 表示 させ る の か 」「 何 コマ 目 に ど 
の 絵 に 切り 替わる の か 」 と いっ た こと は 、「 タ イム シー ト @ づ ィ ム ライ ン ) 」 に 記し て 決め て い 
きま す 。 同じ 動き で も 絵 の 枚数 や タイ ムシ ー ト で の タイ ミン グ に よっ て 、 ア ニメーション 
の 印象 が 変わ っ て くる の で す 。 


リミテッ ドア ニメーション と フル アニ メー ショ ン chapter2・02_003.clip 


ド 図 は 、 遠 く か ら パ ウン ド し て きた ボー ル が 画面 に 一 気 に 迫 っ て くる と いう シー ン で 
す 。 動 き や 全体 の タイ ミン グ 、 尺 は 、 還 の 「 リ ミ テ ッ ドア ニメーション 」、 回 の 「 フ ル ア 
ニメーション 」 と も に 同じ よう に 作成 し て いま す 。 


回 リミテッ ドア ニメーション 回 フル アニ メー ショ ン 


記 は 遠く の と き は 3 コマ ウレ ー ム ) 、 落下 時 や や 加速 する と ころ で 2 コマ 、 手 前 に くる と 
き に 1 コマ と 絵 の タイ ミン グ を 変え て いま す 。 3 コマ と 1 コマ を 混ぜ る こと で 手前 に 迫っ て 
きた と き の 加 速 感 が より 印象 的 に な っ た よう に も 感じ られ な いで し ょ うか 。 


国 は 24 フ レー ム す べ て 1 コマ ずつ 動か し て いま す 。 奥 か ら ゾ ーッ と 落 ち て くる 感じ が 
生々 し く 感じ ます 。 


sls le ojo haere he 


| lil 


POINT 


「c コ マ ( フ レー ム ) 打ち 」 と は 、「 同 じ 絵 を ひつ コマ の 数 で 配置 する 」 と いう 意味 で す 。 た と えば 、 す べ て の 絵 を 
2 コマ 打ち 、 と いっ た 場合 は 、 タ イム シー ト ( タ イム ライ ン ) で 2 コマ ずっ 絵 が 切り 替わっ て いき ます 。 


奥行 き を タイ ミン グ の 差 に よっ て 表現 する Chapter2 + 02_004.clip 


視界 の 中 で 移動 する 物体 は 、 同 じ ス ピー ド で も 手前 と 奥 と で 見 え 方 が 異な り ま 
す 。 た と えば 、 電車 の 車窓 か ら 眺 め る 景色 で 、 手 前 を 通過 する 柱 や 通過 する 駅 
の ホー ム な ど は 、 と て も 速く 見 え 、 遠く の ビル や 山 な ど は ゆっ くり に 感じ られ ます 。 
こう いっ た 「 見 え 方 」 を 、 物 体 の 移動 幅 や タイ ムシ ー ト で 作成 する タイ ミン グ に よっ て 
表現 で きま す 。 

下図 は 、 奥 の ボ ー ル を 軸 、 手 前 を 国 と し ます 。 サイ ズ や 移動 幅 で 、 す で に 距離 
感 が 表現 され て いま す が 、 さ ら に それ ぞ れ の コマ ウレ ー ム ) 打ち の 数 を 変え る こと で 、 
前 後 の ス ピー ド 感 の 差 が 誇張 され 、 距 離 感 を 演出 で きま す 。 


記 は 3 コマ ウレ ルーム) 打ち 、 国 | は 1 コマ 打ち で す 。 4 フレ ー ム 目 か ら 還 が 画面 右 か ら 
左 へ 抜け て いき ます 。 


画 回 
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Column 


現場 で 使う タイ ムシ ー ト 
タイ ムシ ー ト に は 作画 し た 絵 を どう いう タイ ミン グ で 撮影 する か (表示 する か ) と いう 指示 を 書き 記し ま 
す 。 さ 5 に 、 カ メラ リー ク や 特殊 な 撮影 効果 も 書き 記せ ます 。 


タイ ムシ ー ト 


原画 か 動画 、 そ し て 仕上 げ へ と 、 後 の 工程 の スタ ッ フ へ 正確 に 伝達 する た め の 役割 と 、 制 作 工程 
管理 の 2 つの 側面 が あり 、 現 在 で も 使わ れ て いま す 。 

絵 と 時 間 軸 上 の 表示 の タイ ミン を 記す と いう 意味 で は 、CLIP STUDIO PAINT の タイ ムラ イン 
(Chapter1『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基本 』) が これ に あたり ます 。 

な お 、 時間 軸 は タイ ムシ ー ト は 縦 、 タ イム ライ ン は 横 で す 。 当初 は 縦 に 流れ て いく フィ ルム の イメ ー ジ 
だ っ た も の が 、 デ ジタル 作業 が 普及 し た 昨今 は 、 モ ニタ ー の 形状 や 映像 と タイ ムラ イン を 同時 に 見 な が 
ら 作業 する 都合 で 、 横 の レイ アウ ト に な っ た の で は な いか と 考え られ ます 。 


国 | 陳 き の 緩急 軌道 


地球 上 に 存在 する 物体 の 動き に は 、 緩 急 、 軌 道 と いっ た 決ま り が あり ます 。 この 
緩急 と 軌道 を きち ん と 絵 で 表現 する こと で 、 違 和 感 の な い ア ニメーション と な り ま 
す 。 物体 の 動き を 知る に は 、 日 々 観察 が 不可 欠 で す 。 

な ぜ ? どう し て ? と いっ た こと を 考え な が ら 世 の 中 を 見 る こと で 、 表 現 力も 高 

まっ て いき ます 。 


動き の 緩急 chapterzroz_oo5.clip 


物体 の 動き は 、 常 に 一 定 の テン ポ で は な く 、 緩急 が あり ます 。 それ は 、 加速 し た 物 
体 が 徐々 に 減速 し た り 、 勢い を つけ る た め の 溜 め の 動き だ っ た り と さま ざま で す 。 ア 
ニメーション で は 、 こ の よう な 動き の 緩急 を 「 タ メ 」「 ツ メ 」 と 呼称 し ます 。 勢い を 付け 
る た め に 動き を 「 タ メ 」 る 、 減 速 付近 で は 動き を 「 ツ メ 」 る と いっ た いい 方 を し ます 。 こ 
うし た 緩急 を し っ か り 表現 する こと で 、 物理 的 に 自然 な 動き で あっ た り 、 と き に は そ 
れ を 誇張 する こと で より 象徴 的 な 動き に する こと も で きま す 。 これ を 表現 し な いと 、 
途 端 に 嘘 っ ぽく 見 えて し まい ます 。 

た と えば 、 下図 の よう な 左右 に 揺れ る 振り 子 の 動き (支点 で の 摩擦 や 空気 抵抗 は な いも の と 
考え ます) は 、 重力 に よっ て 加速 と 減速 の 動き を 繰り 返す も の で す 。 それ ぞ れ 左右 の 
頂点 で 減速 し 、 中 央 に 向かっ て 加速 し ます 。 


「 タ メ 」 「 ツ メ 」 と 呼ば れる 動き 


= 車 の 停止 の 動き の 緩急 
下図 の よう に 、 慣 性 の 法則 に より 、 勢い が つい た も の 、 た と えば ブレ ー キ を か け て 停 
止 する 車 な ど は 、 徐 々 に 減速 し て 止ま り ま す 。 車 は 急 に は 止ま れ ま せん 。 


(OD on 


ツメ 指示 


に 止ま る の は 下條 


ョ 奥 か ら 手 前 に 放 た れ た ボー ル の 緩急 

今度 は 、 こ ちら 側 に 向かっ て くる ボー ル を 例 と し た 、「 タ メ 」「 ツ メ 」 に よる 緩急 を 見 て 
いき ます 。 奥 の ほ う が ゆ っ くり で 、 手 前 ほど 速く 見 える の で 「 最 初 に カメ て 、 最 後 は 
一 気 に 迫 る 」 と いう こと に な り ま す 。 これ も 言葉 や 描く うえ で の 方 法 と し て いう の は 簡 
単 で す が 、 実 際 に 描こ うと する と 難し いと 感じ る の で は な いで し ょ うか 。 

こう いっ た 場合 、 人 間 の 目 や カ メラ の レン ズ の 画 角 ( 節 後述 ) の 理屈 、 さ ら に 野球 
な ど を 実際 に や っ て 、「 こ ちら に 放 た れる ボー ル を 見 る 」 と いう 経験 が ある と 、 よ り 説 
得 力 の ある 動き と し て アニ メー ショ ン さ せる こと が で きま す 。 


た と えば 、 世 の よう に 、 目 に は 視野 の 角度 、 カ メラ に は 画 角 が あり 、 いわ ば 世界 を 
切り 取っ て 見 て いま す 。 当然 、 遠 く の も の は 、 小さ く 見 え 、 手 前 の も の は 大 きく 見 え 
ます 。 加え て 、 こ の 見 える 角度 が 手前 に な る ほど 狭い た め 、 いく ら 等 速 で て 向かっ て 
き て いて も 、 見 て いる ボー ル は 、 ぐ ん ぐん 大 きく な り 、 結果 的 に 加速 し て いる よう に 
錯覚 し ます 。 


回 世界 を 切り 取っ て 見 て いる 


目 ( カ メラ ) に 等 速 で 
向かっ て くる ボー ル 


(| 


視野 の 角度 、 画 角 


回 は 、 画 面 の サイ ズ を 統一 し た 際 の 、 ボ ー ル サイ ズ の 変化 で す 。 距離 が 手前 に 
な れ ば な る ほど 、 ボ ー ル の サイ ズ に 加え 、 そ の 変化 も 大 きく な っ て いる の が わか り ま 
す 。 


回 画面 の サイ ズ を 統一 し た 際 の 
ボー ル の サイ ズ 変 化 


ボー ル を 正面 か ら 見 た 際 は 、 還 の よう に な り ま す 。 等 速 で 向かっ て き て いる は ず 


が 、 手 前 に くる と 一 気 に サ イズ が 大 きく な っ た よう に 見 える の が わか り ま す 。 


回 等 速 で 向かっ て くる ボー ル を 
真っ 直ぐ 見 た 場合 


も ちろ ん 、 す べ て を リア ル な 動き で 忠実 に 描く と いう こと が 絶対 で は あり ませ ん 。 

し か し 、 基本 を 知ら ず に あえ て そこ か ら 外 す と いう こと も で きま せん 。 知ら ず に や っ て 
いる と 、 た だ の 失敗 と な りか ね な い 表 現 も 、 基 本 を 知る こと で コン トロ ー ル 可能 と な 
り ます 。 


た と えば 、 の よう に 、 ボ ー ル が 手前 に きた 際 に 、 通 常 より も サイ ズ を 大 きく する こ 
と で より スピ ー ド 感 を 出し た り 、 一 直線 の 軌道 で は な く 少し ブレ させ る こと で 、 目 に 
引っ か か る 球威 の ある 球 の よう な 表現 に する こと も で きま す 。 


回 リア ル な 動き か ら あ えて 外し た 
アニ メー ショ ン な ら で は の 表現 


© 


これ も 、 基本 が あっ て 初め て 描く こと の で きる アニ メー ショ ン な ら で は の 表現 で す 。 こ 
の よう な 物 の 動き や 見 え 方 の 理屈 を 知っ て お く と 、 動き を イメ ー ジ する 最初 の と っ か 
か り と な り ま す 。 さら に 、 特徴 を 押さ えて 描く こと で 、 アニ メー ショ ン を 見 る 人 に も 表現 


が 伝わり や すく な る で し ょ う 。 


動き の 軌道 chapter2+o2_ooe.clip 


基本 的 に 物体 の 自然 な 動き は 、 流 れる よう な 「 曲 線 」 を 描く < 軌道 に な り ます 。 


= 振り 子 の 軌道 
た と えば 、 左 右 に 揺れ る 振り 子 の 動き で | 


離 が 伸び る よう な 材質 で な い 限 り 、 下 


す 。 


は 支点 を 中 心 に 動く た め 、 支 点 か ら の 距 
| の よう に 円 の よう な 一 定 の 軌道 に かり ま 


右 の ジ ザ ザ グ の よう な バラ バラ の 動き は 、 人 工 的 な 意思 が 伴わ な い 限 り 、 振 り 子 の 


軌道 と し て あり えま せん 。 


曲線 を 描く 軌道 


軌道 の ガイ ド と 「 タ メ 」「 ツ メ 」 の 指針 を 示し た も の を 「 ツ メ 指 示 」 と いっ て 、 原 画 時 に 記し て お きま す 。 中 


割り を する と き に 、 こ れ を 参照 し な が ら 描い て いき ます 。 


QN_ 0 OR 8 0oN 
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=2 重 振り 子 の 軌道 

固 は 、 振り 子 の 先 に さら に 振り 子 が つい て いる 2 重 振 り 子 を 揺らし た 時 の 動き で 
す 。2 段 目 の 振 り 子 は 遅れ て つい て くる た め 、 ば っ と 見 に は 、 き れい な 円 運動 に は な 
り ま せん が 、 ジグ ザ ザ で は なく 曲線 的 な 動き に は な っ て いま す 。 

し か し 、 賠 の よう に 2 段 目 の 支点 を 1 点 に 集め て みる と 、 普通 の 振り 子 の よう に き 
れい な 円 運動 の 軌道 と 2 み メ ツメ に よる 緩急 に な っ て いる こと が わか り ます 。 


回 2 重 振 り 子 を 揺らし た と き 回 支点 を 1 点 に 


に 


= 人 間 の 関節 


人 間 の 関節 も それ ぞ れ を 支点 に 動く た め 、 各 関節 が 円 運動 と な り 、 そ の 連続 で 動 
いて いま す 。 身体 の どの 部 分 か ら 動い て いる の か を きち ん と 考え な が ら 描 きま し ょ 
う 。 


0 


に 
| 上 
各 関 節 が 支点 と な る ! 基本 は 円 運動 ! 上 


回 イレ ベル 、 画 角 


アニ メー ショ ン で は 、 疑似 的 に カメ ラ に よっ て 撮影 され た 画面 を 想定 し て 描く た め 、 

カメ ラ や 実写 映像 表現 の 知識 も 必要 と な っ て きま す 。 そう いっ た も の に つい て 解説 
する と な る と 、 そ れ だ け で 本 が 1 冊 書 ける ほど で す 。 それほど 奥深 く 、 画 面 作 り に お 
いて 大 事 な の で す が 、 こ こ で は その 中 の アイ レベ ル や 画 角 と いっ た も の を 簡単 に 解 
説 し ます 。 


アイ レベ ル 


「 ア イレ ベル 」 と は 、 簡潔 に いえ ば 視聴 者 の 目線 の 高 さ の み x ぅ の 高き で あり 、 水 平 状 
態 で あれ ば 、 そ こ が 水 平 線 に な り ます 。 

た と えば 、 肉 の よう に 同じ 身長 の 人 物 が 相対 し 、 直 立 し た 状態 で カメ ラ を 向け た 
場合 は 、 相 手 の 目 線 の 位置 に アイ レベ ル が きま す 。 


回 同じ 身長 の 人 物 が 相対 し 、 直 立 し た 状態 で カメ ラ を 向け た 場合 


| 。 Bye 
回 の よう に 低く し ゃ が ん だ 状態 で 水平 に カメ ラ を 向け た 場合 は 、 ア イレ ベル も 下 が 
り ま す 。 これ は 、 あ くま で 視聴 者 の 目線 の 高 さ カ メラ の 高き に アイ レベ ル が ある た めで 
す 。 


回 低く し ゃ が ん で カメ ラ を 向け た 場合 


|| i 


| 


正面 か ら 見 た 較 


画 角 


画 角 と は 、 レ ンズ の 焦点 距離 に よっ て 変動 する カメ ラ が 捉え る 広 さ で す 。 焦点 距 
離 が 長い ほど 画 角 は 狭く 、 短 い ほど 画 角 は 広く な り ま す 。 


回 は 広角 レン ズ 、 園 は 岡 より も 焦点 距離 の 長い 望遠 レン ズ に な り ま す 。 
回 と 回 それ ぞ れ の カメ ラ で 撮影 し た と き 、 画 角 の 違い と いう の が 被写体 の 大 き さ 
や 頭 の 上 の 余白 な どか ら 見 て 取れ ます 。 同じ 位置 か ら 撮影 し て いる の に も 関わ ら 
ず 、 見 え 方 が 全く 異な り ます 。 


回 広角 レン ズ 


Me 
| 正面 か ら 見 た 較 


| | [/~\ 
一 から 

ちな み に 、 邦 の レン ズ で 回 と 同じ くら い の 被 写 体 の サイ ズ で 撮る た め に は か な り 

接近 し な いと いけ ませ ん 。 被写体 の 画面 占有 率 だ け で いえ ば 同じ くら い の 画 面 に 

な り そ う で す が 、 レン ズ の 焦点 距離 が 異な る た め 、 見 え 方 その も の の 印象 は 違っ て 

きま す の で 注意 し まし ょ う 。 

この よう に 、 周囲 の 風景 も 含め て 被写体 を 見 せる の か 、1 点 を 見 せる の か な ど 、 被 

写 体 を どう 写す の か 狙い に 応じ て 適切 な 画 角 を 選択 する 必要 が あり ます 。 

これ を 理解 する た め に 、 実 際 に カメ ラ を 持っ て 広角 レン ズ と 望遠 レン ズ の 印象 の 違 

い の よ うな も の を 体験 し て みる こと を お スス メ し ます 。 


回 が 回 と 同じ サイ ズ で 撮る 場合 


カメ ラ の 角度 に よる 見 え 方 の 違い 
同じ 位置 か ら 撮影 し て いて も 、 カ メラ を 向け る 角度 に よっ て 印象 は 大 きく 変わ っ て 


きま す 。 
記 は 、 目 線 ゅ 5) を 水平 に 向け た 場合 の 構図 で す 。 ここ か ら カ メラ の 角度 を 変え 


て いき ます 。 


回 目線 を 水平 に 向け た 場合 の 構図 


ポキ 


oO 


に イジ 


正面 か ら 見 た 胃 


= アオ リ 
回 の よう に 、 目 線 ゆ 5) を 仰角 に 向け る と 「 ア オリ 」 と 呼ば れる アイ レベ ル よ り 上 側 
を 見 上 げ る よう な 構図 に な り ます 。 


回 ァ オ ォ リ の 構図 


ョ フカ ン 
固 の よう に 、 目線 (rx を 人 角 に 向け る と 「 フ カン 」 と 呼ば れる アイ レベ ル よ り 下 側 
を 見 下ろ す よ うな 構図 に な り ま す 。 


回 フカ ン の 橋 図 


フル 


正 画 か ら 見 た 較 
ここ で 気 を 付け て ほし い の が 、 回 、 園 と も に アイ レベ ル そ の も の は 変え ず に いる 点 
で す 。 
一 見 水平 線 の 位置 が 変わ っ て いる よう に 見 える か も し れ ま せん が 、 同じ 目線 の 高 


さ で ある 被写体 と 水平 線 の 位置 関係 は 変わ っ て いな い の で 、 や は り 目 線 の 高 さ に 
アイ レベ ル が あり ます 。 


パー ス (パー スペ クティ ブ ) 


絵 を 描く うえ で 、 遠 近 感 や 奥行 き を 表現 する 手法 で す 。 簡単 に 説明 する と 、 同じ 
サイ ズ の 物体 で も 、 視点 か ら 近 いも の は 大 きく 、 遠い も の ほど 小さ く 見 える よう に 描 
< 手法 で す 。 

透視 図法 、 空 気 遠 近 法 と いっ た よう な いく つか の 手法 が あり 、 そ れ ら を 総称 し て 
パー ス (パー スベ ペッ ティブ) も し く は 、 遠 近 法 と 呼び ます 。 


遠く ( 奥 ) へ 向かう ほど 小さ く な っ て いく 線路 


同じ 幅 で 等 間隔 の 線路 は パー ス の 感覚 を つか むう え で わか り 
や すい 


透視 図法 


平面 上 で 立体 物 を 描く 際 に 有効 な 手法 で す 。 アイ レベ ル ( 本 節 前 述 ) 上 に ある 消 
失点 に 向かっ て 集束 する パー ス 線 を ガイ ド に 、 立体 物 を 描い て いき ます 。 


=1 点 透視 図法 
アイ レベ ル 上 の 1 点 の 消失 点 に 向かっ て パー ス 線 が 集束 し て いき ます 。 消失 点 に 


向かっ て 正 対 し た よう な も の を 描く 際 に 有効 な 透視 図法 で す 。 視点 側 に 向い た 面 
の 各 辺 は アイ レベ ル の ライ ン に 対し て 水平 お よび 垂直 に な り ま す 。 


1 点 透 視 図 


=2 点 透視 図法 
アイ レベ ル 上 の 2 つの 消失 点 に 向かっ て パー ス 線 が 集束 し て いき ます 。 角度 の つい 
た 物体 な ど を 作画 する 際 に 有効 な 透視 図法 で す 。 


2 点 遂 視 図 


=3 点 透視 図法 

アイ レベ ル 上 の 2 点 に 加え 、 見 上 げた (見 下ろ し た ) 角 度 に 応じ た 3 点 目 そ れ ぞ れ の 消 
失点 に 向かっ て パー ス 線 が 集束 し て いき ます 。 

アオ リ や フカ ガン (本 節 前 述 ) の 絵 を 作画 する と き に 有効 な 透視 図法 で す 。 


POINT 


CLIP STUDIO PAINT で は 、「 パ ー ス 定規 」 を 使っ て 透視 図法 に よる パー ス の 付い た 絵 を 描 ( こ と が で 
きま す 。 「 バ ー フ 定規 」 に 関し て は 、「Chapter1『6 その 他 の 便利 機能 』」 を 参照 くだ さい 。 


「 パ ー ス 定規 」 を 使っ て 描い た 立体 物 


空気 遠近 法 
透視 図法 以外 で 遠近 感 を 表現 する 手法 と し て 「 空 気 遠近 法 」 と いう も の が あり ま 
す 。 こ れ は 遠く に ある も の ほど 大 気 の 影響 に よっ て 中 ん で 見 える と いう 現象 を 、 絵 


で 表現 する 遠近 法 で す 。 


ーー 


之 く に ある 山 の ほ ぼう が 白 ん で 見 える よう に 描く こと で 避 近 感 を 表現 する 


回 論 張 表現 


動き の 緩急 や 軌道 と いっ た 運動 の 仕組 みや タイ ミン グ 、 そ し て パー ス と いっ た 画面 
作り の 基礎 を 踏襲 し 、 そ れ ら を 誇張 し て 描く こと で 、 よ り 人 迫力 や 勢い の ある 動き を 
表現 で きま す 。 実写 で は な か な か 真似 の で き な い アニ メー ショ ン な ら で は の 表現 で 
す 。 ま た 、 各 部 位 や 動き を 大 げ さ に 描く こと に よっ て 、 少な い 枚数 で も アニ メー ショ ン 
と し て 成立 させ る こと も で きま す 。 


パー ス の 誇張 (オー バー パース) 


広角 レン ズ で 写真 を 撮る と 、 近 く の 物 と 遠く の も の の 画面 内 に 占め る 大 き さ の 差 
(本 節 前 述 ) を より 感じ られ た り 、 超 広角 に な っ て いく ほど 画面 端 が 歪ん で いく 現象 
が あり ます 。 対し て 、 望遠 レン ズ だ と 距離 感 が 圧縮 され 、 画 面 内 に 占め る サイ ズ 
差 が 小さ く な り ます 。 
下 の 4 枚 の 写真 は 、 超 広角 の 魚眼レンズ で 撮影 し た 写真 で す 。 丸く 歪み 、 手 前 

が より 大 きく 写っ て お り 、 そ れ に よっ て 不思議 な 迫力 と 奥 へ 吸い こま れる よう な 印象 
が 生ま れ ま す 。 


超 広 角 の 魚 眠 レン 
ズ で 撮影 し た 写真 


= パ ー ス の 誇張 を 絵 で 表現 する 
この よう な 実際 の カメ ラ ( レ ンズ) で 起こ る 現象 を 、 絵 と し て 描く 際 に 強調 し た 表現 に 
する こと で 、 よ り 人 迫力 の ある 画面 に し た り 、 奥行 き を 表現 する こと が で きま す 。 


トド 


は 、 パッ ト で ボー ル を 打ち 返す 瞬間 の 迫力 を これ で も か と 誇張 し た 表現 で 


す 。 ボ ー ル の 勢い と バッ ト の スイ ング の 勢い が 、 大 げ さ すぎ る ほど の パー ス で 描か れ 
る こと で 、 動き が な く と も その 迫力 が 伝わる か と 思い ます 。 

こう いっ た 表現 は 、 現 実 世界 で 自由 自在 に 撮影 する こと は 、 な か な か 難し く 、 ま さ 
に 絵 や アニ メー ショ ン な ら で は の 表現 と いえ ます 。 


POINT 


TV アニ メ 『 巨 人 の 星 』 の 第 83 話 「 傷 だ ら 5 け の ホー ムイ ン 」 は 荒 々 し い タッ チ も 相まって 凄まじ い 迫 力 で あ 
り 、 こ うい っ た 表現 の 先駆 けた いえ ます 。 


激しく 手前 に 向かっ て くる 走り chapterz・0z_0o7.clip 


走り の 動き の 中 で も ポイ ント と な っ て くる 踏み 出し と 沈み 込み の 絵 (本 章 『3 人 物 の 動 

き ) を 、 よ り 誇 張 し た ポー ズ に する こと で 、 計 4 枚 の 絵 で アニ メー ショ ン と し て 成立 させ 
て いま す 。 

賠 手前 と 奥 で 極端 な パー ス を 付け て 1 歩 踏み 出し 、 同 反 対 の 手足 を 出す た め 
の タメ の 沈み 込み 動作 、 同 極 端 な パー ス を 付け て 反対 の 手足 を 出し 、 思 タ メ の 
沈み 込み 動作 の 計 4 枚 を 繰り 返し ます 。 


回 沈み 込み の 動作 


Se NW ン 


困 沈み 込み の 動作 


タイ ミン グ は 、3 コ マウ レー ム )4 枚 の ルー プ で す 。 激しい ポー ズ と 奥行 き の 表現 に よっ 
て 、 少な い ポ ボー ズ で も 枚数 を 多く 使っ た 2 コマ な ど よ り 迫 っ て くる 勢い が 感じ られ ま 
す 。 

景 mc) の 集中 線 に 至っ て は 2 枚 で す が 、 こ の 大 げ さ な 切り 替え が また 勢い に つ 
な が っ て いま す 。 


カメ ラ に 向かっ て パン チ を 繰り 出す Chapter2» 02_008.clip 


バト ル の よう な アク ショ ン シ ー ン で は 、 誇張 表現 が と くに 有効 で す 。 ここ で は 、 カ メラ 
側 ( 欄 聴 者 側 ) に 向かっ て パン チ を 繰り 出す シー ン を 誇張 表現 を 使っ て 描い て いま 
す 。 大 回 回 3 枚 で 2 メ の 動作 を 描き 、 放 パ ンチ を 繰り 出し 、 回 拳 を 引き ます 。 


頭 左手 を 前 に 構え 、 右 手 に 力 を 込め る タメ の 動作 


A ン ン グー 


さら に タメ の 動作 


NW 


2 


身体 は 先 に 前 に 乗り 出す が 、 拳 は まだ 奥 に 残し て いる 。 よ り タ メ て い 
る 感じ と 、 全体 と 内 の り 奥 行き 感 が 出 て くる 


還 パン チ を 繰り 出す 動作 


A 


いき な り 拳 が 画面 を 覆う くら い に 人 迫っ て いる 。 こ の 動き 
の 飛ば し 具合 で 一 気 に 加速 し た 感じ と 迫力 が 出る 


回 拳 を 引く 動作 


バン チ か ら の 引き の 動 
きも 速く する こと で 、 華 
が 前 に 出 て いる 絵 は 1 
枚 で は ある が 、 そ の 一 
通 が より 引き 立ち イン バ 
クト が 出る 


a 
レジ 


グ 


この よう な 絵 な ら で は の パー ス 感 を 巧み に 表現 し 、 躍 動 感 の あふ れる 画面 を 生み 出す 代表 的 な アニ 


POINT 


メー ター と し て 「 湯 浅 政 明 監督 」 が いま す 。 監督 作 と し て 『 マ イン ド ・ ゲ ー ム 』『 カ イ バ 』『 四 量 半 神話 大 


系 還 ビ ピン ポン 』 な ど が 有名 で す 。 
そし て 2017 年 に は 、 ア ニ メ 映 画 『 夜 は 短 し 歩け よ 乙 女 昌 夜明け 告げ る ヵ ル ー の うた 』 の 2 作 が 公開 予定 と 
な っ て いま す 。 


タメ の 部 分 に 4 コマ ウレ ー ム ) を 使い 、 拳 を 突き 出し た 瞬間 と 引き の 部 分 は 2 コマ と 、 
タイ ミン グ も 誇張 し た 表現 に な っ て いま す 。 絵 と タイ ミン グ の 誇張 表現 を 合わ せる こ 
と で 効果 が 倍増 し ます 。 


この よう に アニ メー ショ ン で は 、 絵 だ け で な く 時 間 軸 に よる 表現 も あり 、 そ こ が 面白 い 
と ころ で す 。 
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映像 = メー> ョ >) の は じ ま り 


エ ジ リ ン が 発明 し た 「 キ ネト スコ ー プ 」 と いう 、 箱 の 中 で 上 映 さ れる フィ ルム 映画 を 覗き 見 る 装置 が あり 
ます 。 そ れ を 、 フ ィ ル ム で 映写 する 「 シ ネ マ ト ザ ラフ 」 を リュ ミエ ー ル 兄弟 が 発明 し た こと で 、 現 在 に 至る 


映像 の 歴史 が は じ ま っ た と いえ ます 。 


箱 の 中 で フィ ルム を 回 し 、 フィ ルム を 映写 し 、 み ん な で 見 る 「 シ ネ マ ト グ ラ ム 」 
それ を 隔 き 見 る 「 キ ネト スコ ー プ ]」 


それ 以前 に も 「 幻 灯 機 (フィ ルム を ラン ブ で 投影 する 装置 )」 で スラ イド ショ ー の よう に 絵 を 切り 替え て 動 
き や 物 語 を 表現 する と いう 、 一 種 の アニ メー ショ ン の よう な 表現 も 存在 し て いま し た 。 

これ に は 、 少 な い 絵 の 切り 替わり で も 「 見 る 者 の 想像 を 刺激 する 」 こ と で 動い て 見 えた り 、 物 語 を 感じ 
られ る と いう 、「 目 の 錯覚 と その さら に 奥 に ある 想像 の 錯覚 」 が 発想 と し て あり 、 そ れ が 映像 表現 を し て 
いく うえ で 大 切 で ある と 考え て いま す 。 


包 条 機 に よる 絵 の 切り 替え 


ラン プ の で 給 を 投 涼 する 要衝 を 手動 で スラ イド し て いく こと で 、 さ まず ま な 押 や 運 移し た 欠 を 抑 せる 
ニ k が で きる 


アニ メー ショ ン の 基本 


2 | 地球 上 に 存在 する 物体 の 性 質 と 動き 


地球 に 存在 する も の は 、 大 小さ ま ざ ま な 性 質 を 持っ て いま す 。 ま た 、 重 力 や 
大 気 の 影響 に より 、 同 じ も の で も 動き や 表情 を 変え て いき ます 。 アニ メー ショ 
ン を 制作 する うえ で 、 こ うい っ た 現象 の 知識 を 正しく 捉え て お く こと は 、 動き に 
説得 力 を 持た せる うえ で 大 切 で す 。 


跳ね る ボー ル 


シン ブル な 「 丸 」 を 動か す だ け で も さま ざま な 表現 や キャ ラク ター 性 を 出す こと が で き 
ます 。 こ こ で は 、 落下 し て 地面 に 跳ね る ボー ル の 動き か ら 「 緩 急 」「 加 減速 」「 ヨ 
力 」 表 現 の 基本 を 見 て いき まし ょ う 。 


柔らか く て 軽い ポー ル の 動き chapter2' 02 oo9.clip 妥 還 


物 が 跳ね る と いう 単純 か つ 基 本 的 な 動き で も 、 動か し 方 1 つ で 「 軽 い の か 重い の 
か 」「 柔 ら 5 か い の か 硬い の か 」 と いっ た こと が 表現 で きま す 。 

まず は 、「 柔 5 か く て 軽い ボー ル 」 を 落下 させ 、 地面 に ぶつ か っ て 跳ね た と き の ア ニ 
メー ショ ン を 見 て いき ます 。 な お 、 ほ ぼ 垂 直 に 落下 し て いる も の と し ます 。 

ー 贈 最 初 の 落下 時 に ボー ル が 大 きく つぶ れ て 勢い よく 跳ね て いる こと で 、 柔 ら 
か く て 軽い ボー ル で ある こと が 表現 で き て いま す 。 跳ね た と き の エ ネル ギー が 重力 と 
持 抗 し て いく た め 還 の 頂点 付近 で だ ん だ ん 減速 し て 動き が 「 ツ メ 」 ら れ 、「 タ メ 」 が 


生ま れ ま す 。 

回 重力 に 引っ 張ら れる こと で 落下 し 始め 、 加 速 し て いき ます 。 

回 ~ 国 だ ん だ ん と 勢い が 減衰 し て いく た め 、 跳ね る 高 さ が 小さ く な っ て いき ます 。 
回 最後 に 、 静 止 する と き に その 場 で 止ま ら ず 、 少し 転がっ た りす る と 自然 で すね 。 


24 枚 の 絵 で 構成 し て いま す 。 基本 は 2 コマ (ウレ ー ム ) 打ち で す が 、4 枚 目 の 地面 に ぶ 
つか る 絵 、8 枚 目 の 頂点 の 絵 を 3 コマ に し て タメ を 作成 し 、 緩 急 を 付け て いま す 。 


2 
1 1 隔 


Prm 


硬く て 重い ボー ル の 動き chapterz・oz_o0.clip 
続い て 「 硬 く て 重い ボー ル 」 を 見 て いき ます 。 


ー 同 落下 時 に 変形 する こと も な く 、 ほ ぼ 跳 ね な いこ と か ら 非 常に 硬く て 重い 
ボー ル で ある こと が わか り ます 。 

回 ~ 回 非常 に 重い た め 2 回 目 以降 は 跳ね る こと な く 、 少し 転がっ て 静止 し まし 
た 


ト / 回 


8 枚 の 絵 で 構成 し て いま す 。 基本 は 2 コマ ウレ ー ム ) 打ち で す 。 柔らか く て 軽い ボー ル 
と 違い 、 跳ね た と き の 上 下 の 変 化 が 少な いた め タ メ の 、 動き を と くに 作成 し て いま せ 
ん 。 


]1 
/ 


| 
J ノ 


この よう に 同じ 丸 で も 動か し 方 に よっ て 違い が 出 て きま す 。 
また 、 ボ ー ル の 種類 だ け で な く 地面 な どぶ つか る 対象 に よっ て も 跳ね 方 は 変わ っ て 
くる の で 、 そ れ ら を イメ ー ジ し な が ら ア ニメーション を 制作 する こと が 重要 で す 。 


Chapter2+ 02_009ng.clip 


跳ね た と き の 加 減速 や 頂点 で の タメ が な いと 、 跳ね る 高 さ が 徐々 に 小さ く な っ て い 
た と し て も 不 自然 で す 。 


ーー mm ーー いき な り 勢 い が な 
/ 人 ] ( く な り 静 止 し て し 
( 4 まう の も 不 自然 


a B1@ 人 。 a 


= 


[Nez ] Chapter2+ 02_009ng2.clip 


1 回 目 の パ ウン ド よ り も 2 回 目 の ほ う が 高く 跳ね る と いう こと は 、 物 理 的 に あり 得 ませ 
ん 。 基本 的 に 、 跳ね る 力 は だ ん だ ん と 減衰 し て いく も の な の で 、 地 面 の 材質 が 突 
然 変 わあ な ど し な い 限 り 、 この よう に は な ら な いで し ょ う 。 


回 


mmoe 5 が 高く 悪 ね る の は 不 邊 和 


回 | 沙 ち 葉 、 花 吹雪 


地球 に は 重力 の ほか に 、 目 に は 見 えな い 空気 や 気流 の 影響 が あり ます 。 そ れ を 
上 手 に 表現 する こと で 、 ア ニメーション と し て の 説得 力 が 増し ます 。 

ここ で は 、 落 ち 葉 や 風 に 舞う 花びら の 動き で 「 空 気 抵抗 」「 気 流 」 の 影響 を 見 て い 
きま し ょ う 。 


落ち 葉 の 動き chapter2* 02 o11.ciip 訪 軒 


木 か ら 落ち る 葉 や 宙 を 舞う 花びら の 不 規則 な 動き は 、 目 に 見 えな い 空 気 や 気流 
の 影響 に よる も の で す 。 

回 まず 、 空 気 抵抗 の な い 真 空 状 態 で の 物 の 動き を 見 て み ま す 。 真空 管 に 重い 
ボー ル と 軽い 葉 を 同時 に 落下 させ た 想定 で す 。 空気 抵抗 が な いと 、 こ の よう に 重 
い 物 も 、 軽 い 物 も 同じ スピ ー ド で 真っ 直ぐ 落下 し ます 。 


回 真空 状態 で の 物 の 動き 


OO OQ 


同じ 速度 で 落下 する 


回 で は 、 空 気 抵抗 、 風 の ある 状況 下 で は 、 ど う で し ょ うか ? 重い ボー ル は 、 空 
気 抵抗 、 風 の 影響 を ほとん ど 受 け ま せん が 、 軽 い 葉 は 大 きく 影響 を 受け ます 。 
ここ で は 、 落 ち 葉 の 動き の 1 例 を 紹介 し ます (あぁ < まで 1 例 で す ) 。 


空気 抵抗 、 風 の ある 状況 で の 物 の 動き 
重い ポール は 
の 空気 抵抗 、 属 の 男 空気 抵抗 が ある た め 、 
に 果 細 を 受け ず に 項 下 _ / ゆっ くり と 落下 し は じ め る 


本 ー ノ 還 葉 の 茎 側 が や や 重い の と 風 の 
( ) A 働き な ど で 葉 が 回 転 する 


回 業 が 縮 に な り 、 空 気 挑 が 6 
〇 ) 減っ た こと で や や スピ ー ド が 増す | 人 


i i 
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| 


I 還 大屋 {天天 大 中 較 較 
花 吹雪 は 、 ア ニメーション に 華やか さ を 加え る 定番 の 演出 で す 。 描く コツ ヒ し て は 、 
画面 全体 で の 動き の パラ ンス は 取り つつ も 、 そ の うえ で 「 花 びら 個々 の 流れ を 意識 
する 」 こ と が 重要 と な り ま す 。 


花 吹雪 の コツ chapter2* 02 012.clip 且 財 


風 は 、2 次 元 的 に 吹い て いる わけ で は あり ませ ん 。 手前 か ら 奥 、 奥 か ら 手前 、 そ れ 
こそ 四方 八方 へ と 空間 的 に 吹い て いま す 。 な の で 、 風 の 方 向 を 決め 付け ず 、 大 ま 
か な 流れ だ け を 意識 し て お きま す 。 

花びら は 、 個 々 に 形状 が 違う た め 、 すべて が 同じ 動き を する こと は な く 、 多少 不 規 
則 性 を 入れ る と いい で し ょ う 。 


全体 と し て の 動き は と りつ つも 、 個々 の 花びら で タイ ムラ イン を 作成 し て いま す 。 


動き の 開始 フレ ー ム も バラ バラ で す 。 
花びら 5 の 流れ る 速度 や 絵 の 枚数 は 、 風 の 強 さ や どう いう 印象 を 持た せ た い の か に 


よっ て も 変え る と いい で し ょ う 。 


[re] Chapter2 + 02_012ng.clip 
た と え 風 が 一 方 向 に 吹い て いた と し て も 、 下図 の よう な 一 定 の 動き に は な り ま せ 
ん 。 


回 | 流体 (液体 気体 ) 


水 の よ うな 液体 、 煙 や 雲 と いっ た 気体 の よう な 「 流 体 」 に は 明確 な 形 が あり ませ 

ル ん 。 こう いっ た 物 は 、 描 く の が 難し いと いう イメ ー ジ が ある の で は な いで し ょ うか 。 

これ 5 ら の 動き を 考え る うえ で 、 そ れ ぞ れ の 人 性質 や 特性 を 少な か ら ず 知 る 必要 が あり 
ます 。 逆 に 知っ て お け ば 違和感 な く 描く こと が で きる で し ょ う 。 

ボー ル な どの 落下 に し て も 同様 で す が 、 現 実に 即 し た 動き を 描く 場合 、 法 則 性 を 
知る こと や 日 々 の 観察 が 重要 で す 。 


液体 (Kk) の 表面 張 カ 


液体 に は 、 表 面 張力 と いう くっ つき あっ て 丸く 縮 こ まろ うと する 性 質 が あり ます 。 液 
体 の 種類 に よっ て 個体 差 は あり ます が 、 水 は 表面 張力 の 大 きい 物質 で す 。 
宇宙 な どの 無重力 下 で の 実験 映像 を 見 る と 、 容 器 か ら 出 し た 水 が 丸 い 液体 の 
塊 ヒ し て 宙 に 浮い て いま す 。 
地球 上 の 重力 下 で は 容器 か ら 出す と 重力 が あり ます の で 、 当然 下 に こぼれ て し ま 
いま す が 、 弾け た 小さ な 滴 は 丸い 水滴 と な っ て いま す 。 ちな み に 雨 は いわ ゆる 「 し 
ずく 型 」 の イメ ー ジ が 強い で す が 、 実 際 は 丸い 状態 で 降っ て き て いま す 。 


さま さま な 表面 張力 


( ) 液体 は 九 く 縮 こま ろう と する 人 性質 が ある 


葉 先 の 水 湾 の 表面 張 カ 


コッ プ い っ ぱい に 注 が れ た 水 の 表 面 枝 力 


Column 


無重力 化 で の 水 


容器 に 入っ て いる 水 を 出 そ う と 思っ た 場合 、 無 重力 下 で は 圧力 を か け な い と そもそも 容器 か ら 出 て き 
ませ ん 。 
容器 か ら 出 た 水 は 、 表 面 張力 で 丸く な り ます 。 


容器 に 入っ た 水 を こぼす chapter2+ 02 013.clip 妥 財 


容器 に 入っ た 水 を 地面 に にぼし た 場合 の アニ メー ショ ン で 、 水 の 性 質 を 見 て いき ま 
し ょ う 。 

水 は 蓋 を 開け て 傾け た 容器 か ら 出 て くる と き 表面 張力 に よっ て 盛り 上 が り ま 

す 。 

回 下 に 引っ 張ら れる 重力 に 耐え きれ な く な っ た 水 は 、 空気 と 入れ 替え に 容器 か ら 
出 て きま す 。 

回 ~ 回 容器 に 入っ た 空気 は 、 水 より も 軽い の で 上 に 向かっ て いき ます 。 水位 は 
変わ っ て も 、 容 器 内 で の 水面 は 地面 に 対し て 水平 で す 。 

回 ~ 較 地面 に ぶつ か っ た 水 は 跳 ね 、 表面 を 広がっ て いき ます 。 

回 ~ 回 水面 に は 、 波 が 発生 し ます 。 波 の エネ ルギー は 、 中 心から 離れ る ほど 弱 
く な り ま す 。 

回 ~ 回 水 が 流れ 終わ っ た あと に 、 小さ な 水滴 を 垂らし た りす る と 、 より リア リ 
ティ が 出 ま す 。 


POINT 


海 の 波 も 最初 の きっ か け は 、 風 に よっ て 起こ る 水面 の 波 が 大 き な 集 合 と な っ て 起き て いる と いわ れ て いま 
す 。 
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気体 の 性 質 chapter2»* 02_014.clip 
気体 も 液体 と は また 違っ た 流体 で す 。 気体 その も の は 目 に は 見 えま せん が 、 煙 や 
雲 な ど は 小さ な 微粒 子 が 含ま れる こと に よっ て 可視 化 さ れ ます 。 
動き の 性 質 と し て は 、 放 出 、 出 現し た 気体 は 拡散 し て いき ます 。 周囲 より 重い も 
の が 下降 し 、 軽 いも の が 上 昇 し ます 。 さ ら に 、 温度 の 高低 差 に よっ て も 上 昇 下降 
し ます 。 


煙突 か ら 立 ち 昇る 煙 回 徐々 に 周囲 の 空気 


ば さり 狼 英 し て いく 
回 所 に よっ て 流さ れる ) LM 


ンク 回 交 せ られ て いる こと に よっ て 上 昇 し て いく 


気体 の 温度 に よる 動き の 違い 


回 煙 に は 、 微 粒子 が 含ま れ て いる の で 、 通 常 の 空気 より 重い は ず で す が 、 上 昇 
し ます 。 これ は 、 燃焼 な ど に よっ て 発生 し た 煙 は 、 通 常 の 空気 より 温度 が 高い た め 
上 昇 す る の で す 。 


回 吾 せ られ た 煙 


、、 
\ 
\ 
回 周 団 も る 炎 に よっ て 
熱せ られ る た め 、 
上 昇 気流 が 起き る 


較 講 せ られ る こと に よっ 
【 上 昇 し て いく 


国 逆 に 、 ドラ イア イス の よう に 冷却 され た 煙 の 場合 は 、 上 昇 する こと な く 下降 し ま 
す 。 


田 や きれ た 埋 男 容 器 内 に 」 ak 


A 
さぞ > 


回 周囲 の 空気 より 冷や され 
て いる た め 、 下 降 し て いく 


回 雲 も 漂っ て いる よう に 見 えま す が 、 太 陽光 や 地熱 な ど で 発生 し た 上 昇 気流 に 
よっ て 持ち 上 げ ら れ た 空気 中 の 水分 が 、 上 空 で 冷え て 水滴 に な る こと で 雲 と な り 、 
一 定 の 重 さ に な る と 雨 な ど に な っ て 降り 注ぐ か 、 そ こま で に 至ら な い 場合 は 拡散 し 
て いき ます 。 


回 守 の メカ ニズム 


回 雲 の 中 で は 上 昇 気流 と 上 昇 
し て 冷え た 空気 の 対流 が 起き 
て いる 


昌和 n 如 


空気 が 温まり 、 上 昇 回 冷え て 大 きく な り 上 昇 気流 で 持ち 
気流 が 発生 する 上 げき れ な く な っ た 水 満 は 、 十 と 
な っ て 降り 注ぐ 


な ん だ か 理科 の 教科 書 の よう に な っ て し まい まし た 。 繰り 返し に な り ま す が 、 自然 
現象 し か り 、 人間 の 動き な ど を 描く < 際 で も 、 こ うい っ た 実際 の 現象 に 対す る 知識 や 
理解 な ど を 少し で も 持っ て お く こと で 説得 力 の ある も の に な り ま す 。 


3 | 人 物 の 動き 


いよ いよ 人 間 の 動き を 見 て いき ます 。 最初 に 表 を 動か す 、 ま ば た き 
( 目 パチ ) や ロ パ ク 、 続 いて 歩き や 走り 、 
アッ プ し つつ 、 そ れ ぞ れ の 基本 と な る 動き を 解説 し て いき ます 。 


まばたき ( 目 パチ ) 


まばたき ( 理 パ バチ) は 、 表情 の 基本 で す 。 止め 絵 で も 、 ま ば た き 1 つ で 生き た 表情 に な 
る こと が あり ます 。 さら に いう と 、 まばたき を 加え る だ け で 、 そ れ は 立派 な アニ メー ショ 
ン と な り ます 。 

ここ で は 、 ニ ュー トラ ル な まばたき を 解説 し て いき ます 。 


3 枚 で 描く まばたき Chapter2 02_015.clip 


まばたき な の で 、 右目 を ば っ ちり と 開い た 「 開 き 目 」 と 略 目 を つ お っ た 「 閉 じ 目 」 で 
表現 し ます 。 こ の 2 枚 で も まばたき に は な り ま す が 、 今回 は 峰 半開き の 「 中 目 」 の 
中 割り を 加え た 3 枚 で 表現 し て いま す 。 


通常 の まばたき は 、 一 瞬 な の で 、24fps で あれ ば 、 峰 「 閉 じ 目 」、 右 「 中 目 」 は 、 
それ ぞ れ 2 コマ ウレ ー ム ) で 素早 く 切り 替わる タイ ミン グ で いい で し ょ う 。 


= 閉じ 目 の ポ イン ト 

目じり と 目頭 を 支点 と し て まぶた が 閉じ る イメ ー ジ で す 。 目 は 閉じ た と き に 、 下 ま ぶ 
た も 少し 動き ます 。 

また 、 ま ゆ 毛 も 少し 動か す と 自然 に 見 えま す 。 


= 中 目 の ポ イン ト 

目 を 開く と き に 「 開 き 目 」 と 「 閉 じ 目 」 の 間 に 「 中 目 」 を 1 枚 入れ る こと で 、 た だ の 2 枚 
の 絵 の 切 り 替 わり か ら 、 よ り 生き た 感じ に な り ま す 。 

この と き 、「 中 目 」 を 「 開 いた 目 」 の ほう に や や 寄せ る 絵 に し た ほう が 、 ニ ュー トラ ル な 
印象 に な り ます 。 

「 閉 じ た 目 」 に 寄せ た り 、 ち ょ うど 真ん中 くら い の 絵 に する と 、 や や 重く 開く 印象 に な 
り ます 。 感情 や 演技 に よっ て 「 中 目 」 の 絵 の 入れ どこ ろ や 中 割り の 枚数 も 変え る こ 
と も 重要 と な り ます 。 


Chapter2・02_015ng.clip 
閉じ 目 の と き に 下 ま ぶた が 全く 動か な いと 不 自然 な 印象 に な り ます 。 


動い て いな い 


[Nez ] Chapter2・02_015ng2.clip 


目じり や 目頭 の 位置 が 必要 以上 に 動く と 不 自然 で す 。 注意 し まし ょ う 。 


[Res ] Chapter2・02_015ng3.clip 


目じり や 目頭 の 
位置 が 動き す 
ぎ て は 不 自然 


スロ ー 表 現 や 特別 な 感情 表現 描写 で も な い 限 り 、 下 
ば た きす る の は 不 自然 で す 。 


の よう に 多く の 枚数 で ま 


また タイ ミン ゲ も 同様 に 、 中 目 で 4 コマ ウレ ー ム ) や 5 コマ 使う の は 、 通常 の まばたき で 


は 不 自然 に な り ま す 。 


表情 が 変化 する タイ ミン グ で の まばたき Chapter2 02_016.clip 


笑い 顔 な ど で 目 の 表情 が 変わ る と きも 目じり や 目頭 、 ま ゆ 毛 を 意識 する こと で 破 
た ん の な い 動き や 表情 を 表現 で きま す 。 ほか と 同じ よう に 、 自 分 や 他人 の 実際 の 
顔 の 動き を 見 て 、 ど うい う 筋 肉 が 動い て いる か 、 ど う 動 く か の 観察 や 知識 は 重要 と 
な っ て きま す 。 


まゆ 万 大 きく 動か す ン ン ーー へ 


目じり や 目頭 の 位置 は 動か な い 


止め 絵 に まばたき を 加え る chapter2+o2_o17.clip 


下図 は 、 止め 絵 に まばたき を 加え た 例 で す 。 目 の 動き を 3 枚 加 える だ け で 、 た だ の 
止め 絵 が 生き た アニ メー ショ ン と な り ま す 。 こち ら は 、「Chapter3『1 人 物 の 動き を 制 
作 する 』」 こ の 制作 手順 も 参照 くだ さい 。 


班 義 き 目 回 暑 じ 目 


常に 考え な が ら 描 く 


動き を 描く うえ で 重要 な の は 「 ど うい っ た 仕組 み で 動い て いる の か 」 と いう 要素 を 少な か ら ず 知識 と し て 


入れ た り 、 考 えな が ら 描 く こと で す 。 そ の 結果 円 や 波 の よう な 軌道 で あっ た り 動 き の 緩急 (いっ た こと 
に 至り ます 。 

また 、「 動 き 」 を 組み 立て る 要素 は 、 仕 組み の ほか に も 多岐 に 渡り ます 。 動か す 対 象 が 人 間 や 動物 と 
いっ た 場合 に は 、 さ ら に 性 格 や 感情 と いっ た 要素 も 考慮 で きる で し ょ う 。 


人 ゝ 


6 ん 7" BW 


彼 ? 
ゲ を N 」 ュ 
Mi 信 9 る 。 32 3 合 7 


動き の 要素 は 多岐 に 渡る 


回 ロバ ウ 、 ァ ゴ パ ッ 


まばたき 同様 、「 ロ パク 」 や 「 ア ゴ パ ク 」 と いっ た 口 の 動き を 加え る だ け で も 止め 絵 が 
生き た 表情 を 見 せ て きま す 。 人 物 が 喋る と き に 限ら ず 、 口 の 動き は 物語 や 感情 表 
現に と っ て 切っ て も 切り 離せ ませ ん 。 

ここ で は 最も オー ソ ド ッ クス な ロ パ ク に つい て 見 て いき ます 。 

さら に 、 ロ パ ク の 応用 と し て アゴ パク も 紹介 し ます 。 


3 枚 で 描く 口 パ ワ chapterz・ 02_018.clip 


ロ パ ク は 、 回 口 を 閉じ た 「 閉 じ 口 」 と 語 問 の 半開き の 口 と な る 「 中 口 」、 同一 
番 開い た 「 開 き 口 」 で 表現 し ます 。 


回 閉 じ ロ 回 中 ロロ 
C CL 
い 0 WM 0 
N 二 \= 


どう いっ た セリ フ を 喋っ て いる か に も より ます が 、 基 本 的 に は 同 園 を 喋る タイ ミン 
グ に 合わ せ て 交互 に 繰り 返す こと で 表現 で きま す 。 2 コマ ウレ ー ム ) 打ち か 3 コマ 打ち 
で 使う の が ベタ ー で す 。 下図 は 略 ~ 較 を 使い 、2 コ マ 打ち で 動か し た タイ ムラ イン 


で す 。 


POINT 
動く 口 の 部 分 と 動か な いそ れ 以 外 の 部 分 を 別 セ ル で 描い て 重ね ます 。 こう する こと で 、 品 の 絵 を 変え る 


だ け で ロ パ ク を 表現 で きま す 。 


= 開き 口 の ポイ ント 
「 開 き 口 」 は 、 上 唇 も 多少 動か し ます が 、 実際 に 口 を 動か す 際 は 、 アゴ を 動か し て 
開く の で 、 下 に 口 を 開く よう 意識 し ます 。 


Ng 


= 中 口 の ポイ ント 

「 中 口 」 は 、「 開 き 口 」「 閉 じ 口 」 そ れ ぞ れ の 間 を 中 割り し て 描き ます が 、 そ の 際 に 
上 の 歯 が 大 きく 動か な いよ うに 注意 し まし ょ う 。 実際 に 口 を 動か す 際 に は 、 下 アゴ 
が 動き 、 頭 自体 は 基本 的 に は 、 動か な い の で 、 上 の 歯 は 動か な いこ と に な り ま 

す 。 


\ 
歯 ーーーー 
= 


Chapter2・02_018ng.clip 


ロロ が 上 下 に 同じ よう な 幅 で 動い て いる と 、 間違い と は いい ませ ん が 、 あ まり 好ま し く 
あり ませ ん 。 アゴ の 動き を 意識 し まし ょ う 。 


0 
\ 
“> ノ 
(本 議 :。 
[Nez ] Chapter2 ょ 02_018ng2.clip 
歯 の 位置 が 「 中 口 」 と 「 開 き 口 」 で 大 きく 動い て いる の は 不 自然 で す 。 
1 に 
Ng 
ーー 


POINT 

海外 で の アニ メー ショ ン で は 母音 や 発音 こと に 、 こ と 細か に の 形 を 変え て 表現 する 作品 が あり ます 。 も 
ちろ ん 、 国内 に お いて も 口 の 動き に こだわ っ て いる 作品 は 多く あり 、 映画 『AKIRAJ な ど が 有名 で す 。 
ロ パ クウ だ け で も さま ざま な 表情 や 感情 を 描き 分 ける こと が で きま す 。 


アゴ パク chapter2+ 02_019.clip 


ロ パ ク の 応用 と し て 、 ア ゴ か ら 動か す ロ パク 「 ア ゴ パク 」 を 見 て いき まし ょ う 。 


人 物 が 喋る と き に は 、 ア ゴ を 使っ て 口 を 動か す と いう の は 、 先ほど 解説 し まし た が 、 
アニ メー ショ ン の 世界 で は それ を 省略 し 、 口 だ け を セル 分 けし て 動か す 、「 ロ パク 」 と 
いう 表現 が 生ま れ ま し た 。 

し か し 、 作風 や 演出 に よっ て は 、 そ れ だ け で は 物足りな か っ た り 、 不 自然 だ っ た りす 
る こと も あり ます 。 そう いっ た 場合 は 、「 ア ゴ パ ク 」 で 表現 し ます 。 

止め 画 の キャ ラクター で も 口 だ け で な く 、 ア ゴ か ら 動 か すこ と で 自然 に 見 せる こと が 
で きま す 。 


環 閉 ロ 2 El 回 開き ロ 


タイ ムラ イン 


ロ パ ク と 同じ よう に 、 賠 ~ 国 を 喋る タイ ミン グ に 合わ せ て 交互 に 繰り 返す こと で 
表現 し ます 。 タイ ミン グ も 2 コマ レーム) 打ち か 3 コマ 打ち で 良い で し ょ う 。 


POINT 


ロ パ と 同じ よう に 動く 部 分 と 動か な い 部 分 を 別 セル で 描い て 重ね ます 。 アゴ パク の 場合 は 、 動く アゴ 部 
分 と 動か な い 頭 部 分 と で 分 け ます 。 


= 開き 口 (アゴ パク ) の ポイ ント 

アゴ の 支点 を 意識 し な が ら 、 下 ア ゴ を 開く < イメ ー ジ で 描き ます 。 

また 、 口 を 大 きく 開い た り 閉じ た と き に 類 が 引っ 張ら れ て 少し 動く と いっ た こと も 念頭 
に 入れ て お 〈 と 、 さ ら に リア リティ が 増し ます 。 


頭 が い 骨 で 見 た アゴ の 動き 
ンプ 人 


アゴ の 付け 根 を 
支点 に 動く 


[te] Chapter2 ょ 02 019ng.clip 

アゴ を 真下 に スラ イド する よう に 動か すこ と は し ませ ん 。 付け 根 を 支点 と し て 回 転 す 
る よう に 動い て いる こと を イメ ー ジ し まし ょ う 。 

また 、 ロ パ 同様 に 上 唇 や 歯 に は 気 を つけ まし ょ う 。 


POINT 
アゴ パウ は 、 演 技 を 自然 に は せる こと は も ちろ ん で す が 、 大 口 を 開け る よう な 人 物 だ っ た 場合 に 最も 効果 
的 で す 。 


回 を き 


「 歩 き 」 は 、 アニ メー ショ ン の 基本 を 学ぶ うえ で 絶好 の 題材 で す 。 中 割り や 絵 の 切 り 
替え の タイ ミン グ で 作成 する 「 緩 急 」、 腕 や 脚 の 振り 、 身体 全体 が スム ー ズ に 流れ 
る よう な 「 軌 道 」 な どの 動か すう え で の 基本 が 詰まっ て いる 動作 で す 。 さ ら に 、 ポ ー 

ズ を 変え る だ け で も さま ざま な 印象 が 生ま れ ま す 。 

また 、 人 間 の 歩き 方 は 、 千 差 万 別 で 「 あ り と あら ゆる 歩き 方 を 描き 分 ける こと が で 
きれ ば 1 人 前 」 と 言わ れる ほど 奥 の 深 い 動き で も あり ます 。 


横 歩 き の 基本 的 な 動き と 描き 方 chapterz+oz_o20.clip 


1 歩 を 5 枚 3 コマ ワレ ー ム ) 打ち で 描く スタ イル 。 1 秒 で だ いた い 2 歩 ずつ 進ん で いく リズ 
ム で 、 軽 快 な 印象 と な り ます 。 

こち ら は 、「Chapter3『1 人 物 の 動き を 制作 する 』」 の 制作 手順 も 参照 くだ さい 。 
賠 最初 に 、 右 足 を 軸 に 左足 を 前 へ 出し ます 。 原画 と な る セル [1] と [5] の 絵 か ら 
描き は じ め ま す 。 


原画 [1] と [5] を 描く 


[1] と [5] の 真ん中 

に あたる [3] の 中 割 

り を 描く 

回 続い て [2] [4] と 中 割り し て いく の が 基本 的 な 描き 方 で す 。 「 本 章 『1 アニ メー 

ショ ン の 基礎 知識 』」 で も 解説 し た よう に 、 腕 や 脚 の 動き は も ちろ ん 、 身体 全体 の 

動き さそ の も の が 「 曲 線 」 と な る よう な 軌道 を きち ん と 意識 する こと が ポイ ント で す 。 身 
体 、 脚 と 「 全 体 と し て 軸 と な る 足 を 中 心 」 に 曲線 を 描い て 動か し ます 。 腕 は 「 肩 を 

中 心 」 に 曲線 を 描い て 振る イメ ー ジ に な り ま す 。 


原画 と 中 割り の 間 を さら に 中 割り する 


[1] と [3] の 間 の [2]、[3] と 
[5] の 間 の [4] の 中 割り を 
描い て 1 歩 目 が 完成 


[5] 以 降 も 歩き 続け る 場合 、 次 は 反対 の 手足 を 前 に 出し 、 同じ よう に 原画 
[9] - 中 割り [7] - [6] - [8] と 描き 進め て いき ます 。 


2 歩 目 を 同じ よう に 描く 
⑨ 987 6 


2 歩 目 は 反対 の 手足 を 前 
に 出し 、[1]~[5] と 同じ よ 
うに [9] 一 [7] っ [eg] っ 
[8] の 順番 で 描く 


タイ ミン グ は 、1 歩 を 5 枚 の 3 コマ ウレ ー ム ) 打ち で す 。 1 枚 に 何 コ マ 使う か で 歩き の 印 
象 は 大 きく 変わ っ て くる の で 、 い ろ い ろ と 試し て み ま し ょ う 。 


= 歩き に お ける 上 下 動 

人 の 体 は 、 歩 く と き 少 し 上 下 に 揺れ ます 。 こ れ は 、 踏み 出す 際 に 軸 足 が 曲線 を 描 
く 軌道 と な り 、 直立 に 近い 状態 に な っ た と き に 腰 の 位置 が 高く な る た めで す 。 

上 下 動 の 幅 は 、 基 本 的 に 下図 の よう に 歩幅 や 膝 の 屈伸 具合 で 変化 する の で 、 
そこ か ら あ る 程度 割り 出し て 描く の が ポイ ント で す 。 

また 、 そ れ に 限ら ず 、 上 半身 が 大 きく 揺れ る と いっ た 動き は 、 人 物 の 心情 、 健 康 状 
態 な ど に よっ て も 変わ っ て くる の で 、 そ れ ら を し っ か り と イメ ー ジ し な が ら 描 く こと も 重 
要 と な り ま す 。 


上 下 動 の イメ ー ジ より 上 下 動 を 簡略 し た 図 


) 上 下 動 
) 上 下 動 


踏み 出す 際 の 軸 足 の 屈伸 に より 、 こ の よう 
に 長 さ が 変わ っ た か の よう に な る た め 、 腰 
の 高 さ が 変わ る 


= 身体 の ひね り と 腕 の 振り 

上 半身 は 、 脚 と 逆 の 振り で 連動 し 、 振 り 子 の よう な 動き で バラ ンス と 推進 力 の 一 
助 と な っ て いま す 。 な の で 、 腕 だ け 振る の で は な く 、 身体 の ひね り に よる 肩 の 位置 を 
考え な が ら 腕 の 振り も 考え て いく の が ポイ ント で す 。 


身体 の ひね り の イメ ー ジ 
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より 身体 の ひね り を 簡略 し た 図 


胴 の ひね り 、 そ し て 肩 か ら 腕 へ と 動き が 伝わっ て いく 。 振 り 子 運動 で も ある た め 、 や 
や 前 後に た め る よう な 動き に する と 、「 ら し く 」 見 える 


Chapter2 » 02_020ng.clip 


下図 の よう に 上 下 動 が 全く な いと 、 脚 が 縮ん で し まっ て いる こと に な り ま す 。 


Chapter2・02_020ng2.clip 
下図 は 一 見 上 下 動 を し て いて 良い よう に も 見 えま す が 、 腰 の 位置 が 変わ っ て いま 
せん 。 これ で は 脚 も 縮み 、 胴 が 伸び て し まっ て いる こと に な り ま す 。 


さま ざま な 歩き 方 chapter2+ 02 021.clip 


1 歩 に 使う 枚数 や コマ フレーム) 数 を 変え る と 、 歩き の 印象 も 変わ り ます 。 周 は 、1 
歩 を 7 枚 に 増やし た 例 で す 。 


1 歩 7 枚 と し た 場合 


1 歩 を 7 枚 2、3 コ マ 打 ち で 描く スタ イル で す 。「 本 節 前 述 」 の 歩き と 比べ て 、2 コ マ な 
ら 1 秒 で 2 歩 進 ん で いく リズ ム は 変り ませ ん が 、 より な め ら か な 動き に な り ます 。 3 コマ 
打ち に する と 、1 秒 半 で 約 2 歩 と な り 、 ゆっ た り と 落ち 着い た 印象 に な り ます 。 


= 動き で 感情 を 表現 

も ちろ ん 、 枚数 や コマ 数 だ け で な く 、 ポー ズ や 歩幅 な どの 絵 に よっ て 印象 は 大 きく 
変わ り ま す 。 そ れ ぞ れ を 複合 的 に 考え て 描く こと で 人 物 の 性 格 や 感情 と いっ た も の 
を 表現 し ます 。 

回 胸 を 張っ て 、 歩幅 も 広く 歩か せれ ば 元気 で ある こと や 自分 に 自信 の ある 人 物 
と し て の 印象 が 生ま れ ます 。 


回 胸 を 張り 、 歩 幅 も 広く し た 場合 


回 逆 に 、 下 を 向い て 腰 を 曲げ 、 歩 幅 も 狭く する こと で 、 落ち込み だ っ た り 、 自 分 に 
自信 の な い 人 物 と し て の 印象 に な り ます 。 


下 を 向い て 腰 を 曲げ 、 歩 幅 も 狭く し た 場合 


困 まり 


実際 の 走り と 歩き と で 大 きく 違う の は 、「 踏 み 出し の 後に 地面 か ら 両 足 が 離 れ 、 宙 
に 浮く 瞬間 が ある 」 と いう 点 で す 。 

描く 際 は 、 歩き と 同じ よう に 緩急 や 軌道 、 上 下 動 、 ひ ね り と いっ た こと が ポイ ント に 

な る の は も ちろ ん の こと 、 より 勢い の ある 動き と し て 表現 する 必要 が あり ます 。 この と 
き 、 上 下 動 で の 沈み 込み の 絵 が 、「 タ メ 」 の 絵 と し て 重要 に な っ て きま す 。 


や や スプ ブリ ント な 横 走 り chapter2+o2 22.clip 


1 歩 を 5 枚 2 コ マウ レー ム ) 打ち で 描く スタ イル で す 。 駆け 足 く らい の テン ボ 感 に な り ま 
す 。 

回 最初 に 、 着 地 と 踏み 出し を 原画 に し て ポー ズ や 走り の 幅 を 決め ます 。 ここ で 
は 、 原 画 [1][5] が 着地 、[3] [7] が 踏み 出し の 絵 で す 。 


男 原画 を 描く 


回 原画 [1] と [3] の 中 割り の [2] で 踏み 込む た め に 沈み 込み ます 。 軸 足 は 、 着 
地 の シ ョ ッ ク を 吸収 する た め 屈 伸 し 、 次 の 蹴り 出し へ 力 を 溜め ます 。 蹴り 脚 は や や 
コン パク ト に た た み 、 次 の 1 歩 へ スマ ー ト に 踏み 出す イメ ー ジ で す 。 


茹 中 割り (沈み 込み の 絵 ) を 描く 


加 地面 を 蹴っ た 後 の 原画 [3] と [5] の 中 割り [4] で 宙 に 浮き 、 位 置 が 1 番 高く な 
り ま す 。 振っ た 腕 も ここ で 頂点 に 達し ます 。 腕 を 振り 上 げ て 身体 を 持ち 上 げ る イ 
メー ジ で す 。 


回 中 割り (空中 の 絵 ) を 描く 
4 


走り を 描く うえ で の ポイ ント は 、 踏み 出し は あく まで 「 前 へ 推進 する 」 た め だ と いう 点 
で す 。 身体 の 上 下 動 は あま り 激しく させ ず 、 と くに 、 プ ロフ ェ ッ ショ ナル な 走り に な る ほ 
ど 走 行 時 の 上 下 動 は 少な く な る こと を 覚え て お きま し ょ う 。 


タイ ミン グ は 、1 歩 を 5 枚 の 2 コマ ウレ ー ム ) 打ち に し て いま す 。 歩き より も 歩幅 が ある た 
め 、 同 じ 1 歩 で も スピ ー ド を 感じ られ ます 。 


T 
HE 
hh hh hh 


より 疾走 感 の ある アニ メ 的 な 走り chapterz・oz_o23.clip 


先ほど 、 走 り は 踏み 出し の 後に 地面 か ら 両足 が 離れ る と 解説 し まし た 。 


し か し 、 ア ニ メ 的 な 「 ダ ッシュ 」 の よう な イメ ー ジ で 、 空中 の 絵 が な く て も きち ん と 走っ 
て いる よう に 見 せる こと は で きま す 。 

1 歩 を 4 枚 2 コマ (oraa マ ) 打 ち で 描く スタ イル で す 。「 本 節 前 述 」 の 走り の 空中 の 絵 
を 抜い た よう な 感じ に な り ます 。 

上 下 動 は ほとん ど な く 、 着地 時 に や や 沈み 込む 程度 に し ます 。 着地 時 の 原画 を よ 
り 伸び や か に 、 踏み出す と き に 腕 や も も を より 上 げた 絵 に する と スム ー ズ に 見 えま 


2 コマ 、 も し く は 3 コマ ウレ ー ム ) 打ち に し ます 。「 本 節 前 述 」 の 走り と 比べ て 、 よ り ア ニ 
メ 的 な ダッ シュ を し て いる よう な 印象 に な り ま す 。 


mw デフォ ル メ 走り 


下図 は 、 さ ら に アニ メ 的 に 誇張 し た (デフ ォ ル メ ) 走り で す 。 ここ で は 着地 が 沈み 込み を 
兼ね て いま す 。 1 歩 4 枚 で も 空中 の 絵 を 入れ た り 、 タ メ の 動き と な る 着地 の 沈み 込 
み を より 大 きく する こと で 、 勢い の ある 元気 な 走り に な り ま す 。 

ここ で 意識 し て 描く の は あく まで 「 沈 み 込み 」 で 、 踏 み 出し た 後 の 空中 の 絵 は 流 : 
で 自然 に 見 える よう に し まし ょ う 。 


の る 
Pe 
% 内 ) 
WS 


デフ ォ ル メ 走 り は 、1 歩 4 枚 の 2 コマ ウレ ー ム ) 打ち に し て いま す 。 


[ne ] Chapter2・02 022ng.clip 

上 下 動 を 大 きく し て 跳ね させ る の は や め ま し ょ う 。 動き の 軌道 が 不 自然 に な り ま 
す 。 も し 勢い な ど を 誇張 し た い 場 合 は 、 タ メ る と き の 沈 み 込み を 大 きく する ほう が 効 
果 的 で す 。 


回 ジャ シフ 

勢い の つい た 動き ほど 、「 タ メ 」 の 動き が 重要 に な り ます 。 「 走 り 」 は 「 歩 き 」 に 比べ て 
勢い の ある 動き の た め 、 沈 み 込 み に よる 「 タ メ 」 を 意識 し て 描く こと は すでに 学び ま 
し た 。 こ こ で は 、 よ り 顕 著 に 「 タ メ 」 が 重要 と な る ジャ ンプ の 動き を 見 て いき ます 。 
また 、「 タ メ 」 の 動き が 大 きく な れ ば な る ほど 、 タ メ た エネ ルギー の 「 解 放 」 の 動き も 重 
要 に な っ て いき ます 。 ジャ ンプ は 、 こ の 「 タ メ 」 と 「 解 放 」 の 動き の 基本 を 学ぶ うえ で 
うっ て つけ の 素材 で す 。 


オー ソ ド ッ クス な ジャ ンプ chapterz・ 2_024.clip 


「 本 章 『1 アニ メー ショ ン の 基礎 知識 』」 で 1 例 と し て ジャ ンプ の 作画 を 扱い まし た 
が 、 あ の よう に さま ざま な パタ ー ン が あり 得 ます 。 この 項目 で は 、 よ り オ ー ソ ドッ クス な 
動き を 1 例 と し て 扱い ます 。 

ジャ ンプ の 動き の 基本 的 な 流れ は 、「 予 備 動 作 ( 動 きい 」-「 タ メ 」「 解 放 」 と な 
り ま す 。 この 考え 方 は 、 ジャ ンプ と いう 動作 に 限ら ず 、 さ ま ざ ま な 動き に 応用 で きま 
す 。 

力 を 解放 し た 後 の 「 着 地 」-「 制 動 」 の 動き も 含め 、1 つ ひと つ 見 て いき まし ょ う 。 


At 
M 用 


予備 動作 (動き 出し 


手 の 振り の 勢い を 利用 し て ジャ ンプ する た め 、 振 り 子 の 要領 で 腕 を 動か し ます 。 
絵 と し て は 、 動き は じ め と 手 を 上 げた と ころ で タメ る 感じ が いい で し ょ う 。 


D2 っ 3 っ ん ⑭ 


回 ? ツ の 動き 


腕 の 振り と 、 身体 の バネ の 動き に よっ て 跳ぶ の で 、 腕 を 後ろ へ 振り 、 屈 伸 し ます 。 
この 際 、 膝 か ら 先 に 動き は じ め 、 腕 が つい て くる よう な イメ ー ジ に な り ま す 。 


回 解放 の 動き 

腕 の 振り の 勢い と 身体 を 伸ばす 力 を 一 気 に 解放 し 、 ジャ ンプ し ます 。 

まず 、 腕 の 振り か ら ス ター ト し 、 そ の 力 を 用 いて 身体 を 伸ばす イメ ー ジ で す 。 タ メ の 
動き に 比べ て 枚数 を 描か ず 、 一 気 に サ ャ ン ブ の 頂点 まで 持っ て いっ た ほう が 勢い が 
出 ます 。 


の = 8 =@⑨ 


着地 
ジャ ンプ の 勢い は 、 頂 点 で 減速 し 、 重 力 で 加速 し て 着地 し ます 。 今度 は 身体 か ら 
地面 に 引っ 張ら れ 、 腕 は 後 か ら つい て きま す 。 


また 、 着地 の ショ ッ ク を 膝 な ど で 受 け 止 め る た め 、 や や 身体 が 沈み ます 。 腕 も 慣性 
に よっ て や や 後ろ まで 振り ます 。 


⑨ っ 10 っ つっ 1 っ 1⑫ 


回 制動 

着地 の ショ ッ ク を 受け 止め 、 元 の 姿勢 に 戻り ます 。 

また 、 こ の と き に 腕 の 振り を 慣性 を 意識 し て 少し 揺れ 続け させ 、 ほ か に 比べ て 遅れ 
て 落ち 着く よう に する と 、 よ り リア ル な 印象 に な り ます 。 


12 枚 の 2 コマ ウレ ー ム ) 打ち で す 。 絵 の 枚 数 は 、 タ メ の 動き を 多く し 、 解 放 の 動き を 少 
お くす る こと で 勢い を 表現 し て いま す 。 

また 、13 コ マ と 14 コ マ に 着地 後に 遅れ て つい て くる 腕 の 動き を 入れ る こと で 、 よ り リ ア 
ル な 印象 に する こと も で きま す 。 


し 0 un tc no > = ミミ 
Wh hh ine 人 語 隔 計 【i 語 了 


| | | Et | 
遅れ て つい て くる 
腕 の 動き 


[ne ] Chapter2+ 02_024ng.clip 


腕 の 振り も 利用 し て ジャ ンプ し ます が 、 も ちろ ん 腕 の 振り だ け で は 跳べ ませ ん 。 大 
事 な の は 膝 な ど を 含め た 身体 の パネ の エネ ルギー で す 。 そこ を し っ か り と 意識 し ま 
し ょ う 。 
後 は 、 と に か く タメ と 解放 の 緩急 の メリ ハリ を 大 事 に し ます 。 


回 | 回転 、 振 り 向き 


回 


転 や 振り 向き は 、 動かす も の を 「 立 体 」 こ し て し っ か り イ メー ジ し な く て は な り ま せ 
ん 。 

いき な り 人 物 を 立体 的 に 捉え る の は 難し い の で 、 ま ず は シン プル な 箱 を 例 に 見 て 
いき まし ょ う 。 


箱 の 回 転 chapter2・02_025.clip 


ド 図 は 、 正 方 形 の 箱 を 均等 に 回 転 させ た と き の 見 え 方 で す 。 攻 は 上 か ら 見 た 
場合 、 国 は 前 方 か ら 見 た 場合 で す 。 

箱 を 上 か ら 見 た 場合 は 平面 的 で す が 、 前 方 か ら 見 た 場合 は 立体 的 、 空 間 的 に 
捉え る 必要 が 出 て きま す 。 


回 上 か ら 見 た 箱 の 回 転 


AA NS | 


田 前 方 か ら 見 た 箱 の 回 転 


= 回 転 の 移動 幅 

均等 に 回 転 し て いる は ず が 、 前 方 か ら 見 る と この よう に 移動 幅 が 違っ て 見 えま す 。 
側面 に 向かう ほど 、 奥行 き が 圧縮 され て 見 える の が ポイ ント で す 。 

どん な に 形 が 複雑 な も の で も 、 シン プル な 図形 に 置き 換え て 考え る こと で 、 立体 を 
意識 で きる よう に な っ て いき ます 。 


回 


側面 に 向かう ほど 奥行 き が 圧縮 
され て 見 える た め 、 正 面 に くる ほ 
ど 移 動 幅 が 大 きく 見 える 


人 物 の 振り 向き Chapter2» 02_026.clip 


転 させ る こと が で きた ら 、 人 物 の 振り 向き の 動き に 


シン プル な 図形 を 立体 的 に 
挑戦 し て み ま し ょ う 。 

記 は 、 横 か ら 前 へ の 振り 向き の 1 例 で す 。 ポイ ント は 、 首 だ け で 振り 向く の で は な 
く 、 上 半身 か ら ひ ね る こと で こち ら を 向く こと が で きる と いう 点 で す 。 


回 横 か ら 前 へ の 振り 向き 


POINT 
人 物 を 立体 的 に 捉え る こと に 迷っ た ら 、 ま ず は 「 本 節 前 述 」 の よう な シン ブル な 図形 に 置き 換え て 考え 


て み ま し ょ う 。 


回 の よう に 、 振 り 向 く 方 向 へ 目線 を 先 に 向け る の も セオ リー の 1 つ で す 。 逆 に 、 気 
を 取ら れ な が 5 ら 振り 向く と いっ た 場合 だ と 、 あさ っ て の 方 向 に 目線 を 残す と いっ た こと 
も 効果 的 で す 。 

「 本 節 前 述 」 の 箱 と 同じ よう に 、 顔 の 奥 側 は 圧縮 され て 見 える こと に も 注意 し て 
描き まし ょ う 。 


振り 向く 方 向 へ 目線 を 向け る 
太 の 貞 側 は 圧縮 さ れ て 見 える 


POINT 


振り 向き の 中 割り は 、 顔 の 形状 を 意識 し な が ら ア タリ を と る な ど し て 進め まし ょ う 。 


アタ リ ( 赤 ) を 
と っ て 中 割り を 
描く 


親 の 周 ら みな ど 


で を 者 す る と よ 


ーー り 豆 らし く な る 
じ ( 
アタ リ の 絵 り 
= まばたき ( 目 パ チ ) と 組み 合わ せる 


回 の よう に 、 振 り 向き の 途中 で まばたき ( 目 パ テ ) を 入れ る テク ニッ ク も あり ます 。 より 
人 間 ら し い 動き に な り ま す 。 


回 振り 向き の 途中 で まばたき を 入れ る 


ここ で は 、 真 横 か ら 正 面 を 向く まで の 5 枚 を 2 コマ ウレ ー ム ) 打ち で 作成 し て いま す 。 1 


枚 に 当て る コマ 数 を 増やせ ば 増やす ほど 、 ゆ っ くり と 振り 向く よう に な り ま す が 、 や り 
すぎ る と カク つい た 動き に な る の で 注意 が 必要 で す 。 


Chapter2 » 02_026ng.clip 


身体 を 全く 動か さ ず に 、 首 だ け で 振り 向く の は 見 る か ら に 不 自然 で す 。 


| | ( \ | \ 
首 だ \ 
RE | 1 1 【 \ | | | | 


[Nez ] Chapter2・02_026ng2.clip 


一 見 する と わか り づ らい の で す が 、 や っ て し まい が ちな NG 例 で す 。 奥 の 目 の 圧縮 が 
奥行 き 方 向 だ け で な く 縦 に も 大 きく つぶ ぷれ て し まっ て お り 、 こ れ で は 顔 に 強い パー ス 
が か か っ て いる よう に 見 えま す 。 

顔 の アッ プ を 広角 で 捉え た 場合 な ど 明 確 な 意図 が ある 場合 を 除い て は 、 縦 に は 
つぶ し すぎ な いよ うに 注意 し まし ょ う 。 


な びき 


風 を アニ メー ショ ン で 表現 する こと は 、 情景 や 情緒 、 空気 感 を 表現 する うえ で 重要 
に な っ て いき ます 。 風 は 目 に 見 えな いも の で す が 、 物体 そ の も の や 人 物 の 髪の毛 や 
服 を な び か せる こと で 表現 する 方 法 が あり ます 。 な び か せ か た は 千 差 万 別 で す が 、 

重要 な の は 「 空 気 の 流 れ 」 を 意識 する こと で す 。 この 、 空気 の 流れ を 意識 する 、 と 

は どう いっ た こと な の で し ょ うか ? 実 除 に 見 て いき まし ょ う 。 


布 の な びき chapterzr 2 027.clip 


髪の毛 や 服 と いっ た 複雑 構造 の も の の 前 に 、 ま ず は 柔らか い 布 で 見 て いき まし ょ 
う 。 や わら か い 布 を 持ち 上 げ て 勢い よく 下ろ し た と き 、 布 の 下 に 空気 の 流れ が 発生 
し ます 。 この 空気 の 流れ を 、「 塊 」』 と し て 捉え る こと で 、 動き の イメ ー ジ が し や すく な り 
ます 。 こ の 考え 方 は 、 風 に た な びく 旗 や そよ ぐ 髪 の 毛 な ど で も 同様 で す 。 


1 2 3 4 5 6 ? 日 


回 まず 、 [1]~[3] で 布 を 持ち 上 げ ま す 。 する と 、 内 側 に 空気 の 流れ 、 塊 が で き 
ます 。 


布 を 持ち 上 げ る 
1 


回 [4] で 持ち 上 げた 布 を 勢い よく 下ろ す と 、 空気 の 塊 が 布 を 支え た よう に な り ま 
す 。 


医 布 を 勢い よく 下ろ す 


回 さら に 、 [5] [6] と 布 を 下ろ し て いく と 、 空気 の 塊 は 前 方 へ と 抜け て いき ます 。 


回 空気 が 抜け て いく 
⑤) 


回 布 を 支え て いた 空気 の 塊 が 完全 に 抜け て し まう と 、 [7] [8] の よう に 重力 に 
引っ 張ら れ て 下 に 垂れ ます 。 


8 枚 の 6 コマ ウレ ー ム ) 打ち で 描い て いま す 。 1 枚 1 枚 の コマ 数 を 多め に と る こと で 、 布 の 


ゆっ た り と し た な びき を 表現 で きま す 。 


髪の毛 と 服 の な びき 


髪の毛 や 服 の よう に 、 な びく 部 分 が 多く 一 見 複雑 な 場合 で も 、 そ れ ぞ れ の パー ツ ご 
と に 空気 の 流れ を 意識 し て いく こと で イメ ー ジ が つか みや すく な り ま す 。 

ここ で は 、 前 方 (を 側 ) か ら 風 が 吹い て いる 想定 で す 。 前 述 の 布 と 同じ よう に 、 髪 の 
毛 や 服 の 内 側 に 空気 の 塊 が ある と イメ ー ジ し ます 。 空気 は 、 髪 の 毛 の 場合 下 に 
向かっ て いき 、 服 の 場合 は 前 方 か 後方 へ と 向かっ て いく イメ ー ジ で す 。 抜け た 空 
気 は 上 へ と 昇っ て いく の で 、 髪の毛 や 服 に 跳ね る よう な 動作 を 加え る と 、 そ れ ら し く 
見 えま す 。 


「 気 持ち の いい 」 ア ニメーション 表現 


動き の 緩急 を コン トロ ー ル する こと で 、 よ り 「 気 持ち の いい 」 動 き や ア ニメーション と し て の 「 人 快楽 」 の よう 
お も の が 表現 で きる と 思っ て いま す 。 非常 に 感覚 的 な も の で ある の と 同時 に 個人 の 好み の 問題 に も 
な っ て きま す が 、 圧縮 か ら の 解放 の 瞬間 な どの 表現 や 、 軽 快 な リズ ム の 動き 、 メ リハ リ の ある アク ショ 
ン 、 ゾ っ と する ほど の 生々 し さ を 感じ る 動き な ど 、 時 間 軸 の ある アニ メー ショ ン だ か ら こ その 人 快感 が そこ に 
は あり ます 。 

そし て 、 描 き 手 に よっ て 動き の 緩急 、 タ イム シー ト で 作成 する タイ ミン グ に も や は り 個性 が あり 、 そ うい っ 
た も の を 自分 な り に 検 索 し て みる の も 、 ア ニメーション の 醍醐 味 の 1 つ で ある と 考え て いま す 。 


ーー 
解放 する 


動き を タメ て 


回 アラ ション 


パン チ や キッ ク と いっ た アク ショ ン も ジャ ンプ と 同様 に 「 タ メ 」 と 「 解 放 」 の 考え 方 が 重 
要 に な り ま す 。 お し ろ 、 力 を 溜め る 、 力 を 解放 する 、 と いう イメ ー ジ は アク ショ ン ほ う 
が 容易 か も し れ ませ ん 。 

ここ で は 、 パ ンチ 、 キッ ク 、 そ し て 応用 編 と し て マキ 割り (振り 上 げ 、 振 り 下ろ し ) と いう 3 つの 
アク ショ ン 例 を 見 て いき まし ょ う 。 


パン チ Chapter2» 02_028.clip 


パン チ と いう 腕 の 動作 で は あり ます が 、 上 半身 の ひね りや 下半身 の 重心 を 低く 落と 
す な ど 、「 身 体 全 体 で の タメ 」 が 重要 で す 。 力 を タメ る 動作 は じっくり 、 パ ンチ を 繰り 
出す 解放 の 動作 は 一 気 に に いう 、「 タ メ 」 と 「 解 放 」 の 緩急 は 、 ジ ャ ンプ な ど と 変わ り 
あり ませ ん 。 


タメ の 動き 

拳 を 構え た 状態 [1] か ら 、 [2] [3] で 力 を タメ ます 。 

身体 を ひね りな が ら 拳 を 引き 、 重心 を 低く 落と すこ と で 、 身 体 全体 で 力 を タメ て い 
る こと が わか り ます 。 


I 


POINT 


タメ の 部 分 を 枚数 多く する と 、 よ り 力 を 込め た パン チ の 印象 に な り ます 。 


の 


[ 


A 


[2b] - [3] - [3b] と 拳 を ゆっ くり と 引い て いき ます 。 


AA 


回 解放 の 動き 

タメ の 動作 か ら 一 気 に 拳 を 突き 出す [4]、 パ ンチ を 打ち 終え た ら す ぐに 拳 を 引く [5] 
へ と つなげ ます 。 

拳 を 突き 出す の と 同時 に 、 前 方 に 体重 を か ける の も ポイ ント で す 。 

タメ の 長 さや 力 強 さ 、 解放 の 素早 さ が 、 パ ンチ の 勢い や 迫力 に 関わ っ て きま す 。 


繰り 出し た パン チ を 引く まで で 5 枚 の 絵 を 描い て いま す 。 [3] の タメ の 動作 を 3 コマ ウ 
レー ム ) 打ち で 、 ほ か より 長く する こと で 、 タ メ の 動作 を 強調 し て いま す 。 


POINT 


も の すご く 体重 を か けた パン チ で は 、 そ の まま 振り 切っ て し まう と いう 見 せ 方 も ある ます 。 
パン チ の 後 、 [5b] の よう に 振り 切る 絵 を 入れ る の も 面白 いで し ょ う 。 


[ne ] Chapter2・02 028ng.clip 


スロ ー 撮 影 や ハイ フレ ー ム レー ト 撮 影 な 動き さ で も な い 限 り 、 拳 を 突き 出す 中 割り を 


必要 以上 に 入れ る の は や め ま し ょ う 。 せっ か く タ メ た 勢い が 死ん で し まい ます 。 


パン チ ( 正 面 ) Chapter2+02 029.clip 


パン チ の 動作 を 正面 か ら 見 た 場合 の アニ メー ショ ン で す 。 ポイ ント は 、「 タ メ 」「 解 
放 」 に よる 緩急 は も ちろ ん 、 タ メ る と き の 身 体 の ひね りな ど 、 横 か ら 見 た と き と 同 様 
で す 。 

[1] て [3] で 上 半身 の 大 事 な ひ ね り は 、 左 半身 は や や 開き 、 右 半身 を 引っ 張 
る エネ ルギー を 作成 し ます 。 


タメ の 動き 


回 [4] [5] で 一 気 に 拳 を 打ち 出し 、 すぐ に 引く 。 この 動き が スマ ー ト な ほど ボク サー 


な ど と いっ た プロ フェ ッ シ ョ ナル な 動き に な り ます 。 


較 解放 の 動き 
4) 


キッ ク ( ハ イキ ッ ク ) Chapter2 + 02_030.clip 


基本 的 に は パン チ と 同様 で す 。 下半身 を 大 きく ひね っ て 力 を タメ 、 蹴る 力 を 一 気 に 
解放 し ます 。 


タメ の 動き 

構え の 状態 [1]] か ら 、 [2] で 身体 を ひね り 力 を タメ ます 。 ここ に も う 少 し 枚数 を 割く 
こと も あり ます 。 

蹴り 脚 は 、 若 干 後ろ に 引い て 伸ばす の が ポイ ント で す 。 


回 解放 の 動き 


[3] の 蹴り 脚 ( に ここ で は 右 郊 ) は 、 膝 か ら 持 ち 上 げ ま す 。 蹴り 脚 を 高く 上 上 げ る た め に 、 上 
半身 は さら 5 に ひね り 、 腰 も ひね っ て 倒し ます 。 この と き 、 右 腕 は 左右 の バラ ンス を 取 


る た め に 引き ます 。 
そし て 、 [4] で 膝 か ら 先 、 つ ま 先 ま で 伸ばす よう に 一 気 に 蹴 り 切り ます 。 


@ 


蹴り 脚 を 高く 上 げ る 


繰り 出し た キッ ク を 引く まで で 5 枚 の 絵 を 描い て いま す 。 ここ で は 、2 コ マウ レー ム ) 打ち 
と し て いま す が 、 タ メ の 部 分 に も う 少 し 枚数 や コマ 数 を 当て て も いい で し ょ う 。 


[te] Chapter2 » 02_030ng.clip 


いき な り 脚 全体 を 伸ばし た まま 蹴り 出す こと は 基本 的 に NG で す 。 上 半身 の ひね り 


ー 腰 の ひね り - 大 乳 っ 膝 か ら 先 、 と いっ た エネ ルギー の 伝達 の 軌道 を イメ ー ジ を し 
まし ょ う 。 


マキ 割り chapterzr oz_03.clip 


人 物 の 動き を 練習 する うえ で よく 利用 され る 動作 、 そ れ が 「 マ キ 割 り 」 で す 。 手 に 


持っ て いる 物 を 力 を 込め て 振り 上 げ る 、 力 を 溜め て 、 振 り 下 ろ す 、 と いっ た 一 連 の 
動き は 、 タ メ や 解放 の 動き に よる 緩急 、 力 の 伝達 を イメ ー ジ し た 曲線 を 描く < 軌道 、 
と ここ まで 解説 し て きた こと の 総集編 の よう な 動作 と な っ て いま す 。 これ が し っ か り と 
イメ ー ジ で き 、 き ちん と 作画 で きれ ば も う 人 物 の 動作 は バッ チリ で す 。 


タメ (振り 上 げ ) の 動き 
膝 か ら 身体 全体 を 使っ て 、 健 を 振り 上 げ る た め の エ ネル ギー を タメ ます 。 


(9=* 2 


上 半身 は か が み 、 膝 を 少し 曲げ て 重心 を 落と し 、 弁 を 持つ 手 を 少し 引き ます 。 


回 解放 (張り F の の 動き 

膝 か ら 5 の バネ と 上 半身 を 起こ す カ で 一 気 に 振り 上 げ ま す 。 力 の 伝達 は 、 膝 上 
半身 - 腕 傘 と 順に 向かう イメ ー ジ で 曲線 の 軌道 に な り ま す 。 

動き の 緩急 は 、 最 初 一 気 に 振 り 上 げ 、 頂点 に 達する ほど 動き を ツメ て いま す 。 


3 一 4 っ ⑤ 


回 ? メ (振り 下ろ し ) の 動き 
芳 を 振り 上 げ る と き と は 逆 に 、 上 半身 は 反っ て 振り 下ろ す た め の 力 を タメ つつ 、 膝 
は 身体 を 前 に 倒す 勢い を 作成 し ます 。 


⑤⑮ーー 6 


回 解放 (張り で 2 し ) の 動き 


一 気 に 振 り 下 ろ し ます 。 振り 上 げ る と き と 同 様 に 、 膝 上 半身 腕 秀 と 力 の 
伝達 を イメ ー ジ し まし ょ う 。 


加速 を 意識 し た 動き の 緩急 も 重要 に な っ て きま す 。 


基本 は 3 コマ ウレ ー ム ) 打ち で す が 、 タ メ の 部 分 で は 4 コマ に する こと で より 力 を タメ た 
印象 に し 、 振 り 下 ろ す と き は 2 コマ 打ち に する こと で ほか より 速い 印象 に し て いま す 。 


= 


[re] Chapter2 » 02_031ng.clip 


腕 や 六 が 均等 に 持ち 上 げ る こと も 実際 不可 能 で は な いで し ょ う が 、 あま り 質 量 や 
身体 性 を 感じ られ な い 動き に な っ て し まい ます の で 気 を つけ まし ょ う 。 


4 | その 他 の アニ メー ショ ン 表 現 


アニ メー ショ ン 表 現 は 多種 多様 で す 。 人 物 や 物 の 動き の ほか に も 、 実に 多く 
の 表現 方 : り ます 。 ま た 、 表現 方 法 は 常に 増え て いき ます 。 どう いっ た 
表現 で アニ メー ショ ン に する か は 、 制 作者 の 想像 力 次 第 で す 。 


メタ モル フォ ー ゼ (モー フィ ング ) 


メタ モル フォ ー ゼ は 、「 変 身 ・ 変 形 」 を 意味 する 言葉 で す 。 その 名 の 通り 、 対象 か ら 
対象 へ の 変形 する 間 の 絵 を 作画 し 補完 する アニ メー ショ ン 表 現 を 指し ます 。 「 モ ー 
ブン グ 」 と も 呼ば れ ま す 。 


アル ファ ベッ ト の メタ モル フォ ー ゼ 


た と えば 、 較 アル ファ ベッ ト 「A」、 同 「B」、 回 「C」 が 変形 し て いく アニ メー ショ ン を 
どう 描く の か ? その 条件 の み が 提示 され た 場合 、 同じ 枚数 で も 無数 に や り よ う が 
ある か と 思い ます 。 下図 の アニ メー ショ ン は 一 例 で す 。 

メタ モル フォ ー ゼ は 、 ア ニメーション の 練習 や イメ ー ジ を 膨らます の に 最適 で も あり ま 
す 。 

詳し い 描き 方 は 、「Chapter4『1 ルー プア ニメーション 』」 で 解説 し て いま す の で 、 参 
照 く だ さい 。 


A BB 
“oacee 


話 エフ ェ ウ ト 作画 


炎 、 爆 発 、 オ ー ラ 、 電撃 、 水 の 波紋 な ど 、 ひ と 口 に エフ ェクト ヒ と いっ て も さま ざま な も 

の が あり ます 。 人 物 だ け で な く こ うい っ た エフ ェクト を 描く の も アニ メー ショ ン 表 現 の 醒 

醐 味 の 1 つ で す 。 

エフ ェクト 単体 で も も ちろ ん 面白 い の で す が 、 こ れ を 人 物 や 物 と 合わ さる こと で 、 目 

に は 見 えな い エ ネル ギー や 派手 さと いっ た 「 フ ィ ク ショ ン 」 な ら で は の 演出 が 可能 と な 

り ます 。 

これ ら エ フェ クト の 描き 方 は 、「Chapter4『4 エフ ェクト 作画 』」~ で 解説 し て いま す の 
で 、 参 照 く だ さい 。 


回 炎 の エフ ェクト 


s 489 


回 爆発 の エフ ェクト 


回 電撃 の エフ ェクト 


止め 絵 に エフ ェクト を 加え る 


単なる 止め 絵 で も 、 そ こ に エフ ェクト を 加え る だ け で 魅力 的 な アニ メー ショ ン と な りえ 
ます 。 

下図 は 、 傘 を 差し た 女の子 の 絵 に 雨 の エフ ェクト を 加え た 例 に な り ます 。 
詳し い 描き 方 は 、「Chapter4『4 エフ エク ト 作画 』」 で 解説 し て いま す の で 、 参照 くだ 
さい 。 


固 上 め 絵 回 エフ ェクト 
川 川 | 
MM 則 叶 用 


国 オバ ケ 作 画 


動き の 残像 表現 、 モ ーション ブラ ー 的 作画 表現 の こと を 、 ア ニメーション 用 語 で 「 オ 
バケ 」 表 現 と いい ます 。 

ビデ オカ メラ で 撮影 し た 実写 の 映像 で も 、 激しい 動き の 際 な ど に 一 部 が 伸び た よう 
に 映る 「 モ ーション ブラ ー」 と いう 現象 が あり ます 。 

そう いっ た イメ ー ジ や 限ら れ た 絵 の 中 で 、 よ り 激しい 動き な ど を 作画 で 表現 する の に 
登場 し た の が 「 オ バケ 」 表 現 で す 。 


オバ ケ を 活か し た アニ メー ショ ン chapter2+ 02_032.clip 


下図 の よう に 、 た っ た 4 枚 で も 腕 や 手 を た くさ ん 描く こと に よっ て 、 物 凄い 速 さ ぐ で 手 を 
動か し て いる よう に 見 える アニ メー ショ ン に な り ま す 。 

また 、 長 く 伸び た 軌道 を 描く < こと に よっ て 、 一 枚 で 動き の イメ ー ジ を 伝え る こと も で き 
ます 。 モー ショ ン ブ ラ ー の よう に ブレ た 絵 を 入れ る の も 効果 的 で す 。 

た だ し 、 こ うい っ た 表現 は 作風 と キャ ラク ター に よっ て は そぐわ な い 場 面 も あり ます の 
で 、 状 況 に 応じ て 使う の が よい で し ょ う 。 


オバ ケ 作 画 の 例 


り 坦 殖 し た 手 の 「 オ パケ 


W 


手 の 析 半 の 交 


涼し い 動き の プレ 内 


4 枚 の 絵 を 2 コマ ウレ ー ム ) 打ち で ルー プ さ せ て いま す 。 1 コマ 打ち に する と 、 より ス ピー 
ド 感 や 焦っ て いる 感じ が 出 ま す 。 


オバ ケ 作 画 の 考え 方 、 コ ツ 


オバ ケ 作 画 は 、 大 きく 分 け て 「 ブ レ 」 と 「 オ バケ 」 の 2 つ を 描く こと で 表現 で きま す 。 
この と き に 大 切な の は 、 ほ か と 同じ よう に 「 軌 道 」 を きち ん と 意識 し て 描く こと で す 。 
ここ で は 、 腕 を 勢い よく 振り 下ろ す と き に その 速 さ を 表現 する 例 を 見 て いき まし ょ う 。 
「 ブ レ 」「 オ バケ 」 の それ ぞ れ を 、 腕 の 軌道 に 沿っ て 考え て いき ます 。 


= ブレ の ポイ ント 

振っ た 腕 の 形 を プレ させ る こと で 、 スピ ー ド 感 を 表現 で きま す 。 

移動 幅 の 大 きい 外側 ほど 、 ブ レ も 大 きく 伸ばし て 描き ます 。 動き の 方 向 も 考慮 
し 、 前 の ポー ズ に 残す イメ ー ジ で 伸ばし ます 。 この 例 の よう に 上 か ら 下 に 振っ た 場 
合 、 上 側 に 残す イメ ー ジ で 伸ばし て いま す 。 


外側 ほど プレ も 大 きい 


ョ オバ ケ の ポイ ント 

腕 の 動き を 最初 に イメ ー ジ し 、 そ の 間 の 絵 を 残像 と し て 表現 し ます 。 

手 の 未 端 だ け を 残し た り 、 線画 に も 色 を 付け て 色 だ け を 残す チワ ニッ ワク な ども あり ま 
す 。 


色 だ け を 残す テク ニッ ク 
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ーー 


手 の 末 端 だ け を 残し た オバ ケ 


攻 | カメ ラリー ク 
アニ メー ショ ン は 、 映像 表現 の 1 ジャ ン ル で ある 以上 、 さ ま ざ ま な 「 カ メラ ワー ク 」 で の 


表現 方 法 が あり ます 。 アニ メー ショ ン の 世界 で は お も に 、「BG」 と も 呼ば れる 背景 と 
被写体 の 組み 合わ せ で 使い ます 。 ここ で は 、 一 部 を 簡単 に 紹介 し ます 。 


PAN (パン) 


カメ ラ の フレ ー ム が 横 ( ま た は 維 ) に 移動 する カメ ラ ワ ー ク で す 。 終 の 場合 は 、「 終 
PAN」 と も いい ます 。 

アニ メー ショ ン で は 大 き な 背景 ec) を 用 意 し 、 フ レー ム を 移動 させ る こと で 表現 し ま 
す 。 


フレ ー ム 2 


付け PAN( パ バッ ) 


被写体 に フレ ー ム を 付け た よう な カメ ラ ワ ー ク で す 。 大 き な 背 景 sc) を 用 意 し 、 そ 
の 中 を 動く 被写体 に 合わ せ て カメ ラ の フレ ー ム を 移動 させ る 手法 で す 。 


POINT | 


ここ で の 「 フ レー ム 」 は 画面 や カメ ラ の 「 枠 」 を 指し ます 。 映像 の 表示 され る 範囲 と 捉え て も ら っ て よい で 


し まう 。 


トラ ッ ク ア ッ プ (T.u)・ ト ラッ ク バ ッ ケ (TB) 


話 カ メラ が 被写体 に 寄っ て いく カメ ラリ ワー ク を 「 ト ラッ クア ッ プ (ru) 」、 離れ て いく カメ 
ラ ワ ー ク を 「 ト ラッ ワ バ ッ ク crjg) 」 と いい ます 。 


トラ ッ ク ア ッ プ と トラ ッ ク バ パッ ク 
NN 全体 に 対し て の TB 全体 に 対 


また 、 前 後 の レ イヤ ー そ れ ぞ れ の 拡大 率 を 変え る こと で 遠近 感 を 表現 する 方 法 も 
あり ます 。 峰 は 、 奥 の 背景 を 9096 - 10096、 巨 大 ウサ ギ を 8596 - 10096、 手 前 
の 背景 を 80% 18096 に 拡大 し た 場合 で す 。 これ で 、 奥 行き が 出 た か と 思い ま 
す 。 


回 前 後 の 拡大 率 を 変え る 


1 


follow (フォ ロー) 


被写体 と カメ ラ が 並行 し て 移動 する カメ ラリ ワー ク で す 。 

た と えば 、 キ ャ ラク ター は 移動 させ ず に その 場 で 歩か せ 、 背景 を 被写体 と カメ ラ の 進 
行方 向 の 逆 側 に スラ イド させ る こと で 移動 し て いる よう に 錯覚 させ ます 。 

また 、 背景 gcy の スラ イド 幅 を 「 本 章 『1 アニ メー ショ ン の 基礎 知識 』」 の よう に 奥 と 
手前 で 変え る こと に より 、 遠 近 感 を 表現 する こと も で きま す 。 


フレ ー ム 1 


身 の B6 の 
スラ イド 個 
> 
手前 の BG(Book) の 
スラ イド 幅 


POINT 


アニ メー ショ ン は 、 セ ル を 重ね て 描く と いう 考え 方 が 根底 に あり ます が 、 背 景 も 複数 重ね る 場合 が あり ま 
す 。 そ うい っ た 場合 の 手前 に くる 背景 の こと を 「Book」 と いい ます 。 何 枚 に も 渡る 場合 は 、「BookA、 


BookB.…….」 な ど と わか りや すく 表記 する こと に な り ます 。 


国 コン ポジ ッ ト ( 揚 影 ) で の 光 表 現 


「 コ ン ポ ジッ ト ( 揚 影 ) 」 と は 、 キャ ラ 作 画 や 背景 な どの 複数 の 素材 を 合成 し 、 最 終 的 
な 画面 を 組み 立て る 「 仕 上 げ 」 の 工程 で す 。 光っ て いる も の を 見 た と き に 感じ る 叶 
し さや その 明る さ 、 雰囲気 や 空気 感 と いっ た も の を 追加 し て いく こと も 、 コ ン ポ ジッ ト 
の 重要 な 作業 に な り ます 。 


グロ ー 効 果 chapterzroz 033.clip 


「 グ ロー 効果 」 と は 、 光 っ て いる 物 の 表示 を 、 よ り そ れ らし く 光っ て 見 える よう に する 
手法 で す 。 

光 を 、 エ ッ ジ の ボケ た グラ デー ショ ン で 表現 し ます 。 アニ メー ショ ン の 世界 で は 「 透 過 
光 」 と も 呼ば れ て お り 、 元々 実際 の カメ ラ を 使っ て 撮影 台 で アニ メー ショ ン を 撮影 し 
て いた 時 代 に 、 光 の 表現 を 実際 の ライ ト を 使っ て 表現 し た 名 残 で そう 呼ば れ て い 
ます 。 

グロ ー 効 果 の 詳細 は 、「Chapter3『2 加工 処理 』」 で 解説 し て いま す の で 、 参 照 く 
だ さい 。 


POINT 


「 グ ロー(Glow) と は 「 輝 き 」 や 「 光 と いっ た 意味 で す 。 


「 デ ィ フ ュー ジョ ン フ ィ ル ター」 と は 、 光 を 拡散 させ 、 や わら か い 印 象 に する 効果 を 持 
つ 、 カ メラ の レン ズ フ ィ ル ター の 一 種 で す 。 ソフ ト フ ィ ル ター と も いい ます 。 その よう な レ 
ンズ フィ ルター 効果 を 絵 や アニ メー ショ ン で 再現 する 表現 で す 。 この 表現 を 加え る 
と 、 やわらかい 光 を より 感じ られ る 画面 に な り ます 。 

ディ フュ ー ジ ョ ン フ ィ ル ター 表現 の 詳細 は 、「Chapter3『2 加工 処理 』」 で 解説 し て い 


ます の で 、 参 照 くだ さい 。 


POINT 


「 デ ィ フュ ー ジ ョ ン (diffusion) と は 「 拡 散 」 と いっ た 意味 で す 。 


ディ フュ ー ジ ョ ン フ ィ ル ター で 
印象 的 な シー ン に 


フレ ア chapterz+ 02_034.clip 


「 フ レア 」 と は 、 カ メラ 用 語 で 、 強い 光 に カメ ラ を 向け た 時 に 光 が レ ンズ 内 部 で 反射 
し 、 撮影 し た も の に 光 が 大 きく か ぶる 現象 で す 。 


光 の 方 向 に 合わ せ 、 白 な どの 明る い 色 の グラ デー ショ ン を 合成 モー ド (chapters『2 加 
エ 処 理 「 ス クリ ー ン 」 な ど で 乗せ る こと で 表現 し ます 。 意図 的 に 乗せ る こと で 太陽 な 
ど 日 差し を より 強く 感じ させ る こと が で きま す 。 


強い 日 差し 
を 表現 


パラ chapter2* 02_035.clip 
「 パ ラ 」 と は 、 画面 に 暗い 色 の ゾラ デー ショ ン を 乗せ る 表現 の こと で す 。 パラ は 撮影 
台 を 使っ て 撮影 し て いた 頃 に 「 パ ラフ ィ ン 紙 」 を 使っ て 影 を 画面 に 乗せ す て い た と き の 


略称 と し て 定着 し た 用 語 で す 。 
単に 暗い 印象 に する こと も で きま す が 、 不穏 な シー ン を 演出 する の に も 用 いら れ ま 


す 。 


op rs MILE 
克 | 了 賠 


IE 
回 le 

100% 通 
ba eat 


- 回避 き 
CM Fige 


回 実写 を 用 いた アニ メー ショ ン 表 現 


カメ ラ で 撮影 し た 実写 映像 に 手描き の アニ メー ショ ン を 乗せ た り 、 実際 に 演技 し て 
撮影 し た も の を ガイ ド と し て 作画 する 「 ロ トス コー ブ 」 な どの 表現 が あり ます 。 


実写 合成 


ド 図 は 、 実 写 映像 に アニ メー ショ ン を 描き 加え た 例 で す 。 実写 の 情報 量 と 合わ せ 
る こと に よっ て 、 シン ブル な 絵 の アニ メー ショ ン で も 独特 な エモ ー シ ョ ナ ル さ が 生ま れ 、 
面白 い 表現 に な り ます 。 


POINT 


品 や アー ティ スト な ど 実 在 する も の を 印象 付け る た め に 、CM や ミュ ー ジ ッ ク ビ デオ (MV) な ど で アニ メー 
ショ ン と の 合成 表現 が よく 用 いら 5 れ て いま す 。 


ロト スコ 


2 4 


実写 を 下 に 引き 、 な ぞ っ て 作画 する 手法 で す 。 実際 の 人 物 の 演技 な ど を 使う た 
め 、 リ アル で 生々 し い 動き の エッ セン ス を 必要 と する 際 に 有効 で す 。 

な お 、「Chapter4『5 実写 を 用 いた アニ メー ショ ン 』」 で ロト スコ ー プ で の アニ メー ショ ン 
制作 手順 を 解説 し て いま す の で 、 参 照 く だ さい 。 


POINT 
ロト スコ ー ブ は 、 作画 する 絵 の ス タイ ル を 変え る こと に よっ て 、 よ り 豊 か な 表現 に も な りえ ます 。 a-ha 
『Take On Me』 の MV で の 漫画 風 な タッ チ や 映画 『 花 と アリ ス 殺人 事件 』 の アニ メ テ イス ト の 長編 映 


画 、 シ シヤ マ ザ キ 氏 の ひと 目 見 て わか る 唯一 無 二 の スタ イル 、 久野 遥 子 氏 の 実写 の エッ セン ス と イマ ジ 


ネー ショ ン の 融合 な ど 、 同 じ 手 法 で も 作家 に よっ て 多種 多様 な 表現 に な り ま す 。 


ロト スコ ー ブ の 応用 


実写 を その まま な ぞ る だ け で な く 、 撮影 し た 動き の ポイ ント を 抽出 し 、 そ の うえ に 人 
物 キャ ラク ター を 描く こと で 、 実 写 の 動き の リア ル さ を 残し た 動き に する こと も で きま 
す 。 


動き の ボ ポイ ント を 抽出 し 、 ア タリ を 取る 


話 アタ リ を 元 に 線画 を 描く 


Ps 


描き 込み すぎ ず 、 必 要 最 低 限 の 線 で 指 く 


回 色 を 塗っ て 完成 


ロト スコ ー プ な ら で は の リア ル な 動き を 再現 で きる 


POINT 


3DCG で は アク ター の 動き を 抽出 し て 3D の 人 物 モデ ル に 流し 込む 「 モ ーション キャ ブチ ャ ー」 と いう 手法 が 


あり ます 。 


Chapter 3 


CLIP STUDIO PAINT 
で アニ メー ショ ン を つく る 


Chapter1 で 学ん だ [CLIP STUDIO PAINT の アニ メー ショ 
ン 機能 」 と いう 「 画 材 」、Chapter2 で 学ん だ 「 ア ニメーション の 
基本 」 と いう [動き の 理 」、Chapter3 で は それ ぞ れ を 組み 合わ 
せ 、 実 際 に 「 手 を 動か し て 」 ア ニメーション を 制作 し て み ま し ょ う 。 
描い た 訟 が 動く 感動 を 是非 と も 体験 し て くだ さい 。 


1 | 人 物 の 動き を 制作 する 


人 物 の 動き を 実際 に CLIP STUDIO PAINT 上 で 制作 し て いき ます 。 ま ず 
は 、 簡 単 な 目 パチ (まばたき ) 、 ロ パ ク の 動き と 基本 的 な 歩き の 動き で 、 作 
業 工 程 を 見 て いき まし ょ う 。 


目 パチ (まばたき ) 、 ロ パク chapters・ os _oo.clip 


「Chapter2『3 人 物 の 動き 』」 の 「 ま ば た き ( 目 / チ )」、「Chapter2『3 人 物 の 動き 』」 の 
「 ロ パク 、 ア ゴ パ ク 」 の 動き を 、CLIP STUDIO PAINT で 制作 する 手順 を 解説 し ま 
す 。 単なる 止め 絵 も 、 目 パチ 、 ロ パク を 入れ る だ け で 活き 活き と し た 表情 が 見 えて 
きま す 。 


1. キ ャ ン バ ス の 作成 


大 [ファ イル ] メ ニュ ー - [新規 ] を 選択 し 、 ア ニメーション 用 の キャ ン バ ス を 作成 し 
ます 。 

「 新 規 」 ダ イア ログ 設定 項目 の 詳細 は 、「Chapter1『3 アニ メー ショ ン 用 キャ ン バ パス の 
作成 』」 を 参照 くだ さい 。 


アニ メー ショ ン 用 キャ ン バ パス を 設定 


回 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー、 アニ メー ショ ン セ ル (以降 : セ ル ) タ イム ライ ン の ある キャ ン 
バス が 作成 で きま し た 。 


回 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー、 タ イム ライ ン の ある キャ ン バ ス を 作成 


回 まず は どう 動か すか を 考え な が ら 、 下 描き を 描き ます 。 下 描き が で きた ら 、 動 き 
の バース と な る 1 枚 目 の 絵 を 描き ます 。 


下 描き し て 清書 


POINT 


各 セ ル は 、 レイヤー フォルダ ー を 作成 し 、 線 画 と 塗り の レイ ヤー を 分 け て いま す (Chapter1『2 タイ ムラ イ 


ン パ レッ ト の 基本 ) 


セル は 、 過 の よう な 構成 に し て 分 け ま し た 。 動か な い 頭 と 身体 「A セ ルツ ニ メ ー シ ョ 
ッ フ ォ ル ダー ム ) 」 、 目 パ チ を 「B セ ルツ ニメーション フォ ル ダ ーB) 」、 ロ パ ク を 「C セ ル (アニメーション 
フォ ルターC) 」 と し て いま す 。 

目 パ チ 、 ロ パク は 、「A セ ル 」 の 上 に 被せ る 形 で す (「 ヵ カブ セ 」 と いっ た り し ます ) 。 目 パ チ と 口 
パワ の セル を 分 ける こと で 、 そ れ ぞ れ を 別々 の タイ ミン グ で 動か すこ と が で きま す 。 


動か す パ ー ツ ご と に セル を 分 ける 
思 | 鞭 レイ ヤー 
| 通常 x ra 100 < 


し <| SAE 
村 
に 


ロロ 取る 四 人 
選 - の 


gi 通常 
~ 引 cer 


1 通 (ロク 
mouth Pl 


100% 通常 
color 


2 
に 4 

100% 3 
"| トト 還 
に 4 
に 2 
に 2 


> 100% 通常 
・ 四 1 B セ ル 


100% 通常 ( 目 パ チ ) 
eye 

100% 通常 

color 


100 % 通 淀 A セル 
! 還 1 ( 頭 と 身体 ) 


|64% 通常 
| ト 圭 き 


間 用 紙 


POINT 


白目 の アウ トラ イン は 、 塗り の レイ ヤー に 赤 な どの わか りや すい 色 で 描い て 、 仕上 げ の と き に 変更 し ます 。 


Column 


分 けた セル の 呼称 


通常 、 下 に ある セル か ら 「A セ ル 」「B セ ル 」「C セ ル 」 と 名 付け て いき ます 。 


また 、CLIP STUDIO PAINT で は 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー と セル と で 名 称 が 分 か れ て いま す が 、 ア ニ 
メー ショ ン 本 来 で あれ ば 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー も 含め て 「 セ ル 」 と 呼称 し ます 。 た と えば 、「A セ ル の 
1」 の よう な 呼び 方 を し ます 。 つま り 、「A セ ル 」 が 「 ア ニメーション フォ ル ダ ー[A] 」、「1」 が 「 セ ル [1]」 を 指 
し ます 。 


3. 目 パチ ( 義 じ 目 ) を 描く 


目 パ チ ( 閉 じ 目 ) か ら 描 いて いき ます 。 
[アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [新規 アニ メー ショ ン セ ル ] で セル を 作成 し ます 。 


藤 新規 セル を 作成 


> 正二 


回 オニ オン スキ ン (Chapter1『4 アニ メー ショ ン 制 作 時 に 必須 の 補助 機能 』) や ライ ト テ ー ブ ル 機 
能 (Chapter1『4 アニ メー ショ 制作 時 に 必須 の 補助 機 能 ) を 使い な が ら 「 閉 じ 目 」 を 描き ます 。 
目頭 と 目尻 を 意識 し 、 眉 も 少し 動か す と 自然 で す 。 


較 閉じ 目 [2] を 描く 
DD 


POINT 


1 つ 前 の セル が レイ ヤー フォ ル ダ ー の 場合 、 フ ォ ル ダー の 構造 を 引き 継い だ セル を 作成 で きま す 


(Chapter1『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基本 』) 。 


4. 目 パチ (中 目 ) を 描く 


続い て 、 中 割り と な る 「 中 目 」 を 描き ます 。 
目 パ チ ( 萌 じ 目 ) と 同じ よう に 新規 セル を 作成 し ます 。 


回 新規 セル を 作成 


100 通常 


ei 
> 


回 引き 続き 、 目 頭 と 目尻 に 注意 し な が ら 描 きま す 。 白目 の アウ トラ イン も 、 開い 
た と きよ り 膨 ら ま な いよ うに 注意 し まし ょ う 。 


中 目 [3] を 描く 


① っ 


POINT 


中 目 は 目 が 小さ く な る た め 、 死ん だ 目 に な り が ち で す 。 ほん の 少し で も いい の で 、 意 識 的 に ハイ ライ ト を 


る で] 


入れ まし ょ う 。 


POINT 

今回 は ニュ ー ト ラル な まばたき な の で 、 中 目 は 開き 目 に ツメ た (開き 目 の 形 に 近い ) 中 割り に し て いま す 。 
感情 や 状況 に よっ て 、 中 目 の 枚数 や ツメ も 変え て も いい か も し れ ま せん 。 逆 に 、 閉じ 目 に ツメ る と 眠 た そ 
うな 印象 に な り ます . 


な お 、 ツ メ に つい て の 詳細 は 、「Chapter2『1 アニ メー ショ ン の 基礎 知識 』」 を 参照 くだ さい 。 


5. 目 パチ の セル 指定 


タイ ムラ イン パレ ッ ト で 目 パ チ の タイ ミン グ を 決め て いき ます 。 通常 、 セ ル を 作成 する 
と タイ ムラ イン に セル 指定 (Chaprerifz タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基本 され る の で 、 開き 目 、 中 
目 、 閉 じ 目 の 開始 フレ ー ム と 終了 フレ ー ム の 位置 を 変え て 、 タ イミ ング を 決め て い 
きま す 。 


タイ ミン グ を 決め る 
に と ゅ ul 本 


各 セ ル の 開始 と 終了 フレ ー ム の 位置 を 
変え て タイ ミン グ を 決め る 


POINT 


も し 、 タ イム ライ ン に セル が 指定 され て いな い 場 合 は 、 タ イム ライ ン 上 で フレ ー ム を 選択 し 、 [アニ メー ショ 
ン ] メ ニュ ー - [セル 指定 ] を 実行 し ます 。 


閉じ 目 、 中 目 そ れ ぞ れ を 2 コマ ウレ ー ム ) で 開く タイ ミン グ に し まし た 。 


6. ロ パク を 描く 


目 パ チ が 終わ っ た ら 、 ロ パ ク を 描い て いき ます 。 
回 最初 に 「 開 き 口 」 を 描き ます 。 作成 し た セル は 、 順 番 的 に は 3 枚 目 に な る の 
で 、[3] と 命名 し まし た 。 上 唇 も 少し 上 に 開く の が ポイ ント で す 。 


医 開き 口 [3] を 描く 


ad ① 


上 唇 も 少し 開く 


ペク 
レス 


回 2 枚 目 の セル [2] に 「 中 口 」 を 描き ます 。 オ ニオ ンス キン を 使っ て 開き 口 と 閉じ ロ 
を 参考 に し 、 歯 の 位置 に 注意 し な が ら 中 割り し て いき ます 。 


中 口 [2] を 描く 


POINT 
閉じ と 開き 口 で は 、 顔 の 位置 の バラ ンス で 印象 が 大 きく 変わ っ て し まう の で 、 下 描き の 段階 で 両方 の 


口 を 描き な が ら パ ラン ス を 取っ て お きま し ょ う 。 


ロ パ ワ の タイミング は 、 3 コマ で や っ て いま す 。 日 本 語 の セリ フ な ら ば 3 コマ で 大 丈夫 
で す が 、 英語 や 早口 の と き な ど は 2 コマ を ペー ス に し た ほう が が よい で し ょ う 。 


タイ ミン グ を 決め る 
画 7 ムラ イン 1 
1 / 1 / 34 阿 回 名人 GQ にゃ と 賠 牟 旬 還 
目 バ パチ カチ パカ 


POINT 

3 枚 の ロ パ ク の 場合 、「 閉 じ 口 」 は あま り 使わ ず に 、「 中 口 」「 開 き 口 」 の 繰り 返し を 多め に 使う の が ベタ ー 
で す 。 も ちろ ん セリ フ に も より ます が 、 と くに 「 閉 じ 口 」 が 完全 に 閉じ て いる 場合 、「 閉 じ 口 」 を 使い すぎ る と 
パク パク と 魚の よう な 印象 に な っ た り し ます の で 注意 し まし ょ う 。 


7. 色 を 塗る 


「 塗 りつ ぷ ぶし ツー ル 」 の 「 他 の レイ ヤー を 参照 」(chaper『e その 他 の 便利 な 機能 』) を 使 
い 、 各 セル の 塗り レイ ヤー(colo に 色 を 塗っ て いき ます 。 


回 塗り の レイ ヤー に 色 を 塗る 


0 


- 較 me 


100% 通常 


POINT 
アニ メー ショ ン の 制作 で は 、 ベ ン ツー ル も 塗り つぶ し ツー ル も 基本 的 に は アン チエ イリ アス を 「 無 し 」 に し て 制 
作 し て いき ます 。 アン チエ イリ アス に つい て は 、「Chapter1『6 その 他 の 便利 な 機能 』」 を 参照 くだ さい 。 


POINT 
線画 と 塗り の レイ ヤー を 分 ける メリ ッ ト は 、 後 か ら そ れ ぞ れ を 修正 し や すい と いう 点 と 、 中 割り な ど で オ ニオ 
ンス キン や ライ ト テ ー ブ ル に 読み 込ん で 透かし た 隊 に 、 線画 だ け の ほう が わか りや すい な ど が あげ られ ま 


す 。 


olumn 


塗り の 小 技 ( 噂 接 ピ ビク セル を た どる ) 


影 色 や 塗り 分 け な ど で は 、 赤 や 青 な ど わ か りや すい 色 で 線画 を 進め る こと も 多い で す 。 そ の 場合 、 
り の 工程 で 最終 的 な 色 に 変え る 必要 が あり ます 。 1 度 塗 っ た 仮 色 が 複数 個所 に わた る 場合 、 も う 1 


度 塗 っ て いく の は 手間 が か か り ま す 。 
そこ で 、「 塗 りつ ぶし ツー ル 」 の ツー ルプ ロ パ ティ パレ ッ ト で 「 隣 接 ビク セル を た どる 」 の チェ ッ ク を 外し て 塗 


る と 、 同 一 色 の 部 分 を いっ ぺん に 塗り つぶ すこ と が で きま す 。 


ンー ルフ (0WL イ ヤー を 


凶 レ イヤ ー を 馬上 


信和 


TV MR [RR 
^ タ ー の 中 様 で 0 止ま る 
ED ms 


アア チエ イリ アス 


補 汗 


白目 を わか りや す WN し て いた a 
し 4 


@ @ 
人 か 


1 か 所 塗る だ け で 、 同 じ 色 の 部 分 が すべ て 塗り つぶ され る 


回 歩き 。 chapersros_oozclp 


ここ か ら は 、「Chapter2『3 人 物 の 動き 』」 の 「 横 歩き 」 の 動き を 、CLIP STUDIO 
PAINT で 制作 する 手順 を 解説 し て いき ます 。 原画 - 中 割り の 順番 で 描い て いき 
ます 。 


1.1 歩 目 を 描く 


アニ メー ショ ン 用 の キャ ン バ ス を 作成 し 、 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー の 外 に 接地 する 地 
面 の ライ ン を 描き ます 。 さら に 、 キャ ン バ ス 作成 と 同時 に 作成 され た アニ メー ショ ン セ 
ル ゆ 降 : セ ル ) [1] に 、1 枚 目 の 原画 を 描き ます 。 


1 枚 目 の 原画 を 描く で 


pl 


CA sm 
通常 x 


POINT 


1 枚 目 の ポー ズ は 、 脚 が 最も 開き 、 前 に 出し た 足 が 接地 し た 瞬間 の ポー ズ で 描く こと が セオ リー で す 。 


POINT 


原画 の アニ メー ショ ン セル は 、 パ レッ トカ ラー(Chapter1『6 その 他 の 便利 機能 』) を 変え た て わか りや すく 


し て お きま し ょ う 。 


2.2 歩 目 (1 枚 目 と 反対 の ポー ズ ) を 描く 


次 に 、1 枚 目 と は 反対 の 足 が 前 に な る 、2 歩 目 の 絵 を 描き ます 。 
回 新規 セル [2] を 作成 し ます 。 


四 新規 セル の 作成 


回 作成 し た セル [2] を 選択 し た 状態 で 、 ア ニメーション セル パレ ッ ト に セル [1] を ラ 
イト テー ブル レイ ヤー と し て 登録 し ます 。 登録 し た ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー は 、 ア ニ 
メー ショ ン セ ル パ レ ッ ト の 「 レ イヤ ー カ ラー を 変更 講 > 」 で わか りや すい 色 に 変え て 
お きま す 。 


セル [1] を ライ ト 
テー ブル レイ ヤー と 
し て 登録 


国 ラ イト テー ブル レイ ヤー[1] の 前 の 足 (次 の 一 歩 で の 軸 足 ) の 接地 部 分 に アタ リ を 付 
け て お き 、 ラ イト テー ブル レイ ヤー[1] を 移動 させ 、 ア タリ の 位置 に 後ろ 足 を 合わ せ 
る よう に し ます 。 


ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー を 移動 


し ) 


前 の 足 の 位置 に 1 


に 合わ せる 
アタ リ を 付け る 人 


剛 ラ イト テー ブル レイ ヤー[1] を 参考 に 、 反対 の ポー ズ を 描き ます 。 


反対 の ポー ズ [2] を 描く 
① っ ② 


ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー を 参考 に 描く 


3.3 歩 目 (1 枚 目 と 同じ ポー ズ ) を 描く 


3 歩 目 の 原画 を 描き ます 。 
回 新規 セル [3] を 作成 し ます 。 


回 新規 セル の 作成 


回 セル [3] を 選択 し た 状態 で 、 セ ル [1] [2] を ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 し 
ます 。 


回 セル [1] [2] を ライ ト テ ー ブ ル 
レイ ヤー と し て 登録 


国 ラ イト テー ブル レイ ヤー[2] の 前 の 足 に 合わ せ て 、 ラ イト テー ブル レイ ヤー[1] を 
移動 し ます 。3 歩 目 の セ ル [3] は 、1 歩 目 で ある ライ ト テ ー ブ ルレ イヤ ー[1] と 同じ 
ポー ズ に な る の で 、 そ の まま な ぞ っ て 描き ます 。 


ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー を 移動 し て [3] 描 く 
③ 


原画 セル を それ ぞ れ 、「1」「13」「25」 フ レー ム 目 に 指定 し て いま す 。 こ の 後 、3 コ マ 
ウレ ー ム ) 打ち で 中 割り を 入れ て いき ます 。 


4. ち ょ うど 真ん中 と な る 中 割り を 描く 


ここ か ら は 中 割り を 進め て いき ます 。 ま ず 、 セ ル [1] [2] の ちょ うど 真ん中 の 絵 を 描き 
ます 。 


真ん中 の 絵 を 描く 


国 セル [1] と [2] の 間 に 、 新 規 セル [1a] を 作成 し ます 。 


に 新規 セル の 作成 


100% 


回 セル [1a] を 選択 し た 状態 で 、 セ ル [1] [2] を ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 
し ます 。 


較 セル [1] [2] を ライ ト 
テー ブル レイ ヤー と し 
て 登録 


回 ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー[1] [2] を 参考 に 、 ラ フ を 描い て いき ます 。 上 下 動 に よる 
や 肩 の 高 さ を 明確 に する の が お も な 目的 で す 。 


ラフ を 描く 


Oy 


ア 


放 ラ イト テー ブル レイ ヤー[1] [2] を ラフ に 合わ せ て 移動 し 、 重ね ます 。 


ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー を 移動 し て 重ね る 


回 それ ぞ れ 軸 と な る 関節 や 移動 の 軌道 を 意識 し な が ら 、 中 割り を 描い て いき ま 
す 。 


回 関節 や 移動 の 軌道 を 意識 し 、 中 割り [1a] を 描く 


POINT 
前 に 踏み 出す 1 歩 な の で 、 重 心 の 移動 も 重要 と な り ま す 。 頭 で 考 えて いる だ け で は どう し て も わか り に く 


いこ と も ある の で 、 と き に は 実際 に 体 を 動か し な が ら 描き まし よう 。 


5. 中 割り を 進め る 
原画 の ちょ うど 真ん中 を 中 割り し た の で 、 次 は その 間 の 中 割り を 描い て いき ます 。 


基本 的 な 手順 は 変わ り ま せん 。 
セル [1] と [1a] の 間 に 新 規 セ ル を 作成 し ます 。 セル を 作成 する と 名 称 が [レイ 


ヤー1] と な っ て し まっ て いる の で 、 ひ と まず わか りや すい よう に [1'] と いう 名 称 に 変更 
し て いま す 。 


環 新規 セル [1'] の 
作成 


100% 7 
ゃ 還 


上 


セル [1a] と 同じ よう に 前 後 の セ ル を ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 し 、 中 割 
り を 描き ます 。 


回 中 割り [1'] を 描く 


① っ ヤー っ 1a 


回 セル [1a] と [2] の 間 も 同 じ よう に 中 割り を し ます 。 新規 セル [1b] を 作成 し ます 。 


回 新規 セル [1b] の 
作成 


ゃ | - 加 紅 が 


EE 


Ti 通 党 


ーー 


回 前 後 の セ ル を ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 し 、 動 き の 軌道 が 破たん し な い 
よう に 描き 進め ます 。 


婁 中 割り [1b] を 描く 
1aー1bー② 


POINT 

アニ メー ショ ン セル [1'] は 、 軸 足 は か か と を 支点 に 、 蹴 り 足 は つま 先 を 支点 に 地面 を 蹴る よう に 足 を 持ち 
上 げ る と いっ た こと を 意識 し まし ょ う 。 繰り 返し に な り ます が 、 た だ 温 然 と 間 を 描く の で は な く 、 常に 細か い 
部 分 に まで 気 を 配っ て 描く こと が 大 切 で す 。 


POINT 
アニ メー ショ ン セ ル [1b] の 前 へ 踏み 出す 足 の も も は 、 前 後 の 絵 の 間 と いう より も 次 の 足 と 同じ くら い の 位 
置 に な り ます 。 少し 持ち 上 げ て 、 動 き の 中 で 一 番 高い 位置 に る と より 自然 で す 。 


1p、 ガリ 
の 


6. 先 の 動き も 同じ よう に 描く 

セル [2] と [3] の 中 割り も 同様 の 手順 で 進め ます 。 
回 ちょ うど 真ん中 に あたる セル [2a] 、 セ ル [2] と [2a] の 間 と な る [2"]、 セ ル [2a] と 
[3] の 間 と な る [2b] の 新規 アニ メー ショ ン セ ル を 作成 し 、 そ れ ぞ れ 前 後 の セ ル を ライ 
ト テ ー ブ ルレ イヤ ー と し て 登録 し ます 。 


新規 セル の 作成 


回 真ん中 に あたる セル [2a] 、 賠 [2"] 、 賠 [2b] の 中 割り を ほか と 同様 の 手順 で 
描き ます 。 手足 が 反対 に な る だ け で 大 き な 違い は あり ませ ん 。 


回 中 り [2a] 回 中 sl り [2] 町 中 割り [2b1] 
の ーー a 


POINT 

中 割り に よっ て 動き の イメ ー ジ が 大 きく 変わ る と ころ が アニ メー ショ ン の 面白 いと ころ で も あり ます 。 要 を 返 
せ ば 、 中 割り 1 つ で イメ ー ジ が 変わ っ て し まう の で 、 そ れ が 問題 に な る こと も あり ます 。 別 の 作業 者 が 中 割 
り 作業 を 行う 場合 、 原 画 作業 者 は その 動き の イメ ー ジ を 「 ツ メ 指 示 (Chapter2『1 アニ メー ショ ン の 基礎 
知識 』) 」 や メモ 、 可能 な 際 は 直接 伝え た り 、 動 画 作業 者 も 原画 作業 者 が 何 を 考え て 描い て いる か を 
読み 取る こと も 重要 に な り ます 。 


7. セ ル の 名 称 を 正規 化す る 


動き 自体 は 描き 終わ っ た の で す が 、 こ の まま だ と セル の 名 称 が 少々 わか り に くく な っ 
て いま す 。 そこ で 、 正 規 化 (Chapten『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基本 』) を 使っ て リネ ー ム し て い 
きま す 。 

[アニ メー ショ ン ] メニュー - [セル 指定 ] > [レイ ヤー の 順番 で 正規 化 ] を 実行 し ま 
す 。 す る と 、 セ ル の 名 称 が [1] [9] ま で の 連 番 に な か っ て わか りや すく な り ま す 。 
以上 が 最も オー リド ックス な 横 歩 き ア ニメーション の 制作 手順 で す 。 


FE- PCI っ mm 
回 
| ト 引 昭 。 ESyhu 還 還 
he | PS RR 
1 ! 
a la uk 
ES 軸 rd 
b 
一 > ms 
EE | CE 
Os Im 
ET 財 ER 
H 1 
mn LE ‘hE 
9 国 
hg 通常 he 
! 
固 思 | =| 国 署 電 | 
加計 * a 


セル を 作成 し た と き に 、 同時 に タイ ムラ イン に セル 指定 され て いる か と 思い ます 。 も 
し 、 セ ル が 指定 され て いな い 場 合 は 、 タ イム ライ ン 上 で フレ ー ム を 選択 し 、 [アニ メー 
ショ ン ] メ ニュ ー [セル 指定 ] を 実行 し ます 。 セル 指定 に つい て の 詳細 は 、 
「Chapter1『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基本 』」 を 参照 くだ さい 。 

ここ で は 、 セ ル 1 枚 に つき 3 コマ ウレ ー ム ) で 作成 し て いま す 。 2 コマ に すれ ば 早 歩き と な 
り 、 各 セル で 使う コマ 数 を 変え れ ば 印象 的 な 動き に する こと も で きま す 。 


lumn 


中 割り の 描く 順番 


原画 2 枚 、 中 割り 5 枚 の 計 7 枚 で 1 歩 を 描く 場合 で も 、 手 順 と し て は ほぼ 同様 に 、 原画 と な る 絵 か ら 
描き 進め 、 そ れ ぞ れ の 間 を 埋め て いき ます 。 

中 割り が 5 枚 の 場合 、 原 画 [1] 、 中 割り [2] [3][4][5][6] 、 原 画 [71 の うち 、 ち ょ うど 真ん中 に あ た 
る [4] を 描い た 後 [2] と [3] の どちら か ら 描 くべ きか 悩む お か も し れ ま せん 。 

結論 か らい うと 、 これ に つい て は 正解 と いえ る も の が な いた め 、 ど ちら で も 間違い で は あり ませ ん 。 
個人 的 に は で す が 、 歩き の 場合 (ほか の 動き や 状況 に よっ て 異な り ます ) [2][3] と 順に 描い て いく の 
が よい か と 思い ます 。 


グロ ー 効 果 


物 を ば ぼん や り と 発光 させ た よう な 効果 で す 。 アニ メー ショ ン 制 作 に お いて は 、 ポ ピュ 

ラー な 加工 と し て 広く 使わ れ て いま す 。 

ここ で は 、 単 純 な 円 を 「 光 る 円 」 に 加工 し て いき ます 。 CLIP STUDIO PAINT の 

機能 を 使え ば 、 科 単に で きま す 。 

な お 、 グ ロー 効果 に つい て は 、「Chapter2『4 その 他 の アニ メー ショ ン 表 現 』」 で も 解 
説 し て いる の で 、 参照 くだ さい 。 


1. 光 の 拡散 を 表現 する 


光 の 拡散 を 表現 する た め に 、 円 に ま か し を 加え て いき ます 。 


回 円 を 描い た レイ ヤー を 選択 し 、 [レイ ヤー] メニュー - [レイ ヤー を 複製 ] を 実行 
し ます 。 


円 の レイ ヤー を 複製 
EC rl | EC 
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画 回 


複製 元 の レイ ヤー を 選択 複製 


回 複製 し た レイ ヤー を 選択 し た 状態 で 、 [フィ ルター] メニ ュー - [ぼかし ] - [ガウ 
ス ぼ か し ] を 選択 し ます 。 「 ガ ウス ば か し 」 ダ イア ログ が 表示 され る の で 、「 ぼ か す 範 
」 を 「60」 に 設定 し て 「OK」 ボ タン を ワリ ッ ク し ます 。 


困 ガウ ス ぽ か し を か ける 


ガウ ス ほ か し <] 


ぼかす 範囲 G): | = 
キャ ツン セ ル 
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還 する と 、 複 製 し た 円 の 周囲 に ぼかし が か か り ます 。 


円 の 周囲 に ぼかし が か か る 


ー ラ 


回 複製 し た レイ ヤー を さら に 複製 し 、 [ガウ ス ぼ ぽか し ] の 「 ぼ か す 範 囲 」. を 「200」 に 
設定 し て 、「OK」 ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 これ で 、 ぼ ん や り と 光っ た よう な 印象 に な っ 
た の が わか る か と 思い ます 。 


さら に ガウ ス ぼ ぽか し を か け 、 円 が ぼん や り と 光っ た よう な 印象 に する 


ウス ほか し (x) 
[EE dC) 2000d = 
キャ ン セル 
マル ュー の 


2. 光 の 発光 を 強調 する 

円 の 合成 モー ド ( 本 節 後述 ) を 変え て 、 発 光 を 強調 し て いき ます 。 

回 まず 、 光 の 芯 ( コ の と な る 円 の 色 を 変え ます 。 ベース と な っ た 円 (ほか し を 加え て いな い 
も の ) の レイ ヤー を 選択 し ます 。 


薩 ペー ス の 円 を 選択 


a 土 w- | 
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描画 色 を 白 に 変え 、 [編集 ] メ ニュ ー - [ 線 の 色 を 描画 色 に 変更 ] を 実行 し ま 
す 。 選 択 し て いる レイ ヤー の 描画 部 分 の 色 を いっ ぺん に 変え る 機能 で す 。 ベース と 
な っ た 円 を 白く し ます 。 


円 の 色 を 白 に 変え る 
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国 複製 し 、 ガウ ス ほ か し を 加え た 円 の レイ ヤー の 合成 モー ド を 「 ス ワリ ー ン 」 に 変更 
し ます 。 これ で 、 発光 が 強調 され まし た 。 


ぼかし た レイ ヤー を 「 ス クリ ー ン 」 に する 


ス の ~| os 


EE ロ ae 
100 % スー 

クト に ー ゴ one<2 
100% スー シ 

ゃ 還 ] ま の に 

ee i 


3. 光 の 色 を 印象 的 な も の に 変え る 


さら に 、 1 番 上 の ぼかし た レイ ヤー を 「 線 の 色 を 描画 色 に 変更 」 で オレ ンジ に 変更 し 
ます 。 する と 、 周囲 の ぼや っ と し た 部 分 に グラ デー ショ ン が 加わ り 、 光 の 減衰 や 深み 
を 表現 で きま し た 。 


1 番 上 の レイ ヤー の 色 を 変え る 


オレ ンジ 色 に する 


4. 円 と ぼかし の 境目 を な じ ま せ る 


ナチ ュ ラル な 印象 に 仕上 げ て いき ます 。 
回 ペー ス と な る 円 を 複製 し ます 。 


ペー ス の 円 を 複製 
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回 最後 に 「 本 節 前 述 」 と 同様 に 「 ガ ウス ぼかし 」 を ほん の 少し 加え ます 。 す る と 、 
光 の エッ ジ ( 円 と ぼかし の 境目 ) が 少し 柔らか く な っ て な じみ ます 。 


ガウ ス ぽ か し を か け て な じ ま せ る 


Column 


グロ ー と ディ フュ ー ジ ョ ン の 違い 


グロ ー(Chapter2『4 その 他 の アニ メー ショ ン 表 現 』) が 発光 体 その も の の 光 と 輝き を 指す の に 対し 、 
ディ フュ ー ジ ョ ン (Chapter2『4 その 他 の アニ メー ショ ン 表 現 』) は 画面 全体 の 光 の 拡散 や 反射 、 そ の 
光 の 柔らか さ を 指し ます 。 これ ら は 、 お も に カメ ラ ( レ ンズ ) で 撮影 し た 際 に 起こ る 現象 で す 。 写真 を 例 
に 違い を 見 て いき ます 。 


下図 は 、 光 源 に 直接 カメ ラ を 向け た と き の 「 グ ロー」 の 一 例 で す 。 


丸い 光源 が 力強く 輝い て いま す 。 そ の 周り に は 青白 い 光 の 拡散 が うか が えま す 。 

また 、 十 字 に 延び た 光 を 「 レ ンズ フレ ア 」 青 丸 で 囲っ た 光 の 粒 を 「 ゴ ー ス ト 」 と 呼び ます 。 これ ら は 、 カ メ 
ラ レ ン ズ の 中 で 光 が 反 射 し た こと に より 発生 する 現象 で 、 ア ニメーション や イラ スト で も 強い 光 の 表現 と 
し て 効果 的 に 使わ れ ま す 。 


下図 は 「 デ ィ フュ 


ン 」 の 一 例 で す 。 


奥 か ら 5 の 光 や 、 光 の 当たっ て いる 部 分 の 周り が 柔らか く 拡散 し て いる 様子 が わか る か と 思い ます 。 


回 ディ フュ ー ジョ ン フ ィ ル ター clhaptera+ 03_o04.clip 


ディ フュ ー ジ ョ ン フィ ルター と は 、 光 を 拡散 させ て 画面 を 柔らか い 印象 に する 効果 で 
す 。 グ ロー 効果 と 並ん か で 、 アニ メー ショ ン 制 作 で は ポピュラー な 加工 に な り ま す 。 
ここ で は 、 ディ フュ ー ジ ョ ン フ ィ ル ター 効果 を 使っ て 、 夕焼け の シー ン を 制作 し て いき 
ます 。 手 前 の 人 物 を 背景 と な じ ま せ 、 さ ら に ディ フュ ー ジ ョ ン フ ィ ル ター を 加え る まで 
の 手順 を 解説 し ます 。 

な お 、 デ ィ フ ュー ジョ ン フ ィ ル ター に つい て は 、「Chapter2『4 その 他 の アニ メー ショ ン 表 
現 』」 で も 解説 し て いる の で 、 参 照 くだ さい 。 


で 印象 的 に し て 


1. レ イヤ ー 構 成 の 確認 


まず 、 加 工 元 と な る 画像 の レイ ヤー 構成 を 確認 し て お きま す 。 

それ ぞ れ レイ ヤー フォ ル ダ ー に 分 け て お り 、「A」 が 右側 の 人 物 、「B」 が 左側 の 人 
物 、「BG」 が 背景 な っ て いま す 。 人 物 は 線画 、 陰 影 、 塗 り の レイ ヤー を 分 け て 制 
作 し て いま す 。 


N 
+ 
M 


BG (背景 ) 


EE 


100% 通 和 
le 


EE 


Im% 通 和 
El 


ーー ox すげ 


9l9|9 9 0 9 


> ロ 昌和 


2. 人 物 の 色 味 を 調整 する 


ディ フュ ー ジ ョ ン フ ィ ル ター の 効果 を 加え る 前 に 、 人 物 の 色 味 を 調整 し て 背景 なじ 
ませ て いき ます 。 シー ン に あっ た 人 色 を 設定 し ます 。 

人 物 の 線画 を 描い た レイ ヤー の 下 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 人 物 の 陰影 
塗っ た 範囲 で 紫色 に 塗り ます 。 


作成 し た レイ ヤー を 紫色 で 塗る 


加 合成 モー ド 「 オ ー バ ー レ イ 」 に 変更 し ます 。 パラ ンス を 見 な が ら 不 透明 度 を 下げ 


ます 。 
これ で 夕焼け の 背景 と 人 物 が 大 分 な じん だ か と 思い ます 。 


合成 モー ド を オー パー レイ に 変え る 


3. レ ンズ フィ ルター 


ンズ フィ ルター 効果 を 表現 し 、 夕 焼け の 赤み を 強調 し て いき ます 。 
較 オ レン ジ 色 で 塗り つぶ し た 合成 モー ド 「 乗 算 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 人物 の 範 
囲 以外 を レイ ヤー マス (本 節 後述 ) で 隠し ます 。 不透明 度 を 下げ て 色 を 調整 し ま 


す 。 
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回 ホ 色 、 紫 色 で 塗り つぶ し た 合成 モー ド 「 リ ソフ トラ イト 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 人 
物 の 範囲 以外 を レイ ヤー マス ク で 隠し ます 。 不透明 度 は 大 分 低い 値 に し て いま 
す 。 

これ で 、 人物 と 背景 の な じ ま せ が 終わ り まし た 。 
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POINT 


レン ズ フ ィ ル ター と は 、 カメ ラ の レン ズ に 装着 する 色 味 の ある フィ ルター で す 。 普通 に 撮影 する の と は また 
違っ た 色 の 表現 が で きま す 。 


POINT 


レイ ヤー( レ イヤ ー フ ォ ル ダー) の サム ネイ ル を | クリ ッ り する と 、 レイ ヤー の 描画 範囲 で 選択 範囲 が 


作成 され ます 。 人 物 の 範囲 以外 を 選択 する 場合 、 そ れ ぞ れ の 人 物 の レイ ヤー フォ ル ダ ー の サム ネイ ル を 
クリ ッ ク し 、 作 成 され た 選択 範囲 を 反転 する こと で で きま す 。 


4. デ ィ フ ュー ジョ ン フ ィ ル ター 加工 の た め の 素 材 を 作成 する 


ここ か ら 、 ディ フュ ー ジ ョ ン フ ィ ル ター 効果 の 加工 に 入っ て いき ます 。 

岡 まず 、 こ こま で の 作業 内 容 を すべ て コピ ー し 、 統 合 し た レイ ヤー を 作成 し ます 。 
[レイ ヤー] メニ ュー - [表示 レイ ヤー の コピ ー を 結合 ] を 実行 し ます 。 する と 、 表示 
レイ ヤー が すべ て 統合 され た レイ ヤー の コピ ー が 作成 され ます 。 


回 作業 内 容 を コピ ー し 、 
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回 [フィ ルター] メニュー - [ぼかし ] - [ガウ ス ぽ か し ] を か け ま す 。 数 値 は 「50」 程 
度 に し ます 。 


ガウ ス ぼ か し を か ける 


5. デ ィ フ ュー ジョ ン フ ィ ル ター 加工 


前 述 で 、 統 合 し て ぼかし た レイ ヤー の 合成 モー ド を 変え て 、 デ イフ ュー ジョ ン フ ィ ル 
ター 効果 を 表現 し ます 。 

国 統合 し た レイ ヤー を の 合成 モー ド を 「 ソ フト ライ ト 」 に し ます 。 暗部 が 引き 締 ま 
り 、 光 が 拡散 し 、 彩 度 が 上 が る よう な 効果 が あり ます 。 


古 ノ ソフ トラ イト で 加工 
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回 統合 し た レイ ヤー を 複製 し 、 合 成 モー ド を 「 比 較 ( 明 ) 」 に し ます 。 下 に ある レイ 
ヤー より も 、 明る い 部 分 だ け に 色 が 乗り ます 。 光 が 拡散 し 、 や わら か な 表現 が 加え 


られ ます 。 


比較 ( 明 ) で 加工 
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POINT 
ほか し の 数 値 や 、 ト ー ン カー ブ な ど で コ ント ラス ト の 調整 を し た り 、 不透明 度 を 変え る こと で 光 の 強 さ や 拡 
散 具 合 も 調整 で きま す . 


6. 夕 間 を 強調 する 


画面 全体 の コソ トラ スト を 強調 し 、 夕 間 を 強調 し て いき ます 。 
ここ まで の 作業 内 容 を コピ ー、 統 合 し た レイ ヤー を 作成 、 ガ ウス ぼかし を ぼかす 
範囲 「6.00」 で か け ま す 。 


ご 作業 内 容 を コピ ー し 、 統 合 
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Fm 色調 補正 レイ ヤー 


統合 レイ ヤー 


回 さら に 、 [レイ ヤー] メニ ュー - [新規 色調 補正 レイ ヤー] か ら 、 [色相 ・ 彩 度 ・ 明 


度 ] [明る さ ・ コ ント ラス ト ] [トー ンカ ー ブ ] を 作成 し 、 下 
[トー ンカ ー ブ ] は 、 各 チャ ン ネル を 補正 し て いま す 。 


コン トラ スト を 調整 


の よう に 設定 し まし た 。 


色相 彩 度 ・ 明 度 


明る さ ・ コ ント ラス ト 


7. デ ィ フ ュー ジョ ン フ ィ ル ター を 強調 する 


光っ て いる 部 分 、 反 射 し て いる 部 分 を 描画 し 、 よ り 強 い デ ィ フ ュー ジョ ン フ ィ ル ター 


効果 を 加え ます 。 
国 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 太 陽 か ら の 光 の 強 さ や 方 向 を 意識 し 、 オ レン ジ 色 で 


塗り ます 。 


主 太陽 の 光 を 描画 


※ わ か りや すく パッ ク を 黒 に し て いま す 


回 レイ ヤー マス ク で 光 の 強い 部 分 反射 し て いる 部 分 に の み 略 が 表示 され る よ 
うに 調整 し ます 。 


レイ ヤー マス ク で 必要 な 部 分 以外 を 消す 
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国 合成 モー ド を 「 覆 い 焼き カラ ー」 に し ます 。 光 の 強度 は 不透明 度 を 下げ て 調整 
し ます 。 これ で 、 光 の 強い 部 分 が 強調 され 、 メ リハ リ も 出 まし た 。 
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色調 補正 レイ ヤー 


色調 補正 レイ ヤー を 作成 する こと で 、 レイヤー パ レッ ト の 作成 し た 場所 より も 下 の レイ ヤー に 対し 、 各 
種 補正 を 加え る こと が で きま す 。 [レイ ヤー] メ ニュ ー - [新規 色調 補正 レイ ヤー] に は 、 今回 使っ た 

「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 や 「 ト ー ン カー ブ 」 以 外 に も さま ざま な も の が 用 意 され て いま す 。 

な お 、 [編集 ] メ ニュ ー- [色調 補正 ] か ら 、 選 択 中 の 画像 に 対し て 直接 補正 を 加え る こと も で きま す 
が 、 後 々 補正 の 変更 が で きる こと と 、「 本 節 後述 」 で 解説 する 「 下 の レイ ヤー で ウリ ッ ピ ング 」 を 使っ た 
効果 範囲 の 調整 な ど が で きる こと か ら 、 色 調 補正 レイ ヤー で 作成 する こと を お スス メ し ます 。 


8. 最 終 調 整 を する 


色調 補正 レイ ヤー で 最終 的 な 調整 を し て いき ます 。 
[レイ ヤー] メニ ュー - [新規 色調 補正 レイ ヤー] っ [トー ンカ ー ブ ] で 、 明る い 部 
分 を 強調 し まし た 。 


回 ト - ー ン カー ブ プ で 明る さ を 強 調 す る 


saz @ 


» | 本 の 5 
回 Um 
回 ml た 


lele 


」 画 机 66 * ソフ トラ イト 
[レイ ヤー] メニ ュー - [新規 色調 補正 レイ ヤー] - [色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 ] で 、 色 
調 を や や 黄色 く 鮮やか な 印象 に し まし た 。 

これ で 、 デ ィ フ ュー ジョ ン フィ ルター 効果 を 加え た 、 夕焼け の ワン シー ン が 完成 し まし 
た 。 


較 色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 で 鮮やか に する 


ygL 


| 2a は SC 
上 Um EE 
回 間 mm 


同 と 国 は 、 人 物 の 色調 を 整え 背景 (なじま せ た も の と ディ フュ ー ジ ョ ン フ ィ ル ター 
効果 を 加え た も の の 比較 で す 。 結果 は 一 目 瞭 然 、 夕 日 の 強 さ や 光 の 柔らか さ 、 
タ 暮 れ の 雰囲気 が 出 た か と 思い ます 。 


| また 「Adobe AfterEffects」 な どの コン ボ ジ ッ トリ ソフ ト を 使う こと で 、 時 間 軸 を も っ た 光 の 表現 も で きま す 。 


olumn 


合成 モー ド 
レイ ヤー の 「 合 成 モ ー ド 」 を 変え る こと で 、 下 に ある レイ ヤー に 対し て さま ざま な 効果 を 加え な が ら 合 成 
で きま す 。 ここ で は 、 よ く 使う も の の 1 例 を 紹介 し ます 。 色々 と 試し て みな が ら 覚 えて いく の が よい で し ょ 
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まず 、 人 物 の シル エッ ト の レイ ヤー(man) に 重ね た 影 レイ ヤー(shadow) の 合成 モー ド を 変え た 例 を 
紹介 し ます 。 な お 、 下 図 は 、 合 成 モ ー ド 「 通 常 」 の 場合 で す 。 


= DD を る ロ に 9 
ES 


UE 
man 


9 | 9| le 


下 の レ イヤ ー に 合成 モー ド を 変え た 色 を 掛け 合わ せ て 合成 し ます 。 重ね る ほど 黒く な っ て いき ます 。 


| B 本 463 


下 の レ イヤ ー と 比較 し て 明る い 部 分 の み を 残し ます 。 


次 に 、 作 成 し た 車 の ライ ト の レイ ヤー(light) の 合成 モー ド を 変え た 例 を 紹介 し ます 。 な お 、 下図 は 、 
合成 モー ド 「 通 常 」 の 場合 で す 。 


国 雲 rt- 0 


| | 0 > 
Lrei'am 区 
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スウ リーン 


「 乗 算 」 と 逆 に 、 明る く か け 合わ せ て 合成 し ます 。 重ね る ほど 白く な っ て いき ます 。 


5 本 3 
下 の レ イヤ ー に 合成 モー ド を 変え た レイ ヤー の RGB 値 を 足し た 合成 に な り ま す 。 RGB 値 が 足 され る と 
明る く な り ます 。 


オー パー レイ 
明る い 部 分 は 「 ス ワリ ー ン 」、 暗 い 部 分 は 「 乗 算 」 で 合成 し ます 。 コ ント ラス ト が 強く な る た め 濃い 色 の 
印象 に な り ます 。 


| 
男 
「 加 算 」 と は 遂に 、 下 の レイ ヤー と 合成 モー ド を 変え た レイ ヤー の RGB 値 を 引い た 合成 に な り ます 。 暗 
< な り ま す 。 


lumn 


レイ ヤー マス ク 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 


「 レ イヤ ー マ ス ク 」「 下 の レイ ヤー で ワリ ッ ピ ング 」 の どちら も 画像 の 表示 範囲 を 調整 する 機能 に な り ま 
す 。 
まず 、「 レ イヤ ー マ ス ク 」 で す が 、 こ れ は 描か れ た 絵 の 一 部 を 隠す 機能 で す 。 


回 (イヤー マス を 作成 
表示 させ た い 部 分 の 選択 範囲 を 作成 し ます 。 そ し て 、 レ イヤ ー パ レッ ト に ある 「 レ イヤ ー マ スク を 作成 
回 | 」 ボ タン を ワリ ッ ウ し ます 。 


選択 男 囲 外 が 隠れ て 見 えな く な る 
する と 、 選択 範囲 外 を マス ワ 」 が 実行 され 、 選 択 細 陸 以 外 が 隠れ て 見 えな く な り ま す 。 レイ ヤー マス 


ク が 作成 され た レイ ヤー の サム ネイ ル の 横 に は 、 レイ ヤー マス ワ の サム ネイ ル が 追加 され ます 。 


マス ク で 作画 

レイ ヤー マス ク の サム ネイ ル を 選択 し た うえ で キャ ン パ バス を ブラ シ で 描画 する と 、 マ スク され た 部 分 を 元 に 
戻し て 隠し て いた 絵 を 表示 で きま す 。 逆 に 、 消 し ゴム や ブラ シ の 輝明 色 で 措 画 する こと で 、 レ イヤ ー マ 
スウ を 追加 する こと も で きま す 。 

下図 は レイ ヤー マス を 使っ て 顔 を 描い て み ま し た 。 


Er 


な お 、 レ イヤ ー の 絵 を 消し ゴム な ど で 直 接 消 し て し て いる わけ で は な く 、 あく まで マス ク ( 隠 し て いる ) だ 
け な の で 、 す ぐに 元 に 戻せ ます 。 


続い て 「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 」 は 、 ク リッ ピン ザ し た レイ ヤー の 画像 を 下 の 画像 の 範囲 で 表示 す 
る 機能 で す 。 

下 の レ イヤ ー に 描か れ た 絵 の 範囲 か ら 塗り を は み 出し た く な いと いっ た 場合 は も ちろ ん で す が 、 色 調 
補正 レイ ヤー や 合成 モー ド な どの 、 作成 し た 場所 より も 下 の す べ て の レイ ヤー に 対し 効果 を 与え る の 
で は な く 、 直 下 の レ イヤ ー の み に 効 果 を 与え る よう に で きま す 。 


色調 補正 レイ ヤー を 例 に 解説 し ます 。 色調 補正 レイ ヤー を 、 効 果 を 与え た い レイ ヤー の 直上 に 置い 


た うえ で 、「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピン グ | 議 | 」 ポ タン を クウ リック し ます 。 


これ で 、 色 調 補正 レイ ヤー を 効果 を クリ ッ ピ ング し た レイ ヤー の み に 与 える こと が で きま す 。 
また 、「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 」 は 複数 の レイ ヤー を ワリ ッ ピ ング し な が ら 重 ね る こと も で きま す 。 


Chapter 


ショ ー ト アニ メー ショ ン 
メイ キン グ 


Chapter4 で は ここ まで の 応用 編 と し て 、 シ ョ ー ト ア ショ ン 
の メイ キン グ を 紹介 し て いき ます 。 人 人物 、 エ フェ クト な どの 多野 に 
渡る 作例 を 詰め 込み まし た 。 そ の まま 実践 し て も いい で すし 、 も し 
く は 、 オ リ ジ ナ ル 作 品 の エッ セン ス と し て テク ニッ ク や ボイン ト を 取 
り 入 れ て みて くだ さい 。 


メタ モル フォ ー ゼ (モー フィ ング ) 


「Chapter2『4 その 他 の アニ メー ショ ン 表 現 』」 で 紹介 し た 「A」「B」「C」 へ メタ モル 


フォ ー ゼ する アニ メー ショ ン を CLIP STUDIO PAINT で 作成 し ます 。 今 
プア ニメーション と し て の 面白 さも 取り 入れ て いま す 。 


回 


は 、 ル ー 


・ 全 く 違う 形 が つなが っ て いく 
・ 中 割り ( 聞 の 絵 ) で 動き が 決ま る 
・ 径 ら か な イメ ー ジ 
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1. ア ニメーション セル に 原画 を 描く 


[ファ イル ] メニュー - [新規 ] か ら ア ニメーション 用 の 新規 キャ ン パ ス を 作成 し ま 
す 。「A」「B」「C」 へ の 変化 は 、 そ れ ぞ れ 3 枚 の 中 割り で 行う 想定 な の で 、 フ レー ム 
レー ト 「24」、 フ レー ム 数 「36」 で 作成 し まし た 。 


本 キャ ン バ ス を 作成 


最近 使っ た ファ イ J ル レ CF) 


CLIP STUDIO ACTION で 振 入 (G)-. 


ol GrW 
保夫 ⑨ Ces 
別名 で 保存 (A)-… Shift+Akts+S 
複 宗 を 保存 (R) » 


復 放 (⑤).… 


回 


贈 原画 用 の アニ メー ショ ン セ ル ( 必 降 : セ を 作成 し ます 。 今回 は レイ ヤー フォ ル ダ ー 
を 1 枚 の セル と し (Chapter1『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト 0 基本 』) 、 線画 (ine) と 塗り (co) で レイ ヤー 
を 分 け て いま す 。 


放 セル を 作成 
Ea 


100% 通常 
| ノ に 四半 oooee: 3 


原画 用 の セル 


回 セル [1] が 「A」、 [2] が 「B」、 [3] が 「C」 の 原画 で す 。 


画 を 描く 


AU 


ド 図 は 、 原画 を 描い た 段階 で の タイ ムラ イン で す 。 原画 の 間 に 3 枚 、 そ れ ぞ れ 3 コ 
マウ レ ー ム ) の タイ ミン グ で 中 割り し て いく の で 、 原画 と 原画 の 間 が 12 コ マ 空い て いま 
す 。 


en 


5 PGS を と wu 本 ロロ ag 中 


中 割り の 入る タイ ミン グ 


POINT 

ルー プ 表 現 を 作画 する 際 に は 、 終 了 フ レー ム の 外側 の フレ ー ム に 最初 の フレ ー ム を 指定 し て お きま し ょ 
う 。 [C] か ら 5[A] へ の 中 割り を 描く 際 に 、 オ ニオ ンス キン (Chapter1『4 アニ メー ショ ン 制 作 時 に 必須 の 補 
助 機能 』) で 前 後 の 原 画 が 確認 で きる の で 便利 で す 。 


POINT 


タイ ムラ イン パレ ッ ト の アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー や レイ ヤー は 、 ト ラック ワ (Chapter1『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 


基本 』) と も 呼称 する 。 


2. 中 割り の た め の セ ル を 作成 する 


それ ぞ れ の 原画 の 真ん中 に 、 中 割り 用 の セル を 作成 し ます 。 
国 タイ ムラ イン 上 で 中 割り を 入れ る フレ ー ム を 選択 し ます 。 ここ で は 、「7」「19」 
「31」 フ レー ム で す 。 


男 中 割り を 入れ る フレ ー ム 
を 選択 


回 [アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [新規 アニ メー ショ ン セ ル ] で 、 セ ル を 作成 し ます 。 


較 中 割り 用 の セル を 作成 


100% 通 束 
・ retamamhose :¢ 


100% 通常 


| I00% 通常 
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POINT 
1 つ 前 の セル が レイ ヤー フォ ル ダ ー の 場合 、 フ ォ ル ダー 構造 を 引き 継い だ セル を 作成 で きま す 


(Chapter1『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基本 』) 。 


POINT 
各 セ ル の タイ ミン グ は 、 後 々 タイ ムラ イン 上 で 変更 する こと も で きま す (Chapter1『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト 
の 基本 』) 。 


3. オ ニオ ンス キン を 使っ て 中 割り を 描く 


「 オ ニオ ンス キン (chapten『4 アニ メー ショ ン 制作 時 に 必須 の 補助 機能 』) 」 を 使用 し て 、 前 後 の 


セル を 見 な が ら 中 割り ( 間 の 絵 ) を 描い て いき ます 。 


国 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 「 オ ニオ ンス キン を 有効 化 | 国 | 」 ポ ボタ ン を クリッ クワ し 、 中 割り 


の 前 後 (原画) を 表示 し ます 。 


目 回 固 で 「A」 か 5「B」、「B」 か ら 5「C」、「C」 か ら 5「A」 へ の 変化 CX モ ルフ ォ ー や の 
中 割り を 描き ます 。 「C」 か ら 「A」 の 間 で は 、 単 純 な 中 割り で は な く 、 回 転 し て 変化 


する よう な 遊び を 入れ て み ま し た 。 


硬 オニ オン スキ ン を 便 う 


am 


回 A か ら B へ の 変化 


前 攻 の 原画 を 表示 


① っ ね ュー② 


回 B か 5C へ の 変化 


回 C か ら A へ の 変化 


の ー2aー③ 


③ー4-① 


回 転 し な が ら 
補 形 する イメ ー ジ | 


POINT 


中 割り は 、 基 本 的 に 前 後 の セル の 線 の 間 に 線 を 引い て いけ ば 、 メタ モル フォ ー ぜ し て 見 えま す 。 


前 後 の 間 の 線 を 描く 


4. さ ら に 中 割り を 描く 


描い た 原画 と 中 割り の 間 に 、 さ ら に 1 枚 ずっ 新規 アニ メー ショ ン セル を 作成 し 、 中 
割り を し て いき ます 。 セ ル の 名 称 が わか り に くい で す が 、 最終 的 に 正規 化し て リネ ー 
ム す る の で 、 こ の 時 点 で は 仮 の も の で 構い ませ ん 。 


中 割り を 増やす 


回 DE 
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100% 通 帝 
MPT 
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ロロ 100% 通常 
ルイ ヤー1 

| 100% 通常 
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POINT 

回 転 し て 見 える よう に 中 割り を する ポイ ント で す が 、 少 し だ け オ バケ 表現 (Chapter2『4 その 他 の アニ 
メー ショ ン 表 現 』) を 入れ て みる と 、 動 き を 捉え や すく な り ま す 。 

で 追加 する 中 割り で あれ ば 、 セ ル [ レ イヤ ー1] を セル [1] 、 [1b] を [2] の 原画 に 近づけ た 絵 に 


また 
する こと で 加速 、 減速 盛 が 出 ます し 、 動き が つなが っ て 見 え や すい で す . 


オ パ バケ 


① ② 


ーーー ラー 
レイ ヤー1 1a 1b 


下図 は 、 中 割り が すべ て 終わ っ た 段階 で の タイ ムラ イン で す 。 原画 の 間 に 3 枚 、 そ 
れ ぞ れ 3 コ マウ レー ム ) の タイ ミン グ で 中 割り し て いる の が わか る と 思い ます 。 


5. 色 塗り 、 ア ニメーション セル 名 を 正規 化し て 完成 


塗り つぶ し ツー ル の 「 他 レイ ヤー を 参照 (Chaperle その 他 の 便利 な 機能 』) 」 を 使っ 
て 、 色 塗り 用 の レイ ヤー(co) に 色 を 塗り ます 。 


男色 を 塗る 


| 


回 この まま で は 、 アニ メー ショ ン セ ル の 名 称 が わか り に くい の で 、 [アニ メー ショ ン ] メ 
ニュ ー - [セル 指定 ] > [レイ ヤー の 順番 で 正規 化 ] (も し く は 、 [タイ ムラ イン の 順番 で 正規 
化 ]) で リネ ー ム し ます 。 正規 化 に 関し て は 、「Chapter1『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基 
本 』」 も 参照 くだ さい 。 

これ で 完成 で す 。 


正規 化す る 
00% 通 放 
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ロロ 100% 通常 
0 
100% 通常 


100% 通常 
100% 通常 


100% 通常 


コ 100% 通常 


100% 通常 


100% 通 只 


100% 通常 


POINT 


色 も 個別 に サラ デー ショ ン し て 変わ っ て いく な どす る と 、 面 白い か も し れ ま せん 。 


回 年 越し ルー プア ニ メ chapterar na_oo2.clp 


Web 上 の と くに 「 ア ニメーション GIF (Chapter1『s 書き 出し 機能 』) 」 と し て アッ プロ ー ド する 
場合 、 繰 り 返 され る こと を 意識 し て 作成 する こと が 多い で す 。 

短く 簡潔 、 か つ 面 白 味 の ある ルー プア ニメーション は 、 自然 と 無限 に 眺め て し まう こ 
と が あっ た り し ます 。 こう いっ た 作品 は 、 絵 の 巧 抽 よ り も アイ デア 勝負 な と ころ が 面白 
さ で ある よう に 思い ます 。 

ここ で は 、2014 年 ( 午 年 ) か ら 2015 年 ( 未 年 ) へ の 年 越し を テー マ に し た アニ メー ショ ン 
の 工程 を 解説 し ます 。 


動き の イメ ー ジ 

・ 午 年 か ら 未 年 の 年 越し を 、 馬 に 羊毛 を 着せ る と い 
う ワ ン ア イデ ア で 表現 

・ 無 限 に ルー プ 再 生 さ れる GIF アニ メー ショ ン の 特 
性 を 活か し 、 繰 り 返 され る こと で 面白 い ア イデ ア 、 
繰り 返し 見 た く な る も の を 目指 す 

・ シ ンプ ル な ビジ ュ ア ル と 動き で 表現 


1. 低 い フ レー ムレ ー ト で の キャ ン パ ス の 作成 
ファ イル ] メ ニュ ー - [新規 ] か ら ア ニメーション 用 の 新規 キャ ン パ ス を 作成 し ます 。 


フレ ー ム レー ト は 「8fps」 に 設定 し まし た 。 シン プル な 動き と 構成 に し よう と 思っ た の 
で 、 今 回 は フレ ー ム レー ト を 低く 設定 し て いま す 。 


「 新 規 ] ダ イア ログ 


1 © 


taome 国 回 上 CE: a 


アイ MS A 


2 | Er ェ ロ ES 
Er で Rm | 
mw to 。 ょ EE 2 
a Mt 
Eo EE Hr 
NS ER Tr RT 
| sr 
> =k 才 68D で 
きき UE T R 
Ed , 
1 人 8 


El 


AT ND 


POINT 


フレ ー ム レー ト 「8fps」 は 、「24fps」 で は 、3 コ マ ( フ レー ム ) 打ち の タイ ミン ザ に な り ま す 。 


POINT 
「 ア ニメーション GIF」 形 式 で 書き 出す 際 に 、 フ レー ムレ ー ト を 低く する こと に よっ て 、 絵 の 枚数 が 減り 、 容 


量 が 軽く な る と いっ た 利点 も あり ます 。 


2. ラ フ を 描い て イメ ー ジ を 固め る 

馬 に 羊毛 を 着せ る こと で 、「 馬 が 羊 に な る 」 と いう ワン アイ デア を ラフ に し て いき ます 。 
ペル トコ ン ベ ア で 羊毛 を 着せ 続け る と いう 淡々 と 変 な こと を し 続け る 面白 さ み たい 
な も の を 思い つい た の で 、 こ こ か ら 形 に し て いき ます 。 


ラフ を 描い て イメ ー ジ を 固め る 


POINT 
頭 に 思い つい た アイ デア は 、 文字 で も 絵 で も 構わ な い の で 、 必 ず ア ウト プッ ト し まし ょ う 。 そ うす る こと で 、 了 ア 


イデ ア が まとまり 、 新た に 見 えて くる も の も あり ます 。 


3. ラ フ で 動き の 設計 を する 
まっ た ら 、 さら に ラフ を 描き 進め 、 動き の 設計 を し て いき ます 。 きち ん と 


イメ ー ジ が 固 


ルー プ に な る か どう か も 考え な が ら 、 動き の 幅 や タイ ミン グ を 決め て いき ます 。 
動き を 決め る 


POINT 


ベル トコ ッ ペ ア 上 は 、 コ ピー & ペ ー ス ト し た 絵 を スラ イド させ る こと で 、 絵 だ け で な く 制 作 工程 も で きる 限り 
シン ブル に し て いま す 。 パー ス 感 も あり ませ ん 。 


いつ ん 


ピス 


全体 の フレ ー ム 数 や ね イ ミン グ も 、 こ の 時 点 で 決め て し まい ます 。 今回 は 、 全 体 12 
フレ ー ム の 、1 コ マウ レー ム ) 打ち で 制作 する こと に し まし た 。 
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M 


4. ベ ルト コン ベア を 描く 


ベル トコ ン ベ ア は 、 12 枚 すべ て の 動き を 描く の で は な く 、4 枚 ずつ の ルー プ に し まし 

た 

奥 の ベ ルト コン ベア 用 の アニ メー ショ ン セ ル (以降: セル) が 格納 され た アニ メー ショ ン フ ォ 
ル ダ ー[belt1] と 手前 の ベル トコ ン ベ ア 用 の [belt2] を 作成 し ます 。 そ の 中 に 計 4 枚 
ずつ セル を 作成 し 、 セ ル [1] に 原画 を 描き 、 [1] と [11 の ルー プ と な る よう に 中 割り を 
し ます 。 セル [1] - [3] - [2] - [4] の 順番 で 描く の が よい で し ょ う 。 
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アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー と セル を 作成 し 、 
ベル トコ ン ベ ア の 動き を 描く 


タイ ムラ イン 


全体 12 コ マウ レー ム ) の うち 、4 枚 ずつ の ルー プ と な っ て いる の で 、 3 ループ で 一 巡 す る 


構成 に な り ます 。 
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5. ロ ー ラ ー 部 分 (ブー リー) を 描く 


ベル トコ ン ベ ア の ロー ラー の よう お 部 分 プーリー) は 、 若干 ず らし て トレ ー ス し た 2 枚 の 
絵 を 、 交 互 に 表示 させ る こと で 動き を 表現 し ます 。 

アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー [belr3] を 作成 し 、 セ ル [1] に 白 で 円 を 描き ます 。 さ ら に セ 
ル [2] に [1] を 若干 ずら し て トレ ー ス し ます 。 


同 ト レス ブレ で ロー ラー 部 分 を 描く 


POINT 


この 手法 を 「 同 トレ スプ ブレ 」 と いい ます 


タイ ムラ イン 


「 同 トレ ス ブ レ 」 で 描い た 2 枚 の 絵 を 交互 に 表示 させ ます 。 


| [タイム 5 イッ 
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6. 馬 と 羊毛 を 描く 


ベル トコ ン ベ ア に 乗る 馬 と 羊毛 を 描い て いき ます 。 

回 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー [uma] と [hitsuji] を 作成 し ます 。 それ ぞ れ の アニ メー 
ショ ン フォ ル ダ ー の 中 に 、 セ ル を 作成 する の で す が 、 こ こ で は 、 レイ ヤー フォ ル ダ ー を 
作成 し ます 。 作成 し た レイ ヤー フォ ル ダ ー は 、 セル と し て 扱わ れ ま す (Chapter1『2 タイ ムラ 
イン パレ ッ ト の 基本 』) 。 


回 セル を 作成 


恒 暴 二 4 


回 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー[hitsuji] の セル [1] に ベー ス に な る 馬 を 、 [hitsuji] の セ 
ル [1] に 羊毛 を それ ぞ れ 描き ます 。 


医 ペー ス と な る 馬 と 羊毛 を 描く 


回 馬 と 羊毛 それ ぞ れ を 、 コ ピー& ペ ー ス ト し て 複製 し 、 合 体 し ます 。 


回 複製 し て 合体 


7. 馬 と 羊毛 を 複製 する 


さら に 、 馬 と 羊毛 を 合体 し た 絵 を 複製 し 、 移動 し て 配置 し て いき ます 。 基本 的 に 
ベル ト に 乗っ た 動き は 、 複 製 と 移動 配置 を 繰り 返し て 作成 し ます 。 
セル 作成 の 順番 は 、 セ ル [1] の 後 [7][4] [10] と 真ん中 を 中 割り 、 以 降 は 偶数 


枚数 と な り ま す の で 真ん中 を 中 割り する の で は な く 、1 プ 3 づつ 中 割り 進め る 形 で 、 
[2] [3] [5] [6] [8] [9] [11] [12] と 進め て いき まし た 。 


ベル ト の 移動 幅 に 合わ せ て 複製 と 移動 配置 


タイ ムラ イン 


ベル トコ ン バ ベア の 移動 幅 に 合わ せ て 、1 フ レー ム ず つ 絵 を 切り 替え て いき ます 。 


POINT 


移動 の ガイ ド 線 を 引い て お く と 、 ズ レ る こと な く 複製 と 移動 が で きま す 。 


POINT 

セル (レイ ヤー) を 複製 する と 、 別 の セル と な り ま す 。 セル 同士 の 結合 と いう の は アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー 内 
で は で きま せん 。 し か し 、 レイ ヤー フォ ル ダ ー 内 で あれ ば 、 レイ ヤー を 結合 する こと が で きま す 。 つま り 、 今 
回 の よう な レイ ヤー を 複製 し て 結合 する 作業 が 発生 する 場合 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー を セル と し て お いた ほう 
が 何かと 便利 で す 。 各 レ イヤ ー フ ォ ル ダー 内 に レイ ヤー を 複製 し 、 結合 する こと が 可能 と な り ま す 。 
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8. 人 物 の 原画 を 描く 


羊毛 を 取っ て 着せ る 人 物 を 描い て いき ます 。 
ベル トコ ン ベ ア の 奥 に 立っ て いる 人 物 な の で 一 番 下 に アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー 
[man] を 作成 し ます 。 [man] の 中 に セル を 作成 し 、 ま ず 羊 毛 を 着せ 終え た セル 


[1] の 原画 を 描き ます 。 


POINT 


今回 の よう に タイ ミン ゲ が 均等 割り で セル の 枚数 が 決ま っ て いる 場合 は 、 は じ め か ら 必 要 枚 数 の セル を 
作成 し て お く と よい で し ょ う 。 


POINT 


ほか の アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー の 透明 度 を 下げ る な どす る と 作業 し や すく な り ます 。 


9. セ ル を また いで 人 物 を 描く 
羊毛 を つか ん だ セル [5] を 描き ます 。 人 物 は 一 番 下 の アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー 


[man] で 作画 し て いま す が 、 部 分 的 に 羊毛 の セル より も 上 に な る 部 分 が あり ま 
す 。 そ こ で 、 羊毛 より も 上 に な る 部 分 と 下 に な る 部 分 と で 、 描く セル を 変え ます 。 
下 に な る 部 分 は 、 [man] の 中 の セル [5] に 描き ます 。 


圧下 に な る 部 分 を 描く 


⑤ [man] の セル [5] に 描く 


回 上 に な る 部 分 ( 羊 を と 左腕 ) は 、 [hitsuji] の 中 の セル [5] に 描き ます 。 


上 に な る 部 分 を 描く 
⑤ [hitsuji] の セル [5] に 描く 


続い て 、 馬 に 羊毛 を 着せ る セル [12] を 描き ます 。 
回 下 と な る 部 分 は 、 [man] の 中 の セル [12] に 描き ます 。 


下 に な る 部 分 を 描く 
⑫ [man] の セル [12] に 描く 


右上 に な る 羊毛 の 着せ る 絵 は 、 [uma] の 中 の セル [12] に 描き ます 。 


茹 上 に な る 部 分 を 描く 
⑫ [uma] の セル [12] に 描く 


POINT 


着せ る 瞬間 の 羊毛 は 、 少 し 左右 に 圧縮 され た よう な 形 に する こと で 勢い を だ し て いま す 。 さら に 、 効果 線 
を 少し 描く こと で 下 に 落ち る 表現 を 強調 し て いま す 。 


10. 中 割り を 描く 


ライ ト テ ー ブ ル 機能 (Chapteru『4 アニ メー ショ ン 制作 時 に 必須 の 補助 機能 ) を 使っ て 、 人 物 の 
中 割り を し て いき ます 。 


同 セル [1][5] の 間 と な る [3] か ら 描 き 進め ます 。 アニ メー ショ ン セ ル パ レ ッ ト に セル 
[1] [5] を ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 し ます 。 さら に 、 セル [5] は 、 左腕 を アニ 
メー ショ ン フ ォ ル ダー [hitsuji] の セル に 描い て いた の で 、 [hitusji] の セル [5] も 登録 
し ます 。 登録 し た ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー は 、 レ イヤ ー カ ラー 凍 ]> を 変更 し て 見 や 


すく し ます 。 


還 ライ ト テ ー ブ ル 
レン Pr 


[hitsuji] の セル [5] も 登録 


回 これ で 、 前 後 の 絵 を 参考 に 中 割り で きま す 。 


回 前後 の セル を 参考 に 
中 割り 


回 原画 の セル [1] [5] [12] を 描い た ら 、 [3] [9] [2] [4] [7] [6] [8] [10][11] と 
中 割り を 進め る の が よい で し ょ う 。 

[6] は 原画 の [5] と 同様 に 、 左 腕 を [hitsuji] の 中 の セル [6] に 描い て いま す 。 
[7] か 5[11] は 、 羊 毛 も 一 緒 に 描き まし た 。 


回 すべ て の 中 割り を 描く 
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11. 背 景 な ど を 描き 、 色 塗り を し て 完成 


回 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダ ー の 外 に 背景 や ロゴ 用 の 通常 レイ ヤー( し イヤ ー フ ォ ルター) を 
作成 し ます 。 ア ニメーション フォ ル ダ ー 外 の レイ ヤー は タイ ムラ イン に 関係 な く 常に 表 
示さ れ ます 。 


圧 通 常 レ イヤ ー( レ イ 
ヤー フォ ル ダ ー) を 作成 
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回 背景 や ロゴ ois) を 描き 、 塗り つぶ し ツー ル で 人 物 の 色 を 塗っ て 完成 で す 。 


POINT | 


塗り つぶ し ツー ル の 「 他 の レイ ヤー を 参照 (Chapter1『6 その 他 の 便利 機能 』) 」 を 使え ば 、 線 が セル を 
また いで いて も 塗り つぶ せま す 。 


2 | 人 物 の 動き 用品 ) 


ここ で は 、Chapter2 で 学ん だ 人 物 の 動き を 基本 に 、 実 際 に キャ ラリ ター と し 
て 描き 起こ し た 人 物 の 動き を 見 て いき ます 。 基本 は し っ か り と 押さ えつ つ 、 そ 
の 人 物 の キャ ラク ター 性 の よう な も の を 加え る こと で 、 より 「 ら し い 」 動 き に な り ま 
す 。 


走る 女の子 caper4ro4 oos.cip 


走る 動き の 基本 は 、「Chapter2『3 人 物 の 動き 』」 で 解説 し まし た 。 ここ で は 、 基 本 
を 押さ えた 上 で 、 い わ ゆ る 「 女 の 子 走り 」 の 特徴 を 加え た 例 を 紹介 し ます 。 女の子 
は 、 そ の 場 で 動い て いる の で 、 ルー プア ニメーション に も な っ て いま す 。 


・ 女の子 の 軽快 な 走り 


・ ボ ニー テー ル の 揺れ で 動き を 補強 
・ 走 り の 基本 を 押さ えた 上 で 、 よ り そ の 人 物 らし い 走 り と いっ た も の を 表現 (今回 で あれ ば 女の子 らし さ ) 


に 


1. ラ フ を 描い て 動き を 決め る 


今回 は 、 ま ず ラ フ を 描い て 動き を 固め て いき ます 。 
同 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー[rough] を 作成 し 、 そ の 中 に アニ メー ショ ン セ ル ( 以 降 : セ 


ル ) を 4 枚 作 成 し ま す 。 ここ に 原画 の ラフ を 描い て いき ます 。 


薩 ラフ 用 の セル を 作成 
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回 接地 の 瞬間 (hu][s]) 、 一 番 沈 ん だ タメ の 部 分 (セル [2][4]) を 、 両足 それ ぞ れ 
4 枚 の 原画 で 描い て いき ます 。 手 は 緩く 握る 程度 で 、 腕 の 振り も や や 横 に 広げ る 
よう に 振る こと で 女の子 らし さ が 出 ます 。 脚 の 運び は アス リー ト の よう な も の で は な 
く 、 前 に も 大 きく 出し すぎ ず 、 蹴 り 脚 の 跳ね 上 げ も 上 げす ぎ な い 程 度 に し て いま 

す 。 


回 4 枚 の 原画 を 描く 


足 の 接地 の ポジ ショ ン を 間違え な いよ うに 、 接地 ライ ン を 引い て お きま し ょ う 。 アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー 外 
の レイ ヤー に 描い て お け ば 、 タ イム ライ ン 上 の どの フレ ー ム で も 表示 され ます 。 


接地 ライ ン 


この 後 、 原 画 と 原画 の 間 に 1 枚 ずつ の 中 割り を 入れ て いく の で 、4 コ マウ レー ム ) 打ち 
で 原画 を 描き 進め て いま す 。 


回 島 GS NK ゃ en 固 日 
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POINT 

一 見 、 原 画 セ ル [2] は 全体 で 最も 低い 位置 に な る た め 「 沈 み 込 み 」 の 絵 に 見 えま す 。 その た め 、 
「Chapter2『3 人 物 の 動き 』」 の 走り の 描き 方 と 違う の で は ? と 思っ た 方 も いる か も し れ ま せん 。 し か 
し 、 こ の 人 物 の 動き の 場合 、 こ れ は 「 踏 み 出 し 」 に 移行 し て いる 絵 と な り ま す 。 

この よう に キャ ラク ター 性 や シチュ エー ショ ン 、 動き の テン ポ な どの 状況 に よっ て 原画 や 中 割り の 絵 は 変 わっ 
て きま す の で 、 基 本 は あく まで 基本 と し て 、 臨機 応変 に 描き 分 ける 必要 が あり ます 。 


POINT 


人 物 は 、 い き な り 服 も 一 緒 に 描こ うた せ ず 、 ま ず は 体 の アタ リ を きち ん と 描き まし ょ う 。 服 は 、 ア タリ に 着せ 
る イメ ー ジ で 描い て いき ます 。 


体 の アタ リ を 描く 


服 を 着せ る イメ ー ジ 
ーー 


2. 原 画 を 清書 する 


回 アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー [run] を 作成 し ます 。 そ の 中 に レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 
し 、 線 画 用 qine) 、 塗 り 用 (co) の レイ ヤー を 作成 し ます 。 これ で 、 レイヤー フォ ル ダ ー 
が 1 枚 の セル と し て 扱わ れ ます 。 


回 原画 用 の セル を 作成 
EC 
電マ | a 100 < 
画 ロ に | 
倒 ロロ DD を Snes 
EE 
ロロ 100% 通常 
4 


100W 通常 
$s 


ロロ 100% 通常 
2 


> 100% 通常 
1 

100% 通 剛 
lme 


上 100% 通常 作 」 
eml 
= 


に 4 


回 原画 の ラフ を 参考 に 、 セ ル [1] [2] [3][4] の 線画 用 レイ ヤーine) に 清書 し ま 
す 。 


回 ラフ を 参考 に 原画 を 描く 


POINT 


アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー [rough] は 、 清書 し や すい よう に 不透明 度 を 下げ て お きま し よう 。 


3. 中 割り を する 
原画 の 間 を 1 枚 ずつ 中 割り し て いき ます 。 


セル [1] と [2] の 間 の 中 割り を 例 に 解説 し て いき ます 。 [1] と [2] の 間 に 新 規 セ 
ル を 作成 する と 、 [1a] と いう 名 称 の セル が 、 [1] と 同じ 構造 の レイ ヤー フォ ル ダ ー で 
作成 され ます 。 


請 中 割り 用 の セル を 
作成 


ロロ 100% 通常 
2 


i 100% 通 | 


ーー 100% 通常 
1 


回 「 オ ニオ ンス キン (chapter1『4 アニ メー ショ > 制作 時 に 必須 の 補助 機能 』) 」 を 有効 に し て 、 
[1a] の 前 後 の セル ([ic[21) を 表示 し 、 中 割り を 描き ます 。 


賠 前 後 の セ ル を 参考 に 中 割り を する 


[2] と [3]、[3 


オニ オン スキ ン を 有効 化 


と [4] 、 [4] と [1] の 間 も 同 じ よ うに 描い て いき ます 。 


「Chapter2『1 アニ メー ショ ン の 基礎 知識 』」 で も 解説 し た よう に 、 全体 の 動き が ゆっ 
た り と し た 曲線 に な る よう な イメ ー ジ で 描き ます 。 


回 全体 の 動き が 完成 


原画 、 中 割り 共に 2 コマ (レーム) 打ち 、 計 8 フレ ー ム の 走り に な り ま す 。 8 フレ ー ム 目 


の 後に 1 フレ ー ム 目 に 戻す こと で 、 自然 な ルー プア ニメーション 


に も な り ま す 。 


[中 | (回 タイ ムラ イン 


が | 


/ 


16 


タイ ムラ イン 1 
回 mm:8 


マ 


4. 色 を 塗る 


各 セ ル ( し イィ ャ ー フ ォ ル ター) の 色 塗 り 用 の レイ ヤー(co!) に 色 を 塗っ て いき ます 。 また 、 
影 用 の レイ ヤー(sm) を 作成 し 、 地面 に 落ち る 影 を 描い て いま す 。 


良 色 塗り 用 の レイ ヤー 


同 、- 陸 = EE 
に に ] OM 通常 
le 
| 100% 通常 
ool 
ーー] 100% 通常 
sh 


回 今回 は 、 塗り つぶ し ツー ル に よる 塗り つぶ し で は な く 、 ブラ シ を 使っ て 塗っ て いき 
ます 。 線画 も 含め て アナ ログ っ ぽい 感じ を 出し た か っ た の で 、 影 や ハイ ライ ト を 意識 
する 程度 で ざっ くり と し た 塗り に し まし た 。 


較 アナ ログ 感 を 出し て 準 る 


POINT 
今回 使っ て いる ブラ シ は 、 素材 提 供 さ れ て いる 「redjuice 氏 」 作 の 「 鉛 筆 R」 と 「 コ ン セプト 1」 で す 。 
素材 の ダウ ン ロ ー ド に 関し て は 、「Chapter1『6 その 他 の 便利 な 機能 』」 を 参照 くだ さい 。 

鉛筆 R 


コン セプト 1 


POINT 


ポニ ー テ ー ル の 付け 根 の 部 分 は 頭 の 動き に 追随 し ます 。 毛 先 に な る ほど 頭 の 動き に 遅れ 、 さ ら に 振り 子 
の 動き (Chapter2『1 アニ メー ショ ン の 基礎 知識 』) が 加わ る イメ ー ジ で す 。 


動き の イメ ー ジ 


簡略 化し た 較 


回 スキ ッ プ chaptera>o4_oo4.clip 


「 歩 き 」 と 「 走 り 」 の 応用 編 の よう な 動き で す 。 下記 の よう な こと を 考え な が ら 、 動き 
の イメ ー ジ を 固め て いき ます 。 


動き の イメ ー ジ 
・ 軽 や か る ひ . 


ペー 
・ ス キッ プ の リズ ム で 緩急 を 付け る ー ン 4 
・ 軽く ジャ ンプ する くら い の イ メー ジ で ステ ッ プ を 踏む 


・ 一 通 滞 宅 す る 
・ 避 り 脚 で 着地 する 〆 


・ 蹴 り 脚 が 軸 足 と な り 、 次 の ステ ッ プ へ 


1. キ ャ ン バ ス を 作成 し て ラフ を 描く 


フレ ー ム レー ト 「24fps」 の アニ メー ショ ン 用 の キャ ン バ ス を 作成 し ます 。 
回 アニ メー ショ ン セ ル ( 必 降 : セ ル ) の 構成 は レイ ヤー フォ ル ダ ー を 使い 、 線画 (ine) 、 


色 塗 り (co) 、 ラ フ (ough) と それ ぞ れ 別 で 作業 で きる よう に ベー ス の レイ ヤー を 作成 し 
ます 。 


セル を 作成 


ュ 100% 通 乏 
> we 


し 。 有 ウ 100 通常 
100% 通常 

lme | 
た 100W 通 常 

El 


回 ラフ 用 の レイ ヤー (rough) に ラフ を 描き ます 。 


ラフ を 描く 


POINT 
歩き や 走り と 同じ よう に 、 着地 する 地面 の アタ リ か ら 付 け て いき ます 。 接地 面 が 大 切な の で 、 き ちん と 意 


識 し て お きま し よう 。 


2. ラ フ で 動き を 決め る 
今回 は ラフ の 段階 で 全体 の 動き を 決め て いき ます 。 細か い デ ィ テ ィ ー ル は 気 に せ 
ず 、 動 きだ け は わか る 程度 に 、 セ ル [1] [2] [3].……… と 順番 に ざっ くり 進め て いき ま 


す 。 ど れ が 原画 で 中 割り と いっ た こと も 、 こ の 時 点 で は 気 に し ませ ん 。 
[アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [新規 アニ メー ショ ン セ ル ] で セル の 枚数 を 増やし な が 


ら 、「 オ ニオ ンス キン (Chapterl『4 アニ メー ショ ン 制 作 時 に 必須 の 補助 機能 」 で 前 の 絵 を 透かし 
て 描き 進め ます 。 

回 蹴り 脚 で 片足 ジャ ンプ する くら い の イ メー ジ で ステ ッ プ を 踏み 、 同 一 瞬 滞 空 

し 、 賠 蹴 り 脚 で 着地 し ます 。 

そし て 次 の ステ ッ プ へ と 移行 し ます が 、 こ の 次 の 足 人 へ 移行 する 絵 は 、 今度 は お し ろ 
枚数 を 飛ば すく らい の イメ ー ジ で 速やか に ジャ ンプ まで 持っ て いき ます 。 そう する こと 
で 動き の 緩急 が つき 、 ス キッ プ 特 有 の 「 軽 快 な リズ ム 」 に な り ます 。 

右 石 足 も 着 地 さ せ 、 右 足 で 踏ん 張っ て 、 回 左足 で 勢い を つけ 、 旋 ス テッ プ を 踏 
み ま す 。 6 枚 目 以降 は 蹴り 脚 が 逆 に な っ た だ け で 、1~5 枚 目 と 同じ よう に 描い て い 
きま す 。 

この よう に 一 連 の 動き の 中 で 絵 に 起こ す ポ イン ト や 枚数 を 考え 、 動き の イメ ー ジ を 
コン トロ ー ル し ます 。 
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g 回 回 


POINT 


スキ ッ プ の イメ ー ジ で ある 「 軽 や か さ 」「 リ ズム 」 を 意 


し た タイ ミン グ を 考え て 描き ます 。 走り の 動き で は 空 
中 に いる 絵 は 少 な く 、 あ る い は な く て も 走っ て 見 えた り し ます が 、 ス キッ プ で は 「 滞空 の 絵 」 が 重要 に な っ て 
きま す 。 


POINT 


ポー ズ の イメ ー ジ は その 都度 自分 で 動い て 確認 し まし ょ う 。 実際 この と きも スキ ッ プ の イメ ー ジ は 頭 の 中 に 
あっ た も の の 、 描き 始め て みる と 「 あ れ ? 」 と な り 、 部 屋 の 中 を スキ ッ プ し て 周 っ て いま し た 。 


ラフ 10 枚 で 一 連 の 動き を 描き 、 そ れ ぞ れ 3 コマ ウレ ー ム ) 打ち の タイ ミン グ で タイ ムラ イ 
ン を 設定 し まし た 。 


アニ メー ショ ン フ ォ 
ル ダ ー に 10 枚 の セ 
ル を 作成 し て いる 


POINT 

タイ ミン グ が 最初 か ら 決ま っ て いる な ら 、 タイ ムラ イン パレ ッ ト で 任意 の フレ ー ム を 選択 し た 状態 で 新規 セ 
ル を 作成 し まし ょ う 。 選択 し た フレ ー ム の 位置 に セル が 作成 され ます (Chapter1『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト 
の 基本 』) 。 


3. ラ フ を 微 調整 する 


ラフ が で き て きた ら 、 タ イム ライ ン パ レッ ト の 「 再 生 ン 停止 」 で 動き を 繰り 返し 見 つ 
つ 、 タ イミ ング や ポー ズ 、 プ ロ ポ ーション を 確認 、 描 き 直し た り 、 形 を 変形 し て 調整 し 
て いき ます 。 

国選 択 範囲 ツー ル の 「 投 げ な わ 選 択 」 を 選択 し ます 。 


回 「 投 げ な わ 選 択 」 を 選択 


回 彼 調 整 を し た い 範囲 を 囲い ます 。 
回 「 自 由 変 形 」 で 位置 や 形 を 変え て いき ます 。 


回 微 調整 し た い 範囲 を 囲う 回 「 自 由 変形 ] を 使っ て 調整 


3 


っ | 


4. 線 画 を 清書 する 


剛 ラフ coug) の 不透明 度 を 清書 が し や すい よう に 下げ 、 線画 用 の レイ ヤー(ine) に 
清書 を し て いき ます 。 


三線 画 を 描く レイ ヤ 
ー を 選択 


(100% 骨 常 


回 まず は 、 原画 と な る セル [1] の 清書 を 行い ます 。 描く セル の ラフ だ け で な く 、 オ ニ 
オン スキ ン で 前 後 の ラ フ を 確認 し な が ら 行 いま す 。 


column 


自由 変形 


[拡大 ・ 縮 小 ・ 回 転 ] (Chapter1『6 その 他 の 便利 機能 で [Cm 
円 を つか ん で ドラ ッ グ する と 、 自由 に 形 を 変形 で きま す 。 


[編集 ] メ ニュ ーー [変形 ] - 自由 変形 ([Gr]+[Snit] +[『])] を 選択 し て も 、 同 じ 操作 が で きま 


| キー を 押し な が ら 各 ハン ドル 


と 


EU 


ルン 
"4 


5. 左 右 が 逆 の ポー ズ を 清書 する 


セル [1] が 清書 し 終わ っ た ら 、 左右 が 逆 で 同じ ポー ズ の [6] を 清書 し ます 。 
回 アニ メー ショ ン セ ル パ レ ッ ト に セル [1] を ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 
(Chapter1『4 アニ メー ショ ン 制 作 時 に 必須 あの 補助 機能 』) し ます 。 


上 ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 


ここ た で 100% 通 常 
red LN “@ ーー _50 7 
ca > 理 = 
@ 吊 も 
国貞 | 通常 | フ 
lme 
に 
190% 通常 
層 col に 
18% 通常 
に 
、」me 
| | | 工 0w 6 
に 
問 mx 100% 通常 
: 凍 00% 通 和 
ンー 1 
罰 登録 し た ライ ト テ ー ブ ルレ イヤ ー[1] を セル [6] の ラフ に 合わ せ て 配置 し ます 。 


ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー を ラフ に 合わ せ て 配置 


登録 し た ライ ト テ ー ブ 


シン ルレ イヤ ー を 移動 し て 


[6] の ラフ に 合わ せる 


回 セル [6] の 清書 を し て いき ます 。 


回 清書 する 


1O 


POINT 
ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て セル [1] を 登録 し 、 そ れ を 参考 に 描く こと で 、 プ ロ ポ ーション が 大 きく 破たん す 
る こと も 減り ます 。 ま た 、 同様 の ポー ズ な の で 、 ラ フ だ け か ら 清 書 する より 描き や すく も な り ます 。 


POINT 
ほか の セル を 描く 場合 も 、 と くに 顔 な ど は 、 絵 の 藤 れ が 目 に 付き や すい の で 、 清書 し た 絵 を 参考 に 描い 
て いき ます 。 


POINT 
地面 に 落ち る 影 は 、 色 沙 り 用 の レイ ヤー(col) に 塗り ます 。 


6. 清 書 を 進め る 


前 後 の セ ル を ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 し つつ 、 清 書 を 進め て いき ます 。 原 
画 と な る セル [1] [6] と 描い た ら 、 間 の 中 割り セル [3] [4] [2] [5] と 進め ます 。 [6] 
以降 も 、 [6] と [1] の 間 の [8] [9] [7] [10] と 描い て いき ます 。 


清書 が 完成 


POINT 

腕 の 振り は 、 走り より 伸び や か に 、 歩き より 大 きく し な や か な 振り 子 運動 の よう な イメ ー ジ で す 。 跳ん で い 

る 間 は 、 ゆ っ た り と タメ て ステ ッ プ を 踏む と き に 一 気 に 加 速 し 、 次 の ジャ ンプ に 勢い を 付け て 移行 し て いき ま 
す 。 

肘 か ら 先 、 腕 先 に 行く ほど 少し 遅れ て つい て くる イメ ー ジ で 動か すこ と で 、 力 を 入れ すぎ て いな い 、 し な や 


か さ を 表 現 で きま す 。 


ツメ 指示 


※※ 腕 の 振り を わか りや すく する た め 、 頭 の 位置 で セル を 合わ せ て 重ね て いる 


7. 色 を 塗る 
同色 塗り 用 の レイ ヤー(co) に 色 を 塗っ て いき ます 。 


塗り 用 の レイ ヤー を 選択 


問 周 2 100% 通 常 


回 「 本 節 前 述 」 の 走る 女の子 と 同じ よう に 、 線 画 も 含め て アナ ログ っ ぽい 感じ を 
出し た か っ た の で 、 影 や ハイ ライ ト を 意識 する 程度 で ざっ くり と し た 塗り に し まし た 。 


アナ ログ 感 を 出し て ざっ くり と 塗る 


ス / 
ー NN 


ンー ンー 


ペー ス 
回 すべ て の セル が 塗り 終わ っ た ら 完成 で す 。 


POINT 


今回 使っ て いる ブラ シ は 、 素 材 提供 され て いる 「redjuice 氏 」 作 の 「 鉛 筆 R」 と 「 コ ン セ ブ ト 1」 で す 。 
素材 の ダウ ン ロ ー ド に 関し て は 、 Chapter1『6 その 他 の 便利 な 機能 』」 を : 


POINT 

アニ メー ショ ン で は 何 枚 も 同じ 色 を 塗る 必要 が ある の で 、「 カ ラー セッ ト パ レ ッ ト (Chapter1『1 CLIP 
STUDIO PAINT の 概要 』) 」 に 色 を 登録 し て お く か 、 絵 の 具 の パレ ッ ト の よう に 、 使う 色 を 別 の レイ ヤー に 
次 っ て お く と 便利 で す 。 


Pe 


に 


使う 色 を 塗っ た 
レイ ヤー 


背景 と の 合成 


今回 は 背景 に も 動画 を 付け 、「follow( フ ォ ロー) 」(Chapter2『4 その 他 の アニ メー ショ ン 表 現 』) と 呼 
ば れる カメ ラリ ー ク に 見 せ て いき ます 。 
人 物 の 塗り は 終わ り まし た が 、 こ の まま で は 背景 と 合成 し た と き に 、 下図 の よう に 透け て し まい ます 。 


そこ で 、 人 物 の 透明 部 分 も 塗る 必要 が あり ます 。 


人 物 の 範囲 で 下地 を 塗り 、 マ スク を 作成 し て いき ます 。 

人 物 を 作画 し た アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー[skip] の 下 に 、 [skip_mask] と いう 新た な アニ メー ショ 
ラフ ォ ル ダー を 作成 し 、 マ スク 作業 を し ます 。 アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー[skip_masK] に は 、 [skip] と 同 
じ 枚 数 の セル (レイ ヤー) を 作成 し て お きま す 。 


マス ク 用 の アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー を 作成 


回 アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー [skip] の タイ ムラ イン を [アニ メー ショ ン ] メニュー - [セル 指定 ] - [コピ ー] 


(Chapter1『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基本 』) し 、[skip] と [skip_mask] が 同じ タイ ミン グ に な る よう に 
「 貼 り 付け 」 し ます 。 タイ ムラ イン の 1 フレ ー ム 目 を 選択 し た 状態 で 貼り 付け れ ば 、 同 じ タ イミ ング に な り 


ます 。 


回 タイ ミン グ を コピ ー 


回 
1 / 1 / 30 陣 回 選 GR NR を ph 了 剛 回折 品 品 加 
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/ 1 / 3%0 陶 回 旬 人 SS を ph 回 碧 刀 ym 


回 線画 の 線 が つなが っ て いな い 部 分 を つない で いき ます 。 [skip_mask] に 作成 し た セル で 、 分 か り 
や すい 色 (ここ で は 、 赤 色 ) を 使っ て 穴 を 埋め る 感じ で す 。 


ピー 
株 を っ な ぎ 終 わっ た ら 、「 自 動 選択 範囲 ツー ル 」 の 「 他 の レイ ヤー を 参照 選択 」 を 使い 、 人 物 の 
外側 に あたる 部 分 を 選択 し ます 。 


茹 人 物 の 外側 を 選択 
re 


※ ビ ピン ク 色 の 部 分 が 選択 され て いる 


占 [選択 範囲 ] メ ニュ ー - [選択 範囲 を 反転 ([Cml]+ [Shit]+[)] し 、 線 を つない だ 色 で [編集 ] 


メニ ュー -「 塗 りつ ぶし ([A 


+ (pa ))] ま す 。 


回 選択 範囲 を 反転 し て 塗り つぶ す 


回 回 - 国 を アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー[skip_mask] の すべ て の セル に 作成 し ます 。 これ で 、 人 物 
の マス ク が 完了 で す 。 マス ク の 色 を わか りや すい 色 に し て いた の で 、 [編集 ] メ ニュ ー - [ 線 の 色 を 描画 
色 に 変更 ] し 、 白 で 塗り つぶ し て お きま す 。 


還 す べ て の セル に 人 物 


マス ク を 作成 
100% 通常 
skip: 10 


に 4 

っ | 。 呈 OOW 通 常 
ゃ | > 時 skip mask: 10 
に 2 


| 190 通常 


100W 通常 
9 
100% 通常 
? 
100% 通常 
5 
100% 通常 
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に 100% 通常 


0% 通常 


3 
100% 通常 
2 
100% 通常 
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放 アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー[BG] を 作成 し 、 そ こ に [ファ イル ] メニュー - [読み 込み ] - [画像] 
(Chapter1『6 その 他 の 便利 な 機能 』) で 背景 素材 を 読み 込み ます 。 


[BG] に 背景 素材 
を 読み 込む 


回 UN 本 


下 ig w 
を 


回 読み 込ん だ 背景 素材 を タイ ムラ イン に [アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [セル 指定 ] - [セル を 一 括 指 
定 ] (Chapter1『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基本 』) し ます 。 


回 背景 素材 を セル 指定 する 


1 / 」 / mW 選 回 司 で とう: 机 9Ra= Ea 
wn pn 』 


ーーーーーーーーー 


回 これ で 完成 で す 。 な お 、 必 要 に 応じ て 、 色 調 祖 正 等 で 背景 な じ ま せる 処理 を 加え ます 。 


回 ジャ ンプ cpaptera・o4 oos.clip 


「Chapter2『3 人 物 の 動き 』」 の ジャ ンプ の 動き の 基本 を 押さ えた 上 で 、 ぴ びょん ぴょ ん 
と 跳ね る 女の子 の ルー プア ニメーション を 描き ます 。 


・ び ょ ん びょん と 可愛 らし く 
・ や や 誇張 し た 滞空 感 で 緩急 の ある 気持 ちの よい リズ ム 感 
・ ジ ャ ンプ の と き の 服 や 髪 の 動 き 


Do 


1. キ ャ ン バ ス を 作成 し て ラフ を 描く 


フレ ー ム レー ト 「24fps」 の アニ メー ショ ン 用 の キャ ン バ ス を 作成 し ます 。 

国 アニ メー ショ ン セ ル ( 必 降 : セ ル ) の 構成 は 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー を 使い 、 線画 nc) と 
色 塗 り (co) り と で レイ ヤー を 分 け て いま す 。 今回 、 ラ フ は 1 枚 目 の ベー ス と な る 絵 だ け 
を 描く た め 、 ラ フ 用 の レイ ヤー (rough) は アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー の 外側 に 作成 し まし 
た 


四 セル を 作成 
・ 島 品 
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100% 通常 
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回 ラフ 用 の レイ ヤー (rough) に ラフ を 描き ます 。 ジャ ンプ の 頂点 か ら 描き ます 。 接地 
する ライ ン を 引き 、 ジャ ンプ の 高 さ な ども 決め て いき ます 。 


較 ラフ を 描く 


POINT 


地面 に 落ち る 影 を 描く こと で 地面 と の 距離 感 な ど が イメ ー ジ し や すく な り ます 。 


2. ジ ャ ン ブ の 頂点 を 清書 する 


ジャ ンプ の 頂点 の 原画 を セル [1] に 清書 し ます 。 
国 セ ル [1] の 線画 用 レイ ヤーine> に ラフ を 参考 に 清書 を し ます 。 清書 が し や すい 


よう に 、 ラ フ を 描い た レイ ヤー の 不透明 度 を 下げ て 見 や すく し て お きま す 。 


回 清書 を する 
回 2ETLidma 


| 
較 内 mnie | 
dS 


下げ る 


回 ジャ ンプ の 頂点 で は 、 服 や 髪 な ど は 空気 抵抗 や 重力 の 影響 は 受け ず に ニュ ー 
トラ ル な 状態 に し ます 。 ポー ズ も 同様 で す 。 


困 ニュ ー ト ラル な 状態 
で 描く 


3. 着 地 の 原 画 を 描く 


着地 の 瞬間 の 原画 を セル [2] と し て 描き ます 。 
回 新規 セル を 作成 し ます 。 作成 され た セル [2] は 、 セ ル [1] の 構成 を 引き 継い で 


いま す 。 


薩 セル の 作成 

100% 通常 
100% 通 素 
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| 100% 通常 
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回 セル [2] の 線画 用 レイ ヤー(iine) を 選択 し た 状態 で 、 ア ニメーション セル パレ ッ ト 
に セル [1] を ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 し ます 。 


回 ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤ 
ー と し て 登録 


国 登録 し た ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー[1] を 着地 地点 まで 移動 させ て 下 に 置き 、 着 
地 の 瞬 間 を 描い て いき ます 。 


回 着地 の 絵 を 描く 


服 や 髪 は 、 空 気 を 含ん で 上 に 残る イメ ー ジ で す 。 
腕 も 次 の ジャ ンプ へ 向け て 振る た め に 少し 持ち 上 げ ま す 。 
セル [1] と [21 の 移動 幅 は 、 財 の よう に な り ま す 。 


茹 [1] と [2] の 移動 幅 3 の 


POINT 
登録 し た ライ ト テ ー ブ ルレ イヤ ー は 、 見 や すい よう に 「 パ レッ トカ ラー を 変更 」(Chapter1『6 その 他 の 便利 


な 機能 』) で 色 を 変え て お きま し ょ う 。 


4. ジ ャ ンプ へ の タメ の 原画 を 描く 
着地 し た ショ ッ ク を 吸収 し 、 次 の ジャ ンプ へ の タメ と も な る 原画 を セル [3] と し て 描き 


ます 。 
回 新規 セル を 作成 し ます 。 作成 され た セル [3] は 、 セ ル [2] の 構成 を 引き 継い で 


いま す 。 


セル の 作成 
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回 セル [3] の 線画 用 レイ ヤー(tiine) を 選択 し た 状態 で 、 ア ニメーション セル パレ ッ ト 
に セル [2] を ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 し ます 。 


国 登録 し た ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー[2] を 参考 に 描い て いき ます 。 
膝 を 曲げ て ショ ッ ク を 吸収 し 、 次 の サ ャ ンプ へ の タメ を 作り ます 。 
上 半身 も や や 前 傾 に な り ます 。 


回 タメ の 絵 を 描く 


② っ ③ 


横 か ら 見 た 図 


右手 も 広げ ます 。 振り 子 の 予備 動作 の イメ ー ジ で す 。 
服 や 髪 は 、 落 下 時 に 受け た 空気 が 抜け て いく 流れ を イメ ー ジ し て 描き ます 。 


動き の 軌道 や 流れ を 意識 し て 描く 


空気 の 塊 


POINT 
顔 や 服 の 細か い デ ィ テ ー ル は 、 ほか と 同じ よう に 登録 し た ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー[2] を 移動 させ て 下 に 置 


いて 描く こと で 、 絵 の 崩れ を 軽減 で きま す 。 


5. ジ ャ ンプ する 瞬間 の 原画 を 描く 


勢い よく 跳び 上 が る 瞬間 の 原画 を 描き ます 。 
回 新規 セル [4] を 作成 し ます 。 ほか と 同じ よう に 1 つ 前 の 原画 [3] と ジャ ンプ の 頂 


点 で ある [1] を ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 し 、 参考 に し て 描い て いき ます 。 


セル の 作成 
上 5g 
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還 全体 的 に 伸び や か に な る イメ ー ジ で す 。 最も 伸び た ポー ズ に な り ます 。 横 か ら 
見 る と 、 気 持ち や や 反 る くら い に な っ て いま す 。 


タメ の 反動 を 利用 し て 、 腕 は すぼめ な が ら や や 前 へ 振り 出し 、 ジャ ンプ に 勢い を つ 
け ま す 。 


髪 や 服 は 、 慣 性 に よっ て 少し 遅れ て つい て きま す 。 


困 ジャ ンプ の 瞬間 を 描く 


6. 中 割り を する (空中 時 ) 
中 割り は 、 セ ル [1] と [2] の 間 


に 2 枚 、 [3] と [4] の 間 に 1 枚 入れ て いき ます 。 まず 


は 、 ジ ャ ンプ を し て 空中 に いる と き の 中 割り を 描き ます 。 


還 セル [1] と [2] の 間 に 、 新 お 


見 セル [1a] と [1b] を 作成 し ます 。 


環 セル の 作成 


本 本 DEE 
2 


H 


回 原画 の セル [1] と [2] を ライ ト テ ー ブ ル 


イヤ ー と し て 登録 し 、 参考 に し て 描い て 
いき ます 。 


詳 ラ イト テー ブル レ 
録 


L | 
mx | 


回 動き の 緩急 と し て 頂点 に タメ を 作る た め 、 先 に セル [1b] を 描い て か ら 、 [1a] を 


描き ます 。 

[1b] で 落ち は じ め 、 髪 と 服 が 風 を 含ん で いき ます 。 

[1a] は 、 頂 点 に か な り ツ メ た 中 割り に な り ま す が 、 こ こ で も 空気 の 影響 を 受け る 動 
き を イメ ー ジ し ます 。 


回 中 割り を 描く 


7. 中 割り を する (ジャ ンプ の 瞬間 ) 


タメ か ら ジ ャ ンプ の 瞬間 の 中 割り を し て いき ます 。 
回 セル [3] と [4] の 間 に 、 新 規 セ ル [3a] を 作成 し ます 。 


豆 セル の 作成 


加 原画 の セル [3] と [4] を ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー と し て 登録 し 、 参考 に し て 描い て 
いき ます 。 


庄 ラ イト テー ブル レ 
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回 全体 の 動き の ツメ と し て は 、 セル [3] に 寄せ ます 。 し か し 、 グ っ と タメ て か ら 一 気 


に 跳ぶ ほう が 気持 ちがい い の で 、 腕 に 関し て は 、 先 に 加速 し て 、 振 り 子 運動 の 勢 
い を 付け る こと で 跳躍 の エネ ルギー に つなげ て いま す 。 腕 の 中 割り の ポジ ショ ン と し 
て は 、 [4] に 寄せ る くら い の イ メー ジ で す 。 


回 中 割り を 描く 


9 


Sh 者 
ツメ 指示 | 


POINT 


前 後 の 原画 (ライ ト テ ー ブ ル レイ ヤー[3] と [4] ) 肩 の 位置 で 合わ せま す 。 こう する こと で 、 腕 の 動き が わか 
りや すく な り ま す 。 


POINT 


この よう に 、 中 割り は 、 単 純 に 前 後 の 絵 の 真ん中 を 割る の で は な く 、 動 き の 緩急 や つなが り を イメ ー ジ し 
て 補完 し て いく 必要 が あり ます 。 


全 7 枚 す べ て 3 コマ ウレ ー ム ) 打ち 、 計 21 フ レー ム の ジャ ンプ に な り ま す 。 頂点 か ら 着 
地 ま で 中 割り 2 枚 、 タ メ か ら ジ ャ ンプ まで に 1 枚 中 割り を 入れ て いき ます 。 頂点 か ら 
着地 まで 中 割り 1 枚 で も ジャ ンプ し て 見 える と 思い ます が 、 今回 は 軽やか な イメ ー 
ジ で 少し 滞空 する くら い の タ イミ ング 感 に し て みよ うと 考え まし た 。 


IrKzZczl 
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今回 の ジャ ンプ は 、 背景 も な く あ っ さり と し た 絵 に 仕上 げ て いき ます 。 
国 それ ぞ れ の セル の 色 塗 り 用 レイ ヤー(coD で 作業 を 進め ます 。 


8. 色 を 塗る 


古 色 塗り 用 の レイ 


回 色 は アク セン ト 程 度 に し 、 ポイ ント ポイ ント に ブラ シ で ザク ッ と 塗っ て いき ます 。 


医 アク セン ト 程 度 に 塗る 
③④ 


回 すべ て の セル を 同じ よう に 塗っ て いき ます 。 


回 すべ て の セル を 準 る 


POINT 


今回 使っ て いる ブラ シ は 、 素材 提供 され て いる 「redjuice 氏 」 作 の 「 鉛 筆 R」 と 「 コ ン セ プ ト 1」 で す 。 素材 
の ダウ ン ロ ー ド に 関し て は 、「Chapter1『6 その 他 の 便利 な 機能 』」 を 参照 くだ さい 。 


POINT 

今回 の セル の 枚数 で あれ ば 、 セ ル の 名 称 は その まま で も 混乱 する こと は あり ませ ん が 、 や は り 正 規 化 
(Chapter1『2 タイ ムラ イン バレット の 基本 』) を 使っ て 、 リ ネー ム し た ほう が わか りや すく な り ま す 。 

[アニ メー ショ ン ] メニュー - [セル 指定 ] - [レイ ヤー の 順番 で 正規 化 ]( も し く は 、 [タイ ムラ イン の 順番 で 
正規 化 ]) を 実行 する と 、 セ ル [1] 一 [7] の 連 番 に な り ます 。 
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3 | 風 の 表 現 


風 を 表現 する こと に よっ て 情緒 や 趣 と いっ た 空気 感 が 生ま れ 、 見 る 人 に アニ 
メ の 1 シー ン を 強く 印象 付け る こと が で きま す 。 目 に 見 えな い 風 を どの よう に 表 
現し て いく の か ? ここ で は そん な テク ニッ ク の 一 例 を メイ キン グ と 共に 紹介 し 
ます 。 


ゆる や か に そよ ぐ 風 の 表現 | chapteray oa4 oos.clip 


風 に よっ て 髪 と 服 の な びく アニ メー ショ ン の 描き 方 は 、 空気 の 流れ を 意識 する の が 
大 事 だ と 「Chapter2『3 人 物 の 動き 』」 で 解説 し まし た 。 人 物 の 絵 に 風 の ゆ っ た り と 
し た 動き を 加え る こと で 、 味わい 深い も の に な り ま す 。 ここ で は 、 実際 に CLIP 
STUDIO PAINT を 使っ て 、「Chapter2『3 人 物 の 動き 』 髪の毛 と 服 の な びき 」 
の 動き を 制作 し て いき ます 。 


動き の イメ ー ジ 

・ ロ ング へ アー と ゆっ た り と し た 服 が 、 風 に 軽やか に 
な びく イメ ー ジ 

・ 空気 の 流れ 

・ ル ー プ に な る よう な 動き 

・ 簡易 な 方 法 で 、 高 原 を 吹き 抜け る 風 を 表現 

・ ふ わっ と 


1. 原 画 と 中 割り を 描く 


フレ ー ム レー ト 「24fps」 の アニ メー ショ ン 用 の キャ ン バ ス を 作成 し ます 。 
「Chapter2『3 人 物 の 動き 』ー 髪の毛 と 服 の な びき 」 で 解説 し た 4 枚 を 原画 と し て 
描き 、 さ ら に 、 原 画 と 原画 の 間 に 1 枚 ずつ 中 割り を 入れ て いき ます 。 

回 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダ ー( 名 称 は [な びき B] と し ます ) に 、 原画 と 中 割り 用 の アニ メー 
ショ ン セ ル ( 以 降 : セ ル ) を 作成 し ます 。 セル の 構成 は 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー を 使い 、 線 
画 (ine) と 色 塗り (co)) と で レイ ヤー を 分 け て いま す 。 は じ め に 、 原画 と な る セル [1] 


[2][3][4] を 描き 、 原 画 と 原画 の 間 に [1a][2a] [3a] [5] を 作成 し て 中 割り を 描 
きま す 。 

また 、 今回 は ルー プ に な る よう な 動き に し て いく の で 、 空気 が 循環 し て 動く 部 分 と 動 
か な い 部 分 の パー ツ ご と に 組み 立て て いま す 。 動か な い 身体 や 頭 は 、 ア ニ メ ー シ ョ 
ン フ ォ ル ダー の 外側 に レイ ヤー フォ ル ダ ー [body] を 作成 し 、 そ の 中 に 通常 レイ ヤー を 
作成 し て 描い て いき ます 。 


回 動く 部 分 と 動か な い 部 分 を 分 ける 
引 岡 中 時 DN 
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罰 空気 の 塊 の 移動 を イメ ー ジ し な が ら 、 原 画 、 中 割り の 順番 で 描き ます 。 


較 原画 と 中 割り 


POINT 


服 の 上 に くる 腕 の 線画 を 最上 部 に 持っ て き て いま す 。 これ は 、 服 や 髪 の 色 を 塗る 際 に 腕 の 線画 が 下 に 
ある と 、 塗り で つぶ れ て し まう か ら で す 。 


100% 通常 
line 


原画 の 間 に 中 割り が 1 枚 ず つ 入 る 計 8 枚 を 3 コマ (フレ ー ム ) の タイ ミン グ で 作成 し て い 


ます 。 24 フ レー ム 目 が 終わ る と 1 フレ ー ム に 戻る た め 、 ル ー プ アニ メー ショ ン に も な っ て 
いま す 。 


より ゆっ た り と お な め ら か な 動き に し た い 場 合 、 中 割り 3 枚 の 2 コマ か 3 コマ の タイ ミン グ 


で 作成 する と よい で し ょ う 。 
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POINT 

大 ま か な ベ ー ス が で き て きた ら 、 奥 の 髪の毛 や 大 き な 流れ と は 違う タイ ミン で 動く アク セン ト の よう な 部 
分 も 加え て いく と 、 自然 な 動き に な っ て いき ます 。 全体 の 動き の 流れ イメ ー ジ は し つつ も 、 パ ー ツ こと で 捉 
えて 描き 加え て いく ほう が 動き の 破たん が な く 進 め ら れ ま す 。 


2. 色 を 塗る (動か な い 部 分 ) 


動か な い 部 分 (し イヤ ー フ ォ ル ダ ー[body]) か ら 塗っ て いき ます 。 
レイ ヤー フォ ル ダ ー [body] の 色 塗 り 用 レイ ヤー(cob を 選択 し ます 。 


回 色 塗り 用 の レイ ヤ 
ー を 選択 
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回 髪 と 服 以外 の 部 分 を 塗っ て いき ます 。 た だ 、 重なる 部 分 に も 塗り 足し し て お き 
ます 。 耳 を 出し た か っ た の で 、 次 の 工程 で 線画 が つぶ れ な いよ うに 、 耳 の 周り の 髪 
は 、 塗 っ て お く 必要 が あり まし た 。 


医 回 と 服 以外 を 塗る 


POINT 


地面 に 落ち る 影 は 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー[body] の 中 に レイ ヤー[sh] を 作成 し て 塗っ て お きま す 。 


EE 
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3. 色 を 塗る ( 動 < 部 分 ) 
動く 部 分 (アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー[ な びき B] の 各 セル ) を 塗っ て いき ます 。 
回 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー [な びき B] 各 セル の 色 塗 り 用 レイ ヤー(cop を 選択 し ま 
す 。 
色 塗 り 用 の レイ ヤー を 
選択 


国 に mm 
! 図 : 


ロ 100W 通常 


国 髪 や 服 を 塗り つぶ し ツー ル の 「 他 の レイ ヤー を 参照 する (Chaperi『e その 他 の 便利 な 
機能 』) 」 で 塗っ て いき ます 。 

回 塗り まれ な か っ た 部 分 は 、 塗り つぶ し ツー ル の 「 塗 り 残し 部 分 に 塗る (chapen『e 
その 他 の 便利 機能 』) 」 や ブラ ン で 塗り つぶ し て いき ます 。 


回 蜂 や 服 を 塗る 回 塗り 残し 部 分 を 塗る 


POINT 
背景 に サレ ー な どの 濃い 色 を 引い て お く と 、 塗り 残し が わか りや すく な り ま す 。 


4. 高 原 の 風 を 描く 


高原 を 風 が な で る 様子 を 描い て いき ます 。 

背景 も 動く 部 分 と 動か な い 部 分 で 分 け て 描い て いき ます 。 まず 、 動く < 部 分 の ア 
ニメーション フォ ル ダ ー [BG] を 作成 し ます 。 その 中 に は 、 セ ル を 6 枚 作 成 し ま す 。 動 
か な い 部 分 は 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー[BG] を 作成 し 、 山 (mo 、 草地 cgrass) レイ ヤー を 
作成 し ます 。 


背景 用 の アニ メー ショ 
ン フ ォ ル ダー と レイ ヤ 


ー フ ォ ル ダー を 作成 
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回 動か な い 部 分 を 描き ます 。 草地 と 遠景 の 山 を 簡単 に 描き まし た 。 


医 勤 か な い 部 分 を 描く 


国 動 < 部 分 は 、 ブ ラン の タッ チ を 前 方 か ら 吹 く の 風 の 方 向 に 送っ て いく こと で 表現 
で きま す 。 難し いこ と は 必要 な く 、 単 に 線 を 引き 、 そ れ を 6 枚 の セル で 徐々 に 後ろ に 
ずら し て いく イメ ー ジ で す 。 


回 フラ シ の タッ チ で 風 を 表現 


POINT 


近 景 と 遠景 で ブラ シ の タッ チ の サイ ズ の 大 小 や 移動 する 幅 を 変え る こと で 、 奥行 き を 表現 し ます 。 


また 、 手 前 は 画面 の 端 か ら 端 ヘ ルー プ す る よう に 描い て いま す 。 
奥 の ほう は あま り 大 きく 動か せな い の で 、 タ ッ チ が 現れ て 少し し て 消え る と いう 表現 に し て いま す 。 


5. 光 を 表現 する 


人 物 に 回 り 込む 光 の 表現 (フレ ァ ) を 加え て いき ます (Chaprer2『4 その 他 の アニ メー ショ ン 表 
現 』) 。 これ に より 、 人 物 と 背景 と が な じみ 、 自然 に 見 えて きま す 。 


較 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー[ フ レア ] を 作成 し 、 そ の 中 に 新規 セル を 作成 し ます 。 


セル を 作成 
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回 遠景 の 山 を 非 表示 に し た 状態 で 、 自 動 選択 ツー ル の 「 他 レイ ヤー を 参照 選 
択 」 で 背景 部 分 を 選択 し ます 。 


略 遠 景 を 非 表 示 に し て 背景 の 
選択 範囲 を 作成 


上 選択 し た 部 分 を 白 で 塗り つぶ し ます 。 


回 選択 範囲 を 白 で 塗り つぶ す 


[フィ ルター] メニ ュー - [ぼかし] -- [ガウ ス ぼ か し ] を ぼかす 範囲 「50」 で か け ま 
す 。 


ガウ ス ぼ ぽか し を か ける 


国 続い て で ほか し た レイ ヤー を 非 表 示 に し 、 自動 選択 ツー ル の 「 他 レイ ヤー を 
参照 選択 」 で 背景 部 分 を 選択 し ます 。 


回 背景 部 分 の 選択 範囲 を 
作成 


回 も う 1 度 較 で ぼかし た レイ ヤー を 表示 させ 、 作成 し た 選択 範囲 の 部 分 を 削除 
し ます 。 


較 選択 範囲 の 部 分 を 削除 
| LT 


※ う っ すら と グレ ー を 引い て 、 ア ニメーション 
フォ ル ダ ー [フレ ア ] の セル の み を 表示 し て 
いま す 。 


回 ~ 回 の 工程 を な びき の 枚数 分 作成 し 、 合 成 モ ー ド (Chapter3『2 加工 処理 ) 
を 「 ス クリ ー ン 」 に 設定 し ます 。 これ で 人 物 と 背景 が な じみ 、 空気 感 も 加わ り ま し 
た 


な びき の 枚数 分 作成 し 、 合 成 モ コ ド を 「 ス クリ ー ン 」 に する 
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POINT 
「Adobe After Effects」 な どの 撮影 ソフ ト を 使用 する と 、 こ うい っ た 素材 を 動画 と し て ソフ ト 上 で 作成 し 
た り 加 工 す る こと が で きま す 。 


タイ ムラ イン 


アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー[ フ レア ] の タイ ムラ イン は 、 [な びき B] の タイ ムラ イン と 同じ に 
な り ま す 。 
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POINT 


セル 名 が わか り に くい 場合 は 、 正 規 化 (Chapter1『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基本 』) し て リネ ー ム し て お き 
まし ょ う 。 


激しい 風 の 表 現 


打っ て 変わ っ て 、 激しい 風 に よっ て な びく 髪 と 服 の アニ メー ショ ン を 描い て いき ます 。 
空気 の 塊 が ある こと を イメ ー ジ し な が ら 、 そ の 流れ 、 動 き を 描く 基本 は その まま に 、 
動き を 大 げ さ に し 、 さ ら に 動き の ラン ダム さ を 加 えて いく の が ポイ ント で す 。 


・ 強 風 で あお られ 大 きく 速く な びく 服 と 髪 
・ 空 気 の 流れ 

・ 動 き を 大 げ さ に 

・ 動 き の ラ ンダ ム さて 乱気流 感 を 描く 

・ バ サバ サ 


フレ ー ム レー ト 「24fps」 の アニ メー ショ ン 用 の キャ ン バ ス を 作成 し ます 。 
アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー [A] 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー[B] を 作成 し ます 。 [A] 
に は 背景 を 、[B] に は 人 物 を 描き ます 。 


還 ア ニメーション フォ ル 
ダー と ラフ 用 の レイ ヤ 
ー を 作成 
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回 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダ ー の 外側 に レイ ヤー を 作成 し 、 ベ ー ス と な る 1 枚 目 の ラ フ を 
描き ます 。 


婁 ラフ を 描く 


2. ア ニメーション セル を 作成 する 


同 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー[B] に 人 物 を 描く (た め の ア ニメーション セル (以降: セル) を 
作成 し ます 。 セル の 構成 は 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー を 使い 、 動か な い 顔 部 分 (① と な び 
く 部 分 (nabiki) 、 色 塗り (co) と で レイ ヤー を 分 け て いま す 。 

な お 、 顔 部 分 は 描い た も の を 別 の セル で も コピ ー & ペース ト で 複製 し て 使っ て いま 
す 。 
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POINT 
動か な い 顔 部 分 を レイ ヤー1 枚 で は な くそ れ ぞ れ の セル に 入れ て いる 理由 と し て は 、 顔 の 手前 と 奥 と いっ 
た 重なり が 複雑 で 、 仕 上 げ の 際 に 不都合 が 出る た め 、 個別 で 線 を 合わ せ て 塗る と いう 方 法 を と っ て いま 


す 。 


3. 原 画 を 描く 


セル [1] の 原画 で す 。 全体 の 動き を 見 つつ 、 パ ー ツ 的 に 捉え る の が ポイ ント で 
す 。 パ ー ツ は 、 図 の よう に 分 け て 、 そ れ ぞ れ の 動き を イメ ー ジ し ます 。 


環 セル [1] の 原画 


④ 


還 セル [2] の 原画 で す 。 な びき の 幅 は 大 きく 大 胆 に 行く 部 分 と 、 や や タメ の ある 部 
分 と を 作成 し ます 。 


回 セル [2] の 原画 


国 セ ル [3] の 原画 で す 。 袖 や えり な どの 形状 と し て 身体 に 密着 する よう な 部 位 
は 、 膨 らむ 、 戻 る と いっ た バタ バタ と し た 動き を 、 服 の つなが りや 形状 を 意識 し つつ 、 
ラン ダム さも 考え つつ 入れ ます 。 


回 セル [3] の 原画 


回 セル [4] の 原画 で す 。 髪 な ども 含め て ラン ダム さ を 入れ る こと に より 、 風 の 乱 気 
流 的 な 強 さ を 表現 し ます 。 


還 セル [4] の 原画 


4. 中 割り を 描く 


中 割り は 、 原 画 と 原画 の 間 に 1 枚 ず つ 入れ て いき ます 。 
回 原画 と 原画 の 間 に 、 新 規 セ ル を 作成 し ます 。 


四 セル の 作成 
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回 セル [1] [2] の 間 の 中 割り の セル [1a] で す 。 基本 的 に は 、 も ちろ ん それ ぞ れ の 
原画 の 間 に な る よう 描い て いく の で す が 、 丸 で 囲ん だ と ころ の よう に 逆 に 膨らます な 
ど 、 こ こ で も ラン ダム な 要素 を 入れ て いま す 。 


罰 中 剖 り セ ル [1a] 


回 セル [2] [3] の 間 の 中 割り の セル [2a] で す 。 空気 の 波 の 流れ に 沿っ て 中 割り を 
し て いき ます 。 


回 中 割り セル [2a] 
② っ 2a っ ③ 


回 セル [3] [4] の 間 の 中 割り の セル [3a] 、 [4] と [1] の 間 の 中 割り セル [5] で す 。 
要素 が 多く 、 重ね る と 複雑 に 見 えま す が 、 部 分 ご と に 動き を 追い な が ら 中 割り を し 
て いき ます 。 


大 中 割り セル [3a] [5] 


5. 色 を 塗る 

各 セ ル の 色 塗 り 用 の レイ ヤー(co!) に 、 塗り つぶ し ツー ル の 「 他 の レイ ヤー を 参照 
(Chapter1『6 その 他 の 便利 な 機能 』) 」 を 使っ て 色 を 塗り ます 。 塗り 残し 部 分 は 、 塗り つぶ し 
ツー ル の 「 塗 り 残 し 部 分 に 塗る (Chapter1『6 その 他 の 便利 な 機能 』) 」 や ブラ シ を 使っ て 塗っ 
て いき ます 。 


6. 背 景 の アニ メー ショ ン エ フェ クト を 描く 


アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー [A] に 背景 の アニ メー ショ ン エ フェ クト を 描い て いき ます 。 風 
で 巻き 上 が っ て 吹き 抜け て いく 土 煙 の よう な イメ ー ジ で す 。 


セル を 13 枚 作成 し 、 こ こ に 風 の エ フェ クト を 描い て いき ます 。 また 、 ア ニメーション 
フォ ル ダ ー の 外側 に は 、 グ レー で 塗り つぶ し た レイ ヤー を 用 意 し ます 。 


請 セル 13 枚 と グレ ー で 塗り つぶ し た レイ ヤー を 作成 
回 
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国 前 か ら 後ろ に 向かう 、 空 気 の 波 の よう な イメ ー ジ を 描い て いき ます 。 ここ で も 一 
定 の スピ ー ド で は な く 、 一 気 に 抜 け て いく よう な も の を 入れ た り 、 動 き の 差 を 付け る 
こと で 強烈 な 自然 現象 の 印象 に し て いま す 。 


景 ア ニメーション フォルダー[A]) 、 人 物 (アニ メー ショ ッ フォ ル ダ ー[B]) 共に 1 コマ ウレ ー ム ) 打ち で 
す 。 速く 激しい こう いっ た 動き を 表現 する うえ で は 1 コマ 打ち が 有効 で す 。 人 物 は 、 
全 8 枚 、 背 景 は 全 13 枚 を それ ぞ れ ルー プ さ せ て いま す 。 
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浮遊 chaper4ro4 oos.cip 


アン タ ジ ー で の ワリ ン シ ー ン の よう な 、 ふ わ ふ わ と 浮遊 する イメ ー ジ の アニ メー ショ ン で 
す 。 下 か 5 の 気流 を 受け て な びく 、 服 や 髪 を を 描い て いき ます 。 

さら に 、 気流 の エフ ェクト を 作成 し 、 ア ニメーション を より 印象 的 に 見 せ て いく 方 法 を 
解説 し ます 。 


| ふわ ふわ と 上 昇 気流 で 浮き 上 が る 
・ 魔法 の よう な 光 の 表現 


1. キ ャ ン パ ス を 作成 し て ラフ を 描く 
フレ ー ム レー ト 「24fps」 の アニ メー ショ ン 用 の キャ ン バ ス を 作成 し ます 。 


ポー ズ の イメ ー ジ と 下 か ら の 気流 の イメ ー ジ な ど を 考え な が ら ラ フ を 描き ます 。 


ラフ を 描く 


2. パ ー ツ を 分 ける 


これ まで と 同じ よう に 、 動か な い 部 分 と 動く < 部 分 の パー ツ ご と に 組み 立て て 描い て い 
きま す 。 

風 に な び い て 動 < 部 分 を アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー [girl] 内 に 、 動か な い 部 分 を 通常 
の レイ ヤー フォ ル ダ ー[body] 内 に 描い て いき ます 。 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダ ー[girl] 内 
に 作成 する アニ メー ショ ン セ ル ( 必 降 : セ ル ) の 構成 は 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー を 使い 、 線 
画 qine) と 色 塗り (co) り と で レイ ヤー を 分 け て いま す 。 また 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー[body] 
も 、 同 じ よう に 線画 (inc) と 色 塗り co) と で レイ ヤー を 分 け て いま す 。 


動く 部 分 と 動か な い 部 分 を 分 ける 
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3. 原 画 を 描く 
風 に な び い て 動く 部 分 の 原画 を 描き ます 。 


な びき の 原画 は 、 セ ル [1][2][3][4] の 4 枚 作成 し ます 。「 本 節 前 述 」 の 動き と 


同じ よう に 全体 の パラ ンス も 見 つつ 、 


| の O で | 


っ た 部 分 の よう に 小さ な 単位 で 捉 


え 、 個 別に 動か し て いく の が わか りや すい で し ょ う 。 


な びく 部 分 の 原画 
@ 


POINT 


すべ て を 一 方 向 に 動か す の で は な く 、 流れ を 少し ば ら け させ る こと で 、 よ り 自 然 な 印象 に な り ま す 。 


原画 は 4 コマ (フレ ー ム ) 打 ち で 描い て いま す が 、 この 後 、 原画 と 原画 の 間 に 中 割り を 
1 枚 ず つ 入 れる の で 、2 コ マ 打 ちの 計 8 枚 に な り ま す 。 激しい 気流 に よる な びき を 表 
現す る 場合 は 、 原 画 の 4 枚 の ルー プ を 2 コマ 打ち に し て も よい で し ょ う 。 
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4. 中 割り を 描く 


中 割り は 、 原 画 と 原画 の 間 に 1 枚 ずつ 入れ て いき ます 。 
原画 と 原画 の 間 に 、 新 規 セ ル を 作成 し ます 。 


還 セル の 作成 
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回 原画 4 枚 の 間 に 1 枚 ず つ 中 割り を 描き 、 計 8 枚 の 絵 に な り ま す 。 中 割り も 、 気 
流 を 表現 する コツ は 原画 と 同様 で す 。 


回 原画 4 枚 、 中 割り 4 枚 の 計 8 枚 の セル 
© 


中 割り を 描く こと で 、2 コ マ 打 ちの 計 8 枚 に な り ます 。 
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POINT 
この 後 、 気 流 の エフ ェクト な ど を 加え 、 全体 の セル の 構造 が 少し 複雑 に な る の で 、 こ の 時 点 で セル 名 を 


正規 化 (Chapter1『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基本 』) し て リネ ー ム し て お きま し ょ う 。 


5. 色 を 塗る 
レイ ヤー フォ ル ダ ー [body] の 色 塗 り 用 レイ ヤー(co) に 肌 や 顔 の 色 を 塗っ て いき 
ます 。 構造 的 に は な びく 部 分 より 下 に な る の で 、 な びく 部 分 が 動い た と き に 絵 の 端 


が 見 切れ な いよ うに 少し 塗り 足し て お きま す 。 


han 


回 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダ ー [girl] の 各 セ ル の 色 塗 り 用 レイ ヤー(coD に 髪 や 服 の 色 
を 塗っ て いき ます 。 


較 動く 部 分 の 色 を 塗る 


6. 気 流 の エフ ェクト (画面 邊 ) を 描く 


ここ か ら 、 ア ニメーション を 印象 的 に する た め に 、 気 流 の アニ メー ショ ン エ フェ クト を 描 
いて いき ます 。 まず は 、 画面 奥 か ら 作業 し て いき ます 。 

レイ ヤー フォ ル ダ ー[body] の 下 に アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー [effect_A] を 作成 し 
ます 。 さ ら に 、 そ の 中 に 4 枚 の セル を 作成 し ます 。 


請 アニ メー ショ ン フ ォ 
ルター と セル を 作成 
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回 左下 か ら 右 上 へ 流れ て いく 気流 の エフ ェクト を 描き ます 。 フォ ルム は あま り | 
し すぎ ず に 少し 千 切 れ な が ら 巻 き 上 が っ て いく よう な イメ ー ジ で 描い て いま す 。 


回 
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回 4 枚 で 気流 の エフ ェクト を 描く 
0 2 


POINT 


気流 の エフ ェクト は 白 に し て いま す が 、 描 く 際 は 黒 な どの わか りや すい 色 を 使い まし ょ う 。 最終 的 に レイ 
ヤー の 「 透 明 ビ クセ ル を ロッ ワ 園 」 し て 塗り な お し た り 、 レイ ヤー プロ パテ ィ の 「 レ イヤ ー カ ラ 


て 色 を 変え る と よい で し ょ う 。 な お 、 レイ ヤー プロ パテ ィ の 「 レ イヤ ー カ ラー 央 」 は 、 アニ メー ショ ン セ ル パ レ ッ 
ト の 「 レ イヤ ー カ ラー を 変更 陳 」 と は 異な る の で 注意 し て くだ さい 。 
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画面 身 の エ フェ クト は 、 計 4 枚 、2 コ マ 打 ちの ルー プ に な っ て いま す 。 
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7. 気 流 の エフ ェクト (画面 手前 ) を 描く 


画面 手前 を 流れ て いく 気流 の エフ ェクト を 描き ます 。 
レイ ヤー 構成 の 一 番 上 に 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー [effect_B] を 作成 し ます 。 
さら に 、 そ の 中 に 8 枚 の セル を 作成 し ます 。 


回 sfectait 
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回 エエ クト を 描く 上 で の 考え 方 は 、「 本 人 節 前 述 」 の 気流 エフ ェクト (画面 自 と 変わ 
り ま せん が 、 画面 手前 で 近い 分 、 よ り 大 き な フ ォ ルム で 流れ て いく イメ ー ジ で す 。 


回 画面 奥 よ り も 大 き な フ ォ ル 
ム を イメ ー ジ 


4 


※ 赤 、 青 色 の 部 分 は 前 後 の セ ル 


回 枚数 も 8 枚 に 増やし 、 気流 の パリ エー ショ ン を 増やし て いま す 。 


回 8 枚 で 気流 の エフ ェクト を 描く 


/ 


画面 手前 の エフ ェクト は 、 計 8 枚 、1 コ マ 打 ちの 8 枚 で ルー プ さ せ て いま す 。 画面 奥 
より も 動き が 速く な り ます 。 
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8. 光 の 瞬き を 描く 


光 の 瞬き を 表現 し て いき ます 。 
国 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダ ー [effect_ A] の 下 に アニ メー ショ ン フ ォ ル ダ ー [hight] を 作 


成 し ます 。 さ ら に 、 そ の 中 に 4 枚 の セル を 作成 し ます 。 
四 セル を 作成 
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POINT 
図形 ツー ル 「 定 規 作成 」 リ ルー プ の 「 特 殊 定規 (同心 円 ) 」 を 使っ て 描い て いま す 。 
また 、 図 形 ツー ル 「 直 線 描画 」 サ ルー ブ の 「 椿 円 」 を 使っ て 描く こと も で きま す 。 そ の 場合 、 ツ ー ル ブロ バ 


ティ パレ ッ ト で 「 線 ・ 塗 り 」 の 項目 を 「 塗 り を 作成 軒 | 」 に 設定 すれ ば 、 内 側が 塗り つぶ され た 円 を 作成 で 


きま す 。 


ORP | 


回 た 下 が 光 源 で 、 右 上 に 行く ほど 暗く な る よう な 円 の ヴ ガラ デー ショ ン を 描き ます 。 
| で は わか り づ らい か も し れ ま せん が 、4 枚 の 円 の グラ デー ショ ン は 、 それ ぞ れ 少し ず 
つ 動 いて いま す 。 大 きく 動か し すぎ な いよ う 注意 し つつ 、 少し 大 きく な っ た り 小さ く 
な っ た り を 繰り 返し 動か すこ と で 、 光 が 瞬 いて いる よう な 印象 が 生ま れ ま す 。 


円 クラ デー ショ ン で 光 の 瞬き を 表現 


還 I a 


POINT 


色 の 調整 は 次 の 仕上 げ の 工程 で 行う の で 、 白黒 で 描い て いま す 。 


POINT 

光 の 瞬き は 、 ほ と ん ど 動 か な い 部 分 が あっ た り 、 や や 大 きく 動い た り 部 分 が あっ た り と する こと で 、 光 の 不 
安定 さ を 表現 で きま す 。 ある い は 動き の 幅 に よっ て 光 の 強 さ を 表現 する こと も で きま す 。 

ブレ を 大 きく する と 、 光 の 強 さ や 不安 定 さき よ り 表現 する こと が で きま す 。 


光 の 瞬き は 、 計 4 枚 、2 コ マ 打 ち で ルー プ さ せ て いま す 。 
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9. 仕 上 げ る 


白黒 で 描い た 光 の 瞬き の 色 を 調整 し て いき ます 。 

アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー [light] の 上 に 黄色 で 塗り つぶ し た レイ ヤー を 作成 し 、 合 成 
モー ド (chapter3『2 加工 処理 」) を 「 オ ー バ パー レイ 」 に する こと で 色 を 付け て いき ます 。 不 
透明 度 は 「809%%」 に し て 調整 し て いま す 。 

さら に 、 レ イヤ ー 構 成 の 一 番 上 に 、 同 じ よう に 黄色 で 塗り つぶ し た 「 オ ー バ ー レ イ 」 の 
レイ ヤー を 作成 する こと で 、 人 物 に も 光 の 色 の 印象 を 加え て いま す 。 不透明 度 は 
「2596」 と 低く し て 調整 し て いま す 。 

光 の 色 を 調整 
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4 | エフ ェクト 作画 


人 物 の 動き だ け で な く 、 炎 や 水 、 光 の よう な エフ ェクト の 動き を 表現 で きる の 
も アニ メー ショ ン の 醍醐 味 で す 。 前 節 で も 動き を 印象 付け る た め に エフ ェクト 
を 加え まし た が 、 こ こ で は エフ ェクト の み に 絞 っ て 解説 し て いき ます 。 


炎 。 chapter4・o4 009.clip 


火 、 炎 と は 物質 (気体 き ぉ ) が 燃焼 する こと で 発生 する 熱 と 光 を 伴う 現象 で す 。 燃 
焼 し 発生 し た 熱 に よっ て 上 昇 気流 が 発生 する の で 、 基 本 的 に 火災 は 上 へ 向かっ 
て 流れ ます 。 

また 、 周 辺 で 起こ る 風 や 気流 に も 影響 され 、 火力 が 増し た り 大 きく うねっ た りす る こ 
と も あり ます 。 

ここ で は メラ メラ と 燃え る 炎 の エフ ェクト の 作例 を 紹介 し ます 。 


動き の イメ ー ジ 

・ 上 へ 向かっ て 流れ る 

・「 伸 びる 」「 千 切れ る 」「 縮 む 」 の 3 段階 を 繰り 返す 

・ 上 へ の 流れ は ある が 、 あ くま で 不定 形 の 流動 的 な 動き 
・ メ ラメ ラ 


火 、 炎 を 記号 的 に 大 きく 分 けた 場合 、「 伸 びる 」「 千 切れ る 」「 縮 お 」 の 3 段階 を 繰 
り 返し ます 。 酸素 な ど を 得 て 強く 燃焼 し 、 大 きく 「 伸 び た 」 炎 は 、「 千 切れ 」 て 拡散 
し 、「 縮 み 」 ま す が 、 す ぐに また 新た な 炎 の 気流 に よっ て 「 伸 びる 」、 と いう 三 段 階 の 
動き に な り ます 。 


1.1 セ ル 目 の 炎 を 描く 


フレ ー ム レー ト 「24fps」 の アニ メー ショ ン 用 の キャ ン バ ス を 作成 し 、 炎 が 大 きく な る 前 
段階 か ら 描き ます 。 この 1 枚 目 の 炎 は 、 先 に 完成 させ 、 こ の あと の 動き の ベー ス と し 
ます 。 

回 ラフ を 描く た め の [rough] レイ ヤー と 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー [fire] を 作成 し ま 
す 。 [fire] の 中 に 作成 する アニ メー ショ ン セル (以降: セル ) の 構成 は 、 レ イヤ ー フ ォ ル 
ダー を 使い 、 炎 の 赤い 部 分 (s) 、 炎 の 中 心 の 黄色 い 部 分 y) と で 分 け て いま す 。 


本 セル を 作成 


100% 通常 
SM 
100% 通常 
R 
| 0W 通常 
roueh 


回 炎 の 赤い 部 分 を 描き ます 。 ラ フ で 大 ま か な 形 を と り 、 [fire] の セル [1] の レイ 
ヤー(s) に 清書 し て いき ます 。 ま ず 、 選 択 範囲 リー ル の 「 投 げ な わ 選 択 」 で 形 を と 
り 、 炎 の 形 の 選択 範囲 を 作成 し ます 。 


医 「 投 げ な わ 選 択 ] で 災 の 形 
を と る 


回 塗り つぶ し ツー ル か 、 [編集 ] メ ニュ ー - [塗り つぶ し ] で 、 選 択 範囲 を 塗り つぶ 
し ます 。 


POINT 


「 投 げ な わ 選 択 」 で の 作画 は 、 筆 者 お スス メ の 方 法 で す 。 エッ ジ の 表現 が きれ い に 出 ます し 、 細か い 塗 り 
残し が 起こ り に くい の で 、 と くに 単 一 色 の エフ ェ ウ ト 作 画 で は この 方 法 を 使っ て いま す 。 


POINT 
1Shift] キー 押し な が 5 選択 範囲 を 作成 する に 、 す で に ある 選択 範囲 に 選択 範囲 を 追加 で きま す 。 


POINT 


アン チエ イリ アス (Chapter1『6 その 他 の 便利 な 機能 』) は 、 基本 的 に 「 無 し |[ 考 | 」 に し て いま す 。 この ほう 


が 再 調 


の も よい で し ょ う , 


や すい (と くに 塗り 直し が し や すい ) と いう メリ ッ ト が あり ます 。 し か し 、 作風 に よっ て は オン に する 


ED er 


回 中 心 の 黄色 い 部 分 も 同様 で す 。 [fire] の セル [1] の レイ ヤー) に 「 投 げ な わ 
選択 」 を 使っ た 方 法 で 描い て いき ます 。 


賠 中心 の 黄色 い 部 分 も 同様 と : 
の 手順 で 塗る ーY 


WW 通夫 
ゃ | * 還 人 W 


POINT 


中 心 の 黄色 い 部 分 は 、 炎 の 中 に 小さ な 炎 が ある と いう イメ ー ジ で す 


2.2 セ ル 目 以降 の 赤い 部 分 を 描く 
筆者 の 場合 は 、 順 に 送っ て 描い た ほう が 常に 炎 の 流れ を 意識 で き て わか りや すい 
の で 、「 オ ニオ ンス キン (Chapter1『4 アニ メー ショ ン 制 作 時 に 必須 の 補助 機能 』) 」 を 使っ て 、 前 の 
セル を 表示 し な が ら 描 き 進め て いき ます 。 アニ メー ショ ン セ ル [1] に 続い て [2] [3] 
.…. と 、 ま ず は 全体 の シル エッ ト と な る 赤い 部 分 を 描き ます 。 


回 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー [fire] の 中 に アニ メー ショ ン セ ル を 追加 で 作成 し ます 。 
新規 アニ メー ショ ン セル の 作成 を する と 、 [1] の 構造 を 引き 継い で 作成 され ます 。 
今回 は 7 枚 の セル で 炎 を 描い て いく こと に し まし た 。 


回 セル を 作成 
| 
w + 
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回 「 オ ニオ ンス キン 」 を 有効 に し 、 セ ル [2] 以降 の 炎 の 赤い 部 分 を 描い て いき ま 
す 。 こ こ で も 「 投 げ な わ 選 択 」 に よる 方 法 で 描き ます 。 上 へ 向かう 流れ 、「 伸 びる 」 
「 千 切れ る 」「 縮 む 」 の 3 段階 を 繰り 返す と いう 炎 の 動き の 性 質 を 意識 し ます 。 


POINT 


場合 に よっ て は 、 一 番 縮 ん だ 絵 と 一 番 伸び た 絵 を 先 に 原画 と し て 描き 、 そ の 間 を 中 割り し て いく と いう 方 
法 も ある か と 思い ます 。 


導 の シル エッ ト を 順番 に 描く 


3. 火 の 粉 を 追加 する 


前 の セル か ら 順 番 に 送り 描き し て いる と 、 最 終 的 に 千 切 れ た 火の粉 が 足り て いな 
い 部 分 が で て きま す 。 

回 火の粉 を 描き 足し て いき ます 。 炎 が 上 昇 し 、 千 切れ て 拡散 する イメ ー ジ で す 。 
と くに 、 セ ル [7] か ら [1] [2][3] と ルー プ で きる よう に し て いき ます 。 


火の粉 を 描き 足す 
OG) o-TF 


4. 中 心 の 黄色 い 部 分 を 描く 


赤い 部 分 を 描き 終え た ら 、 黄 色 の 部 分 を 描き 進め ます 。 
各 セ ル の レイ ヤー) に 描い て いき ます 。 


回 各 セ ル の 黄色 い 部 分 
を 描く た め の レ イヤ ー 
(Y) に 描く 
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回 先ほど も 少し 触れ た と お り 、 黄色 い 部 分 も 炎 の 基本 的 な 動き と 同じ イメ ー ジ で 
す 。 し か し 、 あく まで 炎 の 中 心 部 の 表現 な の で 、 外側 に 伸び て 千 切 れ た も の は 拡 
散 せ ず 、 す ぐ 消 し て し まっ て よい で し ょ う 。 


回 赤い 部 分 と 同様 の 動き で 描く 外側 の 赤い 部 分 ほど 撤 豚 し な い 


旨 3 


POINT 


セル の 構成 に レイ ヤー フォ ル ダ ー を 使い 、 レ イヤ ー を 分 け て いれ ば 、 炎 の 赤い 部 分 を 非 表示 に する こと で 
黄色 い 部 分 の み 表示 し た り 、 赤 い 部 分 の 不透明 度 を 下げ て 、 見 や すい 状態 に し て 作業 で きま す 。 


完成 し た 炎 の エフ ェクト で す 。 横 に 並べ だ だ け で も 、 上 へ と 向かう 流れ や 「 伸 び 
る 」「 千 切れ る 」「 縮 お 」 の 3 段階 が イメ ー ジ で きる か と 思い ます 。 


回 完成 


Oo あい と いる の @ 


7 枚 、2 コ マウ レー ム ) 打ち ルー プ の 炎 に な り ま し た 。 も っ と セル の 枚数 を 増やし て 長く 


すれ ば 、 ル ー プ 感 は 減っ て いき ます し 、 慣れ て きた ら ラ ンダ ム 要 素 を うま く 混 ぜ る こと 
で 、 よ り リア ル な 炎 の 表現 に する の も よい で し ょ う 。 


TrEz7ezgii 


回 オー ラ chapter4・ 04_010.clip、04_011.clip 


立ち の ぼる エネ ルギー の 表現 で す 。 強い エネ ルギー ほど 速く 荒 々 し い イ メー ジ に し 
た り 、 あ る い は 逆 に 物凄く ゆっ くり 大 き な 流れ に する こと で も 違っ た 力 強 さ を 表現 で 
きる か と 思い ます 。 人 物 や シチュ エー ショ ン に よっ て 、 さま ざま な パタ ー ン が 考え られ 
る エフ ェクト で す 。 


動き の イメ ー ジ 

・ 湧 き 出る エネ ルギー が 下 か ら 上 へ と 立ち 上 る 

・ 鋭 い フ ォ ー ム で 力 強 さ を 出 す 

・ ラ ンダ ム さ を 出す こと で あふ れ 出 る エネ ルギー を 表現 


・ ギ ュ ン ギュ ン 


1. ラ フ を 描い て 清書 を する 
フレ ー ム レー ト 「24fps」 の アニ メー ショ ン 用 の キャ ン バ ス を 作成 し ます 。 炎 と 同じ よう 


に 「 投 げ な わ 選 択 」 を 使っ た 方 法 で 描い て いき ます 。 
ラフ を 描く た め の [rough] レイ ヤー と 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー [aura] を 作成 し ま 


す 。 今回 の オー ラ エ フェ クト は 単色 で 塗り つぶ す だ け な の で 、 [aura] の 中 に 作成 す 
る アニ メー ショ ン セ ル ( 必 降 : セ ル ) は 、 単 一 セル に し まし た 。 


環 アニ メー ショ ン セ ル 
[1] を 作成 


に 太目 通 沖 


回 ラフ で 大 ま か な 形 を と り 、 [aura] の セル [1] に 清書 し て いき ます 。 選択 範囲 ツー 
ル の 「 投 げ な わ 選 択 」 で 形 を と り ま す 。 

回 塗り つぶ ぷ し ツー ル か 、 [編集 ] メ ニュ ー - [塗り つぶ し ] で 、 選 択 範囲 を 塗り つぶ 
し ます 。 


回 「 投 け な わ 選択] で 形 を と る 回 科 択 新 囲 を 準 る 


1 


2. 順 に 送っ て 描く 


炎 と 同じ よう に セル を 順に 送っ て 描い て いき ます 。 セル [1] に 続い て [2] [3] を 描き 


ます 。 
回 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー [aura] の 中 に セル [2] を 追加 で 作成 し ます 。 「 オ ニオ ン 


スキ ン (Chapter1『4 アニ メー ショ ン 制 作 時 に 必須 の 補助 機能 』) 」 を 有効 に し 、 セ ル [1] を 参考 に 
描い て いき ます 。 


奏 セ ル [2] を 描く 


100% 通常 
ゅ | ト 太 品 * 半 


100% 通常 
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回 セル [3] を 追加 し ます 。 セル [2] と 同様 の イメ ー ジ で 描い て いき ます 。 


回 セル [3] を 描く 


POINT 


で オー ラ 全 体 の フォ ルム 


に 形 を と っ て いく と わか りや すく 、 間違い も 少 


な く 済み ます 。 


POINT 


前 の セル の フォ ルム か ら 、 オ ー ラ を 上 へ 送っ て いく イメ ー ジ で 描い て いき ます 。 


擬音 の イメ ー ジ を 意識 し て 描く 


アニ メー ショ ン の 動き を 考え る 際 に 、「 擬 音 の イメ ー ジ を 意識 し て 描く 」 こ と は 重要 な 作画 の ヒン ト に な り 
ます 。 明確 な 形 の な い エフ ェクト 作画 に お いて は 、 と くに 効果 的 な テ ワ ニッ クワ で す 。 

炎 で あれ ば 「 メ ラメ ラ 」、 電撃 で あれ ば 「 ビ リピ ビリ 」、 光 で あれ ば 「 キ ラー ン 」 と いっ た 感じ で す 。 こう いっ た 、 
擬音 の リズ ム 感 を 意識 し な が ら 描き まし ょ う 。 


3. ル ー プ に な る よう に 描く 


贈 セル [4] を 描い て いき ます 。 一 旦 、4 枚 ルー プ で 作成 し よう と 思う の で 、 [3] と 
[1] の 間 を 見 な が ら 中 割り し て いき ます 。 

還 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー [aura] の 中 に セル [4] を 追加 で 作成 し ます 。 「 オ ニオ ン 
スキ ン 」 を 有効 に し 、 セル [3] と [1] を 参考 に 描い て いき ます 。 


環 セル [4] を 作成 較 前 後 の セ ル を 参考 に [4] を 描く 
時 の 


4 枚 、2 コ マウ レー ム ) 打 ちの オー ラ の ルー プ が 完成 し まし た 。 


POINT 


タイ ムラ イン で セル [4] の 後ろ に [1] を 指定 する と 、 オ ニオ ンス キン で [3] と [1] を 参考 に 、 そ の 間 を 描け ま 
す 


4. ア ニメーション セル の 枚数 を 増やし て ルー プ 感 を 無く す 


4 枚 ルー プ だ と 尺 に よっ て は 、 ル ー プ 感 が 分 か りや すか っ た り も する の で 、 同 様 の 手 

順 で オー ラ を 送り 続け て 枚数 を 増やし て いく と よい で し ょ う 。 その 上 で 最終 的 に セル 
に つなぐ よう に する の が よい か と 思い ます 。 

下図 は 、 11 枚 ルー プ の オー ラ の 参考 で す 。 これ も フォ ルム に 少し ラン ダム 感 を 入れ 

た りす る と 、 力 が あふ れ 出 る 感じ や 平面 的 な 塗り で は あっ て も 立体 感 が 出 て きた リ 
し ます 。 


は 4 すし 
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11 枚 の 2 コマ 打ち で 、 最終 的 に セル [1] に 戻る よう な ルー プア ニメーション に な っ て い 


ご 


ます 。 


1 


ie 


回 爆発 (高圧 力 の 解放 ) chaper4ro4 oz.clip 


爆発 と は 、 爆 薬 の 燃焼 、 高 圧力 の 解放 、 物 体 の 衝突 や 果て は 核 の 反応 な ど 、 
強力 な エネ ルギー が 何ら か の 原因 に よっ て 発生 し 急激 に 膨張 する よう な 現象 で 

す 。 爆発 発生 か ら 一 気 に 膨 張 す る エネ ルギー の 表現 に に そ が ミソ で あり 、 そ の 強大 
な エネ ルギー 描写 は 、 映 像 に お いて 一 種 の カタ ル シ ス と な りえ ます 。 

まず は 、「 箱 の 中 で エネ ルギー が 膨張 し 圧力 が 高まり 、 一 気 に 爆発 する 」 と いう エ 
フェ クト を 紹介 し ます 。 


動き の イメ ー ジ 
・ 箱 の 中 で エネ ルギー が 膨張 し 圧力 が 高まる 
一気に 爆 発する 


・ き ちん と 「 タ メ 」 を 作成 し 、 勢 い の ある 「 解 放 」 の 動き で 緩急 を 描く 


1. タ メ の 動き 


フレ ー ム レー ト 「24fps」 の アニ メー ショ ン 用 の キャ ン バ ス を 作成 し ます 。 

まず は 、 箱 の 中 で エネ ルギー が 膨張 し 、 圧力 が 高まっ て いく 様子 を 描い て いき ま 
す 。 

回 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー [explosion] を 作成 し ます 。 [explosion] の 中 に は 、 ア 
ニメーション セル (以降 : セ ル ) を 4 枚 作 成 し ま す 。 


証 セル を 作成 
に レト 
に 0 通常 
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回 箱 の 中 で エネ ルギー が 膨張 し 圧力 が 高まっ て いく 様子 を 描い て いき ます 。 セル 
[1] [2] [3] [4] の 計 4 枚 で 徐々 に 徐々 に 箱 を 膨らませ て いき ます 。 ここ で 「 タ メ 」 を 
作成 する こと で 爆発 の 解放 感 が 高まり ます 。 


回 「 タ メ 」 を 描く 


POINT 


アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー の 外側 に は 背景 し て 、 レイ ヤー[BG] を 作成 し まし た 。 これ を 水色 で 塗り つっ ぶす 
こと で 見 や すく な り ます 。 


POINT 
タメ の 絵 は 、 線 一 本 分 くら いで 動か し 、 グ グッ た ゆっ くり 膨張 し て いき ます 。 この 間 に さ ら に 何 枚 か 入れ る と 
「 タ X に タメ て も う 耐 えき されない! 爆発 ! 」 と いう 感じ が 強調 され ます 。 


セル [1] と [2] は 2 コマ ウレ ー ム ) 、 [3] と [4] は 3 コマ 打ち で 、 じ っ くり と タメ て いま す 。 


2. 解 放 の 動き 


ここ か ら 、 タ メ た エネ ルギー を 一 気 に 解 放し て 爆発 させ てい きま す 。 
国 セル [5] か ら 先 、 [13] ま で を 追加 で 作成 し ます 。 


トス コー 


加西 限 に 達し た エネ ルギー が 解放 され 一 気 に 膨張 し ます 。 球体 上 に 膨張 する の 


で 、 球 面 を 意識 し な が ら 爆 炎 を 送り ます 。 


回 エネ ルギー を 一 気 に 解 放し て 爆発 


4 


回 爆炎 が 画面 を 覆い つく す ほ ど に 迫っ て きま し た 。 矢印 は 爆炎 の 流れ て いく 様子 
に な り ま す 。 


回 爆炎 が 手前 に 迫る 


最後 の ほう は 、 カ メラ (見 る 側 ) と の 距離 の 近く な っ て いく た め 、 よ り 加速 し て 見 えま 
す 。 


手前 と の 距離 が 近く な る ほど と 加速 


POINT 


先ほど も 触れ た よう に 、 爆発 の 重要 な 要素 の 1 つ は 「 タ メ 」 と 「 解 放 」 に よる 緩急 で す 。 解放 時 は 加速 感 
を イメ ー ジ し な が ら 描 いて いき まし ょ う 。 


POINT 


炎 や オー ラ の エフ ェクト と 同じ よう に 「 投 げ な わ 選 択 」 を 使っ て 描い て いま す 。 


解放 の 瞬間 で ある アニ メー ショ ン セ ル [5] や 最後 の カメ ラ に 接近 し て くる 爆炎 [8] 
[13] を 1 コマ ウレ ー ム ) 打ち に する こと で 、「 タ メ 」 と 「 解 放 」 の 緩急 を 、 よ り 感じ られ 
る よう に し て いま す 。 


回 rgzZczol 


1 / 1 / 3 隔 画 人 GS Nm を peww 回 回 
421>1 H 


有朋 爆発 (強大 な 衝撃 で 巻き 起こ る 土 煙 ) chaptera> 
04_013.clip 


巨大 な も の が 落下 し た り 、 地 中 で 大 き な 力 の 解放 が あっ た と き の 爆 発 で す 。 


[mses 


・ 衝 撃 に よっ て 大 き な 土 煙 が 上 が る 様子 


・ ド ッ カ ー ン ! ゴゴ ゴゴ 


1.1 セ ル 目 を 描く 


フレ ー ム レー ト 「24fps」 の アニ メー ショ ン 用 の キャ ン バ ス を 作成 し ます 。 

回 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダ ー [explosion] 、 そ の 中 に アニ メー ショ ン セ ル ( 必 降 : セ ゆ ) [1] 
を 作成 し ます 。 アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー の 上 に は 、 新 規 レイ ヤー を 作成 し 、 地面 を 
描い て いま す 。 


回 セル [1] を 作成 


100 通 

ロ 則 == 
Im 3 

? ・ 還 sppsini1 


cid 
較 回 


回 セル [1] に 衝撃 の 瞬間 の 絵 を 描き ます 。 小さ く 山 な り に 、 鋭い シル エッ ト に する 
こと で 、 衝 撃 の 大 き さ を 物語 り ます 。 


回 街 撃 の 明 間 を 描く 
1 


POINT 


背景 と し て レイ ヤー[BG] を 作成 し 、 サ レー に 塗り つぶ すこ と で 見 や すく し て いま す 。 


column 


が めん どう 


画面 動 


普通 、 大 き な 衝撃 な ど を カメ ラ で 撮っ た 際 に は 、 撮 影 者 (カメラ) も その 衝撃 を 受け て 揺れ ます 。 
これ を 、 ア ニメーション で も 画面 全体 を ずら す 、 揺らす な どい っ た カメ ラリ ワーク を 加え る こと で 表現 し ま 


MA よう 
す 。 こ れ を 「 画 面 動 」 や 「 画 面 プ レ 」 ヒ いい ます 。 

この 画面 動 を 仕上 げ の コン ポジ ッ ト 作 業 で 加え る こと に な る の で す が 、 最 終 的 な 画面 と びっ た り の サイ 
ズ で 作画 を し て いる と 、 画面 全体 を 揺らす と 、 下 図 の よう に 画面 の 端 が 見 切れ て し まい ます 。 こ うい っ 


た こと を 避け る た め に 、「 作 画 フ レー ム 」 や 「 余 白 」(Chapter1『3 アニ メー ショ ン 用 キャ ン バ ス の 作成 』) 


を 少し 大 きめ に と っ て お く と よい で し ょ う 。 


2. 広 が る 土 煙 を 描く 
衝撃 を 受け て 、 土 煙 が 一 気 に 巻 き 上 が っ て いく 様子 を 描い て いき ます 。 セル を 追 


加 し 、「 オ ニオ ンス キン 」 で 前 の セル を 参考 に し な が ら 進 め ま す 。 
土 の 塊 な ども 巻き 上 げ ら れ 落 下 し ます 。 落下 する 物体 を ゆっ くり 描く こと で ス 
ケー ル 感 も 表現 で きま す 。 


請 土 煙 や 土 の 塊 を 描く 


回 一 気 に 巻き 上 が り 、 膨れ 上 が っ た 土 煙 も 、 ほど な く ゆ っ くり と し た 動き に な り ま 
す 。 こ れ は 一 発 の 衝撃 で 巻き 上 が っ た 物 な の で 、 そ の 場 で 拡散 し て ゆっ くり と 消え 


て いき ます 。 
も し 、 中 心 部 で 燃焼 が 起こ っ た り し て いる と 燃え た 煙 も 出 ま すし 、 上 昇 気流 が 発 
生 し 土 煙 も 舞い 上 げ ら れる こと に な り ま す 。 


回 動き を ゆっ くり に し て いく 


5 6 @ ? 


POINT 


中 心 で 発生 し た 衝撃 は 、 同 心 円 状 に 弱まり な が ら 広がる の で 、 大 き な 煙 の 外周 に も それ より 小さ な 煙 
が 巻き 起こ り ま す 。 


POINT 


上 か ら 見 た 土 煙 の イメ ー ジ で す 。 中 心から 遠ざかる ほど 力 は 弱まっ て いく の で 煙 も 小さ く な っ て いき ます 。 


8 枚 の アニ メー ショ ン で す 。 衝撃 の 瞬間 で ある セル [1] に 1 コマ ウレ ー ム ) を 使い 、 煙 が 
ゆっ くり と 広がり 始め た と ころ で 3 コマ に し て いま す 。 こう いっ た 爆発 で も 緩急 を 使う こ 
と で 、 爆 発 の 衝撃 や 煙 の スケ ー ル 感 を 表現 で きま す 。 

また 、 何 も な い 地面 を 見 せる た め に 、 爆 発 の アニ メー ショ ン 自 体 は 4 フレ ー ム 目 か ら 
始め て いま す 。 タイ ムラ イン 上 で 指定 され て いる セル を すべ て 選択 し 、 ドラ ッ サ し て 」 
移動 させ ます 。 


回 爆発 (燃焼 系 爆発 ) chaperaro4 014.clip 


今回 は アニ メー ショ ン セル (以降 : セ ゆめ の 前 か ら 順番 に 送り 描き せ ず 、 原画 を 描い て 
か ら 中 割り を する 方 法 で 進め ます 。 


動き の イメ ー ジ 

・ 強 力 な 爆薬 や 可燃 性 の 物質 に 
よる 爆発 

・ は た また 魔法 の よう な 超常 的 な 
力 に よる 爆発 

・ カ ッ ! ズ ドー ン ! 


1. ラ フ で 大 ま か な フ ォ ル ム を 決め る 


フレ ー ム レー ト 「24fps」 の アニ メー ショ ン 用 の キャ ン バ ス を 作成 し 、 大 ま か な フ ォ ル ム 
を ラフ で と り ま す 。 
爆発 の 瞬間 の 炎 と 煙 が 昇り 切っ た と き の フ ォ ル ム を ラフ で ざっ くり と 描き まし た 。 


ラフ を 描く 


2. 爆 発 前 の 関 光 を 描く 


アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー[explosion] を 作成 し 、 そ の 中 に セル [1] を 作成 し ます 。 そ 
こ に 、 爆 発 前 の 一 瞬 の 関 光 を 描き ます 。 

さら に 、 セ ル [2] を 作成 し て 白 で 塗り つぶ すこ と で 、 画 面 を 覆う 強力 な 光 を 表現 し 
ます 。 


閑 光 を 描く 


1 3 
に 生計 5 


" 但 _ 国 証 記 
- 8 


POINT 
了 光 は 、 図 形 ツー ル 「 直 線 描画 」 サ ルー プ の 「 直 線 」 を 使え ば 簡単 に 描け ます (Chapter1『6 その 他 の 
便利 な 機能 』) 。 


3. 原 画 を 描く 


原画 と な る 絵 を 描い て いき ます 。 今回 は 「 投 げ な わ 選 択 」 に よる 方 法 で は な く 、 ブ 
ラ シ で 細か い 形 を 模索 し な が ら 描い て いま す 。 

回 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー [explosion] の 中 に 原画 の セル を [3][4] [5].… と 作 
成 し な が ら 進め ます 。 


環 セル を 作成 
同 。 0 半身 

| 00 通常 
-]' 
100% 通常 
_ 
100% 通 
3 


0W 通常 
100N 通 内 
中 色 
> 上 


100% 通常 
BS 


回 最初 は シル エッ ト を 描い て いき ます 。 爆発 の 立体 感 を 意識 し な が ら ア ウト ライ ン 
を 描き ます 。 

回 自動 選択 ツー ル の 「 編 集 レ イヤ ー の み 参 照 選 択 」 を 使っ て アウ トラ イン の 外側 
を 選択 し 、 [選択 範囲 ] メ ニュ ー - [選択 範囲 を 反転 ] し ます 。 アウ トラ イン の 内 側 
が 選択 され た 状態 に な る の で 、 [編集 ] メ ニュ ー - [塗り つぶ し] を し ます 。 


回 アウ トラ イン の 内 側 を 塗り つぶ し て シル 


回 アウ トラ イン を 描く エッ ト を 作成 


回 シル エッ ト の 形 を 整え つっ 、 園 、 還 の 手順 で 、 ど ん どん シル エッ ト を 描い て いき 
ます 。 


医 シル エッ ト の 形 を 整え な が ら 描 き 進め る 


ここ で も 、 絵 の 具 の パレ ッ ト の よう に 使う 色 を 別 の レイ ヤー に 塗っ て いま す 。 ここ か ら 、 色 を 拾っ て 作業 し て 
いま す 。 


POINT 


POINT 


ラフ や 1 つ 前 の シル エッ ト を 確認 、 参考 に し な が ら シ ル エ ッ ト を 描き まし ょ う 。 


回 色分け し な が ら 描き 込ん で いき ます 。 対流 する イメ ー ジ を 大 事 に し な が ら 描き 
ます 。 


回 描き 込む 
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POINT 


煙 の 塊 は 、 上 昇 気流 に 乗っ て 回 転 対流 する よう な イメ ー ジ で す (Chapter2『2 地球 上 に 存在 する 物 
体 の 性 質 と 動き ) 。 


回 原画 が 完成 し まし た 。 関 光 部 分 を 含め て 計 8 枚 で 描い て いま す 。 セ ル [1][2] 
で 一 瞬 閥 光 が 走り 、 画 面 を 強力 な 光 が 和 覆い ます 。 こう いっ た 表現 で 、 す で に 大 き 
な 爆発 が 予感 させ られ ます 。 

そし て 、 セ ル [3][4] で 燃え 盛る 火球 の よう な 爆炎 が 立ち 昇り ます 。 立ち 昇る 爆炎 
の 初速 は 速い で す 。 


回 一 盟 の 由 光 の 接 、 灯 炎 が 立ち 昇る 
© る © @ 


訓 セル [5] か ら 炎 が だ ん だ ん と 黒 煙 に 変わ っ て いき ます 。 発生 点 は 未だ 燃焼 し て 
いま す 。 

セル [6] [7] [8] と 爆発 の 勢い は 、 だ ん だ ん と 落ち 着い て いき ます が 、 爆 発 地 点 は 
燃え て いる た め 、 燃焼 に よる 黒 煙 が 上 昇 気流 に よっ て 立ち 上 り 続け ます 。 


田 だ ん だ ん と 黒 煙 に 変わ っ て いく 


POINT 


線画 で は な く 、 塗り な が ら 作 画す る こと に 驚き や 抵抗 を 覚え る か も し れ ま せん が 、 筆 者 と し て は こう し た ほ 


う が 動き の 流れ が 捉え や すく 、 ま た 完成 も イメ ー ジ し や すく も あり ます 。 
も ちろ ん 線 だ け で こう いっ た 醒 雑 な フォ ルム と 動き を 描く の も 間違い で は な いで す が 、 十分 な 経験 と 慣れ 


が 必要 に な る か と 思い ます 。 


爆炎 を 線 で 捉え た 場合 


4. 中 割り を 描く 


中 割り も 描く ポイ ント は 、 原 画 と 大 きく 変わ り ま せん が 、 上 昇 する 煙 の 流れ が 下降 
し て 見 えな いよ うに 、「 オ ニオ ンス キン 」 で 前 後 の セ ル を 頻繁 に 確認 し つつ 進め まし ょ 
う 。 

アニ メー ショ ン セ ル [4] と [5] の 間 に [4a] [4b] の 2 枚 、 セ ル [5] と [6] の 間 に [5a] 
[5b][5c] の 3 枚 、 セ ル [6] と [7] の 間 に [6a] の 1 枚 、 セ ル [7] と [8] の 間 に [7a] 
[7b] の 2 枚 の 中 割り セル を 作成 し て 描き ます 。 


※ 前 の 原画 セル は 表 抱 の 原画 モル は が で 表示 され て いる 


原画 8 枚 、 中 割り 8 枚 の 計 16 枚 の アニ メー ショ ン に な り ま す 。 基本 は 2 コマ ウレ ー ム ) 


打ち で す が 、 最初 の 装 光 で ある セル [1] [2] は 1 コマ 、 爆 発 の 勢い が 弱まっ て きた 
[6] か ら 先 は 3 コマ 打ち に し て いま す 。 


また 、 こ こ で も 何 も な い 地面 を 見 せる た め に 、 爆発 の アニ メー ショ ン 自 体 は 6 フレ ー 


ム 目 か ら 始 め て いま す 。 


T 
4 剛 ) 0 le 1 lO 2 話 計 守 


ts 


5. 衝 撃 波 ( シ ョ ッッ ウェ ー ブ ) を 描く 


爆発 に よる 衝撃 を 表現 し ます 。 
アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー [shockwave] を 作成 し ます 。 そ の 中 に 3 枚 の セル を 作 
成 し 、 衝撃波 (>ay ゥ ウェ ー の を 描い て いき ます 。 


100% 己 事 
"EO epsion: 16 


回 エア ブラ シ ツ ー ル で 下 か ら 上 へ と 送る アニ メー ショ ン 素 材 を 描き まし た 。 下 か ら 上 
へ と 向かう 有 霧 の よう な イメ ー ジ で 衝撃 波 を 表現 し て いま す 。 


回 衝撃 波 を 描く 


爆発 の 瞬間 か ら や や 間 を 置い て 、 迫っ て きた 衝撃 波 が カメ ラ ( 見 る 側 の 視界 ) を よぎり 
ます 。 この タイ ミン ザ に よっ て 距離 感 が 表現 で きま す (爆発 か 遠い ほど 遅い ) 。 


会 


今回 は 、20 フ レー ム 目 に し まし た 。 3 枚 の アニ メー ショ ン を 1 コマ ウレ ー ム ) 打ち に する こ 
と で 、 打 ち つ ける 衝撃 の 強 さ も 表現 し て いま す 。 


ICEZZ プ ロ 


9 / | / GR Ke 
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6. 背 景 を 描く 


グレ ー の 背景 だ け で は 味気 な か っ た の で 、 地面 の 絵 を 描い て いき ます 。 
回 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー[BG] を 作成 し ます 。 そ の 中 に 2 枚 の セル を 作成 し ま 
す 。 


訓 セル を 作成 


100% 通 
> 申 Stochwave: 9 


100 % 巴 常 
? 2 cppsion: 1 


100% 通常 
・ 画 “ 


回 地面 の 絵 を 爆発 の 前 後 で 2 枚 描き ます 。 2 枚 目 に は 、 地 面 が 焦げ た よう な 表 
現 を 加え て いま す 。 


爆発 の 前 後 で 2 枚 の 地面 を 描く 
1 枚 目 


焦げ た よう な 表現 


爆発 の タイ ミン グ で 2 枚 目 の 背景 に 切り 替え ます 。 背景 に 影響 の ある よう な アニ 
メー ショ ン の 場合 は 、 こ の よう に 背景 を 切り 替え る と いう の も 効果 的 で す 。 


で Ezcz ー ー 
nm 2 3 下層 8@ NR を と ゅ り 回 回 包 属 司 引 
cm * T 
ウイン! 4 : 0 9 1 し 2 、 新 8 紳 。 3%  7 、4QG , 109| 


回 キラ リ と 光る エフ ェクト chaptera> o4 on5.clip 


強力 な 光 や 反射 光 を カメ ラ で 捉え た と き に 発生 する レン ズ ゴ ー ス ト や ハレ ーション 
効果 を 、 デ フォ ル メ 発展 させ た 様式 的 な 光 の 表現 で す 。 

金田 伊 功 氏 が 生み 出し た と され 、 通 称 「 金 田 光 」 と 呼ば れ ます 。 正式 な 金田 光 
り は 、 下 図 の よう に 円 の 内 側 に ば か し 処理 を 入れ て た り し ます が 、 今 回 は 簡略 化 
し て 描い て いき ます 。 本 格 的 に この エフ ェクト (に 限ら 5 ら ず で す が ) を 極め る に は 、 金 田 伊 
功 氏 の 仕事 を 追う こと は 避け られ な いで し ょ う 3。 


動き の イメ ー ジ 

・ キ ラ っ と 発生 し て 伸び た 十字 の 光 が 、 ゆ っ くり 回 りな が ら 消 えて いく 
・ 円 が 一 気 に 広がり 、 ゆ っ くり 細く な りな が ら 消 えて いく 

・ 上 記 2 つ を 意識 し た 緩急 

*・ ギ ラー シ 、 キ ラッ 。 ギ ラリ 


中 


図 


形 ツ ー ル を 使っ て 描く 


直線 や 円 と いっ た 図形 を 描く た め の 「 図 形 ツー ル 」 を 使え ば 、 手 間 を か けず に 描く こ 


と が で きま す 。 
国 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー [flash] を 作成 し ます 。 今回 
セル ) 7 枚 で 描い て いき ます 。 
頭 セル を 作成 
四阿 _ 
i Oy 家常 
100% 通常 
日 
|100 和 通 洛 
日 
100% 連 測 
* 
OM 通 和 
a 
OM 通 
2 
100% 導 夫 
1 
dl Hi 


は アニ メー ショ ン セ ル ( 必 降 : 


回 図形 ツー ル 「 直 線 描画 」 サ ルー プ の 「 直 線 」 を 使っ て 、 十 字 を 描き ます 。 


回 十字 を 描く 


回 図形 ツー ル (chaprerif6 その 他 の 便利 な 機能 「 直 線 描画 」 グ ループ の 「 椿 円 」 を 使っ 
て 、 円 を 描き ます 。 円 の 太 さ は 、2 つ の 円 を 作成 し 、 そ の 内 側 を 塗り つ ぷ すこ と で 調 


整 し ます 。 
また 、 直 線 の 太 さ は 、 線 を 何 本 も 重ね 、 内 側 を 塗り つぶ すこ と で 調整 し ます 。 


回 円 を 描く 


重ね た 線 の 内 側 を 塗り つ 。 と で 、 太 さ を 調 整 


POINT 


図形 ツー ル 「 直 線 描画 」 グ ルー プ の 「 直 線 」 や 「 枯 円 」 を 使う こと で 、 こ の よう な 円 と 直線 か ら な る アニ メー 
ショ ン も 簡単 に で きま す . 


ー ル の 「 直 線 描画 」 
グル ー プ 


過 は 、 全 7 枚 か ら な る 今回 の エフ ェクト で す 。 キラ っ と 発生 し 、 伸 び た 十 字 の 光 
が 、 ゆ っ くり と 回 りな が ら 消 えて いき ます 。 円 も 一 気 に 広 が っ て か ら 、 ゆ っ くり と 細く 
な っ て 消え て いき ます 。 


町 完成 


キラ リ と し た 感じ や 光 の 強烈 さ を 表 現す る うえ で 、 や は り 緩 急 は か か せま せん 。 
今回 は 、 す べ て 2 コマ (ウレ ー ム ) 打ち に し て いま す が 、 光 の 発生 時 の セル [1] に 1 コマ を 
使っ た り 、 キメ の 部 分 ( 目 に 残し た い 部 分 ) で 3 コマ 、 ときには 5、 6 コマ 使っ た り と いう こと も 
効果 的 で す 。 
また 、 空白 フレ ー ム (本 節 後述 ) も 光 の 瞬き 表現 と し て 効果 的 で す の で 、 試 し て みて 
くだ さい 。 

空白 も 光 の 骨 き を 表現 する の に 効果 的 
上 7 7 4 atG 


Ee 
EE 


き | 


POINT 
7 枚 の 作画 を 重ね た 図 で す 。 重ね る と 、 そ れ ぞ れ の 緩急 が わか りや すい か と 思い ます 。 


十字 の 回 転 の ツメ 指示 


円 の 広がり の ツメ 指示 


放射 状 に 伸び る 光 。ciapeearoa one.cip 恨 計 


雲 や 建物 、 木 々 な どの 隙間 か ら 漏 れ た 強い 光 が 、 放射状 に 延び て 見 える こと が 
あり ます (薄明 光線 )。 こう いっ た 現象 を イメ ー ジ し 、 強い 光 や エネ ルギー の 発生 点 か 
ら 光 を 放射 状 に 伸ばし 動か すこ と で 、 光 の 強 さや 揺らぎ を 表現 する こと が で きま 
す 。 


動き の イメ ー ジ 

・ 光 が 反射 、 拡 散 よ する イメ ー ジ 
・ パ トラ ンプ の よう な 光 

て eA 生計 -+、) 


ーー 


1. 中 心から 伸び る 光 を 描く 


「 本 節 前 述 」 と 同様 に 図形 ツー ル を 使っ て 描い て いき ます 。 光 の 表現 で ある 以 
上 、 重 要 な の は 緩急 で す 。 


図形 ツー ル 「 直 線 描画 」 サ ルー プ の 「 直 線 」 を 使い 、 中 心から 伸び る 光 の 筋 を 
描き ます 。 


ゆっ くり と 動か すこ と で 、 光 や 大 気 の 揺 ら ぎ 、 あ る い は 発光 し て いる 物体 の 様子 
を 想像 させ ます 。 ここ まで は 、 ほぼ 同 ト レス (本 章 『1 ルー ブ ァ ニメーション 』) で す が 、 その 一 
方 で 少し 動き の ある 光 の 筋 も 混ぜ る こと で 、 有機 的 で あっ た り 立 体 的 な 印象 に な 
り ま す 。 


DAA 
光 の 筋 を 少し 太ら せ た り 細く し た りす る こと で も 、 揺らぎ の よう な も の が 感じ られ 
ます 。 太い 光 の 筋 は 、 線 を 2 本 引き 、 内 側 を 塗り つぶ すこ と で 描い て いき ます 。 


回 光 の 筋 を 太く する 部 分 を 作る 


大 光 の 動き が 加速 し は じ め ます 。 前 半 ゆ っ くり と し た 動き だ っ た 分 加速 の 緩急 に 
よっ て 光 の 強烈 さ が 表 現さ れ ます 。 
セル [14] で 光量 が 上 が り ま す 。 


困 動き が 加速 する 


回 光量 も 上 げ る と 、 よ り 発光 の 強 さ や 動き の 激 し さ の 表現 に な り ま す 。 ま た 、 激 
い 動 き の 場 合 は 、 前 の セル と の つなが り を 意識 し つつ も 、 や や 進み すぎ る くら い の 絵 
を 混ぜ て も 激 し さ の 印象 付け に な っ た り し ます 。 

加速 に よっ て 光 の 激 し さ を 表現 し た 後 、 終 息 し て いき ます 。 


回 光量 を 上 げた 後 、 絡 息 し て いく 


$ ぐ 2 当 国 


18 枚 の 2 コマ ウレ ー ム ) 打ち で 作成 し て いま す 。 


最後 の 加速 に よる 光 の 強 さ 、 イ ン フ レー ショ ン の よう な も の を 印象 づけ る た め に も 、 
前 半 の 光 が 伸び て ゆっ < り と 動く 部 分 に 枚数 を 多く 使い まし た 。 


還 避 7 ちっ に = ー ー 
! / ! / % 阿 回 尼 人 SSR NR を eh 陸生 BQ 
7 0 le te le > 2 


男 男 瑞 記 画 細 喘 瑞 瑞 軸 四 回 


RR 


POINT 


ゆっ くり と し た 全体 の 動き の 中 に 少し 速く 、 そ し て ほか と 逆行 する 動き も 混ぜ る こと で 、 単調 過ぎ な い 印 
象 に し た り 立 体感 を 感じ られ る も の に な っ て いま す 。 


POINT 
中 心 部 は こう いっ た 歪 な カッ ト の 宝石 を と お し て 、 光 が 拡散 され て いる と いう イメ ー ジ が 近い か も し れ ま せ 


ん 。 


回 集束 する 光 の エネ ルギー chaptera> os on7.cip 奄 計 


「 本 節 前 述 」 の 光 の エフ ェクト に 粒子 の よう な 光 の 動き を 足す こと に よっ て 、 エ ネル 
ギー の 集束 や 爆発 の よう な 表現 も で きま す 。 空間 に 発生 し た 重力 の よう な 引き 寄 
せる エネ ルギー の 動き に よっ て 魔法 や 超常 の 力も 感じ られ ます 。 


動き の イメ ー ジ 

・ エ ネル ギー が 中 心 部 の 引き 寄せ られ て 集束 する 
・ 集束 は 徐々 に 加速 し 、 最 後に 一 瞬 で は じ け る 
4 ピカ ー ン ! 


1. 集 束 す る エネ ルギー と その 人 解放 を 描く 


光る 粒子 の よう な も の が 発生 し 、 じ ん わり と 中 心 に 集束 、 そ の 後 エ ネル ギー の 解放 
が 起こ り ます 。 や は り 、 重要 な の は タメ と 解放 に よる 緩急 で す 。 


光 の 粒子 の 発生 を 描き ます 。 中 心 に 向かっ て 集まっ て くる イメ ー ジ で す 。 


中 心 に 引き 寄せ られ る 光 が 、 少し ずつ 増え て いき ます 。 ほぼ 同 ト レス ブレ (+ 章 
『1 ルー プア ニメーション J) く らい の 動き か ら 、 徐 々 に 加速 さす て いき ます 。 それ ぞ れ の 光 の 
粒子 は 、 ア ニメーション セル ( 必 降 : セ ル ) が 進む ご と に 、 や や サイ ズ の ブレ の よう な も の 
を 入れ る こと で 、 光 の 瞬き や 、 グ ググ っ と 中 央 に 引き 寄せ られ る 力 の 括 抗 感 の よう 
な 印象 を 与え る こと が で きま す 。 


サイ ズ の プレ の よう な も の を 措 く 


グー っ と タメ 切っ た と ころ で 一 気 に 加 速 させ まし た 。 中 央 に 集束 し て いき ます 。 


る | 


ここ で の 光 の 筋 は 、 引 き 寄せ られ る 光 の 残像 の よう な イメ ー ジ で す 。 引き 寄せ 
られ て 集束 し て いく 光 の 粒子 は 、 中 心 部 で 圧縮 され て いき ます 。 単調 に 光 を 集束 
させ る よう な こと は せ ず 、 光 の 長 さや 大 き さ 、 ス ピー ド な どの ラン ダム 感 も 交ぜ つつ 圧 
縮 させ て いく こと で 、 よ り 強 い エ ネル ギー を 感じ させ ます 。 


圧縮 され て いく 


圧縮 され て いく 光 は 
中 心 部 で うこ めか せる 


限界 まで 圧縮 し た と ころ で 、 光 の 筋 が 太く 伸び 、 円 を 描い て 弾け ます 。 タメ に タ 
メ た エネ ルギー の 解放 な の で 、 一 瞬 の ほう が 効果 的 で す 。 弾け た 光 は 、 粒 子 に 
戻っ て いき ます 。 


回 エネ ルギー の 解放 


セル は 、 全 23 枚 で す 。 基本 的 に は 2 コマ ワウ レーム ) 打ち で す が 、 ポイ ント ポイ ント で 1 コ 

マ 打 ちや 3 コマ 打ち を 使っ て いま す 。 セル [1] [空白 ][1] や セル [23] [空白 ][23] の 

よう に 、 同じ セル の 間 に 空 白 フ レー ム を 作る こと に よっ て 、 光 の 瞬き を 表現 し て いま 
。 空白 フレ ー ム の 作り 方 は 、「 本 節 後述 」 を 参照 だ さい 。 


回 軌跡 chaptera>o4 on8.clip、04 on9.clip 


武器 を 振っ た と き や 斬 りつ けら れ た と き な ど に 出る 、 斬 撃 の 軌跡 の よう な イメ ー ジ の 
エフ ェクト で す 。 ア ニメーション に 限ら ず 、 温 画 や イラ スト で も 利用 で きる か と 思い ま 
す 。 


動き の イメ ー ジ 動き の イメ ー ジ 

| 揚 疫 斬り の よう な 一 関 の イ メー ジ | ・ 弧 を 描く よう に 斬り 上 げ る イメ ー ジ 
・ ズ バッ ! ・ ズ バッ ! 

1. 直 線 的 な 軌跡 


真っ 直ぐ 斜め に 斬り つけ た よう な 軌跡 の エフ ェクト で す 。 
大 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー[slash_A] を 作成 し ます 。 そ の 中 に アニ メー ショ ン セル 
(以降 : セ ル ) を 作成 し な が ら 描 いて いき ます 。 


奏 セル を 作成 


等 DDsenes 
| ト 分 癌 訂 | 
4 ea 

同 100% 通常 

加 用 


POINT 


2、3 枚 で 一 気 に 抜 け て いく よう な イメ ー ジ で 描き ます 。 


回 斜め に 振り 下ろ す 軌 道 を 最初 に 意識 し 、 ズ パッ と し た イメ ー ジ その まま に 一 気 
に 描き ます 。 オ ニオ ンス キン で 前 の セル を 確認 し つつ 、 軌 跡 の 位置 が ずれ な いよ う 


に 注意 し ます 。 軌道 上 に 軌跡 の 余韻 を 入れ る こと で 目 に 残し 、 破 片 の よう な 飛び 
散る エフ エク ト を 残す こと で イン パク ト を 演出 し ます 。 


し 】 
光 の 放す 
1 


歌 膨 の まう に 


全 6 枚 の 2 コマ ウレ ー ム ) 打ち で 作成 し て いま す 。 


回 語 ?* ラ セレ ーー ーー 一 
1 7 1 / 9 mumaia8eg 


2. 円 を 描く よう な 軌跡 


円 を 描く よう な 軌道 で も 描き 方 は 、 同 様 で す 。 
アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー[slash_B] を 作成 し ます 。 そ の 中 に セル を 作成 し な が ら 


描い て いき ます 。 
一 セル を 作成 
ME 100% ia 
EE 
昌 
POINT 


少し 軌跡 の シル エッ ト を 肢 ら ませ る こと で 、 勢 いよ く 迫っ て くる 印象 に な り ます . 


POINT 
軌跡 の フォ ルム を キレ の 良い エッ ジ の 利 い た 絵 に する と 、 よ り 鋭い 印象 に な り ま す 。 


国 石 下 か ら 円 を 描い て 右上 に 抜け て いく イメ ー ジ で す 。 ここ で も 、 軌 道上 に 軌跡 
の 余韻 を 入れ る こと で 目 に 残し 、 破 片 の よう な 飛び 散る エフ ェクト を 残す こと で イン 


パク ト を 演出 し て いま す 。 


MODE 
REET クト 


ンス キン で 表示 し た 1 つ 前 の セル 


全 5 枚 の 2 コマ ウレ ー ム ) 打ち で 作成 し て いま す 。 


Ei 
1 7 1 / 5 阿 回 栖 G@ 


電撃 、 ス パー ク chapteraro4 oocip 良 計 、 


04_021.clip 国生 (04_022.clip 


高圧 な 電流 の 放電 に よっ て 光 が 発 生 す る 現象 で す 。 

火花 放電 、 ア ー ク 放電 、 コ ロナ 放電 、 あ る い は 落雷 と いっ た 巨大 な 放電 現象 な ど 
色々 な 種類 が あり 、 こ うい っ た ワー ド で 検索 する と 放電 を 撮影 た 動画 が 見 られ る 
か と 思う の で 、 ま ず 、 そ うい っ た も の を 参考 に 見 て みる こと を お スス メ し ます 。 

一 種 の 波 や 炎 の よう な 動き を イメ ー ジ する と 分 か りや すい か と 思い ます 。 大 気 の 粒 
子 や 電子 レベ ル の 状態 に よっ て も 動き に 影響 が ある た め 、 安 定 と 不安 定 の 動き を 
混ぜ つつ 明 減 な ど を 加え る こと で それ らし い 表 現に な り ま す 。 


動き の イメ ー ジ 

・ 波 の 一 種 と し て 捉え る 

・ 炎 の よう な 動き を イメ ー ジ し て も わか りや すい 
・ ビ ピリピリ 


波 の イメ ー ジ で 捉え る 


1. 動 き の パ リエ ーション を 持た せ て 描く 


フレ ー ム レー ト 「24fps」 の アニ メー ショ ン 用 の キャ ン バ ス を 作成 し て 描い て いき ます 。 
1 枚 目 の 電撃 を 描い た ら 、 オ ニオ ンス キン で 前 の アニ メー ショ ン セ ル (以降 : セ ル ) を 参 
考 に 送り 描き し て いき ます 。 

剛 アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー[spark_1] を 作成 し ます 。 そ の 中 に セル を 作成 し 、 ビ リ 
ビリ し た イメ ー ジ を 持ち な が ら 描 きま す 。 大 き な 波 、 小 さ な 波 を 意識 し つつ ビリ ビリ さ 
せま す 。 


環 ビリ ビリ し た イメ ー ジ を 持ち な が ら 描 く 


100% 通常 
上 * 屋 auiE1 


日 な 1 


スリ | | 


回 次 の セル を 描き 進め ます 。 電撃 の 波 が 上 へ 伝わっ て いく イメ ー ジ で 描い て いき 
ます 。 


話 上 へ 伝わっ て いく イメ ー ジ 
4 の ) 


POINT 


各 ブ ラ シ の ツー ルプ ロ パ ティ バレ ッ ト で 、「 散 布 効果 」 に チェ ッ ク を 入れ る と 、 下図 の よう な ビリ ビリ と し た ブラ 


シ も 作成 で きま す 。 な お 、「 散 布 効果 」 の 項目 が な い 場合 は 、 ツ ー ル ブロ パテ ィ パ レッ ト の | 剛 | ボタン を ケ 


リッ ク す る こと で 表示 され る 、「 サ ブツ ー ル 詳細 パレ ッ ト 」 で 設定 し て くだ さい 。 


回 どん どん 描き 進め ます 。 「 同 トレ ス ブ レ (本 章 『1 ルー プア ニメーション 』) 」 で その 場 で ビリ 
ビリ させ る の 絵 を 混ぜ た り し つつ 描き ます 。 


回 その 場 で ビリ ビリ させ る 
②③ っ ③ 


人 


右 その 場 で ビリ ビリ させ た ら 、 今度 は 大 きく 動か し て 緩急 を 付け る の も 効果 的 で 
す 。 基本 は 波 が 上 へ 伝わっ て いく イメ ー ジ で ビリ ビリ と 進め ます 。 


略 大 きく 動か し て 緩急 を つけ る 


@-® 1 


} 


国分 裂 し た 電撃 を 混ぜ る の も 効果 的 で す 。 


回 分 裂 させ る 


⑩-⑪ 


回 時 折 、 消 え 入り そう な も の を 混ぜ て みる の も 面白 いで し ょ う 。 


話 消え 入り そう な 電撃 を 混ぜ る 
=® 


国 ~ 回 を 押さ えつ つ 、14 枚 の セル に 電撃 を 描き まし た 。 これ を タイ ムラ イン 上 
に 並べ て 動か し て いき ます 。 


較 全 14 枚 の 電撃 が 完成 
Oy ②」 Dj ⑨】 GE MH MM DD D} MW m Bj ® ヽ 


| 


h 直 


| 


14 枚 の セル を 、 一 旦 2 コマ ウレ ー ム ) 打ち で セル 指定 し ます 。 これ に 、 空白 フレ ー ム を 
作成 し 、 明 減 を 表現 し て いき ます 。 

下記 Colum の いずれ か の 方 法 で 、 セ ル 1 枚 ご と に 空白 の フレ ー ム を 作成 し ます 。 こ 
れ に より 、 セ ル が オン オフ が 激しく 切り 替わる こと で 、 ピ カビ カ と し た 電撃 の 印象 が 強 
く 表 現さ れ ます 。 

し か し 、 あ まり 激しく や りす ぎる と 度 が 過ぎ た ショ ッ ク 表 現 と な る こと も あり ます の で 注 
意 し まし ょ う 。 


回 IrEzZczg 
| / | / % 隔 四 GG He と ゅ 』 回 反日 加 


空白 フレ ー ム を 作成 する 


ここ で は 、 空 白 フ レー ム ( 空 セル ) の 作成 方 法 を 2 つ 紹介 し て いき ます 。 


1 つ 目 は 、 ウ リッ プ (Chapter1『6 その 他 の 便利 機能 』) を 分 割 し て 片方 を 削除 する 方 法 で す 。 

タイ ムラ イン 上 で 分 割 し た い 部 分 の フレ ー ム を 選択 し ます (ここ で は 、 ア ニメーション セル [1]1 の 2 フ 
レー ム 目 の 選択 ) 。 

回 アニメーション] メニ ュー - [クリ ッ プ ] - [分 割 ] で ウリ ッ プ を 分 割 し ます (1 フレ ー ム 目 と 2 フレ ー ム 目 
に セル [1] が それ ぞ れ 分 割 され て 指定 され て いる 状態 に な り ます ) 。 

空白 に し た い タイ ムラ イン 上 の フレ ー ム を 選択 し 、 [アニ メー ショ ン ] メ ニュ ーー [セル 指定 ] - [ 削 
除 ] を 実行 し ます (2 フレ ー ム 目 に 指定 され た セル が 削除 され 、 空 白 フレ ー ム に な り ます ) 。 


四 分 割 し た い フ レー ム を 避 択 。 許 ク リッ プ を 分 割 回 フレ ー ム を 削除 
| , っ | 日 ココ 円 
em i 時 or Rl 


っ っ 


中 


ラレー ム 昌 で 
クリ ッ プ を お 害 


レー ム A を 軍記 


2 つ 目 は 、 空 白 を セル 指定 する 方 法 で す 。 
空白 に し た い タ イム ライ ン 上 の フレ ー ム を 選択 し 、「 セ ル 指 定 (Chapter1『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト 


の 基本 』) 」 を 空欄 に し て | Enter | キー。 
回 セル の 指定 が な く な り 、 空白 フレ ー ム と な り ます 。 


看 スペ ー ス を セル 指定 回 空白 フレ ー ム と な る 


3 つ 目 は 、「 セ ル を 一 括 指 定 」 の 「 高 度 な 設定 」 で セル 指定 する 方 法 で す 。 こ れ は 、「Chapter1『2 タ 
イム ライ ン パ レッ ト の 基本 』」 を 参照 くだ さい 。 


左下 か ら 発生 し た 電撃 が ほか の 電撃 と 合流 し な が ら 右 上 へ と 抜け て いき ます 。 そ 
ん な ルー プア ニメーション に も な っ た 電撃 の 作例 を 紹介 し ます 。 こ こ で も 、 常に ビリ ビ 
リヒ し た イメ ー ジ を 持っ て 描き ます 。 大 き な 流れ の ある 動き と 、 派 生 し た イレ ギュ ラー 
な 電撃 、 ま た 、 新 た に 発生 する も の 、 と いっ た いく つか の 動き を 複合 的 に 描い て い 
きま す 。 


イレ ギュ ラー な も の を 
ーー 


全 15 枚 の セル で 描き まし た 。 ここ で も 、 空白 フレ ー ム で 明 減 表現 を 作成 し て いま 
す 。 単純 に 空白 フレ ー ム を 入れ る の で は な く 、 同じ 絵 で 明 減 させ た り 、 と き に は 連 
続 で 動か し て いた り と 、 細か く 調整 し て いま す 。 

さま ざま な パタ ー ン の 電撃 を 描き つつ 、 明 減 の タイ ミン グ も 単調 に し な いこ と で 、 情 
報 量 が 一 気 に 増 え 、 電撃 特有 の 不安 定 な 感じ を 表現 で きま す 。 


回 ー ーーーー ー 
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稲妻 、 雷 の 表現 


稲妻 は 木の根 の よう に 空 を 遣い 、 地 上 に 一 瞬 に し て 到達 し ます 。 


通常 の スピ ー ド で 表現 する の で あれ ば それ は まさ に 一 瞬 で す の で 、 中 割り は 、 ほ ぼ 必 要 な いく らい で 
す 。 強 烈 な 光 で 画面 全体 が ホワ イト アウ ト し た 直後 、 下 図 の よう に 稲妻 が 伸び て いる よう な イメ ー ジ 
で す 。 そ し て その まま 焼き 付い た よう に この 形 で 明 減 し 、 数 フレ ー ム で 消え て いき ます 。 


また 、 目 に 見 える スピ ー ド で 伸び て いく よう な 場合 も あり ます 。 そ の 際 に は 力 の 伝達 方 向 を 考え て 作 


画 し まし ょ う 。 


水 ( 波 紋 ) chapter4>o4 023.clip 


物 が 落ち る な ど し て 、 水面 に 広がる 波紋 の エフ ェクト で す 。 中 心 で 発生 し た エネ ル 
ギー が 波 と な り 水 面 を 伝わっ て いく 様子 を 描き ます 。 


な お 、 水 の 動き は 、「Chapter2『2 地球 上 に 存在 する 物体 の 性 質 と 動き 』」 も 参照 
くだ さい 。 


中 心から 遠く へ 行く ほど 波 の 力 は 弱まる 


rem ジ 


1. 上 と 横 か ら 見 た 波紋 


今回 は 、7 枚 の アニ メー ショ ン セ ル (以降 : セ ル ) で 波紋 を 描い て いき ます 。 


POINT 


セル [4] は 、[3] と [5] を 中 割り し た ほう が 、 波紋 の 外側 の ツメ を 正確 に 描け ます 。 


国 波紋 は 、 同 心 円 状 に 広がっ て いき ます 。 遠く へ 行く ほど 波 の 力 は 弱まっ て い 

き 、 遅 く 、 高 さ は 低く な っ て 消え て いき ます 。 

は じ め の セル [1][2] [3] で 全 方 位 に 勢い よく 広がっ て いき ます 。 セル [4] か ら 先 、 だ 
ん だ ん と 弱く な っ て いき 、 最終 的 に 消え て いき ます 。 


思 上 か ら 見 た 回 


0 の DOT ATD 9 の NN の ン \ 
・ @96O 
タグ \ し wy \ / - 


回 は 、 横 か ら 見 た 波 の 様子 で す 。 中 心から の 距離 に よる 波 の 高 さ の 違い も わか 
る か と 思い ます 。 


回 境 か ら 見 た 回 


D2 NR 大 < ュ > ke テー = 


POINT 


水面 に 落ち る 衝撃 の 強 さ に よっ て は 、 中 心 の 水面 が 落ち 着く まで 波 が 何 回 か 発生 する こと が あり ます 。 


全 7 枚 で の アニ メー ショ ン で す 。 タイ ミン グ は 、 セ ル [5] ま で は 2 コマ ウレ ルーム) 打ち で す 


が 、 [6] [7] と 3 コマ 打ち に する こ で 、 勢い が な く な り ゆ っ くり と 消え て いく よう な 印象 に 
な り ま す 。 最後 は 空白 フレ ー ム で 波紋 を 消し て いき ます 。 


zz 
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2. 特 殊 定 規 に よる 作画 
同心 円 状 に 動く 波紋 を 作画 する 際 に 便利 な の が 、 図形 ツー ル の 「 特 殊 定規 」 
(Chapter1『6 その 他 の 便利 な 機能 ) で す 。 これ を 使う と 、 作画 の ガイ ド と な る 定規 を 作成 


で き 、 そ れ に 沿っ た 線 を 描く (こと が で きま す 。 
形 ツ ー ル 「 定 規 作成 」 サ ルー プ の 「 特 殊 定規 」 を 選択 し ます 。 


14 
に 3 
kr 
= 


還 ツー ルプ ロ パ ティ パレ ッ ト で 「 同 心 円 」 を 選択 し ます 。 


回 同心 円 を 選択 
| 0.W ツー ルプ ロバ ティ [時 旬 | 


ARO 


中 心 と し た い 部 分 を ワリ ッ ワ し 、 [Sn] キー+ ド ラッ プ で 円 の 大 き さ を 決め ます 。 再 
度 ワ リッ ク す る こと で 定規 を 作成 で きま す 。 
定規 に 沿っ た 同心 円 を 描け る よう に な る の で 、 波 紋 を 描い て いき ます 。 


回 ガイ ド と な る 定規 を 作成 回 定規 に 沿っ て 波 攻 を 描く 


クリッ 
RG キー ドラッグ 


POINT 

作成 し た 定規 の 対象 が セル に な っ て いる 場合 、 定 規 ア イコ ン 過 | を ドラ ッ プ し て アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー 
を 対象 に する こと が で きま す 。 

これ で 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー 内 すべ て の セル が 作成 し た 定規 の 対象 と な り ます 。 


POINT 
まず 、 こ の よう な 簡単 な 円 で 一 度 動き や タイ ミン グ を 見 て みる と よい で し ょ う 。 動き や タイ ミン グ に 問題 が な 
けれ ば 、 デ ィ テ ー ル を 描き 込ん で いき ます 。 


OI 


POINT 


リップ (Chapter1『6 その 他 の 便利 機能 』) の 右上 の マウ スカ ー ソ ル が 変わ っ た と ころ で 左右 に ドラ ッ ケ 


する と 、 クリ ッ プ の 長 さ を 調整 で きま す 。 


クリ ッ プ の 長 さ 
が 変わ る 


水 ( 弾 ける 水 ) chapter4+04 024.clip 


「 本 節 前 述 」 の 水 の 波紋 より も 物 が 勢い よく 水面 に 落下 する な ど し て 、 弾け る 水 
の 表現 で す 。 高く 上 が っ た 水しぶき は 粒 と な っ て 落ち て きま す 。 


動き の イメ ー ジ 
|: 高く 跳ね 上 が る 水 
・ パ シャ ッ 


1. 高 く 跳ね 上 が る 水 と 飛 涼 の 表現 


今回 は 、 ア ニメーション セル (以降 : セ ル ) [1] [3] [5][7][9] を 原画 と し 、 そ の 間 を 中 
割り し て いき まし た 。 


8 
基 の 午 が 残り 、 消 えて いき ます 
落ち て きた 水 満 で きら に 液 炎 が で きた り し ます 


全 9 枚 の 2 コマ ウレ ー ム ) 打ち で 作成 し て いま す 。 
ここ も 、 最 後 は 空白 フレ ー ム で 波紋 を 消し て いま す 。 


(20 
イム 5 イン 1 マ | 
ロー 


動き の 段階 ご と に 前 後 の セル を 重ね な が ら そ の 変化 を 見 て いき ます 。 
回 はじめ に 、 勢い よく 跳ね 上 が り ま す 。 セル [1] [2][3] の 3 枚 で 描い て いま す 。 


環 勢い よく 跳ね 上 が る 水 


リー2 っ 3 


回 水 の < っ つき あう 力 よ り 、 水 の 跳 ね 上 が る 力 や 重力 に 引っ 張ら れ 落 ちる 力 な ど 
が 、 そ れ ぞ れ に 働き あい 分 裂 し 粒 に な っ て いき ます 。 セル [3] [4] [5] の 3 枚 で 描い 
て いま す 。 


分 裂 し 飛 涼 に な る 


③ー-4-⑤ 


国 水滴 は 落下 し な が ら 、 さ ら に 空気 圧 な ど で 小さ な 飛 潜 と な っ て いき ます 。 こう 
いっ た 小さ な 飛 涼 は 、 作 画す る 際 に 途中 で 消し て し まう よう な 表現 も よい で し ょ う 。 


小さ な 飛 深 と な る 


落ち て きた 水滴 で で きた 小さ な 波紋 
こう いう 描写 が ある と リア リティ が 増し て いき ます 
5 っ 6 一 ⑦ 


贈 最後 に 、 波 紋 は 消え て いき ます 。 セル [7] [8] [9] の 3 枚 で 描い て いま す 。 


POINT 


水面 に 物 を 落下 な ど さ せる と 波紋 だ け で な く 、 落 下 の 衝撃 に よっ て 押し 上 げ ら れ た 水 が 大 きく 跳ね あ が 
り 飛 漆 と な る こと が あり ます 。 


Wk 性 雨 (止め 絵 に アニ メー ショ ン エ フェ クト を つけ る ) chapier4・ 


04 025.clip 


簡単 な 雨 の 1 シー ン の 作例 を 紹介 し ます 。 

今回 、 雨 の エフ ェクト の み ア ニメーション させ て お り 、 女の子 や 植物 は 止め 絵 で す 。 
この よう に 、 止め 絵 に エフ ェクト を 加え る だ け で も 、 魅力 的 な アニ メー ショ ン に する こと 
が で きま す 。 


動き の イメ ー ジ 

・ 線 で 描画 する 雨粒 の 表現 

・ 雨 欄 で で きる 地面 の 波紋 

・ 物 に 当たっ て 弾け る 雨粒 の 飛 潜 
・ し と し と 


/ 
| 


I 


1. ラ フ を 描い て イメ ー ジ を 固め る 


ラフ を 描い て 、 請 


軸 や 波紋 、 飛 洲 の イメ ー ジ を 固め て いき ます 。 


回 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダ ー [rain] を 作成 し 、 そ の 中 に アニ メー ショ ン セ ル (以降 : セ ル ) 
を 作成 し ます 。 さら に 、 [rough] レイ ヤー と レイ ヤー フォ ル ダ ー [chara] を 作成 し ま 


す 。 


環 セル (レイヤー) を 
作成 

上 トト 

| En 

le la Ed 

Bi 


| 100% 通常 
ピ ロロ 款 


回 止め 絵 と な る 女の子 や 植物 は 、 レイヤー フォ ル ダ ー [chara] の 中 に まとめ られ て 


いま す 。 


回 止め 絵 部 分 を 描く 


回 止め 絵 に 重ね る よう に 、 [rough] レ イヤ ー に 雨 の イメ ー ジ を 描き ます 。 


回 雨 の ラフ を 描く 


2. 特 殊 定 規 に よる 作画 
雨 も 「 本 節 前 述 J』 の 水 の 波紋 と 同じ よう に 、 図形 ツー ル の 「 特 殊 定規 」 を 使う と 


簡単 に 描け ます 。 


形 ツ ー ル 「 定 規 作成 」 サ ルー プ の 「 特 殊 定規 」 を 選択 し ます 。 


頭 特殊 定規 を 選択 
虹 ] | 


回 ツー ルプ ロ パ ティ パレ ッ ト で 「 平 行 線 」 を 選択 し ます 。 


平行 線 を 選択 


| 0 ツー ルプ ロバ テ ィ ( 和 | 


曲線 了 A ム > 


| 奏 画定 


月度 の sz 
a 


| 
| 編集 し イヤ ー に 作成 


回 キャ ン バ ス を ドラ ッ グ する と 、 平 行 線 の ガイ ド と な る 定規 が 作成 され ます 。 な 


お 、 [名 員 キー+ ド 


回 定規 に 沿っ て 雨 を 描い て いき ます 。「 朋 
常に 持ち な が ら 4 枚 ほど 描き まし た 。 規則 性 に 沿い すぎ て いて も それ は それ て FR 


ッ グ する と きれ いな 直線 の 定規 を 作成 で きま す 。 
和 ] は 上 か ら 降 っ て くる 物 」 と いう イメ ー ジ を 


に 


見 えな い の で 、 ラ ンダ ム 感 が 重要 に な り ま す 。 長 さや 太 さ を 変え た り 、 線 を 途切れ 
させ た り し て 、 ラ ンダ ム 感 を 出し て いき ます 。 手前 と 奥 と で 太 さ を 変え る と 、 距離 感 


も 表現 で きま す 。 


回 ガイ ド と な る 定規 を 作成 


全 4 枚 の 2 コマ ウレ ー ム ) 
コマ で も よい で し ょ う 。 


回 定規 に 沿っ て 雨 を 描く 
|| 川 
| い 
ー テ | Mu 肖 
| 
| ( 財 | 


打ち で 作成 し 、 ル ー プ させ て いま す 。 より 激しい 雨 の 場 


PrEZZczg| 


POINT 


を shift+ ク リッ ク す る こと で 無効 に 


定規 に 沿っ て 描き た く な い 場 合 は 、 レ イヤ ー パ レッ ト の 定規 アイ コン 


が つき ます 。 も う 一 度 クリ ッ ク す る と 有効 に な り ます 。 


で きま す 。 無効 に な る と パ ツ 印 


POINT 


雨 が 傘 か ら 滴る 様子 を 描き 入 れる と 臨場 感 が 出 ま す 。 


NM 


POINT 


え 、 で き て は 消え 、 と いう の を 繰り 返し ます 。 セル [1] [2] [3] [4] そ れ 


地面 に で きる 波紋 は 、 で き て は 
ぞ れ で 発生 する 波紋 を パラ パラ に 作成 する こと で ルー プ 感 を 薄め て いま す 。 


POINT 
傘 な ど に 当たっ て 跳ね る 雨粒 も ラン ダム で 表現 し ます 。 大 きく 跳ね た 雨粒 は 、 何 枚 か に わた っ て 消え て い 


く ほ う が 自然 な 表現 に な り ます 。 


5 | 実写 を 用 いた アニ メー ショ ン 


「Chapter2『4 その 他 の アニ メー ショ ン 表 現 』」 で 、 実 写 と 手描き の アニ メー 
ショ ン を 組み 合わ せ た 表現 に つい て 紹介 し まし た 。 そこ で 紹介 し た 「 ロ トス コー 
プ 」 の 手法 の メイ キン を 解き す 。 


ロト スコ ー プ chaptera 04 026.clp 


実写 を うま く 用 いる の も アニ メー ショ ン 制 作 の 面白 さ の 1 つ で す 。 こ こ で は 、CLIP 
STUDIO PAINT で の ロト スコ ー プ (chaprer2『4 その 他 の アニ メー ショ ン 表現 )) の 手順 を 紹介 
し ます 。 

実写 を ガイ ド に 作画 する ロト スコ ー プ な の で 、 ま ず 実 写 撮影 し た 映像 (も し < は 画像 
が 必要 に な り ま す 。 

ここ で は 、 タ ッ プ ダン ス を 題材 に し た 映像 を ベー ス に し まし た 。 こう いっ た ダン ス や プロ 
スポ ー ツ 、 楽器 の 演奏 な ど は 、 知識 や 参考 に する 何 か が 無い と 、 動き の 「 と っ か か 
り 」 が 得 ら れ な いも の で す 。 そ ん な と き 、 ロト スコープ は 、 と て も 効果 的 な 手法 と な り 
ます 。 


実写 ロト スコ ー プ 


・ タ ッ プ ダン ス の ステ ッ プ 


動き の イメ ー ジ 
| リズ ム 感 を 大 事 に 描く 


1. 実 写 素材 を 読み 込む 

フレ ー ム レー ト 「24fps」 の アニ メー ショ ン 用 の キャ ン バ ス を 作成 し 、 あ ら か じ め 用 意 し 
て お いた 実写 の 連 番 画像 を CLIP STUDIO PAINT に 読み 込み ます 。 

実写 の 連 番 画像 を 読み 込 お むための アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー[ 実 写 素材 ] を 作 
成 し ま す 。 


硬 ア ニメーション 
フォ ルター を 作成 


回 アニメ ーション フォ ル ダ ー[ 実 写 素材 ] を 選択 し た 状態 で 、 [ファ イル ] メ ニュ ー 
ー [読み込み ] - [画像] (ChaptertFe その 他 の 便利 な 機能 』) を 選択 し ます 。 


[ファ イル ] メニ ュー 一 [読み込み] 一 
[画像] 


2 り 09 ボード か ら 新人 (8) 
CO eo 


まっ た カイ Mn 
ーーー ご 
et EE EUR pc 


EO 
EU 
ET 
一 Pt 


BRED.. 7 {AID ト E RAD. 


回 「 開 < く 」 ダ イア ログ が 表示 され る の で 、 読 み 込み た い 実写 素材 を すべ て 選択 し ま 
す 。 


回 実写 素材 を 選択 する 


IEEE 


rae 
に に 
ラー 


rs 


右 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー[ 実 写 素材 ] に 選択 し た 実写 素材 が すべ て 読み 込ま 
れ ま し た 。 


茹 実 写 素材 が 
読み 込ま れる 


PE 
Ei 


POINT 


ここ で 使っ て いる 実写 の 画像 は 、 撮影 し た 映像 を 「Adobe After Effects」 で 編集 し 、 連 番 画像 と し て 
書き 出し た も の で す 。 

ちな み に 、 な ぜ 「Adobe After Effects」 で 行っ て いる か と いう と 、 映 像 の フレ ー ム 単位 で の 取捨 選択 も 
容易 だ か ら で す 。 映像 の fps を 12 や 8 に 単純 に 落と し て 制作 する の で は な く 、 フ レー ム 単 位 の 絵 や タイ ミン 
ガ を 見 な が 5 取捨 選択 し て 調整 する こと で 、 より 実写 の エッ セン ス と アニ メー ショ ン 表 現 を 上 手 く 調和 させ 
る こと が で きま す 。 

も ちろ ん 、「Adobe After Effects」 が な けれ ば 、 ロ トス コー プ 用 の 実写 素材 が で き な い と いう こと は あり ま 
せん 。 最近 で は 、 ス マー ト フ ォ ン の アプ リケーション で も 簡易 な 編集 が で きる ソフ ト は た くさ ん あり ます の で 、 
スマ ー ト フォ ン で 撮影 し 、 編 集 す る こと で 、 ロ トス コー ブ を する と いう の も あり か と 思い ます 。 カメ ラ の 連射 機 
能 で 撮影 し た 画像 を 使う の も 面白 いで すね 。 


ファ イル を ドラ ッ グ & ドロ ッ プ し て 読み 込む 


CLIP STUDIO PAINT 上 に 、 画 像 を 保存 し て いる フォ ル ダ ー か ら ファ イル を ドラ ッ ザ & ドロ ッ プ する こと 
で も 、 読み込む こと が で きま す 。 

この と き の 注 意 点 と し て は 「 レ イヤ ー パ レッ ト の アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー に ドラ ッ ザ &. ドロップ する 」 と いう こ 
と で す 。 キャ ン パ バス 上 に ドラ ッ グ & ドロ ッ プ し て し まう と 、 画像 ファ イル を 「 開 く 」 こ と に な り 、 制作 中 の キャ 

ン バ ス に 読み 込ま れ ま せん 。 


2. セ ル 指 定 する 


読み 込ん だ 実写 素材 を 、 タ イム ライ ン 上 に セル 指定 (Chaptert『2 タイ ムラ イン パレ ッ ト の 基 
本 し ます 。 
較 タイ ムラ イン 上 の 1 フレ ー ム 目 を 選択 し ます 。 


評 1 フ レーム 目 を 
選択 
FE7SZ 

1 / ! / m 阿 
3 タ 1 ムラ イン 1 マ | M 
き 円 実写 素材 :119 


内 0001 実写.000 


回 [アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [セル 指定 ] - [セル を 一 括 指定 ] を 選択 し ます 。 


話 [アニ メー ショ ン ] 
メニ ュー [セル 
指定 ] 一 [セル を 

ー 括 指定 ] 


セル を 一 失 征 (B).… 


5 riz 
タイ ムラ イツ の 順 各 で 下 現 化 (0 
し イヤ - の 大 寺下 提 人 (の 


国 「 セ ル を 一 括 指定 」 ダ イア ログ が 表示 され る の で 、「 既存 の アニ メー ショ ン セ ル 名 
か ら 指 定 」 に チェ ッ ク を 入れ ます 。 チェ ッ ク を 入れ る と 、 選 択 中 の アニ メー ショ ン フォ ル 
ダー に 入っ て いる セル ここ で は 、 実 写 素材 ) の 最初 と 最後 が 自動 で 入力 され る の で 、 そ 
の 状態 で TOK」 ポ タン を クリ ッ ク し ます 。 


[既存 の アニ メー ショ ン セ ル 
名 か ら 指 定 ] に チェ ッ ク を 入 


れる 
セル を 一 打 指 定 人 @ 
EL oe 
wa 
セル 
LSE | 表 0 て 
RTMED | Fv 
フル SCFY 1 , 
Ed 
REM 1 + 
后 位 まで 和 0 所 
Er 
世 M 定 He フ レー ム 寺 9 
1 
! 和 号 を RU て 指定 す 8 
XT 


回 これ で 、 タ イム ライ ン に 実写 素材 を 指定 する こと が で きま し た 。 し か し 、 今 回 細 
か な タイ ミン グ を 生か す た め に 「24fps」 で 映像 を 書き 出し て いる た め 、 読 み 込ん だ 
実写 素材 で 重複 し た フレ ー ム が 多く 存在 し ます 。 その た め 、 そ れ を 削除 する 必要 
が あり ます 。 まず 、 タ イム ライ ン 上 で 不要 な 実写 素材 の フレ ー ム を 選択 し ます 。 

還 [アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [セル 指定 ] - [削除 ] で 、 選 択 し た フレ ー ム の 実写 
素材 の 指定 を 削除 し ます 。 これ を 根気 強く 行い 、 実 写 素材 を 精査 し て いき ます 。 


医 不要 な フレ ー ム を 選択 な 実写 素材 の 指定 を 削除 
還 言 
重 神 し て いる 4/1 / !% 陶 回 切 GS N ゃ と ! / !0 GE Ne 
不要 な フレ ー [tat ェ | し 7 wm le 
ム を 吉沢 ee 較 計 上 


3. 正 規 化 する 

実写 素材 を 精査 し た こと に より 、 必 要 な も の の 名 称 が わか り に くい の で 、 正 規 化し 
て リネ ー ム し て いき ます 。 

[アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [セル 指定 ] っ [タイ ムラ イン の 順番 で 正規 化 ] を 実 


行 し ます 。 これ で 、 必 要 な 実写 素材 が 連 番 で リネ ー ム され 、 わ か りや すく な り まし 
た 


評 リネ キー ム す る 
固 厨 zo1 
1 / 1 / M4 hmGaS Ke 
4 ムラ イン 1 


TrEZPCPI 
1 / 1 / it 了 回 暫 ep 
91 ムラ イン 1 <| 

| 回 素人 :118 


POINT 


[タイ ムラ イン の 順番 で 正規 化 ] す る と 、 タイ ムラ イン 上 で 使わ れ て いな い セル (実写 素材 ) は 、 フ ォ ル ダー 
上 部 に まとめ られ ます 。 これ ら は 不要 な の で 、 削除 し て お きま し ょ う 。 


4. 作 画す る セル を 作成 する 

ロト スコ ー プ で ペー ス と な る と 実写 素材 の 準備 が で きた の で 、 作画 用 の アニ メー ショ 
ン フ ォ ル ダー と セル を 作成 し ます 。 

較 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー[A] を 作成 し ます 。 [A] の 中 に 作成 する セル の 構成 
は 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー を 使い 、 線画 ine) 、 色 塗 り (coD り と で 分 け て いま す 。 


還 作画 用 の セル の 
作成 


=| 日時 


加 作成 し た アニ メー ショ ン フォ ル ダ ー[A] の タイ ムラ イン を 、 ア ニメーション フォ ル ダ ー 
[実写 素材 ] と 同じ に し ます 。 タイ ムラ イン 上 で [実写 素材 ] の フレ ー ム を すべ て 選 
択 し ます 。 そ し て 、 [アニ メー ショ ン ] メ ニュ ー - [セル 指定 ] - [コピ ー] を 実行 し ま 


| の タイ ムラ イジ を すべ で 計 志 し て コピ ー 
EE 


還 ドド Th 「 ト トド トド FPPPmPF FPPE 上 FFPPPPP 
EW ET TITTY TTT TITTY TTT TTT Tr EE 
ERS Em eS EE EIR EI tai EA A UE EL CIE UE RHE EI Ed a 


回 アニメ ーション フォ ル ダ ー[A] の タイ ムラ イン の 1 フレ ー ム 目 を 選択 し 、 [アニ メー 
ショ ン ] メ ニュ ー - [セル 指定 ] [貼り 付け ] で コピ ー し た タイ ムラ イン を 貼り 付け ま 
す 。 


回 タイ ムラ イン を 貼り 付け 


remrrrrrrrrrrrrrrrrrryrrrrrrrrergrrrig] 


これ で 、 アニ メー ショ ン フ ォ ル ダー[A] と [実写 素材 ] が 同じ タイ ムラ イン に な り ま し 

た 。 人 [A] の ほう に は 、 対 応 す る セル が な い の で 、 作 成す る 必要 が あり ます 。 
右 [アニ メー ショ ン ] メニ ュー - [セル 指定 ] - [対応 する すべ て の セル を 作成 ] を 実 
行 し ます 。 する と 、 タ イム ライ ン 上 で 指定 され て いる セル を レイ ヤー パレ ッ ト に すべ て 
作成 し ます 。 最初 に 作成 し た セル の 構成 も 引き 継い で いま す 。 

な か な か や や こし いじ 手順 で は あり まし た が 、 こ れ で ロト スコ ー プ に よる 作画 を 始め る 
た め の 準 備 が 整い まし た 。 


較 作画 用 の すべ て の セル を 作成 
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セル を 指定 (00 
セル を 一括 指 下 (8).… 

タイ ムラ イツ の 順番 で 正規 化 (%) 

レイ ヤ - の 順 娠 で 正規 化 (V) 
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POINT 


CLIP STUDIO PAINT で は 、 ムー ビー ファ イル も 読み 込め る の で 、 簡単 に 済ま せ た い 場合 は 、 [ファ イ 


ル ] メ ニュ ー - [読み 込み ] - [ムー ビー] で 「avi」 や 「mp4」 フ ァイル を 読み 込ん で 作成 する の も よい で し ょ 


う 。 し か し 、 ムー ビー ファ イル の 場合 は 、CLIP STUDIO PAINT で の 編集 や タイ ミン グ 調 帯 が で き な い の 


で 、 そ の 点 は 注意 し て くだ さい 。 


5. 実 写 を な ぞ っ て 描く 


実写 素材 を ひたすら な ぞ り ます 。 

大 アニ メー ショ ン フォルダ ー[A] の アニ メー ショ ン セ ル の 線画 用 の レイ ヤー(ino で 、 
実写 素材 を な ぞ っ て いき ます 。 

背景 に や や 暗い 色 を 引い た り ( 素 材 に よっ て は 明る いも の が よかっ た り も し ます ) 、 実写 素材 の 
透明 度 を 少し 下げ る と 視認 し や すく な り ま す 。 その フレ ー ム の 実写 素材 だ け を 見 な 
が ら な ぞ る の で は な く 、 ア ニメーション な の で 前 後 の フ レー ム も 見 な が ら 描き 進め る よ 
うに し まし ょ う 。 


カラ ー ビ ピッ ク 用 の 
レイ ヤー を 作成 し て いま す 


回 線画 が で きた ら 塗っ て いき ます 。 筆者 が ロト スコ ー プ する と き の ス タイ ル と し て 
は 、 か な り シ ン ブ ル な 線画 を 描き 、 塗り で イメ ー ジ を 固め て いく 方 法 で す 。 


回 完成 の 色 に 置き 換え ます 。 今 | 
まし た 。 


は 実写 素材 の 色 を 拾い な が ら 背 景 も 作成 し 


POINT 


色 の 置き 換え は 、 塗り つぶ し ツー ル の 「 編 集 レ イヤ ー の み 参 照 」 を 選択 し 、 ツ ー ル プロ パテ ィ バ パレット で 「 陸 


接 ビ ワウ セ ル を た どる 」(Chapter3『1 人 物 の 動き を 制作 する 』) な どの チェ ッ ク を 外し て 塗る と よい で し ょ う 。 


」 時 接 ビ カセ ル 寺 大 どる 
mmme[ エ LT 


TAR 
= 
Tt 


POINT 


ロト スコ ー ブ で は 、 服 の シワ の 取捨 選択 が 難し いと ころ で す 。 シリ が 多 すぎ る と 、 動か し た と き に シリ が バタ 
バタ 動い て し まい 、 う る さい アニ メー ショ ン に な っ て し まう と いっ た こと も 起こ りや すい で す 。 個人 的 に シン ブル 
な ほう が 好き と いう の も あり ます 。 


POINT 


作画 する 際 の 色 に つい て で す が 、 実 写 を 参考 に それ と 似 た よう な 色 で 描い て いる と 、 ど こ に 何 を 描い た の 
か わか ら な く な り 、 線 を 見 失い が ち で す 。 そこ で 、 こ の よう に 、 明確 に 違う 仮 の 色 で 描き 、 後 で 色 を 変え 
る 、 と いっ た 方 法 を お スス メ し ます 。 


語 | ロト スコ ー ブ の 応用 


ロト スコ ー プ だ か ら と いっ て 、 実写 を 必ず な ぞ ら な けれ ば な ら な い 、 と いっ た こと は あり 
ませ ん 。 ア ニメーション な ら で は の さま ざま お 手法 と 組み 合わ せる こと で 、 表現 の 幅 
が 広がり ます 。 ここ で は 、 ほ ん の 一 例 を 紹介 し て いき ます 。 


ロト スコ ー ブ に 通常 の 中 割り を 入れ る 


すべ て の 絵 を 実写 か ら な ぞ る だ け で な く 、 ゆっ くり と し た 動き の 部 分 な ど に 通常 の 作 
画 を 混ぜ る の も 面白 いか と 思い ます 。 原画 と し て 前 後 の キ ー フ レー ム の 部 分 を ロト 
スコ ー ブ で 描き 起こ し 、 そ の 間 の 部 分 の 中 割り を する と いっ た 通常 の 作画 手法 で 
す 。 

実写 の 揺らぎ や ある 種 の ノイ ズ の よう な も の を 取り 込み つつ も 、 ア ニメーション と し て 
制御 する こと で ロト スコ ー プ に あり が ちな ブヨブヨ と 輪郭 や 影 な ど が 1 枚 ご と に 動き す 
ぎ て し まう こと を 抑え た 表現 に な り ま す 。 


原画 を ロト スコ ー プ で 描き 、「 オ ニオ ンス キン 」(chaperl『4 アニ メー ション > 制作 時 に 必須 の 
補助 機能 ) を 有効 に する 。 
加 原画 と 原画 の 間 を 中 割り する 。 


請 オ ニオ ンス キン で 前 後 の アニ メー ショ ン セ ル を 表示 


回 通常 の 中 割り を する 
4 a 


ey 


オバケ 作画 を 取り 入れ る 


単純 に 実写 を な ぞ る だ け で な く 、 動き の 幅 や スピ ー ド を 観察 し た 上 で 、 輪 郭 を ブレ 
させ た り 、 と き に は オバ ケ 作 画 (Chapter2『4 その 他 の アニ メー ショ ン 表現 』) を 入れ る と いう の も 
効果 的 で す 。 

激しい 動き を 撮影 し た と き に は 、 映 像 自体 も 大 きく ブレ て いた りす る こと も ある か と 
思い ます 。 そう いっ た プレ の どこ を どう 絵 に 起こ すか で も 、 描く 人 の 個性 が 現れ る の 
が ロト スコ ー ブ の 面白 いと ころ で す 。 


オバ ケ 


エフ ェクト と 組み 合わ せる 
エフ ェクト と 組み 合わ せる こと で 、 ア ニメーション な ら で は の メリ ハリ や 面白 さ を 表現 で 


きま す 。 
この アニ メー ショ ン で は 、 ステ ッ プ に 合わ せ て 弾け る エフ ェクト を 足す こと で 、 ス テッ プ の 
イン パク ト や ケレ ン 味 を 足し て み ま し た 。 絵 を 引い た り 足 し た りす る こと で 、 さ ま ざ ま 


な 表現 が で きる の も より アニ メー ショ ン な ら で は で す 。 


今回 の ロト スコ ー ブ は 、 制作 し た アニ メー ショ ン を 書き 出し (Chapter1『5 書き 出し 機能 』) 、「Adobe 


After Effects」 を 使っ て コン ポジ ッ ト 作業 に よる 仕上 げ を 行い まし た 。 コン ポジ ッ ト 作 業 の 細か い 手 順 
は 省き ます が 、 せ っ か く CLIP STUDIO PAINT の タイ ムラ イン で アニ メー ショ ン の タイ ミン グ を 決め た の 
で 、 書 き 出し た 画像 が 「Adobe After Effects」 で も 同じ タイ ミン グ で 表示 され る よう に し な く て は な り ま 
せん 。 

ソフ ト 上 で 1 枚 ずつ タイ ミン グ を 指定 する こと に お る の で す が 、 そ れ は と て も 大 変 で すし 、 間違え て し まう 
な どの ヒュ ー マ ン エ ラー が 起こ り が ち で す 。 


そこ で 便利 な の が フリ ー ソ フト で す 。 
「Adobe After Effects」 向 け に タイ ムラ イン 記入 支援 ソフ ト や スク リプ ト と いっ た も の を 作成 し 、 配 布 


し て いる 方 が いま す 。 

数 ある ソフ ト の 中 で も 筆者 は 「STS_ver2.0 for windows (http:/striping2nd.or.tv/sts/) 」 と いう フ 
リー ソフ ト を 用 いて いま す 。 これ は 、 シン プル な 機能 で 非常 に わか りや すい ソフ ト で す 。 
「STS」 を 起動 し 、 タ イム ライ ン の 情報 を 書き 写し て いき ます 。 横 軸 と 縦 軸 で や や 混乱 を 招き ます が 、 
それ ぞ れ の セル が 何 フレ ー ム 映る か と いう 情報 な の で 、 慣れ て し まえ ば 問題 な いか と 思い ます 。 

この 、STS 上 に 書き 記し た タイ ムラ イン の 情報 は 、 コ ピー し て 「Adobe After Effects」 に 貼り 付け る こ 
と が で きま す 。 


「STS」 に 書き 写し た タイ ムラ イン 


タイ ムラ イン は 縦 軸 


Chapter 5 


Yoshibe's Works 
Digest 


Chapter5 で は 、 重 者 の 「 神 風 動画 在籍 時 の 仕事 の 中 か ら 、 い 
くつ か の 技法 を ダイ ジェ スト 的 に 紹介 し て いき ます 。 ま た 、 巻 来 に 
は 実際 に 現場 で 使っ た 「 絵 コン テ 」 、「 作 画 カ ッ ト 」 を 特別 掲載 し 
て いま す 。 ア ニメーション 制作 の 参考 に 役立て て くだ さい 。 


1 | Sound Horizon 


『 よ だ か の 星 』MVs:- 


まず は 、Sound Horizon『 よ だ か の 星 』 の MV に 取り 入れ 
アニ メー ショ ン 」 技 法 を 、 ダ イジ ェ スト と し て 紹介 し て いき ます 。 


間 デジ タル パペット アニ メー ショ ン で 作成 する 


本 来 の 「 パ ペッ ト ア ニメーション 」 は 、 パ ベッ ト つ まり 人 形 な どの パー ツ を 少し ずつ 動か 
し た り 、 と き に は パー ツ を 挿 げ 替 えた り し て 1 コマ ずつ 撮影 し 、 動き や 表情 な ど を 表 
現す る 「 コ マ 撮 り ア ニメーション 」 の 技法 で す 。 

デジ タル の 場合 、 人 物 や 物 の 動か し た い 部 分 を パー ツ と し て 分 け 、 そ れ を ソフ トウ ェ 
ア 上 で 動か すこ と で 表現 し ます 。 


パ ベ ッ ト ア ニメーション の 
仕組 み 


column 


Sound Horizon『 よ だ か の 星 』 と は 


「Sound Horizon」 と は 、 サ ウン ド ワ リ エイ ター「Revo」 氏 の 主宰 する 幻想 楽団 で す 。 創り 上 げ る 楽 
曲 の 1 曲 1 曲 、CD1 枚 1 枚 が 壮大 な 物語 と な っ て いる の が 特徴 で 、 歌 詞 や 楽曲 の 細部 まで 入念 に 
練 ら れ た 設定 、 聴 いた 人 それ ぞ れ に 物語 の 解釈 を 委ね る 姿勢 は 、 多 く の ファ ン の 心 を 掴み 、 今 も その 
世界 は ファ ン と と も に 拡大 し 続け て いま す 。 


そん な Sound Horizon の 楽曲 で ある 『 よ だ か の 星 』 は 、2014 年 に 発売 され た 『 ヴ ァ ニ シン ゲ ・ ス ター ラ 
イト 』 に 収録 され た 1 曲 で す 。 タイ トル か ら も わか る よう に 、 同名 の 宮沢 賢治 の 童話 『 よ だ か の 星 』 に 
Revo 氏 が 触発 され て 創作 し た 楽曲 と な っ て いま す 。 架空 の バン ド 「VANISHING STARLIGHT」 


の ボー カル 「NoI( ノ エル ) 」 が 、 理 想 に 向かっ て 真っ すぐ 突き 進 も うと する 想い を 歌っ て いま す 。 


『 よ だ か の 星 』 の MV は 下記 YouTube の 公式 動画 (Short ver.) を ご 覧 いた だ け ます 。 
よ だ か の 星 [Short ver.] プ Sound Horizon https:/Awww.youtube.com/watch? 


=zxtG72ILDaE 


ee 


Sound Horizon (VANISHING STARLIGHT)『 よ だ か の 星 』 @PONY CANYON INC. 


攻 | パー ツ を 分 け て 動か す 


『 よ だ か の 星 』 で は 、 漫 画 原稿 や イラ スト を 用 いて の デジ タル パペット (パー ツア ニ メ ー 
ショ ン と し まし た 。 漫画 や イラ スト を 使っ た アニ メー ショ ン 表 現 の 前 半 部 分 と 、3DCG 
に よる アニ メー ショ ン に よっ て 構成 し て いま す 。 MV と いう 短い 尺 の 中 で スト ー リ ー を 
描く に あたっ て 、 漫 画 を 映像 の 中 で 使い 、 そ の 漫画 は CD の 特典 と し て 実際 に 読め 
る 形 で 付属 する こと に より 、 通 常 の MV に と ど ま ら な い 広 が り の ある も の と な り ま し 

た 


下図 は 、 漫 画 パー ト の 一 部 で す 。 一 見 する と 普通 の 漫画 原稿 で す が 、 右 図 の よ 
うに 少し 動い て いま す 。 


1. 素 材 を 分 ける 


漫画 原稿 の 動か し た い 部 分 を パー ツ と し て 分 け て お きま す 。 人 物 は も ちろ ん 、 エ 
エク ト や 書き 文字 背景 も 分 け て いま す 。 


2. パ ー ツ を 動か し て アニ メー ショ ン さ せる 


分 けた パー ツ を 、 移 動 や 回 転 、 拡 大 、 縮 小 す る な ど し て アニ メー ショ ン と し て 表現 
し ます 。 も ちろ ん 、 さ ら に 細か く パ ー ツ 分 け す る こと で 、 よ り 自 由 に アニ メー ショ ン さ せ 
る こと が で きま す 。 こ の MV で は 各 カ ッ ト が 短い 尺 で 移り 変わ っ て いく の で 、 最 低 限 


の 作業 量 で 制作 し て いま す 。 


『 よ だ か の 星 』 は 、 お も に 「Adobe After Effects」 を 使っ て 作業 し て いま す 。 Adobe After Effects で 
は 、1 枚 の アニ メー ショ ン セ ル ( レ イヤ ー) に 描か れ た 絵 を 、 タ イム ライ ン の 位置 ご と に 移動 や 回 転 、 拡 大 、 
縮小 さき る こと が で きま す 。 た と えば 、 1 フレ ー ム 目 と 4 フレ ー ム 目 で 腕 の 角度 を 変え る と いっ た こと が 可能 
で す 。 


残念 な が ら 、CLIP STUDIO PAINT の タイ ムラ イン は アニ メー ショ ン セ ル の 切り 替え し か で きま せん が 、 


少し ずっ 絵 を 動か し た アニ メー ショ ン セ ル を 何 枚 も 用 意 し 、 そ れ を タイ ムラ イン で 切り 替え て 同じ よう に 見 
せる こと は で きま す 。 


民国 絵 を 変形 させ て 動か す 


『 よ だ か の 星 』 で は 、 パ ー ツ 分 けし て 動か す 手 法 だ け で な く 、 絵 自体 を 変形 させ る こ 
と で 動か し て いる よう に 見 せる 手法 も 使っ て いま す 。 
下図 は 、 そ の 一 部 で す 。 や や 前 に か が ん だ 体勢 か ら 、 身体 が 起き て いる の が わか 


る で し ょ うか 。 


POINT 


Adobe After Effects の 「 パ ベッ トピ ン ツ ー ル 」 を 使っ て 絵 


1. 素 材 を 分 ける 
漫画 原稿 素材 を 分 け ます 。 今回 は 、 人 物 自体 の パー ツ 分 け は 行っ て いま せん 。 


文字 効果 線 背 


浅 


2. パ ペッ トピ ン を 打つ 
回 Adobe After Effects の 「 パ ベット ピン ツー ル 較 証 」 を 選択 し ます 。 


本 パペット ピン ツー ル の 選択 


レイ ヤー(L) エフ ェクト (T) アニ メ 


ン (A 


回 この ツー ル で ワリ ッ ワ し た ポイ ント に 「 パ ペッ トピ ン 」 を 追加 で きま す 。 丸 の 部 分 が 
「 パ ペッ トピ ン 」 で す 。 ピ ン 周 辺 の 絵 を 固定 する と いう 機能 で す 。 


回 パペット ピン を 打つ 


は 、Adobe After Effects の 作業 画面 で す 。noel レ イヤ ー(no&l= こ の 和信 物 ) に パ 
ペッ トピ ン が 打 た れ て いる の を 確認 し ます 。 


回 レイ ヤー 構成 


3. パ ペッ トピ ン を 移動 し て アニ メー ショ ン さ せる 


パペット ピン の ポイ ント に 「 固 定 」 す る と いう 機能 で 、 な ぜ ア ニメーション と し て 「 動 か 
せる 」 の か と いう と 、 そ れ ぞ れ の 打っ た ピン を 移動 させ する と 、 そ の ピン の 移動 に ビン 周 
辺 の 絵 が つい て いく た め 、 伸び た り 縮 ん だ り 移 動 さ せ た り と 変形 する こと が で きま 
す 。 

記 は 、 極 端 な 例 で す が 、 こ の よう に ピン を 大 きく 移動 させ る こと で 、 ピ ン 周 辺 が 伸 
び て 変 形 し て いま す 。 そ れ 以 外 の 部 分 は 、 ほ か の パペット ピン に よっ て 固定 され て 
いる た め 動 いて いま せん ( 緑 丸 の 部 分 が 固定 され て いる 部 分 ) 。 

国 は 、 こ の 機能 を 使っ て 人 物 の 動か し た い 部 分 、 動か し た く な い 部 分 に パペット 
ピン を 打ち 、 そ れ ら を うま く 動か すこ と で アニ メー ショ ン さ せ て いま す 。 


回 パペット ピン 
を 打っ て 
動か す 


回 ピン を 大 きく 
移動 させ る 


POINT 


CLIP STUDIO PAINT に は 「 パ ペッ トピ ン ツ ー ル 」 は あり ませ ん が 、「 メ ッシュ 変形 (Chapter1『6 その 他 


の 便利 な 機能 』) 」 を 使っ て 同じ 絵 を 変形 させ た アニ メー 


ヨン セル を 何 枚 も 用 意 し 、 それ を タイ ムラ イン で 
切り 替え て 同じ よう に 見 せる こと は で きま す 


ソフ トウ ェ ア が な く て も 諦め ず に 、 何事 も 工夫 し て チャ レン ジ し て みて くだ さい 


2 | 『 ジ ョ ジョ の 奇妙 な 冒険 』 


gp の ジウ 7 に 2 ニダー 


TV アニ メ 化 され た 荒木 飛呂彦 氏 の 漫画 『 ジ ョ ジョ の 奇妙 な 冒険 』 の オー 
ング アニ メー ショ ン か ら 、 筆 者 の 担当 し た パー ト を 一 部 紹介 し て いき ます 。 


チー ム で の 制作 


漫画 『 ジ ョ ジョ の 奇妙 な 冒険 (荒木 飛呂彦 ・ 著 集英社 ) が TV アニ メ 化 され る に あ た 

り 、 第 1 部 「 フ ァ ン トム ブラ ッ ド 」 第 2 部 「 戦 闘 潮流 」 を 描い た 1st Season、 第 3 部 「 ス 
ター ダス トク カル セ イ ダー ス 」 を 描い た 2nd Season の オー プ ニ ン ガ ア ニメーション を 神風 
動画 が 担当 し た こと で 一 躍 話題 と な り ま し た 。 

商業 アニ メー ショ ン は 、 基本 的 に 1 人 で 制作 する と いう こと は な く 、 チー ム で の 分 業 
と な り ま す 。 各 工 程 が 細か く 分 か れ て お り 、 工程 ご と の プロ フェ ッ シ ョ ナル が 作業 を 担 
当 し ます 。 

また 、1 人 が いく つか の 作業 を か け 持つ こと も 多い で す 。 第 2 部 、 第 3 部 オー プ ニ ン グ 
アニ メー ショ ン で の 筆者 の メイ ン は ディ レク ター( 監 督 ) と いう 立場 で し た が 、 イ メー ジ 
ボー ド や ビデ オ コ ン テ 、 作画 、 コ ン ポ ジッ ト な どの 作業 も 行っ て いま す 。 


『 ジ ョ ジョ の 奇妙 な 冒険 』 と は 


集英社 の 『 週 刊 少年 ジャ ンプ 』(1986 年 一 2004 年 ) 、『 ウ ルト ラジ ャ ンプ 』(2005 年 一 ) で 長期 に わ 


た っ て 連載 され て いる 、 荒木 飛呂彦 氏 に よる 漫画 シリ ー ズ で す 。 引き 込ま れる スト ー リ ー、 魅力 的 な 
登場 人 物 、 さ ら に 独特 の セリ フ 回 し や 擬音 な どか ら 、 老 若 男女 問わ ず 支 持 さ れる 日 本 を 代表 する 
漫画 の 1 つ で す 。 

TV アニ メ 『 ジ ョ ジョ の 奇妙 な 冒険 』 は 、1st Season、2nd Season と も に 、 シリ ー ズ Blu-ray プ DVD 
が 発売 中 で す 。 オープ ニン グ ア ニ メ ーション は 、 そ ちら を ご 覧 くだ さい 。 


TV アニ メ 『 ジ ョ ジョ の 奇 功 な 冒険 』『 ジ ョ ジョ の 奇妙 な 冒険 スタ ー ダ スト クル セイ ダー ス 』 @ 荒 木 飛 呂 彦 & 


LUCKY LAND COMMUNICATIONS プ 集英社 ・ ジ ョ ジョ の 奇妙 な 冒険 SC 製作 委員 会 


2 フー クッ フロ ー 


下 回 は 、『 ジ ョ ジョ の 寄 妙 な 冒険 オー プ ニ ン グ ア ニ メ ーション の お お ま か な ワ ー ク フロ ー に な り ます 。 見 て わか る よう に 、 
さま ざま な 工程 を 経て 作品 が 完成 し ます 。 完 成 に 至る まで 実に 多く の スタ ッ プ が 関わ っ て いま す 。 


カント 攻 生 き に よっ て は C6 の ほう が 地 計 の よかっ た ! 
カッ ト 人 な ら 作画 で な ど と いっ た 章 戸 も 語 まえ て 差 め て いく 


定員 動 画 て は 手持 き の テ クス チャ 
素材 、C6 ラ イ テ ィング で の レン ダリ 
ング 素材 を 合成 し て キャ ラク ター 
ビジ ュ アル の ペー ス を 宙 計 する 


に 革 り 付け る (マッ ピッ クィ 3 


CS で は レン ダリ ング を する こと で 、 靖 情報 や 上 行き 、 
チク スチ ャ 表 材 と いっ た も の を 書き 出す 


作画 YCo、 背 景 と いっ た も の を 合成 し て いく (人 フト GAeefte lesy) 
モー ショ ング ラフ ィ ックス の よう な 表現 は 、 こ の 欠 艇 で 作成 する 


ジョ ジョ の 砂 な 愉 』 の よう に 、 最 か ら ビ デオ コン テ ( Cpter 3) で 制作 を 箕 め て いる も の は 、 
原 了 了 や Co アニ メー ショ ンプ レビ ュー な ど 箇 陸 カ ッ ト を 要 折 し な が ら 。 
全体 を 通し て 引か な タイ ミン グ 員 や 色 の 右 問 を 思 後 まで 行っ て いく 


国 イメ ー ジ ボー ド 


ここ か ら は 、 筆 者 が 実際 に 関わ っ た 工程 を 中 心 に 紹介 し て いき ます 。 

アニ メー ショ ン 制 作 で は 、 ま ず コ ン セ プ ト と な る 1 枚 や 、 象徴 的 な 情景 な どの イメ ー 
ジ を 1 枚 絵 と し て 具現 化し て いき ます 。 それ が 、 イ メージ ボー ド ( も し < は コン セプト アー ト ) と 
呼ば れる 工程 で す 。 

完成 イメ ー ジ を スタ ッ フ 間 で 共有 する た め 、 ま た クラ イア ント に ブレ ゼン を する うえ で 
も 重要 で す 。 コ ン テ 制作 より 先行 する こと も あれ ば 、 コ ン テ 制 作 と 並行 し て 進め る こ 
と も あり ます 。 


第 1 部 「 フ ァ ン トム ブラ ッ ド 」 オ ー プ ニッ ング アニメ ーション イメ ー ジ ボー ド 

第 1 部 に お いて は 、 ジョ ー ス ター 家 (主人公 ・ ジ ョ ナ サ ンジ ョ ー ス 9 の 家 ) に 模 し た 螺旋 階段 
の 中 を 出 ず に 、 ディ オ (宿敵 - デ ィ オ ・ ブ ラン ドー) と の 出会い と 闘い を 追う と いう 演出 コン セ 
プ ト に と 、 漫 画 表現 と アニ メー ショ ン 表 現 が 行き 来 する よう な ビジ ュ ア ル の コン セプト が 
あり まし た 。 


第 2 部 「 戦 闘 潮流 」 オ ー プ ニン グ ア ニ メ ーション イメ ー ジ ボー ド 


第 2 部 の オー プ ニ ン グ ア ニ メ ーション で は 、 こ の 時 期 の 荒木 先生 が カラ ー イ ラス ト で 
多用 され て いた “カラ ー ト ー ン 表現 を シル エッ ト と モー ショ ング ラフ ィ ッ クス で スタ イリ ッ 
シュ に 魅せ る "と いう コン セプト が あり まし た 。 

カラ ー イ メー ジ や キャ ラク ター の モチ ー フ を 盛り 込む と いう 点 な おど 、 こ の 時 点 で 決め 込 
ん で いま す 。 


第 3 部 「 ス ター ダス トク ル セ イ ダー ス 」 オ ー プ ニン グ ア ニ メ ーション イメ ー ジ 
ボー ド 


「 ス ター ダス トク ル セ イ ダー ス 」 で は 、 シリ ー ズ 3 作 目 と も な り 慣 れ て きた こと も あっ て か 
明確 な ボー ド は 作成 され ませ ん で し た が 、 擬音 の 空間 を 飛び 交 う ヒ い う イ メー ジ を 
共有 する た め の ラ フス ケッ チ を 描き 起こ し まし た 。 


イメ ー ジ スケ ッ チ : デ ィ レク ター ノスケ ッ チ 吉井 希 


回 ビデ オォ コンテ 

コン テ 制 作 で は 、 通 常 「 絵 コン テ 用 紙 」 と いう 枠 や 欄 の ある 用 紙 で 描き 進め た り し 
ます が 、 筆 者 の 場合 は 、 フ レー ム だ け プ リン ト し た 用 紙 に 連続 し た スケ ッ チ を 描き 、 
スキ ャ ン し て 「Adobe After Effects」 で 時 間 軸 に 並べ た り 、 も し く は 「CLIP 
STUDIO PAINT」 で 最初 か ら 時 間 軸 を 持っ た カッ ト を 制作 し 、 そ の 後 「Adobe 
After Effects」 で 編集 し て ビデ オ コ ン テ と し て の 制作 を 先行 し まし た 。 

オー プ ニ ン グ ア ニ メ ーション や ミュ ー ジ ッ ク ビ デオ は も ちろ ん で す が 、 神 風 動画 在籍 時 
は 、 音 楽 合わ 0 せ の プロ ジェ クト が 多く 、 イ メー ジ を 明確 に し て ほか の 作業 者 と 共有 
し た りす る 際 に 、 ビ デオ コン テ は 有効 で し た 。 


1. ビ デオ コン テラ フ 


下図 は 、A4 用 紙 に 小さ な フレ ー ム を 描き 、 連 続 し た イメ ー ジ を スケ ッ チ し た も の で 
す 。 これ を 「Adobe After Effects」 や 「CLIP STUDIO PAINT」 で 時 間 軸 上 に 
べ て 確認 し て いき ます 。 


第 3 部 「 ス ター ダス トク ル セ イ ダー ス 」 オ ー プ ニン グ ア ニ メ ーション 
カッ ト 17 コン テラ フス ケッ チ : 吉 電 尚 希 


2. ビ デオ コン テ 完 
ラフ か ら 、 さ ら に イメ ー ジ と 動き を 明確 に する た め に 、 清 書 し な が ら 動き を 加筆 し て 
いき ます 。 アク ショ ン の カッ ト と いう こと も あり 、 枚数 は 多め と な っ て いま す が 、 筆者 の 
場合 、 こ の 量 を 描く こと は 珍し く あ り ませ ん 。 動き の イメ ー ジ を 伝え る だ け で な く 、 動 
き の リ ズム と 音楽 の シン クロ も 含め この 段階 で 詰め て お く た め で も あり ます 。 
ここ か ら 、 さ ら に アニ メー ター が イメ ー ジ を 膨らまし 、 盛り込ん で いっ た こと に より 、 素 
晴らし い カ ッ ト に な り ま し た (⑦ ニ メー ショ ン は 永田 奏 が 担当 )。 


国 | 作画 工程 (し イア ゥ ト 、 原 画 ご 動画 こ コンポジット) 


第 2 部 の オー ブ ニ ン アニ メー ショ ン で は 、 柱 の 男 た ち ( カ ー ズ 、 り ムウ 、 エ シディ シ 、 サン タナ の 4 

名 ) と いう 強大 な 敵 た ち を より 象徴 的 に お どろ お どろ し く 描く た め に 、 あえ て 荒 々 し い 
谷 筆 で の アナ ログ 作画 で 進め まし た 。 

鉛筆 その まま で な く 、 そ こ か ら さら に に 印象 的 な 最終 画面 に する た め に デジ タル で 

の 作業 が 不可 欠 で し た 。 ここ で は 、「 カ ッ ト 33」 の 一 部 工程 を 紹介 し ます 。 


1. 水 彩 タ ッ チ に よる 色 表 現 


鉛筆 で 描い た アナ ログ 作画 を PC に 取り 込み 、 合 成 モ ー ド 「 乗 算 」 の レイ ヤー で 鉛 
筆 線画 に 色 を 被せ て いき ます 。 


は 、 人 物 の マス ク 素 材 で す 。 これ を 下 に 置く こと で 背景 が 透過 し な いよ うに し た 
り 、 人 物 の 色 表現 を し て いま す 。 鉛筆 の タッ チ に 合う よう に 水彩 タッ チ 寄 り の プラ シ 
で 描い て いま す 。 わか りや すい 赤色 で 塗っ て いま す が 、 最終 的 に は 黄色 系 の 色 味 
に 調整 し ます 。 


請 人 物 マ スク 


回 は 、 技 の エフ ェ ワ ト で す 。 アナ ログ の タッ チ に 合う よう に 、 の 素材 と 同じ 水彩 タッ チ 


の ブラ シ で 描い て いま す 。 


回 技 エ フェ クト 
層 * 


Ye 


は 、 目 の マス ク で す 。 最終 的 に 合成 モー ド を 変更 し 、 目 を 光ら せ て 強調 する た 
め に 、 独 立 し た マス ク と し て 制作 し て いま す 。 


回 目 マス ク 


は 、 こ れ ら を 組み 合わ せ て で きた 絵 で す 。 


鉛筆 作画 、 頭 回 回 を 組み 合わ せ た 絵 


2. 効 果 線 、 エ フェ クト を 追加 する 


回 の よう な エフ ェクト 素材 や 、 還 の よう な 漫画 用 効果 線 素材 を 使っ て 、 最 終 的 
な 絵 と し て 仕上 げ て いき ます 。 


本 エフ ェクト 素材 


回 は 、 痛 景 な ど で 使っ て いる 漫画 効果 線 素材 で す 。 それぞれ 3、4 枚 ほど の ブレ 
連 番 ファ イル を 制作 し 、「 動 く 効果 線 」 素 材 と し て いま す 。 


回 漫画 用 効果 線 素 材 


[uN 


これ ら を すべ て の 枚数 で 作画 し 、「Adobe After Effects」 で 各 素材 や 背景 と 
合成 、 色 の 調整 、 ブ ラー な どの エフ ェクト の 追加 、 カメ ラ の ブレ な ど と いっ た コン ポ 
ジッ ト 作業 を する こと で 、 最終 的 な アニ メー ショ ン の 絵 に な っ て いま す 。 


POINT 


絵 に よっ て は 、 下図 の よう な アク セッ ト と な る エッ ジ の きい た エフ ェクト 作画 を 組み 合わ せ た り も し て いま す 。 


園 参 才 資 料 


ここ で は 、 実 際 に 現場 で 使っ た 絵 コン テ と 鉛筆 作画 の カッ ト を 掲載 し ます 。 是非 と 
も 、 ア ニメーション 制作 に 役立て て くだ さい 。 


絵 コ ン テ 

『 ジ ョ ジョ の 奇妙 な 冒険 』 で は 、 ビ デオ コン テ を 先行 し て 制作 し まし た が 、 絵 コン テ も 
制作 し て いま す 。 メモ 欄 に 注釈 や 書き 込み 、 アニメ ー タ ー な ど と の 打ち 合わ せ で メ 
モ を 追記 し た りな ど 、 書 面 ベ バー ス の も の が ある と や は り 便利 で す 。 

ここ で は 、 第 3 部 「 ス ター ダス トワ ル セ イ ダー ス 」 オ ー プ ニン グ ア ニ メ ーション の 絵 コン テ 
を 掲載 し ます 。 


絵 コ ン テ 、 ビ デオ コン テ 


絵 コ ン テ と は 、 ア ニメーション 制作 に お ける 画面 の 設計 国 の よう な も の で す 。 カッ ト 内 の 人 物 な どの 演 
技 の 内 容 や 場面 の レイ アウ ト 、 そ の カッ ト が 何 秒 な の か と いっ た 時 間 の 尺 を 書き 記し ます 。 さら に 、 そ の 
カッ ト を つない で いっ た シー ン を 通し て の 間 や スト ー リ ー な ど を より 印象 付け る 演出 と いっ た こと も プラン 
ニン ザ し て いき ます 。 

また 、 そ れ ら の シー ソン や カッ ト の 中 で 出 て くる 作画 は も ちろ ん 、 背景 美術 や 3DCG、 ア イ テ ム の 設定 な 
ど 、 必 要 と な る も の を 割り 出す と いっ た 目的 に も な る た め 、 ま さ に 設計 図 と し て の 機能 に な り ます 。 


一 方 、 ビ デオ コン テ (V コ ン テ ) は 、 絵 コン テ が 紙 に 出力 さ れる こと を 想定 し た コマ 割り の よう な も の と メモ 
書き に よっ て 描い て いく の に 対し 、 時 間 軸 上 に コン テ の 絵 を 並べ る こと で 、 ムー ビー と し て 作成 し ます 。 
その た め 、 完 成 時 に 流れ て いく 時 間 や 動き カッ ト の 切り 替わり の イメ ー ジ が し や すく な り ます 。 と くに 音 


楽に 合わ せ た 映像 (MV や ショ ン な ど ) で は 有効 で す 。 


と zegg OP 


て onte 


i 


mre 


FJ 


補選 ジョ ジョ 、 
ジョ ナ サ ン の 星 の アザ か ら TB 


一 角 の OP 映 像 を キャ ラク ター に 投 多 。 


1s あ た りか ら 
ジョ ナ サ ン の 軸 口 か 5T8 
同時 に ジョ ナ サ ン は 、 

縮 い て いる 状態 か ら 立 ち 上 が る 、 
カメ ラ 回 り 込み 西 び バス ト 寄り に 、 


1s20f で ポー ズ キ メ 。 
3522f ま で じ わ TB 


1 ジョナサン ボー ズ を 変え な が ら 
ほ 章 に 出 て くる 


ジョ ナ サ ン が 玉 る と ジョ セ フ に 変わ る 
09f あ た り で ジョ セ フ キ メ 


|@20( ま で じ わ TU 


レラ ゝ 
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ジョ セ フ の 右手 チョ ッ プ ? か ら 
還っ て 
未 記 の 和 中 に 。7907 


500「 で 振り 返っ て ポー ズ キ メ 。 


系 太 部 崩 中 に 回 りこ み 
性 の アザ の 位置 か ら 光 


そこ か ら ス ター プラ チ ナ が 登場 
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スタ ー プ ラチ ナ 、 「 オ ラ ァ !」 
半 で エン ド 
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7 な If あたり で 導 面 に 出る 、 
水しぶき 作 語 ワ イブ 。 


夜空 に 月 が 肖 か ぶ (c003) 


EE 


夜空 に 浮か が ぶ 月 。 
1s12f 流れ 時 が 五 つ 地平 線 に 向かっ て 
演 れ る, 


カメ ラ は それ を 追っ て じ わ PANDOWN 


22. 


の 


人 度 か ら 地 王 を みた 視点 

尾 は 典 の 一 点 へ 向かう 。 

カメ ラ は 尾 を 追っ て 進む 。 

( 邊 の 方 、 店 風光 は リア ル な 感じ で 、 
地表 は 攻 木 生 タッ チ の 地 較 0 ハ リコ 
虹 ぜ る と どう な る か 、 表現 一 


2s10f あ た りか ら 加 連 、 陸 下 し て いく 。 
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鉛 開 作画 
本 節 『S 作画 工程 」 で 紹介 し た 、 第 2 部 オー プ ニ ン グ ア ニ メ ーション 「 カ ッ ト 33」 の 鉛筆 作画 を 掲載 し ます 。 


POINT 

この カッ ト は 、 基 本 的 に 3 コマ (フレ ー ム ) 打ち 、 ポ イン ト で 2 コマ 打ち に し て いま す 。 完成 画面 が 見 られ る よ 
う で あれ ば と 見 比べ つつ 、 コ マ 送 り に し て タイ ミン グ も 確認 し て みて くだ さい 。 作画 を 習得 し て いく うえ で 、 ブ 
日 に よる アニ メー ショ ン を コマ 送り し 、 ど ん な ポー ズ 、 タ イミ ング で 作成 し て いる の か を 見 て 研究 する こと も 大 


切 で す 。 


英字 


PaintMan 向 け 出力 (書き 出し ) 


あぁ 


アニ メー ショ ン GIF (書き 出し ) アニ メー ショ ンス タン プ (APNG) (書き 出し ) “mm アニメ ーション セル 
アニ メー ショ ン セ ル 出 力 (書き 出し ) 。 ョ アニ メー ショ ン セ ル パ レ ッ ト mm ア ニメーション フォ ル ダ ー 
アン チエ イリ アス  m 移 動 ( キ ャ ン パ ス )  m 移 動 ( ラ イト テー ブル ) mm 演出 フレ ー ム 
オニ オン スキ ン mm オフ セッ ト 


か 
開始 フレ ー ム (タイ ムラ イン ) 曲解 像 度 回 転 (キャ ン パス ) 回転 ( ラ イト テー ブル ) 
ガウ ス ぼかし (フィ ルター) 拡大 (ライ ト テ ー ブ ル ) ョ 拡大: 縮小 * 回 転 
画像 の 登録 を 解除 (ライト テー ブル ) “mm カラ ー サ ー ク カル パレ ッ ト mm カ ラー セッ ト パ レッ ト 
ョ 基準 サイ ズ  m キ ー で セル の 動き を 確認 (ライ ト テ ー ブ ル ) 
ョ キー で 前 後 の セ ル を 確認 (ライ ト テ ー ブ ル ) 還 キ ャ ン バ ス 還 キ ャ ン バ ス 共有 ライ ト テ ー ブ ル 
還 区 切り 線 ( タ イム ライ ン ) 還 ク リッ プ 呈 結 合 (レイ ヤー) ョ 合成 モー ド 


さ 


m 再 生 ( タ イム ライ ン )  m 再 生 fps 表 示  m 再 生 時 間 ( タ イム ライ ン ) 和 m 再 生 設定 


還 作画 サイ ズ  m サ ブツ ー ル パレ ッ ト  m サ ムネ イル の サイ ズ ( タ イム ライ ン ) 

左右 反転 (ライ ト テ ー ブ ル ) 散布 効果  m 色 調 補正 レイ ヤー  m 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ン ケ 
修飾 キー 設定 ョ 自由 変形  m 終 了 フ レー ム ( タ イム ライ ン )  m 縮 小 ( ラ イト テー ブル ) 
上 下 反 転 ( ラ イト テー ブル ) mm ショー トカ ッ ト 設 定  m 新 規 ア ニメーション セル 

呈 新 規 ア ニメーション フォ ル ダ ー 生 新規 (キャ ン バ パス ) 新規 タイ ムラ イン 

ズー ム ア ウ ト ( キ ャ ン バ ス ) ズー ム ア ウ ト (タイ ムラ イン ) ズー ムイ ン ( キ ャ ン パ バス) 

ズー ムイ ン ( タ イム ライ ン ) 隙間 閉じ (塗り つぶ し ツー ル ) mm ス ムー ジン グ ( フ ィ ルター) 
設定 変更 (タイ ムラ イン )  m セ ル 固 有 ラ イト テー ブル  m セ ル 指 定 の 切り 取り 

四 セ ル 指 定 の コピ ー  m セ ル 指 定 の 削除 m セ ル 指 定 の 貼り 付け  m ョ セル の 選択 (タイ ムラ イン ) 
生 セ ル を 一 括 指定 m セ ル を 指定 m 選 択 中 の レイ ヤー を 登録 (ライ ト テー ブル ) 

選択 範囲 を 反転  m 線 の 色 を 描画 色 に 変更  m 素 材 の ダウ ン ロ ー ド 


た 


対応 する すべ て の セル を 作成 m タ イム シー ト 出 力 (書き 出し )  m タ イム ライ ン 

ョ タイ ムラ イン の 管理 。 mw タイ ムラ イン の 順番 で 正規 化 mw タイ ムラ イン の 初期 設定 

ョ タイ ムラ イン パレ ッ ト  m タ イム ライ ン 編 集 和 m 棒 円 (図形 ツー ル )  m 直 線 (図形 ツー ル ) 
mm ツー ル パ レッ ト  m 停 止 (タイ ムラ イン ) mm テン プレ ー ト  m 特 殊 定規 (図形 ツー ル ) 

本 トラック (タイ ムラ イン ) 


な 


還 投げ な わ 選 択 ( 選 択 範囲 ツー ル ) “mw 塗り つぶ し  m 塗 り 残 し 部 分 を 塗る (塗り つぶ し ツー ル ) 


は 


ョ パー ス 定 規 (図形 ツー ル )  m パ ウン ディ ン ザ ボッ クス バレット カラ ー ョ ハン ドル 

四 ファ イル を 選択 し て 登録 (ライ ト テ ー ブ ル ) 還 フォ ル ダ ー を 作成 し て レイ ヤー を 挿入 

複数 参照 (塗り つぶ し ツー ル ) 不透明 度 ( ラ イト テー ブル ) 本 フレ ー ム (タイ ムラ イン ) 
フレ ー ム の 移動 フレ ー ム レー ト を 変更 m 編 集 対象 セル (ライ ト テー ブル ) 

還 他 の レイ ヤー を 参照 選択 (自動 選択 ツー ル ) mm 他 の レイ ヤー を 参照 (塗り つぶ し ツー ル ) 


ま 


ョ ムー ビー( 書 き 出し )  m ム ー ビ ー( 読 み 込 み ) mm メ ッ シ コ 変形 本 メニ ュー パー 


や 


m 奈 白 


ら 
ライ ト テ ー ブ ル mm ライ ト テ ー ブ ル 上 の レイ ヤー 位置 を リセット  m ラ イト テー ブル ツー ル 
ライ ト テーブ ルレ イヤ ー mm ラス タラ イズ 。 m ラ ベル ョ 隣接 ビ ワ セ ル を た どる (塗り つぶ し ツー ル ) 
ョ ルー プ 再 生 wm レイヤー mm レイ ヤー カラ ー( ラ イト テー ブル ) mm レイ ヤー の 順番 で 正規 化 
還 レ イヤ ー パ レッ ト “mm レイ ヤー フォ ル ダ ー mw レイ ヤー マス ク mm レイ ヤー を 複製 
ョ 連 番 画像 (書き 出し ) m 連 番 | 


(読み 込み ) 


w Adobe After Effects ‘mCLIP STUDIO PAINT EX mw CLIP STUDIO PAINT PRO 


mfps mLINE ア ニメーション スタ ンプ mPaintMan mmPAN 


あ 


四 ア イレ ベル mw アオ リョ アゴ パク ーー ョ イメ ー ジ ボー ド 千絵 コン テ mw エフ ェクト m 遠 近 法 
オバケ  m オ ー バ ー パ ー ス 


か 


四 画 角 mw カッ ト m 画 面 動 m 空 セル wm 緩急 m 軌 道 m 空 気 遠近 法 m ロ パク 
mm グロ ー  m 原 画 ( キ ー フ レー ム ) = 誇張 表現 m コ マ ( フ レー ム ) う ち コンポジット 


さ 


ョ 撮影 還 実 写 合成 m 上 下 動 m 消 失点 mm ョ シーン ョ セル 画 


た 


ョ タイ ムシ ー ト mm タ ッ プ 割り タメ 箇 付 け PAN 還 ツ メ ョ ツ メ 指示 
本 ディ イフ ュー ジョ ソン フィル ター  m 透 過 光 透視 図法 m 同 トレ ス ブ レ m 閉 じ 口 ョ 閉じ 目 
本 トラ ッ ク ア ッ プ mm トラ ッ ワ バッ ワ 


な 


下 中 口中 目  m 中 割り (イン ビ ト ゥ イー ン ) 


は 


ョ パー ス 。 m パ ベッ ト アニ メー ショ ン mm パ ラフ  m ビ デオ コン テ ョ 開き 口  m 開 き 目 mw フォ ロー 


フカ ン mw フル アニ メー ショ ン 還 ブ プレ 還 フ レア mm フレ ー ム (コマ )  m フ レー ム ( 枠 ) 
フレ ー ム レー ト 


ま 


メタ モル フォ ー ゼ  m 目 パチ mm モー フィ ング 


還 指 パ ラ 


ら 


リミテッ ドア ニメーション mm レン ズ フィ ルター  m ロ トス コー ブ 


わ 


ョ ロー カフ ロー 


東京 工芸 大 学芸 術 学 部 アニ メー ショ ン 学 科 卒 業 後 、 フ リー ラン ス と し て TV アニ 
メー ショ ン を 中 心 に 原画 等 で 参加 。 

2011 年 有限 会 社 神風 動画 に 入社 。 ディ レ ワ ター・ 絵 コン テ ・ 作 画 ・CG ア ニ メ ー 
ショ ン ・ コ ン ポ ジッ ト 等 多岐 に 渡っ て 従事 する 。 TV アニ メー ショ ン 『 ジ ョ ジョ の 奇妙 な 
冒険 (Part2 戦闘 潮流 )』、『 ジ ョ ジョ の 奇妙 な 冒険 スタ ー ダ スト ワル セイ ダー ス 』 、 
『GATCHAMAN CROWDS 間 GATCHAMAN CROWDS insight』 と いっ た 
アニ メー ショ ン 作 品 の オー プ ニ ン グ 、 上 坂 す みれ 『 革 命 的 ブロ ー ド ウェ イ 主 義 者 同 
盟 』、Sound Horizon(VANISHING STARLIGHT ) 『 よ だ か の 星 』 の ミュ ー ジ ッ 
クビ デオ な ど で は ディ レク ター も 務め る 。 

2016 年 有限 会 社 神風 動画 を 退社 。 フ リー ラン ス と し て 創作 活動 を し て いる 。 
原稿 執筆 に 『 月 刊 MN 2015 年 11 月 号 』( 特 集 : エ フェ クト 表現 の 物理 学 爆 
発 と 液体 と 炎 と 煙 と 魔法 た ) が ある 。 
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小口 翔平 岩永 香 穂 (tobufune) 
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株 式 会 社 コス モグ ラフ ィ ッ ク 
編集 

難波 智裕 (株 式 会 社 レミ ッ ク ) 

秋山 絵美 、 加 藤 博 (技術 評 
協力 

株 式 会 社 セ ル シ ス 、 有 限 会 社 神風 動画 


論 社 ) 


吉 直 尚 着 ms 


アニ メー ター。 
天天 学 人 2 と し て Tv アニ 
メー ショ ン を 中 必 に 画 等 で 多加 。 


2011 年 恨 会 社 神馬 動画 に 入社 。 ディレク ター・ 絵 コン ティ 作画 CB アニ メー 
な 加 了 TPard 和 )。、 

2、TGATCHAMAN CROWDS:r6ATCHAMAN CROWDS insighis と いっ た アニ 
メー ショ ン 作品 の オー プ ニ ング 、 上 抜 すみ "的 プロ ー ド ウェ イ 主導 還 。 
Sound Horizon(VANISMINS SIARUGHTD' よ だ か の 王 』 の ミュ ー ジ ッ ク ビデ ナ な ど 
で は ディ レタ ター も 務め る 。 

2014 和 有人 社民 を 社 。 フ リー ラン スレ て 間 人 活動 を し て いる 。 
に 月 MdN 2015 生 1 月 (フェ クト 打電 と 人 
上 と) が ある 。 
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